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  プロローグ

  

  　父親の言いつけをきちんと守り、そのまま小川で遊んでいたなら、そのあとの久く坂さかユーキの生き方はまったく違ったものになっていただろう。

  　けれどもユーキは突然、遊ぶのをやめて浅い水から足を引き抜いてしまった。そして村の子供たちへ幼い顔をむける。

  「かえろう」

  　けらけら笑いながら、透きとおった川の水をかけあっていた子供たちは、その言葉を受けて手を止め、きょとんとした顔を互いに見合わせた。大人が呼びにくるまで、子供はみんなここで遊んでいろ、と村長から言われていたのだ。

  「おこられるよ」

  「ここであそんでないとダメだよ」

  「ユーキのパパ、いうこときかないと、おこるでしょ？」

  　子供たちの戸惑った顔へ、ユーキはきっぱりと言葉を投げた。

  「あたし、かえる。みんなは、ここにいていいよ」

  　それだけ言うと、素肌のうえにきめの粗あらい木も綿めんの着物をはおり、母親が編んでくれた可愛かわいらしい草鞋わらじをつっかけて、皆に背をむけ、ててて、と走り去ってしまった。

  　川に残された子供たちは、岸辺近くまでせり出した雑ぞう木き林ばやしへ消えていくユーキの小さな背中をただ見送るだけだった。まだ五歳のユーキより年長の子供もいたが、大人に引いん率そつされずにここからひとりで村に帰るのはおそろしかった。

  　でもユーキならひとりで村に帰れる――その場に居合わせた子供は全員、そのことは知っていた。久坂ユーキは並の子供とは違うのだ。

  「んっ、んっ」

  　閉じた口からそんな掛け声みたいな息をもらしながら、ユーキは丸みのある幼い四し肢しをせっせと動かし、小川に沿った雑木林を上流めがけて駆け上がっていった。足元は濃い緑の下生えに覆おおわれ、その隙すき間まに黒々とした腐ふ葉よう土どがかろうじて顔をのぞかせ、スギやブナの芳かんばしい香りが山肌のきつい傾斜面に垂れ込めている。

  　六ろつ甲こう山さん系けい全体に蝉せみの声がやかましい。昼下がりのきつい陽射しは緑の天てん蓋がいに濾ろ過かされて、淡緑色をした光の天幕のようになり、斜面を駆けあがるユーキの背中へ柔らかく降りてくる。

  　どれだけ駆けてもユーキの息は切れない。全力で走っているにも拘かかわらず、いっこうに手足の振りが鈍らない。それにその駆けるすがたは、地を蹴けって走るというよりも、地を跳躍板にして翔かける、といった方が近い。地のすれすれ直上を飛ひ翔しようするようなユーキの疾走だった。

  　またたくまに尾根に辿たどりついた。ユーキはひとつ息を抜くと、「んっ」とまた一声かけて深く吸気し、それから尾根づたいに通された山道に小さな足を踏み入れ、久く坂さか村むらを目指して駆けた。右へ眼をむけたならスギの梢こずえを通して遙はるか遠方、海の群ぐん青じようが望めるのだが、いまのユーキはそれに眼もくれず一心に村の方へむかっていく。

  　おかしなことに気がついた。午前中、川へ行くときに通ったとき、この山道の両脇には雑草や羊し歯だがこんもりと生い茂り、その合間から桔き梗きようがちらほら紫の花弁をのぞかせ、あちこちに灌かん木ぼくが転がっていた。しかしいまユーキの目の前で、それらは布ふ巾きんでぬぐったように平らに均ならされてしまっている。

  　代わりに赤土のうえに刻まれているのは、カエデの葉によく似た大きな足跡だった。それが幾つも幾つも、久坂村の方を目指して伸びている。下生えは完全に踏みつぶされて、桔梗も無惨に泥にまみれ、灌木は道の両側へ蹴け飛とばされていた。そのなかには真ん中から折られてしまった若木たちもあった。切断面はささくれもなくきれいで、あたかも大きな鎌かまで断ち切ったような折れ方をしていた。

  　ユーキの心臓が波打った。いつも優しい山の空気が、いまはひどくささくれだっている。

  「ちちうえ。ははうえ」

  　短い言葉が洩もれた。

  　このところ毎日、ユーキの父は村の大人達と夜遅くまで話し合いをしていた。笑い声などは全くなく、みな一様に重く沈ちん鬱うつな表情をぶらさげ、苔こけむした地じ蔵ぞうみたいにユーキの家の囲い炉ろ裏り端ばたに居並んでいた。

  　なにが話し合われていたのかは知らない。ただ悪い予感だけがユーキの小さな胸のうちに溜まっていた。

  　村が近づいてくる。なにか、焦こげ臭い。木が爆はぜる音が聞こえる。目線をうえに持ち上げると、青灰色の煤ばい煙えんが緑葉のむこうをもくもく流れていた。山の大気が孕はらんだ熱がうっすら伝ってくる。

  　泣きそうな顔をしてユーキは駆けた。

  　この道のむこうにあるのはいつもの平穏な久坂村のはずだ。

  　厳しくて頼もしい父親が村長をしていて、村の人たちはみんな顔見知りで優しくて、歌を歌いながら畑仕事をしたり、夜は火を囲んで踊ったり、村の若者たちのひょうきんなお芝居を観て笑ったり、仲の良い子供同士でかくれんぼしたり、鬼ごっこしたり、木登りしたり――貧しいけれど、明るく楽しい久坂村が、いつものようにこの道の先に広がっているはずだ。

  　だがユーキの前にまず現れたのは、純白の兵装に緋ひ色いろの外がい套とうを翻ひるがえし、手には十字形の鉄てつ鉾ほこを握りしめた一群の騎き兵へいたちだった。ユーキに背をむけて、久坂村の方向を見やり、無ぶ粋すいな野太い声で談笑している。

  　彼らは駝だ鳥ちようによく似た生物に騎乗していた。頭部に二本の長い触しよつ角かくを持ち、緑色の外皮に全身が覆おおわれ、胸の前にはカマキリみたいな鎌かまがふたつくっついている。ユーキがこれまで見たこともない、禍まが々まがしい生物――姫ひめ路じコロニーが誇る生物変態グリル、鎌かま鳥どりだった。

  　ぴたり、とユーキは足を止めた。彼らに見つかってはいけない、と直感が告げた。

  　山道を外れて、野生のスギが並ぶ山肌の傾斜面に足を踏み入れ、まわり道をして久く坂さか村むらへ近づいていった。どくん、どくん、と心臓が騒がしく脈打っている。

  　足を滑すべらせないように気をつけながら、そのまましばらく傾斜を横切っていき、久坂村の真下に辿たどりついた。ユーキは柔らかな土のうえにへばりつくようにして、きつい勾こう配ばいを登っていった。ここを登りきると村の周囲を取り巻く木柵に辿りつくはずだ。

  　しかし――傾斜を登り詰めたユーキの前にあったのは木柵ではなかった。それは既に引き倒されており、目の先では、茅かや葺ぶきの木造家屋、家畜小屋、その直前に積み上げた堆たい肥ひ、石を載せた板いた葺ぶきの長屋、干し魚をつめた俵たわら、それから、ユーキの家――久坂村のあらゆるものが、まっすぐに天をさす紅ぐ蓮れんの炎を噴き上げていた。

  　村のあちこちで大人達が地に伏せていた。井戸のある中央広場、馬小屋の前、炎上する民家の入り口あたり――四し肢しをだらりと地へと投げだし、その身体の下からは真っ赤なものが流れ出て、乾いた赤土へ染み込んでいた。

  　ユーキは状況を理解することが出来ない。ただ口をぽかりとひらいて、傾斜面から顔を半分だけ出して村の様子を眺め渡した。

  「ちちうえ。ははうえ」

  　ユーキは両親のすがたを求めた。父母であればいまなにが起きているのかをわかりやすく教えてくれて、正しい解決方法へ導いてくれるはずだ。

  　父は、母は――？　

  　きょろきょろとせわしなく目を動かして、ようやく、悲しいそのすがたを見つけた。

  　ユーキの両親は揃そろって荒あら縄なわで身体を縛しばり上げられ、地に両膝をつけていた。

  　美しい黒髪をほつれさせ、がっくりとうなだれた母親の傍かたわらで、憎しみの籠こもった父の眼差しは、純白の兵装に身を包んだひとりの少女へとむけられていた。

  　少女は泰たい然ぜんとその眼光を受け流し、腕組みをして、燃えさかる家並みを興味なさそうに眺めている。

  　ぞわっ、とユーキの髪の毛が逆立った。

  　屈くつ辱じよく的な父のすがたが、幼いユーキの胸をざっくり引き裂いた。

  「ちちうえーっ」

  　身体が勝手に動いていた。ユーキは叫びながら父のもとへ駆け込んでいった。

  　真っ白な軍服を身につけた少女の顔が、ユーキへとむけられた。

  　ふたりの目が空中でぶつかった。ユーキはこのときの光景を、その後も長く網もう膜まくの奥に刻み続けることとなる。

  　少女は背後に火か焔えんを背負っていた。だから一瞬、そのすがたが影絵じみて見えたのだが、二度目の跳躍の際にその顔立ちを視認出来た。

  　年齢は一五、六歳くらい。無造作に後ろで束ねた長い黒髪の下、紫紺色の瞳が翳かげりのある睫まつ毛げに縁ふち取どられていた。炎の色を映すほどに細さい膩じな肌を穿うがつ、その双そう眸ぼうに宿っているのは自らよりも遙はるかに劣ったものを眺める際に滲にじみ出る、ごく自然な憐れん憫びんだった。嘲あざけりや侮ぶ蔑べつのような安っぽい情緒ではない。それらふたつは主として自分と同程度の者を見下し、わずかな優越感に浸ひたりたいときに現れるものだが、この少女が放つのは存在の遙かな高みから下界を俯ふ瞰かんした結果現れる高位のものだ。地上を這はいずる惨みじめな生き物に対して無条件に与えられる、天上からの憐あわれみだ。

  　少女はすらりとした四し肢しの先まで燦さん光こうをまとっていた。身体つきには幼さがほんのり残っているのに、その輪りん郭かくからは不可視の燐りん火かが立ちのぼり、あたかもなんらかの手違いでこの世界に産み落とされた者のごとく、周囲の風景から存在そのものが切り出され、貼り絵みたいに浮き立っていた。

  

  　――澁しぶ澤さわ美み歌か子こ。

  

  　それがこの少女の名前であることを、ユーキはのちに知ることになる。しかしこのときのユーキにとっては、村を焼き、父母を縛り上げた敵兵のなかの一員に過ぎなかった。標的にしたのは、美歌子が父を見下ろしていたからだ。

  　練れん氣きのこもった拳を握りしめる。地を擦った踵かかとが火花を放つ。燕つばめと見み紛まがう軌道を地のすれすれに描き出し、ユーキの突きだした拳は美歌子の腹部にめりこんだ。受けた身体がくの字に折れる。

  「市長っ」

  　一瞬呆あつ気けにとられてから、我に返った近この衛え兵へいが叫んだ。美歌子は手のひらで兵たちを制し、横おう隔かく膜まくの下に食い込んだユーキの手首を掴つかむと、澄み切った笑顔を浮かべて自分の顔の前へ幼い身体ごと吊り上げた。

  「屑くずしかいないと思ったが、掘り出し物を見つけたぞ」

  　じたばたと両足を動かし、地に降り立とうと暴れるユーキを、美歌子は間近からまじまじと見つめる。

  「この幼さで練氣を身にまとっている。超一級の特とく進しん種しゆだ」

  　ユーキは足あ掻がくのをやめ、ふー、ふー、と荒く息をつきながら、真正面から美歌子を睨にらみつけた。美歌子は翳りのない笑みを浮かべると、傍かたわらに控えていた兵にユーキをぞんざいに投げ渡した。

  「娘に手を出すなっ」

  　久坂村の村長、ユーキの父が怒声をあげた。年齢は三○代後半くらい。青い木も綿めんの着物のうえから荒あら縄なわで縛り上げられ、髪の毛を兵員に鷲わしづかみにされ、たくましい身体を前にのめらせ美み歌か子こにひざまずく格好だ。爛らん々らんとした目がうえへむかってぐいっと見ひらかれ、

  「野や蛮ばん人じんども。ぬすっとども。お前達のような連中が社会の再建を阻はばんでいるのだっ」

  　村長の声はしわがれていた。噴き出るような怒りを孕はらんだ眼差しが、一直線に美歌子へ突き刺さる。

  　美歌子は罵ば倒とうには構わず、すこぶるぞんざいな口調で、

  「あれはお前の娘か」

  「娘に手を出せばお前を殺す。必ず殺してやる」

  　村長の言葉に美歌子は一瞬きょとんとした表情を見せてから、呆あきれた様子でやれやれと首を左右に振った。

  「長がこれでは、似たような愚おろか者ものが寄り集まるのも道理だな」

  「娘を放せっ」

  「いやだ」

  「悪党めが。我々は話し合いをするためにお前達を村に入れたのだ。剣を持たぬ我々を焼き討ちするなど言ごん語ご道どう断だん、恥というものを知れっ」

  「交こう渉しようは軍兵を背後に並べておこなうものだ。剣を持たぬ者に交渉する資格はない」

  「それは中世の考えだっ。近代文明を一度経験した我々は、武器ではなく対話によって社会を再建するすべを知っているっ。信頼と相そう互ご扶ふ助じよに拠よって世界を再生させねばならないというのに――発展を阻んでいるのは貴様らの安直な暴力だと知れっ」

  　美歌子は著いちじるしく眉び宇うをひそめた。長い溜ため息いきを腹の底に抱えながら、それを外へ放出するのも面倒だと言わんばかりな表情だった。

  　村長の言葉への返答は――ざくり。

  　傍かたわらでうなだれていた村長の妻の喉のどへ、白銀の刀剣が突き立っていた。

  　妻の喉から血ち潮しおが噴き上がり、剣の柄つかを握る美歌子の頬を濡らした。

  　ぐるりと妻の眼球が裏返り、頭部が大きくうしろにのけぞってから、美歌子は剣を引き抜いた。そして片手のひらを自分の耳の横にあて、村長へむかって身体を斜めに傾かたむけて、あたかも子供に質問するがごとく、

  「信頼と相互扶助に拠って世界を再建出来る？」

  　村長は現実を認識できない。横様に地へ崩れ落ちる妻の身体へ、ただ大きく見ひらいた目をむけるのみ。

  「ではわたしを信頼してみせろ。わたしの行為に拍手で応え、地に頭をこすりつけて感謝しろ」

  　そう言って美歌子は地に伏せた妻を蹴けり上げた。首からまだ鮮血を噴き上げながら、哀れな肉体は一度大きくのけぞってから仰向けにひっくり返る。ようやく村長の口から絶叫が迸ほとばしった。

  　空間を掻かきむしるようなその叫びを受け、美み歌か子こは毅き然ぜんと胸を張ると両手を腰に当てて説教する。

  「よく聞け、こわっぱ。確かにいまは中世ではない。法もなく、政府もなく、猖しよう獗けつしたバケモノどもが交易路を塞ふさぎ通商を阻そ害がいする限り、この世界の水準は飛鳥あすかの御み世よをも下回る。むしろ神かみ代よに近い。信頼でも相そう互ご扶ふ助じよでもなく、いま必要なのは神なのだよ。この日本という島国に住まうみなが一様に仰ぎ見ることの出来る神が入り用なのだ。モーゼの例が示すごとく、神ならば法に権威を与えられる。神の権威を帯びた法を振りかざして政体を作る。神を中心とする政体だけが、社会を安定させ次なる段階へと民たみ草くさを誘いざなうことが出来るのだ。我々は文明を原始からやり直さねばならない――それがわかるか。骨身に沁しみて理解出来ているか。貴様の思想こそ、人間の本来性質から目を背け、いま必要な段階をすっ飛ばした安直かつ怠たい惰だなものだ」

  　きっぱりした口調でひといきにまくし立てた。だが村長は聞いていない。悲鳴の余よ韻いんをひきながら、口をあけて妻の亡なき骸がらを見やっている。

  「人の話を聞け」

  　短く吐き捨てると、美歌子は剣を横に薙ないだ。軽い動作だったが村長の首と胴体は見事にばっさり断ち切られ、切断面から血ち潮しおを噴き上げて、その胴体は妻の亡骸へ折り重なり、飛ばされた首は幾度か弾んで炎上する家屋のなかへ突っ込んでいった。

  　美歌子は一度血振りしてから剣を鞘さやに収めた。緋ひ色いろの外がい套とうを片手で撥はね上げ、兵に抱え上げられたユーキを見やる。

  　ユーキはいまや我われを失していた。

  　眼前で起きた出来事が、幼いユーキに理解出来る範囲を越えていた。言葉もなく、ただ青ざめた顔をあげて、ぽかりと口をひらいたまま、忘ぼう我がのただなかにある。

  　美歌子は身を屈かがめてその顔を間近から見つめ、凄せい艶えんな笑みを浮かべた。

  「目の前で両親を殺されて悔しいか。無力な自分がうらめしいか」

  　ユーキのうつろな瞳に、ぼんやりと美歌子の顔が映った。反応がほとんどない。それが美歌子にとって不満だった。

  　美歌子は近この衛え兵へいの胸からユーキの身体を受け取ると、両親の無惨な亡骸の傍かたわらへ置いた。

  　しばらくの間、ユーキは呆ぼう然ぜんと変わり果てた父母のすがたを地面にぺたんと腰をつけて見下ろしていたが、やがて涙が流れ出て、口からは嗚お咽えつが洩もれだし、それから声をあげて泣きはじめた。

  　一連のユーキの反応を楽しげに見下ろしてから、美歌子は我が子をあやすかのごとくユーキの身体を抱き上げた。そして柔らかな口調で、

  「わたしを憎め。殺しに来い」

  　ユーキは泣きつづける。美歌子の言葉が届いていない。

  「復ふく讐しゆうを誓ちかえ。わたしを殺すために生きろ」

  　しゃくりあげながら、ユーキは美み歌か子こを見据えた。その目に宿っているのは恐怖と憎悪だ。美歌子が求める色がユーキから放ち出されている。それを受けて、美歌子の顔のうえに典てん雅がな笑みがひろがった。

  　美歌子は再び傍かたわらの兵へユーキを乱暴に投げ渡すと、

  「鶴つる木き山さん楼ろうに連れて行き早急に仕上げろ。手加減は無用だが、決して殺すな。負けん気を培ばい養ようしながら打ち据えるのだ」

  　兵は美歌子の下か命めいに敬礼で応え、きびすを返してその場から離れた。その腕に抱えられ、胸いっぱいの悲しみと、恐怖と、意識の最さい奥おうに埋うめ込まれた憎悪と共に、幼いユーキは故郷久く坂さか村むらから引き離されていった。

  　噴き上がる火か焔えんがいつまでも蒼そう天てんを焼いていた。兵達は村人たちの遺い骸がいをひとまとめにすると、油をかけて火をつけた。

  　以後、この地には姫ひめ路じコロニーの前ぜん哨しよう砦とりでが築かれ、植民兵が入にゆう植しよくして、敵対する共同体へ常時睨にらみを効かせることとなる。久坂村が存在した記録は一切残されることなく、そこに在ったなにもかもが灰かい燼じんと化して夏空の彼方かなたへと消えていった。



  


  　　　一．

  

  　鴨かも居いに吊つるした風鈴が、宵よい口くちの風を受けてちりんと鳴った。

  　西の空には紫がかった細い雲がたなびき、天てん蓋がいを充たす漆しつ黒こくへこれから埋もれようとしている。裏庭から差し込んできた一条の風が、居間のなかにまだ残る日中のぬくみをさらっていった。

  　蚊か遣やり線せん香こうを焚たいて、縁側と居間を仕切る障しよう子じを大きくあけ、暮れていく空の色と裏庭の緑を眺めながら、小さなちゃぶ台を囲む三人がいた。

  　大皿のうえには茹ゆでたじゃがいもとにんじん、味み噌そときゅうり。タマはきゅうりを口に含み、ぱきっと折って、もぐもぐしながら深刻そうな表情を浮かべた。

  「だからいるんだって、空飛ぶ豚人間」

  　塩をふったじゃがいもを一口食べて、久く坂さかユーキは傍かたわらでにこにことタマの話を聞く久坂リオにむかい、

  「信じちゃダメだ。タマはリオに受けようと思って作り話をしているだけだ」

  　リオは笑顔をユーキにむけると、同じ表情をタマへと戻した。

  「馬鹿、ほんとだって、お前、実際あれ見たら泣くぞ」

  「具体的にどんなんだ、その生き物は」

  　白の半袖Ｔシャツに黒のジャージ。ラフな格好のタマは畳たたみのうえにあぐらをかいて、ユーキの問いに真ま面じ目めな顔で答える。

  「もうそのまんまだよ、そのまんま。豚と人間、足たしっぱなし。豚の顔してて、身体が人間で、なんか腕の下に膜みたいなのつけてて、それで飛ぶの。ほら、すげーセンスおかしい科学者っているじゃん。なんかわけわかんねーことやって目立とうと思ったんだろうな。遺伝子とかなんかそういうのいじくり倒して、偶然うまくいって、あれが出来上がっちゃったんだよきっと。うわ、喋しやべってたら思い出した。こえー」

  　指についた塩をちろりと舐なめてから、ユーキはしらけた顔を傍かたわらのリオへむけた。

  「絶対うそだ。信じるとタマの馬鹿が伝染するぞ」

  　青のタンクトップに白のショートパンツ。家ではいつも楽な格好のユーキだ。張りのあるみずみずしい一七歳の四し肢しが灯とう明みよう皿ざらの灯りの下、薄うす桃もも色に照らし出されている。

  　その傍ら、青い長袖シャツに桃色のスカートを合わせたリオはさらさらとメモ帳に鉛筆を走らせて、書き上げたそれを無む垢くな笑みの傍らに掲げた。

  『タマはウソついてないよ。』

  　メモを読み、ふう、と軽く息を抜いて、ユーキは冷たい眼差しをタマへむけ、

  「ほらみろ、リオにお前の馬鹿がうつった。責任取って風ふ呂ろを沸かせ」

  「なんでだよ。おれ、客だぞ一応」

  「わたしは昼間の掃そう除じで疲れた。お前、サボってたじゃないか。相手するのがめんどくさいバケモノ、全部ウッシーに回してただろ。わたしはちゃんと見てたぞ」

  「う、うるせえ。あれはお前、ウッシーの修行のためだよ。あいつの修行のために、おれは心を鬼にして、あいつのところへ手て強ごわいバケモノを誘導してやったんだ」

  「な、リオ？　タマはこういうやつだ。タマの言うことは話半分できくこと」

  「だから違うってばよー。いやまあ確かにめんどくさかったから一部ウッシーに押しつけたけどさー。でもあいつ、多少疲れてるくらいでちょうどいいだろ？　精力持てあまして鼻血噴き出すより、バケモノ相手にエネルギー発散した方がいいって」

  「ウッシーがかわいそうじゃないか。ものすごく必死な形相で戦ってたぞ。ほとんど半泣きだった。羽は染ぞめさんがいなかったら危なかったかもしれない」

  「大丈夫、大丈夫」

  「大丈夫じゃない」

  　きっぱりと言い切るとユーキは茹ゆでたにんじんを口に運んだ。タマはこれ以上ユーキの怒りをかきたてないよう、余計な言葉を慎つつしむためにじゃがいもへ手を伸ばした。

  

  　タマとユーキが桜の舞い散る鉄橋で出会ったあの日から三か月半が経った。　

  　もう夏である。

  　タマは久く坂さか家の奴ど隷れいではなくなっていた。いまのタマは調ちよう布ふ新しん町まち町役場に常時つめている「食しよつ客かく」だ。雇い主はユーキから、調布新町町長、高たか比ひ良ら啓けい十じゆうに代わった。住居は役場の敷地内にある木造長屋の一室があてがわれ、働きに応じた報ほう酬しゆうと毎日の食事が保証されている。つまりは調布新町の傭よう兵へいになったということだ。

  　晩はリオに呼ばれて、いまみたいに久坂家で食事を摂とることが多い。「ひとりで食べるよりはマシだし」などと言いつつ、実は呼ばれるとけっこう嬉うれしい。リオは癒いやしてくれるし、ユーキは相変わらずすぐに怒るし文句を言うし愛あい想そもないが、笛を吹いてタマの体内に注入したウイルスに攻撃命令を送ったりはしなくなった。それに、まれに微笑ほほえむ。三か月前のユーキからすればこれは大きな進歩だ。タマとしては一度ユーキを爆笑させてみたくていろいろ馬鹿話をふっているのだが、返ってくるのはたいがい呆あきれ顔か冷たく遠い眼差しだった。

  　高比良町長の差さ配はいにより、タマの過去に関する事実は町の人々には伏せられていた。西せい征せいにより村や家族を失ったものが流民化し、調布新町にも多く流れ着いている。余計な混乱を防ぐためにも、このことは町長とユーキのあいだで堅く秘ひ匿とくされた。同じくタマの正体を知る鳥とり辺べ野のと岩いわ佐さ木きはいまだ処遇が決まらず座ざ敷しき牢ろうに軟なん禁きん中であり、町民との接触はない――

  

  　食事が終わり、タマが与よ太た話ばなしでリオを声もなく笑わせていると、玄関の呼よび鐘がねが威勢良く鳴って、溌はつ剌らつとした声が居間へ届いた。

  「久坂先輩こんばんはー。牛うし丸まるですー。夜分すみませーん」

  　ユーキは玄関の方をむいて怪け訝げんな顔になった。

  「ウッシーだ。どうしたんだろう」　

  「腹減ったから飯食わせろとかじゃねーの」

  「お前と一緒にするな。出てくる」

  　たたた、と早足でユーキは居間を出ていった。と、すぐに賑にぎやかな声が玄関から聞こえてきて、どやどやした足音と楽しげな笑い声が久坂家の廊ろう下かに響いた。大勢の来客のようだ。リオの顔がぱっと明るくなる。

  「あっ、タマ先輩、やっぱりここでしたかっ、昼間はお疲れさまでしたっ、リオちゃん、こんばんはーっ」

  　はきはきした挨あい拶さつと共に現れたのは調布新町を守る四名の兵士のひとり、真岡もうか牛うし丸まるである。四人のなかでは最年少の一五歳、小こ柄がらで華きや奢しやな身体が黒の学生服のうちにちんまり収まり、右手には大きな西瓜すいかをひとつぶら下げている。牛丸は幼さの残る顔に、ひなたで遊ぶ子犬みたいな笑みを浮かべて、

  「バケモノ退治のご褒ほう美びに、って町長が西瓜くれたんですっ。すごく大きいでしょ、ほらっ」

  　誇らしげに西瓜を掲げる牛丸のうしろから、町役場の生活課課長、二七歳独身、一いちノの谷たに景けい子こが顔をのぞかせた。両手にたくさんの食材が入った竹の籠かごをぶらさげ、眼鏡めがねの奥の目尻を下げて、タマとリオににっこり微笑ほほえみかける。

  「兵士職のみんなが頑張ってくれたから、今年は畜ちく害がいがすごく少ないの。収穫も順調だし、そのお礼ってことで、配給課から色々いただいちゃった。せっかくだからみんなで食べようと思って」

  　つづけて一いちノの谷たにの後ろから、ふにゃっとした笑顔を浮かべた天然パーマの青年が現れた。ひょろひょろと背が高く、長い足もくねくねしていて、海草みたいな、もやしみたいな、風に吹かれただけでくにゃっと折れ曲がりそうな身体がよれたシャツに包まれている。兵士職のひとり、二八歳独身、斎さい藤とう準じゆん平ぺいである。

  　斎藤は締まりのない笑みをタマへむけると、手に提げていた一いつ升しよう瓶びんを掲げて、

  「いやあ、ははは、お酒もあるんだよお酒もー。タマくん、一緒に飲もうなー。なんならリオちゃんにもあげよっかー。はははー。冗談冗談冗談冗談。あーげーまーせーんー。リオちゃんは大人になってから一緒に飲もうなー」

  　既に酔っぱらっているような斎藤の背後から、さらにもうひとり、小こ柄がらで清せい楚そな少女が顔をのぞかせた。

  「おじゃまします。が、わたくしにはお構いなく」

  　短くぼそりと呟き、耳から顎あごにかけて斜めに切ったおかっぱをぺこりと下げる。切れ長の目ははっきりした睫まつ毛げの下で完全に閉じているが、視力に頼らないような足取りですぅっと居間へ入ってくる。上下とも色気のないえんじ色のジャージを着込み、水が低きへ流れるように音もなく視界を横切ると「ここがわたくしの定位置です」と言わんばかりに居間の隅にちょこんと正座した。

  　兵士職のひとり、派は遣けんくのいち、羽は染ぞめ静しずか、一九歳。

  「あ、わたくしにはお構いなく」

  　リオがお茶を出そうとすると、静はきっぱりと手のひらを前へ突きだして遠えん慮りよした。変わり者ぞろいの兵士職だが、静の変わり方はひとり異彩を放っている。

  　どやどやと十畳間に入ってきて、わいわいと畳たたみのうえに腰を下ろすみなを見回して、タマはにっかり笑い、

  「いっぱい来たなー。こりゃ今日は宴会だ」

  「台所借りるわね。リオ、手伝ってくれる？」

  　一ノ谷に呼ばれ、リオは嬉うれしそうに居間を飛び出していった。斎藤はすでにあぐらを組んで一升瓶の栓せんを抜き、タマにおちょこを手渡すとぐいぐい注ぐ。

  「夏の夜に、西瓜すいかとお酒と気心知れた仲間たち。いやあ、ははは、さいこーだねー。しあわせだなー」

  　手て酌じやくしたものをちびりとあおり、斎藤は畳に後ろ手をついて天井を見上げた。心の底から幸せそうだ。タマも手て酌じやくで勝手に飲みながら、

  「酒うめー。つまみ欲しい。おいユーキ、お前、台所手伝わねーの？」

  　縁側に足を投げ出して腰掛けるユーキの背中に尋ねた。ユーキはぐっと唇を噛かみしめたあと、悔しげに顔を横へむけて、

  「わたしが手伝うと一いちノの谷たにさんが怒る」

  「へ？」

  「……誰だって得え手て不ふ得え手てがある。あまり突っ込むな」

  　タマは怪け訝げんな顔をしてから、はっ、と胸の前で両手のひらを打ち合わせ、晴れやかな笑みを浮かべた。

  「お前、料理オンチか」

  「うるさい、黙れっ」

  「うわー、うえー、だっせー。おいウッシー、聞いたかこいつ、料理オンチだってよー。使えねー。指さして笑おうぜー」

  　憎にく々にくしい表情でユーキを指さし「はははははー」と笑うタマの右の頬に、ユーキの膝ひざがめりこんだ。

  「く、久く坂さか先輩っ」

  　血ち反へ吐どを吐き、著いちじるしく表情を歪ゆがめながら宙を舞うタマと、こめかみに血管を浮かべて右膝を突きだし、勢いを殺すことが出来ずにそのままふすまへむかっていくユーキの両方を、牛うし丸まるは左右に首を振って見やった。

  　集中力を極限まで上げ、まばたきするほどの間に全ての状況を把は握あくした。タマが飛んでいく方向には静しずかが待ちかまえている。牛丸が助けるべきはユーキだ。

  　牛丸の優れた筋力がその思考に反応し、爪つま先さきが畳たたみを擦すった。

  　刹せつ那な、壁に激突しようとしたユーキの腰回りに牛丸の両手が巻き付いて、ふたりは畳のうえへどうと倒れ込む。

  　一方、居間の隅に正座する派は遣けんくのいち、羽は染ぞめ静は血反吐と共に空中に放物線を描くタマへ薄くひらいた目をむけ、ジャージのポケットから鉤かぎ縄なわを取り出した。縒より縄なわの先端に鉄製の鉤が付いた単純な忍にん具ぐだ。それを手首の動きでタマへと投げる。猫の首のうしろをつまむように、鉤がタマのＴシャツの後ろ襟えりにかかり、描いていた放物線が途切れて、軌道修正されたタマは静にむかって落ちてくる。

  　差し出した静の片手のひらに、タマの背が当たった。練れん氣きを使って衝撃を和やわらげ、そのまま重力を無視するように彼の身体をふわりと畳のうえに横たえた。

  「大丈夫ですか、タマさん」

  　落ち着いた静の声の先では、白目を剥むいて顔面を変形させたタマが伸びきった舌を口の端からはみ出させていた。

  「いやあ、ははは、ケンカはダメだよー」

  　斎さい藤とうは一連の出来事を達たつ観かんすると、楽しげにそう言って手て酌じやくをつづけた。

  「すまないウッシー。ついカッとなって……」

  　畳たたみのうえに転がったまま、ユーキは背後の牛うし丸まるへ申し訳なさそうに言った。

  　牛丸の顔があがる。人の良さそうな困った笑みがそこにある。

  「いえ、このくらい……あっ」

  　牛丸は頓とん狂きような声をあげた。ユーキの胴回りに回したはずの両腕が、転がった拍子にユーキの両胸に巻き付いていた。青いタンクトップの薄い布地越しに、豊かなそれの柔らかな感触が股こ間かんへ響く。

  　次の瞬間――

  「う――――――――――――――――わ―――――――――――――――っっっ」

  　叫びと共に、牛丸の鼻の穴からすさまじい勢いで鼻血が噴き上がった。

  　この鼻血、噴出の仕方が尋じん常じようではない。大人の腕回りほどもある野太い奔ほん流りゆうがほとばしる。

  「す、すすすみません、これ、止まらなくて、うわ――――――」

  　牛丸は鼻血の勢いに圧おされるかのごとく床に昏こん倒とうし、久く坂さか家の居間に虹にじにも似た美しい鼻血のアーチを描き出す。量も勢いも常人のそれとは桁けたが違う。血染めの人間放水車と化した牛丸はこれ以上の出血を抑えようと鼻の穴を指でつまむが、すると鼻血は口こう腔こう部へ逆流してしまい、牛丸の閉じた口から鮮血が凄せい絶ぜつに溢あふれ出てきた。

  「……なにがあったの？」

  　手料理を載せた大皿を両手に持って、ひきつった笑みを浮かべながら、一いちノの谷たには眼前にひろがる血の海を眺め渡した。

  　一ノ谷の目線の先には、これ以上居間を汚させまいと牛丸の鼻と口を懸けん命めいに押さえる血染めのユーキと、呼吸が出来ずに苦しむ牛丸、顔面を歪ゆがめ、白目を剥むいて失神するタマ、頭から鼻血を浴びながら黙って正座している静しずか、「ケンカはダメだよー。はははー」と呟きながら、全身を朱に染めて手酌をつづける二八歳独身の酔っぱらいがいた。

  　くいくいと裾すそを引っ張られ、一ノ谷は小脇へ目をおろした。

  　バケツと雑ぞう巾きんを持ったリオが、傍かたわらで健けな気げな微笑ほほえみを浮かべていた。

  

  　特とく進しん種しゆには大きくわけて、ふたつの型がある。

  　ユーキや斎藤はそれぞれ呼こ吸きゆう器き系、筋きん繊せん維い系に特化して進化した、いわば一点集中型の特進種だが、これに対して牛丸と静は万能型だ。ユーキの呼吸器系ほどに異常進化した器官は持たないが、肉体の維持運用に必要なそれぞれの器官が平均して発達している。進化の度合いは個体によって多種多様であり、なかには一点集中型に遜そん色しよくのないほど発達した器官を複数備える万能型も存在する。

  　しかしそのぶん、余計なところが変異してしまったケースもある。牛うし丸まるの場合は鼻血を制せい御ぎよする一連の器官に問題があるらしく、エロティックな状況に反応したなら最後、魂たましいの底まで枯らすほどの鼻血が両の鼻び孔こうから噴き上がってくる。こうした羨うらやましくない特徴を抱えた特とく進しん種しゆもこの世界には多く存在している――

  

  　血ち塗まみれのタマと牛丸と斎さい藤とうを多た摩ま川がわへ投げ込んで水浴びさせ、ユーキは自宅に戻ると、鼻血を洗い流すため静しずかと一緒に水みず風ぶ呂ろに入った。

  　疲れた顔を風ふ呂ろ釜がまに溜めた水で洗い、身体にもかける。それから釜に入って、ふうっと息を抜く。湿り気のある夏の夜気に温い水が心地よい。

  　静は風呂場の隅で黙々と髪を洗っている。ユーキはなんとなく、片方の目を静へ送った。

  　――ただものでない。

  　と思う。いつも目立たない格好をして、冴えない表情で眠たそうに部屋の隅にいる静だが、なかなかどうしてその行動は凡ぼん百ぴやくでない。

  　不思議な人だ。

  　今日の掃そう討とうのときもそうだった。野良犬や野良猫が変異したバケモノの群のなかをひょいひょいと渡り歩き、いつもの醒さめきった表情を崩すことなく風に舞い飛ぶ羽根みたいな小刀の振り方をして、どちらかといえばひょうひょうと、相手の力を受け流し、利用する戦い方をしていた。

  　しかしタマの余計な誘導により、必死で戦う牛丸のところへバケモノの攻撃が集中してしまったとき――静は一瞬だけ、いつもは閉じた瞼まぶたをひらき、ユーキでさえ追うのが難しいほどの鋭い挙動で対処した。俊敏かつ的確な足の運びで群の一角を切り崩して牛丸への負荷を取り除き、彼一人でも対処出来る状況になるまで加勢してから、また瞼を閉じてひょうひょうと戦いへ戻っていった。戦せん況きよう全体を鳥のように上から把は握あくしていない限り出来ない戦い方だった。

  　静の場合、表に現れているのは全て偽装なのではないだろうか。

  　いつもの野や暮ぼったい格好も、昼寝する猫みたいな閉じた瞳も、みんなの後ろを三歩下がってついてくる控えめな態度も、奇き天て烈れつなその言葉も――

  「わたくしの裸体にいかなる興味がおありでしょうか」

  　気がつけば、静が眠そうな表情をユーキへむけていた。

  　不意をつかれたユーキは慌あわてて身体を反転させると、

  「あ、いや、ごめんなさい、なんでもないです。なんとなく見ただけです」

  「そうですか」

  　無機質な声でぼそりと呟き、静は剥むき出だしの背中に水をかけた。

  　ユーキも無口な方だが、静のそれもかなりのものだ。

  　ひたすらに無言の時間が風呂場に垂れ込めた。

  　ユーキはこれまで、静しずかとあまり会話したことがない。どちらも口数が少ないから、仕事以外の話題に興じたこともない。同じ職場で、お互いに命を賭として働いているのにこれではいけない。いい機会だから静とふたり、世間話でもしてみようと思った。

  　そこでユーキは、はたと首をひねった。

  　世間話。

  　考えてみれば、これまで他人とそういう会話をしたことがない。なにか話しかけなければ、と思うものの最初の一言がなかなか出てこない。

  　ユーキは己の未熟さを自覚した。これも自分を成長させるための試練だと腹を据すえ、熟じゆく慮りよの末すえに口火を切った。

  「あの鼻血、屋内で出されると困りますね」

  　切ってから、我ながら間ま抜ぬけな口火だと思った。

  　静は滑なめらかな白い肌を布ふ巾きんでぬぐいながら、

  「他人の家ならいいですけど、自分の家だといやですね」

  　無機質な言葉を返す。あまりに率直すぎて返答に詰まりながら、ユーキは決然と言葉のキャッチボールに挑んだ。

  「慌あわててしまって、ウッシーの鼻と口を押さえたのがいけませんでした。縁側にひきずっていって、そこから庭に放出させれば良かったな、といまは思ってます」

  「次の機会にはそれで。きっときれいな放物線を描くでしょう」

  「あの鼻血、虹にじに似てません？」

  「かたちは虹ですが、赤一色なのが残念ですね」

  「七色の鼻血、とかあったら怖いですよ」

  「ウッシーのことだから、頼めば出してくれるかも」

  「頼めば出ますか？」

  「ウッシーですから、出ます」

  「羽は染ぞめさん、いま二回頷きましたね」

  「絶対出ます」

  「三回……四回！」

  「ところで久く坂さかさん」

  「はい？」

  「タマさんとは既に、婚こん前ぜん交こう渉しようはお済みですか？」

  　どごっ。

  　鈍く重い音が風ふ呂ろ場ばに響き、ユーキは壁に打ちつけた側頭部の痛みと共に、ぶくぶくぶく……と泡を吹きつつ風ふ呂ろ釜がまの底へ沈んでいった。

  　ぶはあ。

  　顔を歪ゆがめて水面から顔を出したのち、ユーキはおなかを風呂釜の縁へりに当て、そのままだらりと上体を釜の外へ垂れ下げた。その指先が痙けい攣れんしている。

  「面白い反射行動ですね」

  　静しずかの無機質な言葉が、剥むき出しのユーキの背中に投げかけられた。

  　ユーキは死体のようにだらりとしたまま、静へ顔を上げることもなく、

  「なにがどうなるとそんな話が出てくるんですか……」

  「いえ、おふたりの様子を拝見していて、そうなのかな、と」

  「どこをどう見ればそんな結論が出てくるんですか……」

  「違うのですか？」

  「否定するのも馬鹿らしいです……」

  　ユーキはのろのろと上体を引き上げ、風呂釜の水に顔の下半分を埋うめ、ぶくぶくと泡を吹きだした。それからおもむろに顔を引き上げると、水面下から不満そうにとんがった唇が現れた。

  「そんな風に見えるんですか？　見えないですよね？」

  「見えるような、見えないような」

  「見えないですよー。絶対見えない」

  「見えないですか」

  「見えないです」
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  「そうですか」

  「そうです」

  「久く坂さかさん」

  「はい」

  「恋愛感情がないのであれば、タマさんとの熱烈な接せつ吻ぷんは、純粋な性的欲求によって為なされたのでしょうか」

  　どがっ。

  　がんっ。

  　ぶくぶくぶく……

  　再び右側頭部を壁に打ちつけ、崩くずれ落ちる際に左側頭部も風ふ呂ろ釜がまの縁へりにぶつけてしまい、それから水の底へ沈んでいった。

  　そのままユーキは浮かんでこない。

  　静しずかは立ち上がり、釜の底をのぞいてみた。

  　ユーキは安らかな表情で沈んだまま、鼻の穴からぷくぷくと泡を吹いている。

  　その泡は次第に途切れ途切れになっていき、遂ついに完全に止まってしまった。

  　それでもユーキは浮かんでこない。静は両手を水中に突っ込み、ユーキの両脇を抱え上げて、　その上体を先程と同じように釜の縁に引っかけた。

  　ぶえー……とユーキは飲んだ水を吐き出し、背中をひくひくと痙けい攣れんさせつつ、静にむかって顔を上げることもなく、

  「それは、あの、鳥とり辺べ野のと戦ったあとのことですよね」

  　あのとき、氣き弾だんの直撃を受けて焼けこげたタマを蘇生させようと、ユーキは何度も口こう腔こうを通じて練れん氣きを彼へ送り込んだ。その情景にいろいろと間違った解釈がなされ、尾ひれがついて、あらぬかたちで町内に広まっている。

  「はい。不幸にしてわたくしは現場を見ておりませんが、子供たちがそのときの様子をお芝しば居いで再現してくれて、全体像を知ることが出来ました」

  「子供たちが、お芝居で、再現？」

  「はい。何度も演じられたものらしく、非常にこなれた演技でした」

  　やつれた表情のユーキはのろのろと上体を引き起こすと、ぶくぶくぶく……と水の底へ沈んでいった。

  　ぶえー……

  　再び静に引き上げられ、飲んだ水を吐き出してから、息も絶え絶えなユーキはなんとか言葉を絞しぼり出した。

  「あの……羽は染ぞめさん……」

  「はい」

  「ひょっとして……わたしのこと、からかってます？」

  「いま気づいたのですか？」

  　どがっ。

  　ぶくぶくぶく……

  　ぶえー……

  「羽は染ぞめさん……あの……出来ればお手柔らかに……」

  「すみません。久く坂さかさんがあまりに面白いから、つい」

  「勘かん弁べんしてください。わたし、対処に困るんです、そういうの」

  「もうしません。許してください」

  「あ、いえ、冗談ならいいです。いや、でも二度とやめてください」

  「二度と冗談は言いません」

  「いえ、冗談はいいのですが、当たり障りのない内容が望ましいというか」

  「ところで久坂さん」

  「はい？」

  「子供のお芝居の件は本当です」

  　どがっ、ぶくぶくぶく、ぶえー……

  

  　雑ぞう巾きんを洗い、よく絞しぼってから、また畳たたみをぬぐった。大量殺人現場さながらであった居間の様相が、リオと一いちノの谷たにの献けん身しん的な清掃作業によって元に戻りつつあった。

  「だいぶきれいになったわね」

  　額の汗をぬぐいながら、一ノ谷は窓まど拭ぶきをするリオに声をかけた。ぱっと振りむいて、こくりと頷き、にっこり微笑ほほえんで、リオはまた作業に没ぼつ頭とうする。

  　本当にいい子だな。一ノ谷は胸のうちでそう呟いて、鮮血をぬぐい取った。

  　と、玄関のサッシ戸のひらく音がして、にぎやかな声が廊ろう下かから響いてきた。多た摩ま川がわに飛び込んで血を洗い流したタマと斎さい藤とうの明るい顔が居間をのぞきこむ。

  「ただいまー。行ぎょう水ずい終了―」

  「いやあ、ははは、気持ちよかったよー」

  「大変だったぜー。水かけあって遊んでたら斎藤さんが酔っぱらったまま流れていっちゃってさー。捜したけど見つかんねーの。もーいいや知らねー、って諦あきらめたら下流から背泳ぎで戻ってきてさー。いやー、笑った笑った」

  「溺おぼれそうなときは背泳ぎっ。基本だよ～、タマく～ん」

  　斎藤はタマのほっぺたを人差し指でぐりぐりしながら、なぜかいやらしい流し目を送った。ふたりとも酔っぱらっている。肩を組んでげらげら笑うタマと斎藤の背後から、しおれた牛うし丸まるが顔を出した。

  「すみません、一いちノの谷たにさん、リオちゃん、本当に、あの、残りは僕がやりますから」

  　恐縮する牛うし丸まるに、一ノ谷は微笑ほほえみかける。

  「ウッシーはいつも人一倍頑張ってるでしょ。このくらい気にしなくていいのよ」

  「いえ、でも、あの、申し訳なくて」

  「そうだウッシー、お料理持ってきてくれない？　ユーキたちもそろそろお風ふ呂ろあがるはずだから」

  「は、はいっ、そのくらいもちろんっ」

  　せわしなく台所へむかっていった牛丸の背中を、一ノ谷は微笑みで見送った。

  　

  　ほどなくしてちゃぶ台には、一ノ谷とリオがこしらえた様々のごちそうが並んだ。

  　冷ひや奴やつこ、鶏とり肉にくと黒豆の煮物、小麦粉と黍きびで作った団だん子ご、川魚の塩焼き、町長がくれた西瓜すいか。タマの顔がほころぶ。

  「うおー。うまそー」

  「ユーキたちが戻ったらいただきましょう。お風呂、やけに長いわね」

  　そう呟いて廊ろう下かへむけた一ノ谷の目線の先に、静しずかに肩を支えられ、がっくりとうなだれて引きずられてくるユーキがいた。一ノ谷の声が裏返る。

  「あらやだ大変、どうしたの？」

  　居間へ足を踏み入れてから、静が答えた。

  「壁に頭をぶつけて、釜かまのなかで溺おぼれました」

  「え？」

  「久く坂さかさん、久坂さん、お気を確かに」

  　ユーキの背中をふすまにもたせかけて座らせ、静は平板な口調で謝った。ユーキは水気を含んだ髪の毛の隙すき間まからやつれた瞳を覗かせて、

  「いえ、もう、大丈夫ですんで……」

  　ふたりの会話に、へらへらとタマが割り込んだ。

  「どうしたユーキ、今度はなに拾い食いしたー？　落ちてるもん食うなって言ってるだろうがいつもー」

  　人を苛いら立だたせることを目的とした口調で小馬鹿にすると、タマは軽薄な表情で周囲のみなを見回してけらけら笑った。

  　その言葉を受け、ユーキのまなじりが吊つり上がる。ぶつっ、と音を立ててこめかみの奥のなにかが切れた。怒りに煮えたぎった瞳をくわっと見ひらき、

  「お前のせいでっ！　子供がっ！　こなれた演技でお芝居っ!!」

  「へ？」

  「お前がそんなだからっ！　ぶくぶくとかぶえーとかっ！　お芝居とかっ！」

  「だからお前、なに食ったんだよー。なに言ってっかわかんねーよー」

  「へらへらするな馬鹿っ！　しゃんとしてろっ！」

  「うるせー馬鹿。おなら女。うんこ女」

  「小学生かお前はっ！　品のないことを言うなっ！」

  「はいはい、そこまで。ふたりとも仲いいわねー。ユーキも元気が出たみたいだし、ケンカ終了。さ、いただきましょう」

  　呆あきれ顔がおの一いちノの谷たににあやされて、タマとユーキは口をつぐんだ。むぅっと頬を膨ふくらませたユーキは濡れた髪を片手でかきあげるとふすまから背を離す。

  　わいわいと宴会がはじまった。

  　斎さい藤とうは二本目の一いつ升しよう瓶びんを調達してきてタマのおちょこに注ぎ、頭の悪そうなギャグを連発してひとりで笑った。あまりのくだらなさにはじめは容よう赦しやなく罵ば声せいを浴びせていたタマだが、酔っぱらってくるとその頭の悪さが面白くなってきて、ついにはその場の思いつきの斎藤ギャグにのたうち回って爆笑しはじめた。

  　タマと斎藤の異次元空間から距離を置き、牛うし丸まるとリオと一ノ谷はすごろく遊びに興じていた。こちらは全く健全で他愛たわいない、微笑ほほえましい空間である。お茶ちゃ請うけの黍きび団だん子ごをつまみながらリオはさいころを振り、牛丸の駒を追い抜いて音もなく笑う。

  　静しずかとユーキは縁側に腰を下ろして、足をぶらぶらさせながら裏庭の虫の音ねを聞いていた。うちわで蚊かを払い、三角に切った西瓜すいかを口に運ぶ。種を庭に撒まいて、ユーキは醒さめた顔を笑い声の方へむけた。

  　タマが歯は茎ぐきを剥むき出しにして抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とう中だ。真っ赤な顔をした斎藤がけったいな動きと共に頭の悪そうなことを言い、そのたびにタマはのたうち回って苦しげに笑う。

  「馬鹿」

  　ユーキはぽつりと呟き、裏庭へと顔を戻した。

  　冴えた三日月が夜空を穿うがっていた。

  　――どうしてこうなんだろう、わたしは。

  　言葉に出さず、そう自嘲した。

  　わたしは別にタマとケンカしたいわけではない。鳥とり辺べ野のたちとの戦いの際、タマがいなかったらこの町は大変なことになっていた。それはわかっているし、タマがしてくれたことには本当に感謝している。その気持ちを上手に伝えたいのに――うまく出来ない。どうしても減らず口のたたき合いになって、最後は子供じみたケンカで終わる。ケンカしたあとも腹立ちが収まらず、翌日に持ち越してまたケンカをはじめたりする。

  　しかし、わたしも悪いがタマも悪い。なんだ、あの異常な口の悪さは。それにあの軽けい薄はくな態度と、品のない冗談。小学生が喜びそうな低てい俗ぞくな単語をわたしに投げつけ、挑発するようにへらへら笑う。あれで怒るなという方が無理だ。それにあのがさつな食べ方。やる気のない仕事ぶり。いつもお腹をすかせて、人の家でおならするし、満腹になったらすぐ寝るし――

  「面白いことでも考えておられるのですか」

  　いきなり横合いから声をかけられ、ユーキの背筋がびくっと伸びた。傍かたわらで静しずかが怪け訝げんそうな顔を傾かたむけている。

  「え？　あ……わたし、笑ってました？」

  「はい。楽しそうでした」

  「え、そうですか？」

  「楽しい考えを邪じや魔ましてしまってすみません。久く坂さかさんが笑うところは珍しかったので、つい」

  「あ、いえ……やだな。変な人みたいだ」

  　静は不思議そうに小首を傾かしげ、

  「久坂さんは、変な人だと思いますが」

  　ユーキはしばらく、こめかみに血管を浮かべたまま、口元だけで微笑ほほえんで静と目線を合わせていた。

  　騒々しい宴会は夜よ更ふけまでつづいた。頃合いをみて、一いちノの谷たにらは後片づけをしてから我が家へ帰っていったが、タマは酔っぱらったまま寝込んでしまい、結局その夜は久坂家へ泊まっていった。リオが持ってきた布ふ団とんに幸せそうにくるまるタマの寝顔を諦あきらめと共に見下ろしてから、ユーキはあくびをひとつして二階にある自分の部屋へと戻った。

  　　　

  　隅すみ田だ川がわ沿いに広がる大規模共同体、白しら河かわコロニーからの親書が調ちよう布ふ新しん町まちに届けられたのはその翌日のことだった。文面は穏やかに、高たか比ひ良ら町長へ調布新町からの立たち退のきを促していた。文字の狭はざ間まに白河が所有する軍兵の刀剣がちらついていた。立ち退きを断ったなら、その剣けん尖せんはこの町へ突きつけられることになる。

  　西暦二〇七七年七月。調布新町にとって長い夏がはじまろうとしていた。



  


  　　　二．

  

  　板敷き床に正座して、澁しぶ澤さわカヲルはひとり夕食を摂っていた。

  　小さな指を箸はしにからめ、麦飯をいただく。つけあわせは二切れのたくわんだけ。

  　食しよく膳ぜんの傍らの蝋ろう燭そくの灯りが、カヲルの幼い顔を闇のなかへ浮き立たせる。

  　鶴つる木き山さん楼ろうと呼ばれるこの牢ろう獄ごくへ連れてこられてから早四年が過ぎていた。

  　もう九歳になる。

  　自分がいまどこにいるのか知らない。

  　山にいるのは間違いないが、久坂村があった六ろつ甲こう山さん系けいなのか、それとも全く別の山なのか、わからない。教務官に余計な質問をしたならまた打ちよう擲ちやくが待っている。だから居場所については興味を持たないことにした。

  　久く坂さかユーキ、という名前はここに連れてこられたその日に取り上げられた。

  　代わりに与えられたのが澁しぶ澤さわカヲルという名前だった。

  　はじめはその名前で呼ばれても返事しなかったが、いまではおとなしく応えている。

  　大きな目的を果たすために、小さな意地は全て捨てることにした。

  　夕飯を最後の一粒まで平らげてから、ぺろりと口の端の麦を舐なめとり、カヲルは目を上げた。

  　カヲルのいる板敷き間の周囲を覆おおっているのは厳重な鉄てつ格ごう子しだ。

  　四辺を遮さえぎられた板の間には雪せつ隠ちんと布団、読み書きするための文ふみ机づくえがあるのみ。

  　拳が血ち塗まみれになるまで鉄格子を殴なぐって暴れるようなことも、もうしなくなった。代わりに唇をぎゅっと噛かみしめ、溢あふれてくる思いを抑えつけて、文机の前へ座って蝋ろう燭そくの灯りを頼りに課題の本を読む。本は世界汚染以前に流通していた中学生向け『公民』の教科書だ。

  　内容はいまのカヲルには難解だ。けれど今晩中にこれを一冊読み切って理解しなければ、明日の座学で教務官から樫かしの棒で打ちよう擲ちやくされる。体たい罰ばつに手加減はなく、ひどくなるとその日一日動けなくなるくらい打たれる。打たれて青紫色に変色した背中やお尻が痛くて、仰向けで眠れずにうつぶせで眠った夜も何十回とある。

  　明日そうならないために、今晩頑張るしかない。薄暗いなか、読めない漢字は辞書をひいて読む。今日もきっと、寝るのは遅い時間になるだろう。

  「がまん、がまん」

  　幼い声で自分へ呟いた。辛つらさをしのぐためのこのやり方はシュンが教えてくれた。彼もいまきっと別の牢ろう獄ごくで同じことを呟きながら同じ本を読んでいるだろう。この境遇を耐える仲間の存在が、いまのカヲルを支えていた。

  　それに孤独で辛いのは平日の五日間だけだ。土曜日と日曜日は牢から解放されて、教務官のいないところで仲間たちとたっぷり遊べる。平日が辛い分、土日はとても楽しいし仲間ふたりとの絆きずなも深まる。そんなに辛いことばかりじゃない、とカヲルは自分を励ました。

  　その夜、鉄格子のむこうに据えられた振り子時計の針が午後一一時を回ったころ、カヲルはようやく布団を敷いて眠ることが出来た。ひとりぼっちで眠ることにももうすっかり慣れ、来たばかりの頃みたいに布団にかじりついて父や母の名を呼びながら涙を流すこともなくなっていた。

  

  　翌朝の四時五○分に目を覚ました。跳ね起きて布団を畳たたみ、板敷き床に正座して教務官が来るのを待つ。

  　午前五時きっかり、朝食と着替えを女性教務官が鉄格子の隙間から差し入れた。カヲルは麦飯と卵を手早くかきこみ、鉄格子のなかで制服に着替える。それは姫ひめ路じコロニー正規兵の兵装の子供版といったものだ。上下とも純白の厚い布地でしつらえ、腰に黒革のベルトを巻きつけて、頑丈な半はん長ちよう靴かを履はいてから、カヲルは施せ錠じようを解かれた鉄てつ扉ぴをくぐって外へ出る。

  　同じく姫ひめ路じコロニーの軍服を着込んだ女性教務官のうしろについて、山さん楼ろうの回かい廊ろうを渡る。カヲルの周囲には朝あさ霧ぎりと、濃い色をした山の緑がある。木製の回廊は山肌の起伏に沿って建てられた山館と山館のあいだに渡されていて、低い手すりのむこうはもう外気が垂れ込めている。山肌に立ち並んだ杉には紫色をした藤の花が絡みつき、朝霧に濡れた花はな綱づなの香りが回廊にまで漂ってくる。

  　ふたりは他より一ひと際きわ大きな建物へ入っていった。

  　狭く暗い階段を上がり、杉戸をあけて青い畳たたみ敷じきの道場を横切り、また杉戸をあけて広々とした奥書院に出た。塵ちり一つなく磨きのかかった継ぎ板張りへ、障しよう子じ窓まどが濾こした朝の光が溜まっている。

  　並んだ三つの文ふみ机づくえにはすでに、純白の制服を身につけたふたつの背中があった。

  「おはよう」

  　声をかけると、朝の淡い光に包まれたふたりの少年がカヲルを振り返った。

  　澁しぶ澤さわシュンと澁澤タケル。

  　いまのカヲルにとって最高に大切なふたりの仲間だ。カヲルはシュンの隣に腰を下ろし、首を伸ばしてタケルの顔を見た。昨日、教務官に殴なぐられて出来た顔のあざが、もうなくなっている。

  「けが、治るのはやいね」

  　カヲルの言葉に、タケルは強がりを返す。

  「あざくらい、一晩あれば氣きで治せる。おれをなめるな」

  「なめてない。ほめただけ」

  「別にうれしくない」

  　タケルはぶっきらぼうにそう吐き捨て、照れくさそうな顔をカヲルから背けた。彼の頬は真っ赤だ。長めに伸ばした髪の下に、一一歳の子供にしてはややきつい眼光がある。身体つきは一四、五歳の少年と見み紛まがうくらいで、しなやかそうな筋肉が全身に無駄なくついている。

  　その傍かたわら、シュンは心配そうに仲間たちを交互に見やり、それからカヲルの方へ顔を傾かたむけ、

  「タケルとケンカした？」

  「してない。でもタケル、最近わたしに冷たい」

  　カヲルは不満そうに口を尖らせた。

  　シュンはおどおどした様子でタケルにむかい、

  「ね、ぼくらのなかでケンカはやめようよ。友達なんだから。ね？」

  　シュンはいかにも気弱そうな少年だ。身体つきも華きや奢しやで背が低く、なよっとした雰ふん囲い気きが輪りん郭かくにまとわりついていて、女の子だと言われれば納得してしまいそうな顔立ちをしている。柔らかそうな栗色の髪をもう少し伸ばし、顎あごに丸みを持たせ、股こ間かんをタオルで隠したなら、疑われることなく女おんな風ぶ呂ろに入っていけるだろう。ある視点から見れば、カヲルよりも女の子らしさを持った少年である。

  　タケルは真っ赤な顔を見られまいと、シュンから目を背けたまま、

  「ケンカなんかしてねーよ」

  「そうなの？　でもタケル、なんだか態度悪いよ」

  「なんでもないって言ってるだろっ」

  　声を荒らげるタケルへ、三人の正面に立った女性教務官の鋭い目が突き刺さった。

  「無駄話はそこまで。今日は『公民』についてみなさんの理解の度合いを確認します。まずシュンくん、アテネ民主政とはいかなる政体なのか、発表してください」

  　シュンはびっと背筋を伸ばし、昨夜勉強したことを思い出しながら、慎重に問いに答えた。

  「はい。古代アテネでは直接民主主義による統治がなされ、二○歳以上の男子が民会エクレシアと呼ばれる選挙母体を形成して、政せい務む官かんや評議会の監かん督とく、予算決定、法律の制定等に関しての権限を持っていました。しかし民会は最高議決機関であって立法機関ではなく、実際にアテネ民主政を担っていたのは……」

  　シュンは座学では打ちよう擲ちやくを受けたことがほとんどない。まだ一○歳だが学力に関してはそこらの高校生よりも上だろう。犀さい利りな表情で問題に答えると、教務官は満足げに頷いて、

  「大変結構。ではカヲルさん、アテネ民主政が抱えていた問題と、それによりアテネが辿たどりついた帰き結けつについて教えてください」

  　カヲルは息を呑のみ、慎重に頭のなかをさぐりながら答えた。古代アテネのところは教科書の最初の方だったため、記憶があいまいだ。間違えたなら体たい罰ばつが待っている。たしか市民が誰でも政治に参加した結果、衆しゆう愚ぐ政治へ陥おちいった、とか勉強した記憶がある。もつれる舌をなんとか動かして問いに答えると、女性教務官はひとつ頷き、持っていた樫かしの棒を振り上げてカヲルの手の甲を打った。

  　びしっ。鋭い音がする。何度やられても、痛いものは痛い。思わず短い声をあげ、顔をしかめてうつむいてしまった。

  　女性教務官は眼鏡めがねのつるを片手で押し上げると、

  「五百人評議会について言及がなされていません。評議会と民会の乖かい離りはアテネ政体崩ほう壊かいの一因であったはず。そこまで答えてはじめて合格です。カヲルさん、あなたは選ばれた人間なのですよ？　天子候補生の名にふさわしいよう、もっとしっかり勉強なさい」

  　唇を噛かみしめ、痛みをこらえてカヲルは自らの不勉強を教務官に詫わびた。

  　女性教務官は最後にタケルを指名し、代議制民主主義の成り立ちとその内容について問うた。タケルは三人のなかで最年長の一一歳、候補生のリーダー格である……のだが。

  「わかりません」

  　タケルの口から発せられたその言葉に、シュンとカヲルの背筋がびくんと伸びた。青ざめたふたつの顔と、見ひらかれた四つの瞳がタケルへむけられる。

  　タケルは決まり悪そうに、

  「昨日の夜、頭が痛くて、勉強出来ませんでした」

  　女性教務官はつかつかとタケルへ歩み寄り、樫かしの棒を思い切り横ざまに振って、彼の頬を打った。鈍い音がして、頭がもげそうなほどタケルの顔が横をむく。それだけでは済まず、二回、三回、四回、教務官は無慈悲な棒をタケルの頬へ、顎あごへ、首筋へと打ち下ろした。

  　五回目の打ちよう擲ちやくでタケルは床のうえに倒れ込んだ。切れた口内から溢あふれた鮮血が継ぎ板を汚した。教務官はそれでも体たい罰ばつをやめない。頭を抱え込み、丸くなったタケルへ、容よう赦しやなく樫の棒を振り下ろす。

  　シュンとカヲルは身体を強こわばらせて、大事な仲間がただ打たれる様子を見守っていた。

  　誰かが打たれても、決してかばうな。

  　それが三人の決め事だからだ。

  　かばったなら、かばった人間もまとめて打たれる。かばわれた方は、自分のミスで仲間が打たれたことで自分の心を傷つける。だから、相手のことを思うなら、ここはじっとしているしかない。

  　打たれるタケルを見るのは、自分が打たれるより辛つらい。カヲルは目を閉じ、泣きそうになるのを必死でこらえて、膝のうえで拳をぎゅっと握りしめ、辛い時間が一刻も早く終わるよう祈った。

  

  　――天子候補生。

  　それがこの鶴つる木き山さん楼ろうに幽ゆう閉へいされている三人の子供たちに附ふせられた身分だ。

  　候補生たちは全員、もとの名前を取り上げられ、新たな名前を付けられた。カヲルと同じく、シュンもタケルもここに連れてこられてから付けられた名前である。だからカヲルは彼らの本名を知らないし、彼らも久く坂さかユーキという名前は知らない。

  　この三名は全員、姫ひめ路じコロニー市長澁しぶ澤さわ美み歌か子この養よう子しとして住人登録が為されている。もちろん本人たちの意志などお構いなく、美歌子が一方的に縁組みしたものだ。美歌子が母親じみたことをやるはずもなく、候補生たちも美歌子を「母」などとは決して呼ばない、すさんだかりそめの家族である。

  　候補生たちはこの山楼に押し込められ、自由のない孤独で過か酷こくな生活を強いられている。しかし発狂させることが目的ではない。彼らの精神状態は心理学専門の教務官が日々精せい査さしており、壊れかけたときには逐ちく次じ修正が加えられる。鍛たん錬れんの成果を実感させたり、自由時間を与えたり、学業の出来を褒ほめたり、その場その場で適切な対応を加えて彼らの人格を破壊せず、まっすぐに保つ。

  　ここで教務官たちが育はぐくんでいるのは候補生たちの「負けん気」であった。打ち据えられてもくじけずに立ち向かってくる心。教務官から加えられる理り不ふ尽じんな圧力に三人がお互い寄り添うようにして対抗することで、互いの絆きずなは深まり、知らず知らずのうちに教務官の背後にいる美み歌か子こへの負けん気が候補生の胸のうちで育はぐくまれる。またそれが美歌子の望みだった。ここに詰めている教務官たちの役目は、候補生たちを打ちよう擲ちやくし、牢ろうに押し込め、見つからないところでは候補生の心理状態を心配しながら美歌子の望む方向へと導いていくこと――それだけである。

  

  「なんてことねえよ。あんな女に負けるもんか」

  　午前の座学が終わり、女性教務官が退室してから、タケルはそう強がった。

  　頬が青紫色に腫はれあがっている。制服を脱いだなら、きっと身体中に同じ色の痣あざがあるだろう。

  「おれ、練れん氣きが強くなってるんだ。だからあのくらい、全然痛くない」

  　タケルは座ざ布ぶ団とんのうえにあぐらを組むと、平気なふうを装って口笛を吹いた。

  　痛くないわけがない。カヲルはまだ痺しびれが残る自分の手の甲を見下ろしてから、

  「どうして勉強しなかったの？　勉強すれば打たれないのに」

  「だから言ったろ。頭が痛かったの」

  「本当に？」

  「ウソついてどうすんだよ」

  　タケルはぶっきらぼうに言い放つと、カヲルから顔をそむけた。

  　しかしそれはウソだった。

  　本当は昨日の夜、タケルも勉強しようとしていた。しかし集中することが出来なかった。どうしてだか、教科書を繰くっていてもすぐに思考がずれて、気がつけばカヲルのことを考えている自分がいた。カヲルの寂しそうな顔や、心配そうな顔、辛つらいのをじっと我慢する顔、それに笑顔。思い浮かべた彼女の表情と一緒に、タケルの顔も寂しそうになったり笑ったり、くるくる変わった。座学で打たれることは覚悟して、今晩はこのままカヲルのことを想っていよう。タケルはそう決めて、冷たい鉄てつ格ごう子しのなか、脳のう裡りに描いたカヲルと一緒に楽しい夜を過ごした。

  　だから今日、本物のカヲルと顔を合わせるのが照れくさかった。話しかけられると胸がどきどきして、顔が真っ赤になり、それを悟られるのがイヤで避けてしまう。

  　が、年長のタケルとは違って、カヲルもシュンもそんな情緒をまだ持たない。

  　気弱そうな瞳を上うわ瞼まぶたに寄せ、シュンはタケルを下からのぞき込むように、

  「座学で打たれると、午後大変だよ？」

  「へっちゃらだよこんなの。氣きで治せる」

  　面倒くさそうにそう答えてから、タケルはす――っと吸気して、目を閉じ、下した氣き海かいに溜め込んだ練氣を全身へ送り込んだ。

  　タケルの練氣使いとしての才能はカヲルに勝るといっても良い。

  　練ねり上げられた氣きは打だ撲ぼくによって滞とどこおっていた血流を元の状態へ近づけ、運動能力を回復させる。いまのタケルの実力では完全回復とまではいかないが、それでもだいぶマシにはなった。

  「見ろ、治った」

  　タケルはその場でとんぼ返りを打った。踵かかとに集めた練れん氣きを跳躍板にして、二メートルほども飛び上がると空中でくるりと回転して音もなく着地する。カヲルの目が丸くなった。

  「タケル、すごい。わたし、そんなの出来ない」

  　正直な感想だった。確かにタケルが言うとおり、最近の彼の練氣使いとしての上達ぶりは目を見張るものがある。

  　タケルは破は顔がんした。実はいまのとんぼ返りの際、打たれたスネが痛んで悲鳴をあげそうになったのだが、必死でかみ殺した甲か斐いがあった。きらきらしたカヲルの瞳にむかってふんぞり返る。

  「おれ、年上だからな。お前ももうすぐしたら、氣で怪け我がが治せるようになるよ」

  「出来るかな。難しそうだな」

  「出来るって。あと二○年くらいしたら」

  「あー、言ったなー」

  　カヲルのふくれっ面つらへ、タケルはけらけらと笑いを投げた。身体の節々はまだ痛いのだが、カヲルと言葉を交わすと胸のうちが温かくなって、痛みがそのぬくもりのなかで溶けていくように思えた。

  

  　昼食のあと、恰かつ幅ぷくの良い壮年の男性教務官に連れられ、三人は屋外にある修練場へとむかった。

  　杉木立を縫ぬって山肌をあがっていく。

  　葉ごもりに切り分けられた午後の陽射しが斜めに降りてくる。バケモノの多く住まう山だから、濡れた地肌に不気味な足跡が残っていたり、樹皮に突き立てられた爪の痕あとがあったり、おかしな体勢に身をよじったバケモノの白骨が転がっていたり、根もとからへし折られてしまったブナの木が隣の大木に寄りかかっていたりする。それに、おおぶりな杉の枝には遺い骸がいをつつくことを生なり業わいとする一つ目のカラスが複数とまり、粛しゆく々しゆくと歩む天子候補生たちへ不気味な濃紫色の瞳をむけてもいる。

  　やがて木立が切れ、一行は緑色の水をたたえた池のほとりへ着いた。濁った水面には一面、睡すい蓮れんの葉が浮かんでいる。

  「渡れ」

  　教務官が発したその一言に、三人は背筋を伸ばし「応おうっ」と声をあげると、深々と吸気し、日頃から涵かん養ようしている練氣を幼い身体の周辺へまとった。

  　まずはカヲルからだ。

  「んっ」

  　一声かけて、氣きの流れをあやつり、爪つま先さきに練れん氣きを凝縮させる。狙った箇か所しよに充分に溜まったところで、きっ、と目線を前方へむけ、助走してから跳躍し、水面に浮いている睡すい蓮れんの葉に爪先をかけた。

  　練氣がそこで燦さん光こうを放つ。

  　自重は高密度に練ねり上げられた氣が打ち消してくれる。

  　くるぶしまで水面下に落ちたところで水みず飛沫しぶきがあがり、カヲルは跳躍する。

  　そのまま、睡蓮の葉を踏み台にして水面を駆ける。

  　水の表はさざめき、浮いている緑葉がゆらゆら揺れる。

  　駆けるほどに蓄えていた練氣は消費される。練氣の密度が薄くなると、自重が打ち消されず水中へ没することとなり、辿たどりついた岸辺で教務官から打ちよう擲ちやくされる。

  「んっ、んっ」

  　そうならないため、懸けん命めいに練氣を操った。最後は足首までが水に浸ひたりながらも、カヲルはなんとか池を渡りきった。

  「はあっ、はあ、はぁ……」

  　岸辺で息を整えてから、次に飛ぶタケルへ不安そうな目を送る。

  　午前中に打擲を受け、彼の身体は万全ではない。修練担当の教官には言い訳など通用しないから、これを無事にこなせなければまた打たれる。午前と午後、両方打たれてしまうと、その影響は翌日にも出てくる。

  　大丈夫かな。カヲルは胸の前で両手を組んで、無言の応援をタケルへ送った。

  　心配無用。タケルは自らの跳躍でそう応えた。

  　タケルの爪先に籠こもった練氣は、睡蓮の葉のうえで完かん璧ぺきに反はん撥ぱつした。カヲルのようにくるぶしまで水にひたることがない。踏まれた葉は水面下に沈むこともなく、そよ風に吹かれたかのごとく、わずかにゆらりとしただけだ。

  　タケルが池を渡りきるのに、三跳躍目は必要なかった。わずか二度の跳躍でカヲルの目の前にふわりと降り立つと、得意げな笑みを浮かべる。

  「タケル、すごい」

  「年上だからな。当然だっての」

  　そう言ってうしろを振りむく。タケルの目線の先では、最後に残ったシュンが練氣を爪先へ集約させている。

  「大丈夫かな。あいつの場合、普段から練ってないとやばいぞ」

  　練氣修行はシュンの苦手分野だった。

  　カヲルとタケルは呼こ吸きゆう器き系特とく進しん種しゆだが、シュンの場合は各々の体内器官の変異の仕方にばらつきがあり、通常よりも遙はるかに強い心しん肺ぱい機能を備えてはいるものの、カヲルたちに比べると発達段階は著いちじるしく劣る。その分、思考能力や記憶能力といったニューロン連れん繋けいまわりは他のふたりより遙はるかに秀ひいでており、座学に強い。

  　意を決し、シュンは助走をつけてから睡すい蓮れんの葉へ爪つま先さきを置いた。

  　右足首まで沈んだが、懸けん命めいの表情で飛ぶ。二度目の跳躍も左足首まで沈む。タケルの優雅な跳躍のあとだと、シュンのは泥に足を取られながら水田を歩く子供のすがたに見える。

  　三度、四度、苦しい跳躍を経て、五度目で足の裏が地面をとらえた。

  「はぁ、はぁ……」

  　腰を屈かがめてうつむき、シュンは苦しげに息を整えた。

  　カヲルはシュンの背に手を当ててさすってあげた。それで大した効果があるわけでもないが、シュンのためになにかしてあげたかった。

  「三人で戻ってこい」

  　池のむこうから、教務官の無慈悲な声が届いた。応おう、とこたえて、三人はタケルを真ん中にして手を繋つないだ。

  　こうやって、三人の身体の周囲を覆おおっている練れん氣きの膜まくを溶け合わせて、ひとつの大きな皮ひ膜まくを作る。三人が各々で精製した練氣がひとつにまとめられて全員を守る障壁となる。まだ息の荒いシュンの分を、カヲルとタケルが埋うめ合わせるかたちだ。

  　カヲルはこの修練が好きだった。タケルとシュンの練氣を自分のものと混ぜ合わせると、なんだか心強くなってくる。言葉では伝えられない、お互いの本当の気持ちが練氣を通じて溶け合い、一体化するような、不思議な心地よさがある。

  　周囲を覆った練氣が充分な密度を得たところで、三人はお互いに顔を見合わせて頷き、タケルの号令と共に揃そろって右足を踏みだした。

  　手を繋つないだまま、三人は水面を跳ね飛ぶ。

  　緑色の波は紋もんが立ち、水みず飛沫しぶきがきらきら光る。

  　ぴたりと揃そろった動きで、三人は足を交互に前へ送って、水面を跳ねる石に似た軌道を春の陽光の下へ描き出す。

  　ぎゅっ、とカヲルはタケルの手を握った。

  　小さな手と手が、強く結び合う。

  　空中でお互いの目線が合った。カヲルの微笑ほほえみに、タケルは真っ赤に染まった両の頬で応えた。

  

  　山中の鍛錬は日没までつづいた。この日、カヲルが受けた打ちよう擲ちやくは三回だけだった。技の進歩と共に打たれる回数が減っている。そのことは嬉うれしいが、出来れば自分も仲間も一度も打たれずに一日を終わらせたい。それがいまのカヲルのつつましくも真剣な願いだった。

  　そして夜――いつものようにカヲルはひとり、鉄てつ格ごう子しのなかで食事を摂とった。シュンもタケルも別の山館でひとり、寂しく食べているはずだ。

  　とても寂しい。しかし、目的を果たすまでは我慢しようと三人で誓ちかった。誓いがあるから打たれても孤独でも耐えられる。

  

  　――いつか、美み歌か子こを討つ。

  

  　二年前、雨の森のなか、幼い三つの手を重ねてそう誓った。

  

  　――あの女に復ふく讐しゆうするんだ。おれたちを選んだことを後悔させてやる。

  

  　そう言うタケルの瞳が、雨のなかで冷たく煮え立っていた。

  　カヲルもその言葉に頷いた。誓ったあと、生来の負けん気がむくむくと鎌首をもたげて胸いっぱいに満ちた。

  　――負けるもんか。負けてたまるか。

  　――美歌子に勝って、父上と母上の無念を晴らすんだ。

  　だから耐えられる。いまのカヲルが持っているのは、その誓いとふたりの仲間たちだけだ。

  誓いを胸に抱きながら、疲れ切ったカヲルはやがて眠りのなかへ落ちていった。

  　健すこやかな寝息が鉄てつ格ごう子しのうちへ流れる。南に穿うがたれた窓から蒼白い月光が斜めに注がれ、無む垢くな寝顔を闇のなかへぽつねんと浮き立たせた。



  


  　　　三．

  

  　七月七日。

  　この日は毎年、調ちよう布ふ新しん町まち名物「星せい夕せき祭さい」が行われる。

  　世界汚染以前の風習を蘇よみがえらせるために二○年ほど前にはじめて催もよおされ、年々にぎわいを増していき、最近では近隣の共同体からも物見客が訪れるようになった。彼らは何台もの馬車を連ね、兵士や傭よう兵へいに護衛されてやってくる。娯楽の少ないこの時代、人々はお祭り騒ぎに飢えていた。

  　会場となる多た摩ま川がわの河か川せん敷しきは祭りの準備でてんてこまいだ。町の人々が即興で作った屋台が並んで、色とりどりの看板がかかげられ、天井のない俄にわか舞ぶ台たいの前には桟さ敷じきまで組んである。

  　今日は年に数回しかないハレの日だ。準備は大変だけれど苦にはならない。この町の活気が広々とした河川敷に満ちあふれている。昼下がりのぎらぎらした陽光の下、汗を流して働く人々はたらいに浮かべたキュウリをかじって涼をとる。

  　他共同体からやってきた見物客はもう堤防に溜まっていた。男は甚じん平べい、女は浴衣ゆかたに身を包んで、堤防の傾斜や松の木陰にござを敷き、旅たび苞づとを解いたり竹たけ筒づつの水を飲んだり胸元をうちわであおいだりしながら馬鹿騒ぎの始まりを待ちこがれている。

  　彼らはみな、多た摩ま川がわ沿岸に点在する共同体からやってきた客だ。東京には他に隅すみ田だ川がわと荒あら川かわに沿って大中小の共同体が存在しているが、その方面からの来客はない。距離が離れているし、これまでに何度か大都市に眠る物資回収を巡って小こ競ぜり合あいがあったため互いに警戒している。特に白しら河かわコロニーからの来客は先日の親書の件もあり厳重に警戒が為なされており、万が一やってきたならその場で拘こう束そくする構えだ。

  　多摩川沿岸の共同体同士の繋つながりは、以前からある。

  　調ちよう布ふ新しん町まち町長、高たか比ひ良ら啓けい十じゆうは約二○年前の町長就任以来、地道にこつこつと近隣勢力との連れん繋けい体制を築き上げて来た。飢えた村に食料を貸たい与よし、盗とう賊ぞくに困った村があれば兵士職を派は遣けんして戦闘力を補助してやり、田畑を荒らすバケモノの群を積極的に討とう伐ばつすることで周辺の共同体の食糧事情も安定させた。ほとんど無む償しようとも云えるその融ゆう資しの代わりに、高比良町長は常に周辺共同体へ「信頼」の二文字を呼びかけてきた。互いを信じ、互いに協力しあって再興を成し遂とげよう。言葉にするのは簡単だが、世界汚染以前の文明社会も結局のところ辿たどり着けなかった地点を高比良町長は指さしつづけた。

  　そうしてゆっくり着実に長い時間をかけて努力してきた結果、全ぜん幅ぷくの信頼とはいかないものの、食糧事情や戦争に関しての相そう互ご扶ふ助じよ態勢、相互依存関係が多摩川水系一帯に確立されつつある。星せい夕せき祭さいの盛せい況きようもそうした努力のたまものだった。

  　堤防に押し寄せた見物客の手には短たん冊ざく形の板きれが握られている。これは「丁ちよう」と呼ばれる調布新町の町内通貨だ。墨すみで書かれた額面の両端に高比良町長の判はん子こが割られている。他の共同体では使えない、この町限定の貨か幣へいである。

  　星夕祭を訪れた遠方からの見物客は、米や干ほし肉じし、砂金等との物々交換で「丁」を入手する。町を出るときに丁を持っていても意味がないから一晩で使い切るしかない。遠方からの物見客が来ることは調布新町にとって貴重な外資獲得の機会だった。

  　やがて低い山のつらなりのむこうへ太陽が落ち、川面ににじんでいた青紫が闇へ沈んだ頃、居並んだ屋台の軒のき先さきに吊つるした提ちよう灯ちんに火が入った。

  　行列をなして行き交う人々も、手に持った小さな提灯に火を入れて足元を照らす。提灯にはそれぞれ透かし絵が入れられ、表面に張った和紙もさまざまな色に染めてあるから、たちまち色とりどりの柔らかな光が河か川せん敷しきに咲き乱れた。

  　華やかなのは色彩だけではない。中央の舞台では笛と太たい鼓この楽団が祭り囃ばや子しを紡つむぎ出し、その賑にぎ々にぎしい夢幻の旋律が丁を握る人の手を緩ゆるませる。商人が地面に敷いたむしろには、紙で作った狐きつねや狸たぬきのお面、砂糖で出来た人形、飴あめ細ざい工く、ブリキの玩具おもちやなどが並べられ、それをねだる子供の声があちらこちらにやかましい。

  　屋台から立ちのぼる煙が夜気のなかへ芳かんばしい香りをひろげる。傀く儡ぐつ師しの見せ物、猿回し、犬回し、闘犬などにも人垣が出来、それぞれの演だし物ものに拍手や野や次じが浴びせられる。白くけぶった大気ににじむ提ちよう灯ちんの色彩のなか、たくさんの笑顔がいつまでも尽きることなく流れてゆき、そのなかに、ふやけたタマの笑みも混じっていた。

  「あれも食いたい。これも食いたい」

  　藍あい染ぞめの浴衣ゆかたを着込んだリオと手をつなぎ、あちこちの屋台をのぞき込みながら、甚じん平べいすがたのタマはそう言っておなかをぐーぐー鳴らす。タマのおなかが鳴るたびにリオは楽しそうに音もなく笑う。後方から醒さめた目でふたりの背中を見やりながらユーキがついていく。こちらも長い髪を結い上げてかんざしを差し、白い生き地じに百ゆ合りをあしらった浴衣すがた。きょろきょろと周辺を見回して楽しげに微笑ほほえむ牛うし丸まると、ひたすら無表情に直進する静しずか、にこにこしながら一いつ升しよう瓶びんをラッパ飲みする斎さい藤とうが同行中だ。牛丸も斎藤も甚平を着込んでいるが、恐ろしいことに静は上下ともえんじ色のジャージである。場の雰ふん囲い気きなど関係なく我が道をゆく静だった。

  　町役場の職員は全員、星せい夕せき祭さいの運営を担って本部テントに詰めていなければならない……のだが、外来客の安全を守るためにこのところずっと近郊地域のバケモノ退治に明け暮れていた兵士職の面々には、お疲れさまの意味を込めて特別に祭りを見て回る許可が下りた。連日の過か酷こくな任務にくたびれきっていた兵士四人に傭よう兵へい一人は、町長の粋いきな計らいに小躍りしたのち、こうしてみんなで一緒にぶらついている。

  　リオはずっとご機き嫌げんだ。お面をかぶっておどけたり、紐ひもをつけた亀をタマにけしかけたり、気まぐれにタマの腕にぶら下がったりしてにこにこしている。タマもへらへらとそれに応じて、知らない人が見たなら普通に仲の良い兄妹の風ふ情ぜい。

  　一方のユーキは退屈そう。屋台や演し物へ目線だけは送るものの、特に興味をひくものもなく、時折斎藤や牛丸と他愛たわいないことを話しても、言葉はどこか上の空で事物の表面をなでるのみ。楽しげなタマとリオの背中をちらりと見てから、ふん、と鼻を鳴らしてあらぬ方へ顔をむけたりもする。

  　一行は特に目的も持たずぶらぶらと屋台のあいだをほっつき歩き、笹ささ団だん子ごや飴あめ菓が子しや焼やき餅もちなど、おのおの好きなものを飲み食いする。

  　リオはタマに綿菓子を買ってもらってふたりで頬張った。ふと振り返ると仏ぶつ頂ちよう面づらのユーキがひとりでたこ焼きを食べながら歩いていたので、綿菓子をついと差し出してみた。ユーキは綿菓子の表面のタマとリオがかじったあとを見つめ、首を左右に振って拒絶を示す。なぜユーキが不機嫌なのか、リオにはわからない。するとタマが爽さわやかに笑みながら、

  「どうしたユーキ、生理か」

  　ユーキはたこ焼きをもぐもぐするだけで、何の反応も見せない。タマはあっけらかんとした口調で、

  「お前でも生理あるんだな。ないと思ってた。あ、ないのは理性か。わりーわりー、おれとしたことが勘違いしちまった」

  　けらけらけら。一通り笑ってからタマはユーキに背をむけた。

  　口のなかのものをごくんと呑のみ込み、ユーキは持っていたたこ焼きの包みを無言で傍かたわらの静しずかに手渡した。

  　それからタマの肩に片手をかけ、ぐいっと引っ張ってこちらを向かせ、その胸ぐらを両手で掴つかむと、渾こん身しんの力でそのまま宙へ吊り上げて首を締め上げ、かぱあ、と顔の下半分が口になるくらいの大口をあけて、

  「生理とか言うなあああああああああああああっっ!!」

  「やめろゲフッ！　死ゲフぬやめゲフろゲフッ！」

  「訂てい正せいしろおおおおおっ!!」

  「やめろやめろやめろマジで死ぬ」

  　なにかの演だし物ものと勘違いした人々がふたりの回りに人垣を作り、苦しむタマの表情を指さしてげらげら笑った。しかし興奮したユーキは気づかない。鬼の形相でタマの首を締め上げながら、

  「なぜわたしがお前にそんな心配をされなきゃいけないっ」「セクハラ男っ」「馬鹿馬鹿大王っ」「破は廉れん恥ち罪人っ」「破廉恥将軍っ」「破廉恥総理大臣っ」等々、持ちうる限りの罵ば倒とう語ごを苦しむタマへ放ち出した。見物人はお腹をかかえて笑いながら、タマとユーキへむかっておひねりを投げた。投げられるのは丁ちようではなく、そのとき野次馬が手に持っていた食べ物だ。

  　焼き鳥、干し芋いも、干しイカ、アジのひらきなどを投げつけられながらも、ユーキは構わずにタマを締め上げる。見かねた牛うし丸まるとリオが止めるまで、ユーキはその手を緩ゆるめなかった。

  　そののち。

  「殺す気かよ」

  「お前が悪い」

  　野次馬が去った雑ざつ踏とうで、青ざめたタマからぷいっと顔を背け、ユーキは我関せずの体ていでうちわをあおいだ。

  　牛丸が場の雰ふん囲い気きを変えようと、

  「そうだ、みんなで肝きも試だめしやりません？　役場の人に教えてもらったんですけど、堤防のむこうの神社でやってるそうです。穴場らしいですよ」

  　リオがその提案に嬉うれしそうに頷き、賛意を示した。斎さい藤とうも静も特に異存なく、互いに顔を背け合うタマとユーキを伴って神社へむかった。

  　河か川せん敷しきにあるのは星せい夕せき祭さいの主会場であり、祭りに伴う様々の興行は河川敷以外の場所でもひっそり行われている。

  「あそこです。ほら、若い人が並んでる」

  　牛丸が指さした先では暗がりのなかに篝かがり火びが焚たかれ、朽くち落ちた神社の門前を照らし出していた。臨時に作った受付の前に、若者たちが数名、短い列を為なしている。耳をすませたなら、暗闇にとざされた杜もりの方から、参加者たちの悲鳴が聞こえてくる。お化け役が順路に待ちかまえて脅おどかしているのだろう。

  　兵士職一行は列の最後尾に並んだ。

  「いやあ、ははは、こういうのはやっぱり、男女二人一組じゃないとねー」

  　既に酔っぱらった斎さい藤とうがふにゃふにゃしながら、道中準備していたクジを女性陣三人に差し出した。白い紙に一から三までの番号を書き、こよりにしたものだ。

  「一番が僕、二番がウッシー、三番がタマくんね」

  　三番じゃありませんように。怒りがまだ収まらないユーキはそう願いながらこよりをひらいてなかに書かれた数字を見た。

  

  「どうしてお前とこんなことしなきゃいけないんだ」

  「知るか。クジ引いたのお前だろうが」

  「うるさい、黙れ、お前が三番なのが悪い」

  「おれが決めたんじゃねえっ」

  「わめくな馬鹿、黙って歩け」

  　タマは出かけた罵ば声せいを引っ込めて、ケッ、と吐き捨ててから順路へと目を戻した。　

  　手に提げている提ちよう灯ちんが古びた石いし畳だたみを照らし出す。歩いていくと篝かがり火びが現れ、その隣に順路を示す矢印が書かれた立て札がある。タマとユーキは無言のまま、その矢印に従って仏ぶつ頂ちよう面づらで足を前へ送る。

  　すさんだ肝きも試だめしだ。

  　ふたりとも怯おびえる様子も楽しむ様子も見せず、ただめんどくさそうに歩くのみ。最初に出発した斎藤・リオ組はもう終点に辿たどりついただろう。二番目に出発した牛うし丸まる・静しずか組はタマとユーキの遙はるか前方を歩いているはずだ。境けい内だいの石畳を歩き抜け、本ほん殿でん前でお札ふだを取って、今度は杜のなかを通って終点へ至る、という順路である。

  　タマはひたすら大股でずかずか歩く。

  　ユーキは慣れない下げ駄た履ばきだ。早足が辛つらい。提灯はタマが持っているひとつだけだから、あまり前へ行かれると足元が見えなくなる。

  「もっとゆっくり歩け」

  「うるせえ馬鹿。無理してそんなもん履くからだ」

  「しょうがないじゃないか。浴衣ゆかたなのにブーツ履いてどうする」

  「浴衣なんか着るからだ。お前なんかいつもの軍服着てりゃいいんだ」

  「……リオが着ろっていうから着ただけだ。わたしだって好きで着たんじゃない。似合わないのは知ってるさ」

  　ユーキの語調がしおれた。へたりと首が前へ傾かたむき、うつむく。

  　タマは首を後ろへ回し、横目でユーキの浴衣ゆかたすがたを見る。提ちよう灯ちんの灯りのなか、結い上げた髪と白いうなじ、白地にあしらった百ゆ合りの花がぼうっと浮き立つ。

  　――かなり似合う。

  　それがタマの正直な感想だ。

  　だが口には出さない。へっ、とユーキの言葉を鼻で笑うと、

  「似合わねー。とまではいかないけどな。たまにはいいんじゃねーの」

  　ユーキは口をすぼめ、自信なさげな上目遣いで、

  「……そうか？」

  「猿回しの猿が赤いちゃんちゃんこ着るのと同じくらいには似合ってるよ」

  「それは褒ほめてるのか？」

  「微妙に」

  「……ふん。なんだそれ。変なの」

  　短く呟き、ユーキは順路の先へふてくされた顔をむけた。

  　夜の廃はい神じん社じやというのは確かに不気味だ。

  　杜もりの葉ごもりが夜風になびき、ざざ……と不吉そうな音を立てた。遠くに置かれた篝かがり火びたちが、遙はるか彼方かなたの本ほん殿でんをおぼろな色で闇のなかへ浮かべている。ユーキたちは本殿を目指して境けい内だいのひび割れだらけの石いし畳だたみを踏んでいく。石と石の隙間には湿った青草がぼうぼう生えて、ところどころに妖あやしいかたちの花が咲いている。石炭みたいな暗闇のなかに、じっとこちらを見つめるなにかが潜ひそんでいそうな、生ぬるい大気が垂れ込めている。

  　タマがなにげなく呟いた。

  「そういや、有名なお化け神社らしいな、ここ」

  「そうなのか？」

  「役場の誰かが言ってた。すげー昔、まだ電気とかガスとか水道が使えてたころ、自殺の名所だったって。なんでかはわからないけど、一か月に一人はそこらへんの木の枝に縄なわで首くくってぶらぶらしてて、杜のなかで集団自殺なんかもあったって。なんかそういうの呼んじゃう場所なんだろうな、きっと」

  「へえ……」

  「実際あるんだよ、そういう、邪念が寄り集まる場所ってさ。弱い人間はそういうのに取とり憑つかれて、自分も仲間にされちまう。おれもそういう場所で不思議な経験したこと、何度かあるよ」

  「お前、ひょっとして、わたしを怖がらせようとしてないか？　言っておくけど、わたしはそんなの、全然平気だぞ」

  「いや、マジで、忠告しておくぞ。そういう噂うわさが立つ場所には、ほんとになにかがいる可能性が高いんだ。興味本位で訪ねてきた人間に取り憑くために、そいつが噂をかき立てることがある。弱い人間の口を借りて自分のことを話させ、大勢の人間を怖がらせることで、悪あく霊りようは自分自身を強めるんだ」

  「…………」

  「だからほんとは、こういう肝きも試だめしなんかもあんまり良くないんだよな。ここに住み着いている悪い霊にとっちゃ、こんな都合いいことないから。恐れられたり、怖がられたりすることって、そいつが存在しつづけるための栄養になるんだよ」

  　ユーキは特に答える言葉も持たず、黙ってタマの言うことを聞いていた。

  　――変なやつ。

  　そう思う。タマはいつもへらへらしているお調子者だが、時々いきなり思い出したように真ま面じ目めになることがある。そういうときは言っていることに妙な説得力があったりして対処に困る。タマの正体を知るユーキだから、タマがただの馬鹿ではないこともわかってはいるのだが、やはり普段のタマを見ているとただの馬鹿としか思えない。どっちもタマという人間の一側面なのだろうけど、そのあまりな振しん幅ぷくに時々ついていけない。

  「……なんつって。どうだ、びびったか」

  　タマはおなじみのへらへら笑いを浮かべて誇らしげにユーキを見る。ユーキは溜ため息いきも洩もらすことなく冷たい口調で、

  「お前にしては上出来だった。でもあまり怖くないな」

  「そうか？　実は小便ちびっただろ」

  「品のないことを言うな。蹴けるぞ」

  　ユーキはそう言うと、タマのスネを下げ駄たの爪つま先さきで軽く蹴った。

  「蹴るぞ、って言ったと同時に蹴ってるじゃねえか」

  「うるさい。細かいことにこだわるな」

  　つんとタマから顔を背ける。へっ、と鼻で笑うと、タマは再び順路を歩む。その歩調はユーキに合わせてゆっくりしている。

  　色あせた紅べに殻がらをまとう鳥居をくぐって本ほん殿でん前に辿たどりついた。ふたつの篝かがり火びの明滅が蔓つる草くさの絡みついた八はち幡まん造りを闇のなかに晒さらしていた。瓦かわらの剥はげ落ちた切きり妻つま屋や根ねの寂しい佇たたずまいが周辺のただならぬ気配に凄すごみを加える。

  　さすがのユーキも少し怖さを感じる。さきほどのタマの話が脳のう裡りをかすめる。

  「お札ふだ取って帰るんだよな、確か」

  　よく見ると、賽さい銭せん箱ばこの横に荷物を置くための木の机があり、据えられた蝋ろう燭そくの傍かたわらにお札が何枚か置いてあった。

  「これだ」

  　早くここから去りたくて、すぐに机に歩み寄り、ユーキはお札を取るために手を伸ばした。

  　そのとき――伸ばしたユーキの手首が、机のむこうから伸びてきた手にがっしりと掴つかまれた。

  　ぶわっ、とユーキの全身に鳥肌が走る。

  　つづけて机のむこうから、それまで息を殺して隠れていたお化け役が赤い絵の具にまみれた顔を突きだし、「あんげろっぱ――っ」と威い嚇かくの蛮ばん声せいを張り上げた。

  「ひゃ―――――――っ」

  　非常に珍しいユーキの悲鳴が境けい内だいに響き渡った。

  　後方に飛び退くようにしてお化け役の腕を振りきり、ちょうど背後にいたタマにしがみつく。

  　お化け役は快心のガッツポーズをふたりへ送ると、いそいそと机のうしろに隠れて次の犠牲者が来るのを待った。

  　しばし無言のまま、ユーキはタマにしがみつき、見ひらいた目を机とお札ふだへむけていた。

  「女みたいな悲鳴が聞こえたな、いま」

  　タマのからかいが、間近から聞こえた。

  　我に返って、タマのにやにや笑いを見上げる。そして自分が彼にしがみついていることを悟り、頬を赤らめ、さっと身を翻ひるがえして離れた。

  「う、うるさい。あんなの、誰だってびっくりする。驚かせ方が卑ひ怯きようだ」

  「なんでもいいから早くお札取れよ」

  「いやだ。お前が取れ」

  「もうネタわかってんだからいいじゃん。な、お化け役？　もう掴つかまないだろ？」

  　タマが声をかけると「もうしませーん」と机の後ろからお化け役のしおらしい返事が届いた。

  「掴むなよ。絶対、絶対、掴むなよ。掴んだら蹴けるぞ」

  　及び腰になりながらユーキはお札を二枚取ると、さささっと後方へ飛び退いた。その胸にはまだ動どう悸きが残っている。強ばった顔をタマへむけ、

  「さっさと帰るぞ。もういやだ、ここにいるの」

  　言葉通りにさっさと、矢印の示す復路へと足を踏み入れる。帰り道は本ほん殿でんを取り巻く鬱うつ蒼そうとした杜もりへとつづいている。

  　ふたりはその杜へと入っていった。

  　タマが持つ提ちよう灯ちんの灯りが、細い路みちの両側に密生する木々をおぼろに照らし出す。ふたりの頭上ではねじまがった枝と枝が絡み合い、それが橙だいだい色いろにゆらめく灯りに触れると、なんだか木々がこちらを見下ろしてあざ笑っているかのよう。

  　地面には太い木の根が地下と地上を縫ぬい取るようにのたうち、波打っている。往路と違って篝かがり火びがなく、暗闇は先程よりも深い。それにこの静寂が不気味すぎる。

  　ユーキは強こわばった声で、タマに命令をくだした。

  「なにか話せ」

  「なんだそりゃ」

  「静かなのがいやだ。馬鹿話しろ」

  「お前、ほんと、勝手なやつだよな……」

  「うるさい、黙れ、いいからなにか話せ」

  「黙ればいいのか、話せばいいのか、どっちだよ」

  「な、なにか話せ。いつもみたいな、くだらない与よ太た話ばなしをしろ」

  「くだらない与太話か……」

  　タマはあごに手を当てて考えた。さまざまのくだらない話がわずか数瞬のうちに頭ず蓋がい中を駆けめぐり、なかでも特にくだらない話をひとつ選択した。

  「あのな、あるところにものすごく愚おろかな犬がいたんだよ」

  「うん」

  「お手は出来ない、お座りも出来ない、ところかまわず放ほう尿にようするし、脱だつ糞ぷんするし、機き嫌げんが悪ければ主人にも襲いかかる。いつも能天気そうににやにやしてて、知らない人が頭を撫なでたら噛かみつくし、知ってる人が撫でても噛みつく。かわいげもない、愛あい想そもない、落ち着きもない、とにかくとんでもない駄犬なんだ」

  「うん、うん」

  「しかしある日、主人が突然死んでしまった。遺族たちはみな駄犬を引き取るのをいやがったため、駄犬は野良犬になってしまった。でもやっぱり駄犬だから主人がいなくなっても全然平気でさ。悲しいそぶりも見せないし、夜中に遠吠えもしない。いつもと同じく緩ゆるんだ間ま抜ぬけ面づらをぶらさげて、隣の飼い犬のえさをぬすみ食いして生活してたんだが、そんなある日大変なことが……ん？」

  　与太話の途中でタマは路みちの左側、提ちよう灯ちんの灯りが届かない暗闇を見やった。目を細め、その黒こく闇あんをのぞき込む。

  「どうした。主人を失ったその犬はどうなったんだ」

  　ユーキは与太話の次の展開が気になっているのがばれないよう、出来るだけ興味なさげなふうを装ってそう尋ねた。タマはなにも答えない。じっと立ち止まり、眉まゆ根ねを寄せて、木々が密に絡み合う暗がりを観察している。ユーキの語気が荒くなる。

  「おい、ある日いったいなにが……ん？」

  　言葉を途中で呑のみ込んで、ユーキもタマが見ているのと同じ方へ顔をむけた。

  　なにかいる。

  　獰どう猛もうな感情を伴ったなにかが、暗黒の内側からこちらをじっと伺っている。

  　きらっ、とふたつの青い光が、闇のなかで一瞬だけまたたいた。よく目をこらしながら、ユーキの口がひらく。

  「バケモノ……？」

  「だな」

  「おかしいな。この辺りのはやっつけたはずなのに」

  「群からはぐれたヤツかもな。どうする？」

  「放っておいたら祭りの見物客に襲いかかるかもしれない。ここで仕留めよう」

  　ユーキは毅き然ぜんと言い放った。

  　やれやれ、とタマは諦あきらめた。こうなるとユーキは絶対にきかない。お供させられることは確実だ。

  「提ちよう灯ちんはつけたままでいい。相手に襲わせる方が楽だ」

  　ふたりは路みちを外れ、木々の立ちこめた杜もりの奥へと足を踏み入れた。

  　濃い闇のなかから、みゃあ、と野太い猫の鳴き声がした。こちらを窺うかがっているのは猫のバケモノ、いわゆる化け猫のようだ。体長は二メートル近くあり、発達した爪つめと牙きばで攻撃してくる。

  「武器、持ってくればよかったな」

  「わたしは素手でも問題ない。お前は灯りを持っててくれ」

  「あいよ」

  　膝まで届く下生えを踏み分けて、立ちこめた幹と幹のあいだを縫ぬい、ふたりは杜の奥へと入っていく。化け猫はあたかも誘うように、一定の距離を置きながら後退しているらしい。時折ちらちらと漆しつ黒こくのなかに敵意を溜めた瞳が光るが、みゃあみゃあと鳴くばかりで仕掛けてこない。

  　やがて境けい内だいと外とを仕切るコンクリート塀べいに突き当たった。塀の外側も鬱うつ蒼そうとした杜がつづいている。世界汚染以前は住宅地だった場所は、いまやすっかり渺びよう々びようとした樹海へと変じていた。

  　塀の崩れた箇か所しよをくぐって境内の外へ出た。闇はいっそう深くなり、提灯の灯りは腕の先ほどで漆しつ黒こくへ塗り込められる。曲がりくねった木の幹と、鉤かぎみたいに折れ曲がった枝ぶりは、愚おろかな来訪者を歓迎して樹海の木々が踊っているようにも見える。

  　進んでも進んでも化け猫は鳴くばかりで襲いかかってこない。タマはぽつりと、

  「誘い込まれてないか？」

  「かもしれない。退いた方が賢明かな」

  　呟いたその一刹せつ那な、闇が裂けた。

  　ユーキは首を傾かたむけて化け猫の一撃をかわした。わずかに髪の毛が切られ、夜のなかへ散った。

  　タマの持つ提灯の灯りに、全身が茶色い体毛に覆おおわれた化け猫のすがたが一瞬照らし出された。後ろ足で立ち上がり、右の前足を振り上げて、鈍にび色いろの爪をユーキの頭ず蓋がいへ振り下ろそうとしている。ぎらぎらした青金色の双そう眸ぼうに映っているのは、白い浴衣ゆかたに身を包んだ、かよわそうな少女がひとり。

  　転瞬――

  　いっぱいにひらかれた化け猫の口こう腔こうから鮮血が迸ほとばしった。振り下ろすはずの鉤爪が、天を差したまま静止している。

  　こがね色の微粒子が空間に散った。青金色の双そう眸ぼうにいま映じているのは、無表情に右の掌しよう底ていを突きだし、冷たい眼差しを茶色い腹部へむけているひとりの少女だった。

  　蕭しようとした夜風が化け猫の血にまみれた背筋を撫なでていった。腹部にあてられたユーキの手のひらから放出された練れん氣きが化け猫の臓器を潰つぶし、背骨を砕き、背筋の毛皮をめくりあげて、そこからけばだった肉片を飛び散らせていた。

  　伸びきっていた化け猫の身体が支柱を抜かれたように崩れ落ちる。

  　ユーキは右手のひらを突きだしたまま、哀れなバケモノの遺い骸がいへ目を落とした。その手にはまだ、放出した練氣の残ざん骸がいがこがね色の光こう芒ぼうとなってまとわりついている。

  　タマは称賛の念を短い口笛に込めた。

  　長く生きるうち様々な特とく進しん種しゆに出会ってきたが、ユーキの練氣使いとしての実力は群を抜いたものがある。一撃で化け猫の肉体をここまで破壊出来る使い手はそうそういない。ユーキに比ひ肩けんする練氣使いといえば、かつて神かみ追おい軍ぐんにいた青あお砥とシンくらいのものだろう。

  　地に横たわる化け猫は、体長が二メートル半ほどもあった。かなりの大物だ。ユーキは腰を屈かがめ、その柔らかな毛並みを撫でて、

  「あとで役場の人に回収してもらおう。祭りの日に面倒かけてすまないけど」

  　退治したバケモノの骸むくろからは、毛皮や獣じゆう脂しを採集出来る。肉は食べない。遺伝子異常を引き起こした動物の肉は、いまは老人となった第一世代の人間がいやがるのだ。しかしユーキたち第三世代の若者のなかには、この世界を生きる人間も遺伝子異常を引き起こしているのだから食べても問題ないとして、バケモノの肉を食べるものもいる。いまのところ、それで深刻な症状があらわれたという話はきかない。

  　ユーキは立ち上がると、ぴんと背筋を伸ばし、毅き然ぜんとした翡ひ翠すい色の眼差しをタマへとむけて、

  「で、その犬はどうなった」

  「え？」

  「べ、別につづきが気になるわけじゃないぞ。静かなのがいやだから聞いてるだけだ」

  「ああ、馬鹿犬の話か。どこまで話したっけ」

  「主人を亡くしたのに平気な顔で隣の犬のえさを盗み食いしているところまでだっ」

  「怒るなよ。えぇっと、そう、それである日、隣のおばちゃんが怒ってな。その駄犬を主人の墓に縄なわで繋つないでしまったんだ。よくある日本的な石の墓にさ。さすがの駄犬もこれには参った。これではえさを盗みにいけないし、水も飲めない」

  「かわいそうに……ひどいおばちゃんもいたものだ」

  「ところがここで奇き蹟せきが起こった。駄犬はなにを思ったか……ん？」

  　話しかけたところでタマは、あらぬ方向へ顔をむけて闇のなかを凝視した。そのまま黙って漆しつ黒こくをにらんでいる。ユーキが怒鳴る。

  「どうしてそこで切るっ」

  「しっ。黙れ。まだなにかいる」

  　タマの横顔は真剣だ。ユーキは言葉を呑のみ込んで、周囲の濃い墨すみ色いろへと目をそばだてた。

  　たしかにタマの言うとおり――闇の一角に常ならぬ色が沈ちん殿でんしている。周辺の漆しつ黒こくをさらに煮詰めたような底の知れない純黒――

  　ユーキの瞳が次第に寂しんとした光を帯びてくる。

  　タマもまたその傍かたわらで、まなじりに気を込め、いつにない真剣な表情で闇のなかに潜ひそむものを視認しようとする。

  　と、ふたりの鼻び孔こうに甘い香りが触れた。鼻の粘ねん膜まくを透過して脳のう髄ずいをとろけさせるような、危ういものを孕はらんだ甘さだ。

  　――花？

  　したたるほどな蜜みつを孕んでこちらを誘いざなう、熟した花の匂い――それに加えてかすかに遠く、鈴の音ねが聞こえる。

  　この世とあの世の境から響くがごとく、音の出所がつかめない。右から聞こえたかと思うと左へ流れていき、消えたかと思うと前と後ろから気を合わせてりりりと鳴る。

  　ふたりは異常事態が起きていることを悟った。

  　空間のあちこちに殺気がひらめいている。

  　ここから先は死地だ。気を抜けばやられる。

  　ユーキは背筋を伸ばし、まなじりをきりっとあげて、無造作に下げ駄たを脱ぐと浴衣ゆかたの裾すそを大きくひらいた。そこから張りのあるしなやかな左足がすっと前へ送られ、右足は少し引いて地をしっかりと踏みしめる。裾から突き出た剥むき出しの太ふと股ももと引き締まった足首が夜気のなかで艶なまめかしい。

  　それから下した氣き海かいで涵かん養ようしていた練れん氣きを手足の末端から外界へと引き出し、全身にまとう。左手のひらをへその辺りに構え、右手はだらりとおろす。練氣使い本来の構えを取って、ユーキの戦闘準備は完了した。

  　タマは持っていた提ちよう灯ちんを地面に置いて、ふっ、とひとつ鼻を鳴らし、寂しんとした眼差しを四方へ送った。

  　鈴の音が近づいてくる。

  　花の香りはより濃密に、ふたりの脳のう髄ずいに染み込んでくる。香気は足元に横たわる化け猫の死し骸がいから立ちのぼる濃い血の香りと交わって、さらに鼻び孔こうをただれさせる。

  　いつのまにかタマとユーキは背中を合わせていた。お互いの死角を守りあうかたちだ。周囲の闇を睥へい睨げいしながら、肩越しに言葉を交わす。

  「白しら河かわにはめられたかな」　

  「いまのうちに兵士を闇やみ討うちして、調ちよう布ふの戦力を削そごうってか」

  「物見客に紛れてわたしたちを監視していたのだろう。機をみてこうして仕掛けてきた。その可能性が高い」

  「武器持ってくりゃ良かった。おれ、素手で戦う人じゃないし」

  「わたしを援護してくれればいい。無理はするな」

  「あいよ」

  　ふたりは背中を合わせたままじっと動かない。提ちよう灯ちんの灯りのあるところで戦いたいからだ。網もう膜まくが光に慣れたまま暗闇へ入っていけば正体不明の敵に喰われかねない。まずは敵のすがたを見定めることが肝かん要ようなのだが、いまのところ目に映るものは全くない。

  　そのとき不意に鈴の音ねが消えた。

  　静寂がのしかかってくる。互いの鼓こ動どうを背中越しに感じる。ねっとりした温おん気きがまとわりつき、熱帯の花の蜜みつがいやらしく嗅きゆう覚かくに染み込んでくる――

  　しゃりん、とひときわ高く鈴が鳴った。

  　それと同時に闇のなかに銀灰色のなにかが浮き立った。

  　ひとつではない。ふたつ、みっつ――提灯の灯りが、卵の表面みたいになめらかに湾わん曲きよくしたなにかのうえで弾けていた。

  「傀く儡ぐつ」

  　おぼろげな敵影を視認し、ユーキは短く呟いた。

  　ずずっ、ずずっ。重量のある物体が下生えを磨すり潰つぶす音がした。銀灰色をした四つの物体がタマとユーキを取り巻き、近づいてくる。おぼろだったその輪りん郭かくが純粋な黒色のただなかから排出され、闇と己との境界を鮮あきらかにする。

  　灯りのなかに傀儡の全身が浮かび上がったとき、銀灰色に光っていたのはその顔の表面を為なす板金であることが知れた。

  　四体ともにぴたりと揃そろった身の丈たけは二メートルほど。それぞれおそろいの白しろ装しよう束ぞくに身を包み、長く黒い飾り髪をだらりとおろして、薄い透きとおった紗しやをふわりと頭からかけている。金銀の縫ぬいのある紗のむこうに、銀灰色をした顔立ちと薄い笑みが照り返っていた。その双そう眸ぼうは光を吸い込むようにがっぽりと穿うがたれている。胴体から伸びる四し肢しは異様に長く、複数の関節を備えるらしくおかしな角度に幾度も折れ曲がっている。袖そで口ぐちから伸びた手の表面にも板金装甲が施され、呪じゆ言ごんをかたどった浮き彫りがあった。

  「鬼き道どう衆しゆうかよ。おれ苦手なんだ、こいつら」

  　心底いやそうにタマが吐き捨てた。

  

  　修しゆ験げん道どうが日本の山岳における光を司つかさどる存在だとすれば、鬼道は闇を司つかさどる存在だ。

  　かつて宗教的な事情により苛か烈れつな差別を受け、平地から追われ、やむなく人の通わぬ山岳地帯で生きていかざるをえなくなった人々――平地人は彼らを「鬼」と呼んだ――が、平地人への憎悪や嫉しつ妬とを千年以上もの期間に渡って醸じよう造ぞうし、発はつ酵こうさせて分ぶん娩べんした禁断の呪術体系、それが「鬼き道どう」である。

  　修しゆ験げん道どうが「験げん力りき」を使うのに対し、鬼道は「厭えん力りき」と呼ばれる負の力を用いて術をなす。験力も厭力も性質は練れん氣き使いが用いる「練氣」と同じ呼吸を織り上げて創ったエネルギー塊かいであるが、厭力の場合は陰いん陽ようの陰にあたる暗い部分を用いて、人の精神の暗黒面に作用する効果がより高い。鬼き道どう衆しゆうの術は全て、この「厭力」を用いて行こう使しされる。

  　念ねん話わではなく携帯電話で一般の人々が移動通信をする時代がやってきても、彼ら闇の血族は山岳の奥深くにひっそりと生き長らえていた。外界との接触を断ち、ほぼ自給自足により旧きゆう態たい依い然ぜんとした生活を保存して、同族内でのみ婚こん姻いんを結び、呪われた血を脈々と受け継いでいた。鬼道の術を為なすために不可欠なその血を、何世代にも渡る近親婚により出来あがった異形の肉体のうちで培ばい養ようしていたのである。

  　そして二○一七年、鞄かばんを背負ったハトの群が空を飛び、世界が崩ほう壊かいした。

  　ひっそりと息を潜ひそめ、文明の隙間から再興の機会を伺っていた鬼道衆にとって、オリジナル・シンの空中散布はまさに天恵だった。原げん罪ざいウイルスが産み落とした魔ま魅み跳ちよう梁りようの汚染世界は、人々の絶望や不安を糧かてにして生きる鬼道衆のための楽園と云ってよい。彼らは山を下り、絶望を抱えた人間たちに低級霊を取とり憑つかせて使役した。耐性のない者は霊に食いつぶされて死に、耐性をもった生存者には中級霊を取り憑かせてさらに使役した。そして中級霊を従えることの出来た者は血族として迎え入れ、まぐわい、千年以上も醸じよう造ぞうした呪いの血を分け与えた。世界汚染から六○年が経過した現在、日本の山岳地域において、鬼道は修験道に抗しうるほどの確固とした山岳勢力へ変へん貌ぼうを遂とげている――

  

  　脳のう髄ずいを痺しびれさす甘だるい香りは傀く儡ぐつが着込んだ白しろ装しよう束ぞくから漂ってくる。　

  　タマは四体の動きを用心深そうに見やりながら、

  「おいユーキ、息とめろ。この匂い嗅ぐな。鬼道には幻げん戯ぎがあるぞ」

  「うん。でも結構吸った」

  「もう喋しやべるな。おれも息とめる」

  　提ちよう灯ちんの灯りが必要だからこの場を離れるわけにはいかない。しかしここにいるとこの香りに取り巻かれる。呼こ吸きゆう器き系特とく進しん種しゆであるユーキは、息をとめていても平常と遜そん色しよくない運動が可能だ。だがタマには厳しい条件である。戦闘時の苛か烈れつな運動にはどうしても呼吸が伴う。出来るだけ吸気する量を抑えるしかない。

  　傀儡の内部できりきりと金属歯車が軋きしんだ。

  　四体の傀儡の背筋がぎぎぎと反り返り、長い両腕が斜め下方へむけられる。音もなく、白装束の左右の袖そで口ぐちから両刃剣が生えてきた。刀身はいずれも一メートルほど。白銀のきらめきが夜の底へ鈍く光る。

  　かつての機械文明の残ざん骸がいをおのれの呪術体系に取り込んだところに鬼道のすさまじさがある。分厚い板金装甲の施された傀く儡ぐつの中身は、大小無数の歯車ギアと制動装置、幾多のケーブルが組み合わさった金属機き巧こうだ。胴体内部に格納された黒くろ瑪め瑙のうは術者の呪じゆ言ごん詠えい唱しようの波動を感知し、そこに籠こめられた厭えん力りきを傀儡の動力へと変換している。だから傀儡と戦うときは周辺のどこかに潜ひそむ術者を見つけだして叩く方が早い。

  　しかし、この闇のなか、瑪瑙にしか聞こえぬような非可聴領域音波で呪言を詠唱する術者を見つけだすのは並大抵ではない。

  　――傀儡を壊す。

  　ユーキは真正面からやりあうことを決意した。

  　日本刀の斬ざん撃げきをもはじき返す板金装甲、金属機巧に拠よる機動力、千年以上ものときをかけて熟成させた厭えん力りきによる原動力、そこから紡つむぎ出される攻撃力、痛覚も感情も持たず、ただ操られるままに無道の剣を振るう――敵として相対するとき、傀儡はそこらの特とく進しん種しゆよりもよほど性質たちが悪い。

  　だがやるしかない。

  　そう決めたとき、ユーキの目の前にいる一体の両膝が地に落ちた。

  「ん？」

  　傀儡は天を仰ぐように、こちらへお腹を見せて、ぎりぎりと金属歯車を軋きしませながら背筋を反らしてのけぞる。
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  　と、いきなりその腹部がぼっこり隆りゆう起きした。

  「!?」

  　傀く儡ぐつが着込んでいた白しろ装しよう束ぞくが引きちぎられる。裂け目から現れたのは土ど管かんにも似た巨大な筒状の物体だ。

  　――大おお筒づつ？

  　傀儡の腹部に大砲が仕込んである。ユーキは咄とつ嗟さに練れん氣きの鎧よろいを身体の前面に集中させた。回避したなら背後のタマへ命中してしまうからだ。

  　刹せつ那な、闇をつんざく閃せん光こうが炸さく裂れつした。

  　筒状の物体に詰まっていた無数の鋭利な金属片が機関銃の弾丸さながらユーキめがけて襲い来る。

  　砲弾であれば練氣の鎧で打撃力を吸収出来る。が、この不可視の鎧は刺し突とつに弱い。菱ひし形がたをした細かな金属片は密に張られた練氣をやすやすと切り裂くだろう。ユーキは瞬時に両腕を顔の前で交差させ、頭部を守った。

  　斬ざん、斬、斬、斬。

  　無数の鋭利なものが肉へ突き立つ、低く鈍い音。橙だいだい色いろの灯りのなかへ、削られた肉片と血ち飛沫しぶきが散る。

  　唇を噛かみしめて衝撃に備えていたユーキは、待っていた衝撃が来ないことに気が付き、両腕の交差を解いて顔を上げた。

  　目線の先にはタマの背中があった。

  「いってぇー」

  　タマはへらへら笑いながら冗談めかしてユーキを振り返る。彼の身体の前面に無数に突き立った金属片がユーキの網もう膜まくにきらめく。

  　ぐっ、と胸が押し潰つぶされた。

  　こいつは時々こういうことをする。卑ひ怯きようだ。自分が死なないことを知っているから平気でこんな無茶が出来る。いつも虎こ視し眈たん々たんと格好つける機会を狙っているに違いない。鋭い心の痛みと一緒に、ユーキは無言でそう毒づいた。

  「すまない」

  　詫わびたと同時に、ユーキの踵かかとの下で閃せん光こうが弾けた。

  　弾けた閃光が闇に消えたとき、ユーキは傀く儡ぐつの砲門に右手のひらを当てていた。

  「一体」

  　体内へ練れん氣きの塊かたまりを叩き込まれても、傀儡には悲鳴をあげることが出来ない。人間やバケモノであれば号ごう叫きようするだろうけれど、哀れな傀儡に出来るのは後頭部を地面に叩きつけ、多関節を全てばたつかせて白しろ装しよう束ぞくもろとも炎上することのみ。火花をあげるケーブルと燃え上がる制せい御ぎよ装置、剥はく落らくしていく金属歯車、板金に浮き彫りされていた呪じゆ言ごんが炎のなかで爛ただれていく。こうなればもういくら厭えん力りきが送られても傀く儡ぐつは動作出来ない。

  　ユーキは細く長く吸気した。いまの射しや出しゆつで下した氣き海かいから呼び出した練れん氣きを全て消費した。もう一度、溜めの時間が必要だ。が、傀儡は溜めきるのを待ってくれない。

  　おおん、と残り三体の金属機き巧こうが唸うなった。

  　人間であればありえない角度へ関節をねじまげ、地上を滑かつ走そうするようにして、兎うさぎにも似た俊敏な機動で三つの巨大な金属塊がユーキに迫る。

  　溜めるユーキの傍かたわらを、タマが走り抜ける。彼の身体にはまだ金属片が突き刺さっているのだが本人は一切お構いなしだ。振り上げられた傀儡その二の双剣がタマをめがけて突き出され、振り下ろされる。タマは猫のような跳躍で斬ざん撃げきをかわすと、空中でくるりと一回転してから傀儡その二の飾り髪を両手で鷲わしづかみにし、勢いをつけた右膝を板金装甲の施された傀儡の頭部にめり込ませた。

  　傀儡その二の双そう眸ぼうの奥で火花が散る。分厚い板金装甲が円えん錐すい状にきれいに凹へこみ、傀儡その二は地に片膝をついた。

  「かってぇー」

  　装甲の堅さに文句をつけ、膝を突き立てたまま、タマは空中で体勢を変えると、その二の胸板を蹴りつけて地面と水平に跳んだ。

  　傀儡その三が飛来するタマへむかい右の剣を突き出す。タマは身体のひねりで器用に剣けん尖せんをかわすと、地に一度爪つま先さきをつけて、勢いを殺すことなく己の肩をその三の腹部に叩き込んだ。べごっ、とその三の板金装甲が凹み、後方へ吹っ飛んで、木の幹へ激突した。樹皮がもげ、幹は大きくしなって、葉ごもりがざわめく。

  　颯さつ、とタマは後方を振り返る。傀儡その四がユーキに双剣を振るっている。溜めきれないユーキは身体のさばきで斬撃を避けるのみ。

  　弾だん、とタマの踵かかとの下が鳴った。

  　次の刹せつ那な、タマの両足の裏が傀儡その四の側頭部に突き立っていた。その四は大きく首を傾かたむけて、横様へ吹っ飛び、脇腹を木の幹に叩きつける。

  　爛らん、とユーキの双眸が翡ひ翠すい色に輝く。

  　地に臥ふしたその四の傍らへ跳躍すると、動力部を収納しているその胸へ右手のひらを押し当てる。

  「二体」

  　短い言葉と同時に、板金装甲のない関節部から炎が噴き出した。ユーキの練氣は装甲を貫通し、動力源である黒くろ瑪め瑙のうを粉砕する。術者がこれを見ていたなら呆あきれて開いた口がふさがらないだろう。傀儡の板金装甲を意にも介さない練氣使いなどそうそういるものではない。たいがいの練氣は板金の表面を焦こがすだけで内部機巧には毛ほどの傷もつけられないのだ。

  　ばたばたと多関節を踊らせ、炎上しながら地でのたうつ傀儡その四を見下ろしてから、再びユーキは氣きを呼び出す。

  　――残り少ない。

  　日頃から下した氣き海かいへ蓄たくわえていた練れん氣きの残量が減っている。傀く儡ぐつはあと二体。破壊し尽くすことが出来るか、疑わしい。

  　ユーキはまだ、練氣の射しや出しゆつ量りようを調整出来ない。自分のなかにある練氣を計画的、効率的に敵へ振り分けて戦う、といった器用な使い方が出来ないのだ。出来るのは溜めの時間に呼び出したものをそのまま射出することのみ。そのあたり自分の未熟を自覚してもいる。

  　走らせた目線の先に、徒と手しゆ空くう拳けんで傀儡とやりあうタマがいる。

  　いまのタマはユーキの盾たてとして戦っている。タマの優秀な細胞再生能力は、どうしても溜めの時間を必要とするユーキの能力と相性が良い。多少の傷はその場で治し、たとえ剣が肉体を貫通しようとも平気で戦いを続行出来る。タマであれば混戦のなかでも練氣使いを守り抜くことが出来る。

  　胸のうちでタマに感謝しつつ、ユーキは細く長く吸気する。

  　吸気と一緒に、例の甘だるい香りが体内へ入ってくる。

  　幻げん戯ぎにかかる危険がある。だが、練氣使いは吸気しないことには溜めが出来ない。多少の目くらましには惑わされないよう、しっかりと気を張って戦せん況きようを見張っていれば問題ない、と自分に言い聞かせる。

  　――タマは大丈夫かな。

  　彼は幻戯に弱そうな性格だ。あっけらかんとして大ざっぱ、楽天的で無警戒な天性は幻戯使いにとって上客そのもの。全身に葱ねぎをくくりつけ、出だし汁じるで出来た池にのうのうと羽根を休める鴨かもと同じといってよい。タマもその自覚があるからこそ、さきほど鬼き道どうの相手をいやがったのだろう。

  　それでもタマは戦ってくれている。幻戯を孕はらんだ甘い香りを吸気しながら、ユーキのために時間を稼いでいる。

  　無言の感謝と共に、ユーキの翡ひ翠すい色の瞳が寂しんとした光を帯びた。

  　足元の下生えがザッと鳴り、タマを双剣で追い立てていた傀儡の直前へ華きや奢しやな浴衣ゆかた姿が立ち塞がった。

  　突き出されたユーキの右手は、すでに傀儡の胸に当てられている。

  「三体」

  　金属機き巧こうが砕け散る盛大な響きとともに、噴き上がった炎が緑の天てん蓋がいを焼いた。

  　関節部からごうごうと火か焔えんを吐き出しながら、傀儡は後方へ二、三歩よろめき、板金に装飾された笑みを炎のうちに爛ただれさせ、長い右の足を前方へ振り上げてからどうと卒倒する。爆はぜた火が下生えを焦こがし、炎上する傀儡そのものが松たい明まつとなって樹海の闇をぬぐい去る。

  　残り一体。

  　まだ健常な傀く儡ぐつは術者の逡しゆん巡じゆんを透かすかのように、ユーキを警戒しながら動かない。

  　その逡巡がユーキにはありがたい。ゆっくり吸気しながら残った最後の練れん氣きを呼び出す。

  　横目をタマへ送った。タマは地面に片膝をついたまま、険しい目線をあらぬ方向へむけている。

  「タマ？」

  　呼びかけたが、返事はない。彼の頬が強こわばっている。眉み間けんに皺しわが寄り、唇を噛かみしめるようにして、タマはじっと動かない。

  「タマっ」

  　強く呼びかけた。するとタマはいきなりあらぬ方向へ横っ飛びに跳躍、草むらへ入ると炯けい々けいとした眼光をユーキへむけた。

  　――幻げん戯ぎにかかっている。

  　ユーキはそれを悟った。こめかみを冷たい汗が伝う。あまり良い状況ではない。

  　

  　タマは地面に片膝をついたまま、じっと己の視界にあるものを観察していた。自分が幻戯にかかっている自覚はある。これまでにも何度かやられてきた。幻戯にかかりやすい性格なのだ。いま、動かないことが最善であることもタマは知っている。

  「タマ？」

  　横合いからユーキの声が届いた。目だけを動かして声のした方を見る。だがそこには誰もいない。ただ爆はぜる炎と夜の色だけがある。

  　さきほどから薄い透明な皮ひ膜まくがタマの視界には覆おおい被さっている。ぐにゃりと曲がったり、ゆらいだり、あたかも水中から世界を見ているかのごとく、見ているものと自分とのあいだに溝みぞがひらいている。ユーキのすがたが見えない。その代わりに、幾千もの紫色の蝶ちようが視界を舞っている。

  「タマっ」

  　今度は強く呼びかけられた。再び目だけを動かす。目線の先にあったのは銀灰色の板金装甲だった。長い髪の毛の隙すき間まから、薄い笑みがタマへむけられている。

  　タマは横っ飛びに跳んだ。草むらへ飛び込み、傀儡を凝視する。

  　しかしタマの目に映じたのは傀儡ではなかった。真っ赤なニット帽をかぶり、だぶだぶのジーンズの後ろポケットに両手を突っ込んだ少年の背中が、傀儡がいたはずの場所にある。

  　背中から、憎らしいほどの余裕が感じられる。少年は散歩するように、舞い飛ぶ紫の蝶を周辺に従え、ユーキへと歩み寄っていく。

  　どこからどこまでが現実なのか、タマには判断がつかない。いまは少年に見えているが、もしかするとあれはユーキなのかもしれない。

  　――動くな。見定めろ。

  　タマはただじっと少年の背中を凝視するのみ。情けないが、いまのタマに出来る最善がそれだった。

  

  　すっ……とユーキの視界に薄い透明な皮ひ膜まくがかかった。

  　見えていた景色がぐにゃりと歪ゆがむ。空間からいきなり紫色の蝶ちようが湧きだしてユーキの周囲を舞い飛びはじめた。

  「!?」

  　幻げん戯ぎが来る。それを自覚し、ユーキは意志の力を駆り立てて闇を見据えた。

  　決して騙だまされるな。いま、ここにある状況を把は握あくしておけ。それ以外のものが映じたとしたら、それは目め眩くらましの可能性が高い。

  　そう自分に言い聞かせた。傀く儡ぐつは相変わらず、ユーキを警戒したまま動かない。

  　細く長く吸気する。脳のう髄ずいに危険な甘さが染み込む。あと二回吸気したら傀儡を倒そう。そう決意したとき、草むらのタマがおもむろに立ち上がった。

  「わりー、ヘマしちまった」

  　へらへらしながらそう呼びかけてくる。どうやら自力で術を解いたらしい。思わずほっとする。

  　タマは呑のん気きそうにこちらへ歩いてくる。ジーンズの後ろポケットに両手を突っ込んで、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの歩き方だ。

  　――ジーンズ？

  　タマが着ていたのは甚じん平べいだ。ジーンズを穿はいているはずがない。

  「タマ？」

  　彼の顔のうえにあるのはいつものへらへら笑いだ。しかし服装がおかしい。目の粗あらい真っ赤なニット帽をかぶり、アルファベットがプリントされた茶色いＴシャツを身につけ、腰からずり落ちそうなぶかぶかジーンズと白いスニーカーを合わせている。

  　――幻戯！

  　見破った刹せつ那な、後方へ跳躍しようと、ユーキは地に踵かかとを擦すった。

  　しかし――ユーキの背中はアルファベットのプリント文字で受け止められた。

  　はっ、とユーキは後方を振り返る。前から歩いてきた少年は目眩ましで、いまユーキを後ろから抱き留めているのが本物だと気づいた。そして、気づいたときは手遅れだった。

  　ニット帽をかぶった少年はにっこりと微笑ほほえむと、右手につまんでいた長針をユーキの首筋へ突き立てた。

  　びくん、とユーキの上体が反る。

  　帽子の少年はユーキを後ろから抱きしめるようにして、ゆっくりとその白い首筋へ一いつ寸すんほどの長針を深く埋うめ込む。刺された箇か所しよから鮮血が一筋、ユーキの襟元へ流れ込んでいった。

  少年の薄紫色の唇がひらき、軽けい薄はくそうな言葉がそこから洩もれる。

  「すっげ、かわいー。おれきみ好きかも」

  　がくり、とユーキの両膝が折れる。少年はユーキのお腹へ片手を回し、崩くずれ落ちようとする身体を背後から支えた。ユーキは辛つらそうに首をうしろに回し、背後の少年を睨にらみつけた。

  　少年は死人のように真っ青な顔色をしていた。ニット帽の裾すそから、茶色に染めた髪が流れ出て、両耳を金のピアスが穿うがっている。その風ふう体ていは世界汚染前によくいた少年たちのそれだ。

  「貴、様……！」

  　針には痺しびれ薬が塗られていた。ユーキの四し肢しから力が抜き取られていく。長い睫まつ毛げの翳かげりの下、ユーキの翡ひ翠すい色の瞳が色を失っていく。

  　少年はあっけらかんと笑い、お調子者じみた早口で自己紹介する。

  「睨にらまないでいいじゃん。久く坂さかユーキちゃんだよね。おれ、春はる之の門もんバルト。鬼き道どう春はる之の門もんでリーダーやってまーす。ィヨロシクー」

  「は、な、せ……!!」

  「え――？　やだよ。きみ、連れて帰るって決めてっしー。ね、いいじゃん、一緒に鬼道やろ？　すっげ楽しいよ」

  「ふ、ざ……ける、なっ」

  「断ってもさらっちゃうもんねー。そんで堕おとすしー。いいじゃん、みんな堕ちるときいやがるけど、堕ちちゃうと喜んでるよ？　涎よだれ垂らしておれのために働くの。命令すればなんでもするし。死ねっていうと死ぬし。すっげ便利っしょ」

  　ユーキは渾こん身しんの力で足あ掻がいた。しかし、練ねり上げられた厭えん力りきが篭こもった薬はすでに全身に行き渡っている。力が失われ、バルトに身体を預けるようにして、はあはあと荒く呼吸することしか出来ない。

  「やっべ、かわいー。早く連れて帰ろ。ぜってーおれのもんにすっからねー」

  　嬉うれしそうにそう言い、バルトはユーキの身体を両腕で胸のまえに抱え上げた。いわゆるお姫様抱っこである。ひらいた裾すそから真っ白な太ふと股ももが夜のなかに力なく浮きたち、ユーキの顔が屈くつ辱じよくに青ざめる。

  　バルトはあっけらかんとした表情を傀く儡ぐつにむけて、

  「あの馬鹿、適当に始末しといて。おれ、この子堕としてるから。ィヨロシクー」

  　草むらでじっとしているタマへ顎あごをしゃくり、それから快心の笑顔を浮かべて、闇のなかへ駆けていった。

  「タマ……っ！」

  　ユーキはかすれた声を絞しぼり出した。もうそれしか出来ない。それが精一杯の抵抗だった。腕も、足も、指先も、もはやユーキの意志に応えてくれない。

  　屈辱の体勢でバルトに抱き上げられたまま、ユーキはなすすべなく樹海の奥へ連れ去られていった――

  

  　ユーキがいなくなったことに気づくこともなく、タマは地面に片膝を付けていた。

  　いまタマの目に映じているのは相変わらず、幾千もの蝶ちようの群だった。そこにいるはずの傀く儡ぐつも、ユーキも、蝶が視界を遮さえぎってしまってよく見えない。

  　現実の傀儡はゆっくりとタマに近づいていく。傀儡の両手の先には鈍にび色いろの剣がふたつ、斜め下へむけられている。

  　タマの直前で傀儡は仁に王おう立だちとなった。タマには傀儡が全く見えていない。

  　傀儡の剣が、音もなくタマの顔の前へ当てられた。ぎらりとした不吉な光が鋭い剣けん尖せんから滴したたり落ちる。

  　どがっ。

  　重く低い音が夜の樹海に響いた。

  　傀儡の剣尖は――鉄製の鉤かぎで受け止められていた。

  　横あいからの体当たりにより、どがっと跳ね飛ばされたタマは、木の幹に身体を打ちつけて首をねじ曲げ、無様な姿勢で地面に激突した。

  「大丈夫ですか、タマさん」

  　羽は染ぞめ静しずかは両目を閉じたまま、先端に三本の爪がついた鉤かぎ縄なわで剣を受け止めていた。そして傀儡の力を後方へ流すかのように、足さばきで身体を旋転させる。

  　傀儡が体勢を崩くずして前のめりになる。静の片手がえんじ色のジャージのポケットに伸びる。取り出されたのは赤しやく銅どう色の苦く無ないだ。両端が鋭く尖った、投とう擲てき用の忍にん具ぐである。

  　静は傀儡の関節部へ続けざまに三つの苦無を打ち込んだ。糸で引かれたもののごとく、苦無は別々の関節へ命中し、金属機き巧こうの連結部を軋きしませる。苦無が食い込んだ箇か所しよから細かい火花があがり、傀儡は前のめりから起きあがりかける体勢のまま、顔だけを静へむける。

  　そこにすでに静はいない。横っ飛びに跳躍し、鉤縄の先端を傀儡の穿うがたれた眼がん窩かに引っかけると、そのまま周囲を野の兎うさぎのごとく敏びん捷しように跳ね跳ぶ。関節から火花を噴き上げる傀儡は静の動きに全くついていけない。またたくまに縄が胴体へ絡みつき、身動きがとれないようにしっかりと巻き上げられていく。

  　この縄の芯しんには鋼条ワイヤーが仕込まれている。傀儡の力であろうとも断ち切るのは難しい。上体を縛しばり上げられた傀儡は遂ついに体勢を崩し、鈍く重い音とともに地面へ倒れた。

  　下生えに埋うもれながらのたうつ傀儡を見下ろし、静はさきほど関節部に打ち込んだ苦無を無造作に回収した。どうやら使い捨てにするのがもったいないらしい。しがない派は遣けんくのいちとしては、経費の無駄遣いは避けたい様子だ。

  　傀儡はもはや完全に動きを拘こう束そくされており、戦闘力を失っている。とどめを刺すこともなく、静はタマへゆっくりと歩み寄っていった。

  　タマは地面に仰向けになり、見ひらいた目を夜空へむけていた。

  　静しずかはタマの身体を両足のあいだに挟み込むと、腰を屈かがめ、力一杯の往復ビンタを容よう赦しやなく加えながら、

  「タマさん、起きてください、タマさん」

  　ぱーん、ぱーん、ぱーん。幻げん戯ぎにかかったままのタマの両頬から景気よい音が放たれる。

  「起きてください、お願いですから」

  　感情のこもらない声でそう言いながら、静は何度も何度もタマの頬を張る。

  　ぱーん、ぱーん、ぱーん。夜の樹林に、威勢のいいビンタの音が響き渡る。それまでずっと閉じていたタマの口からようやく呻うめきがもれた。

  「う、うぅぅ……」

  「森の奥で火が立ちのぼったのが見えたので駆けつけました。一体なにが起きたのですか」

  　静のビンタは衰おとろえを知らない。

  「や、やめ……うぅぅ……」

  「久く坂さかさんはどこですか。タマさん、タマさん、起きてください」

  　調子に乗ってきたらしく、ビンタが加速する。静の手のひらがうなるたび、タマの顔が左右に跳ね跳ぶ。

  　タマの両の頬がリスみたいに膨ふくらんだ。その目に生気が戻ってきた。静は相変わらず抑えた口調で、

  「わたしも辛つらいですが、幻戯を解くにはビンタが一番なのです。早く起きてください」

  　ぱーん、ぱーん、ぱーん、ぱーん、ぱーん。

  　張られるたびに、タマの視界から蝶ちようが消えていく。夜景がより鮮明になり、こちらを見下ろす静の表情がタマの網もう膜まくにくっきりと映じた。

  「あ……静」

  「起きてください、お願いです、でないとわたし、いつまでもビンタしなくては」

  　ぱーん、ぱーん、ぱーん、ぱーん、ぱーん、ぱーん。

  「ちょっ、おい、やめ……」

  「タマさん、がんばってください、タマさん」

  　静のビンタがなぜか激しさを増す。歯を食いしばり、威勢良く腕を振り上げて、ぴしぃっ。ぱしぃっ。びしぃっ。ばしぃっ。頬を鞭むち打うつような鋭い音響がとどろく。

  「おい、やめろ、わかった、起きたから」

  「タマさん、がんばって、タマさん」

  　ぴしぃっ。ぱしぃっ。びしぃっ。ばしぃっ。タマの力ない声が力強いビンタの音に掻かき消されてしまう。

  　このままではこのビンタに殺される。それを悟り、タマは渾こん身しんの力を背筋に込めて身体全体で力強く弧こを描き、小こ柄がらな静しずかの身体を撥はね上げた。

  　ひゅん、と空中で一回転してから静は地に降り立ち、抑揚のない声を投げる。

  「良かった。幻げん戯ぎが解けたのですね」

  「あぁ。たぶん四○発くらい、解けたあとでビンタされたけどな」

  「細かいことは気になさらない方が男前です」

  「細かいことに思えないんだが」

  「どうか些さ事じはお気になさらないでください。せっかくわたくしが助けてあげたというのに。わたくしがいなかったら大変なことになったというのに」

  「お前、意外と恩着せがましいな。まあいいや。助けてくれてありがとう」

  「いえ、どういたしまして」

  「で、ユーキはどこだ」

  「わたくしは見ておりませんが」

  　静の首が傾かしぐ。タマは舌打ちした。なにが起きたかはわかる。

  「さらわれたな。鬼き道どうに堕おとす気だ。あいつらがよくやる手だよ。早く助けないとまずいぞ」

  　そう言いながら、身体の前面に突き立っていた金属片を次々と無造作に抜き取る。鮮血を滴したたらせながら、幾十の金属片が音もたてず地面へ落ちる。深々と抉えぐれた傷跡が抜いたその場で塞ふさがる。頬の腫はれもまたたくまに引き、腫れの跡からは険しい表情が現れた。

  　静はじっと周辺の闇へ顔をむけた。

  　いつもは閉じられたその目がはっきりとひらく。

  　静が両目をいつも閉じているのは、見えすぎるためだ。昼間に目をひらくと光を感知しすぎて目の奥が痛くなる。まぶた越しに風景を見るような感覚が静にとってはちょうど良い。

  　そしていまのような闇のなか、静の進化した視覚神経系の力が発はつ揮きされる。

  　彼女はあたかも日中の森をいくかのように、星明かりだけを頼りにして暗闇を細部まで見通してしまう。

  　踏みつけられた下生え、かき分けられた草むら、腐ふ葉よう土どに残る足跡……それらのわずかな痕跡が静の網もう膜まくに明めい晰せきに映じる。

  「いまなら追えます」

  「お、マジか。もしかして見えてる？」

  「はい。わたくしがここに来られたのも、おふたりの辿たどった道筋が見えたからです」

  「あ、そっか。お前、なにげに使えるな」

  「ちなみに途中までウッシーも同行していたのですが、闇のなかで道に迷ってしまった様子です。はぐれてしまいました」

  「ウッシー使えねー。まあいいや、おし、追うぞ」

  　タマは決意を込めた表情で指をぱきぱき鳴らした。

  　静しずかは無表情にタマを見上げた。その瞳には不思議そうな色が籠こもっている。

  「タマさん」

  「ん？」

  「久く坂さかさんのことが心配ですか？」

  　その質問を受け、タマは一瞬怪け訝げんな顔になり、それから虚こ空くうを睨にらみつけてしばらく悩み、うつむいて眉み間けんに人差し指をあてて考え込み、最終的に「わたしはウソをついてます」と言わんばかりのぎこちない表情で、

  「知ったこっちゃねーよ」

  　裏返った声で答えた。静は無表情なまま、

  「タマさんも面白い人ですね」

  「な、なんだよそれ」

  「行きましょう。久坂さんを助けに」

  「助けにじゃねーよ。鬼き道どうの馬鹿ども殴なぐりに行くだけだ」

  　細かいことにこだわりながら、タマは静と共に森のさらに奥へと足を踏み入れていった。



  


  　　　四．

  

  　山道の片側を縫ぬい取った楓かえでたちが織りなす紅葉の天てん蓋がいの下、鎌かま鳥どりの隊列が粛しゆく々しゆくといく。

  　純白の兵装に緋ひ色いろの外がい套とうを翻ひるがえした騎兵二○騎、二列縦じゆう陣じん。主戦武器である十字形をした鉄てつ鉾ほこではなく、この隊列は腰にサーベルを差している。そして右腕には、白色の下地に青い鷲わしを描いた腕わん章しようが巻きつく。姫ひめ路じコロニー近この衛え三兵団のひとつ、通称「青あお砥と兵へい団だん」の兵装だ。

  　姫路全軍から選りすぐりの呼吸器系特とく進しん種しゆを集め、彼らを中心にして編成したこの兵団を率いるのは、かつて神かみ追おい軍ぐんに所属し「簒さん奪だつ王おう」霧きり崎さきキリヒトを支えた四人の将校のひとり、青砥シン。自らが優秀な練れん氣き使いであるとともに、壮年期に入った現在では後進の育成に尽じん力りよくし、幾多の呼吸器系特進種を高名な練氣使いに育ててきた。日本中に散在する共同体内において、練氣使いの地位を一いち躍やく押し上げるのにひとかたならぬ貢こう献けんをした人物である。

  　青砥はいま、兵団の先頭に立って鎌鳥の手た綱づなを繰っていた。

  　西せい征せい時、咲き誇る花にも喩たとえられた二五歳の若武者は、いまや老おい松まつの枝ぶりにも似た五○歳の古ふる兵つわものであった。年月はその顔の肌き理めを赤あか土つちの大地みたいにひび割れさせ、くぐり抜けてきた幾多の軽くない経験が目尻に深い皺しわを刻みこみ、後ろで束ねた黒髪にも長い山や羊ぎ髭ひげにも白いものの方がもはや目立つ。腕や足の筋肉も往時に比べれば見る影もなくやせ細り、血の色の薄い黄土色の肌に頼りなくくるまれていた。

  　曲がりくねった細い山道を黙々と登とう攀はんしながら、青砥はいくばくかの憐あわれみとともに幼い天子候補生たちのことを思っていた。

  　美み歌か子この下か命めいによって、青あお砥とはいま、自分が手て塩しおにかけて育ててきた青砥兵団の練れん氣き使いたちを、あろうことか幼い天子候補生と仕し合あわせようとしている。いくら候補生たちが群を抜いた才能を持つといえどまだ一○代のはじめ、全軍から選抜されて鍛きたえ上げられた二○代、三○代の近この衛え兵へいに敵かなうはずがない。いま青砥がうしろに従えているのは姫ひめ路じコロニー最強兵団の一翼を担う精兵であるのだ。

  　――美歌子はなにを考えている。

  　霧きり崎さきキリヒトや澁しぶ澤さわ竜りゆう之の介すけがいた頃の神かみ追おいの地で同じ青春を過ごし、それから三○年以上も付き合ってきた姫路市長の真意は青砥にも全く読めない。西せい征せいが収しゆう斂れんしてから美歌子は変わった。もちろん変わらざるを得ないような残ざん酷こくな出来事があったからではあるが、それにしても、これほど長く付き添ってきた青砥にも心を閉ざす彼女のすがたはどこか切ない。

  　――わたしが老いたかな。

  　そうとも思う。肉体の老いは自然にその人の精神を穏やかな方向へ熟成させる。肉体がいつまでも若ければ精神もそれに伴い若いままでいられるのだろうか。だからときの流れとともに自分と美歌子との距離がひらいていく。

  　壮年となったいま、美歌子の不老不死の肉体を、青砥は素直に羨うらやましいと思う。長く生きていくうちに得られるのは知識と経験であり、老いたものが必要とされるのは肉体の衰おとろえの代だい償しようとしてそれらを持っているからだ。しかし美歌子の場合は知識と経験を伴った若い肉体と精神がある。そこから一体なにが紡つむぎ出されてくるのか、青砥は類推することが出来ない。

  　舞い散る落葉がひらり、彼の傍かたわらを流れすぎてゆく。枝葉を縫ぬって差し込んでくる幾百の陽射しの束が鎌かま鳥どりの鎌の先で弾ける。踏み登る道には色とりどりの紅葉が敷かれ、上も下も艶あでやかな錦にしき織おりの風ふ情ぜい。

  　うねうねした山道を登りつめ、峻しゆん険けんな尾根を渡っていくと、やがて天子候補生たちの居住する鶴つる木き山さん楼ろうが梢こずえの狭はざ間まに見えてきた。檜ひのき造づくりの山館が三つ四つ、黄色の葉ごもりの合間から青々とした瓦かわら葺ぶきを望ませている。

  　山門に居並んだ教務官に出迎えられ、青砥兵団は武装したまま曲くる輪わのうちに蹄ひづめを刻んだ。そして鞍くらを降り、教務官に案内されて仕し合あい場じようとなる中庭へ通される。

  　砂じや利りを敷いた広い庭に矢や来らいが結い回されていた。高さ五○センチほどの背の低い竹を組んで作った、一辺が七メートル弱の四角い囲いだ。

  　矢来の直前では既に複数名の監察官が床しよう几ぎに腰を下ろし、膝のうえに分厚い記録用紙を載せていた。いまこれから行われる仕合内容はこの監察官たちが精密に記録して美歌子へ報告することになる。その他にも幾つかの腰掛けが並べられ、招待された貴人や高官が酒や茶菓子をつまみながら、姫路最強兵団と天子候補生の勝負のはじまりを待っていた。

  　勝負にならない、と青砥は思う。いまからはじまるのはただの虐ぎやく待たいだ。練氣使いに必要なのは日々の修練を積み重ねる努力であり、その結果得られる技術である。一流の練氣使いになるためには長い年月が必要なのだ。修練した年月の差が、そのまま実力差となって現れる。そこに奇き蹟せきはない。居合わせた高官や貴人連中の挨あい拶さつを受けながら、青あお砥との憂うれいは深くなるばかりだった。

  　天子候補生たちは矢や来らいの直前に据えた床しよう几ぎに腰を下ろしていた。

  　三人とも、子供用に特別に仕立てた姫ひめ路じコロニー正規兵の兵装に身を固めている。

  　最年長の澁しぶ澤さわタケルが一四歳、澁澤シュンが一三歳、紅こう一いつ点てん、澁澤カヲルはまだ一二歳だという。三人のなかではタケルが唯一、体格で太た刀ち打うちできそうな風ふう体ていだがシュンとカヲルはまだ明らかな子供だ。青砥兵団と勝負すること自体が馬鹿げている。

  　青砥と兵団員たちは、天子候補生たちと矢来を挟んで相対する位置に腰を下ろした。団員の表情は候補生たちを見くびるというより哀れむ色の方が濃い。

  　教務官のひとりが審判として矢来のうちに立ち、仕し合あいの決まり事を口上した。気絶するか、矢来の外に弾き出されるかしたら負けである。練れん氣き使い同士の勝負ではよく使われる単純な決まりだ。

  　仕合は候補生三人と青砥兵団二○人による勝ち抜き戦。勝った者はその場に残って次の相手とそのまま戦い、どちらかが全員敗れるまで勝負がつづく。いうまでもなく、この方式で有利なのは人数の多い青砥兵団だ。

  　候補生の先せん鋒ぽうに立ったのは澁澤シュン。

  　線の細い身体はつつけば折れそうなくらい弱々しい。男の子にしては長めに伸ばした髪と端正な顔立ち、唇が紅べにを塗っているかのごとく鮮やかに赤い。彼は矢来へ入ると、開始線の直前に立って毅き然ぜんと胸を反らした。威勢良く見せてはいるものの、やはりどこかに怯おびえの色がにじんでいる。

  　青砥は一番手に猪しし岡おかという今年二○歳になったばかりの新兵を当てた。団員中、最も未熟な兵である。未熟とはいっても選抜された特とく進しん種しゆであるから強いことは強い。猪岡は腰のサーベルを鞘さやごと外して徒と手しゆ空くう拳けんで矢来のうちに入る。

  　開始線にふたりが並ぶ。猪岡は取り立てて大おお柄がらでもないが、それでも胸の高さにシュンの顔がある。

  「第一仕合、はじめっ」

  　ぴんと張った審判の声とともに勝負がはじまる。腰掛けの見物客がやんやの拍手喝かつ采さいを送る。

  　シュンは左足をこころもち前へ出し、右足は少し引いて、左手のひらをへそのあたりに置き、右手をだらりとおろした。仕合開始前から下した氣き海かいの練氣を呼び出していたから溜めの時間は充分に取れている。

  　最初の一撃が勝負だ。シュンはそう決めて、じりと猪岡へにじり寄った。

  　猪岡は完全にシュンを見くびっている。明らかに相手を舐なめた構えで、自分から散歩するように歩み寄る。

  　シュンは普段の過か酷こくな修練によって培つちかった練れん氣きを右手の拳に集積した。光の粒子が渦うず巻まきながら彼の拳に集合していく。

  　猪しし岡おかが間合いに入ったその刹せつ那な、シュンは練氣を使った跳躍で相手の懐ふところに入り込み、拳を横おう隔かく膜まくへ突き立てる――

  　はずだったが、その拳は猪岡の身体に触れられなかった。

  　猪岡がまとった練氣の鎧よろいが、シュンの拳を押し包んでいる。その不可視の鎧に跳ね返されて、横隔膜まで拳が届かない。

  　バチ、バチ、と細かな火花がふたりの間に散っていた。

  　唇を噛かみしめてシュンは猪岡を見上げた。猪岡のうすら笑いが泰たい然ぜんとシュンを見下ろしていた。悔しさを感じる前に、猪岡の手が伸びてきた。

  　猪岡はシュンの髪の毛を両手で掴つかんで強引に下をむかせると、この美しい少年の顔面に練氣のこもった膝を叩き込んだ。

  　血ち潮しおが飛び散る。無惨に崩くずれたシュンの顔が一瞬だけ撥はね上がる。

  　一度ではない。二度、三度、にたにた笑いながら猪岡はシュンの顔面に膝ひざ蹴げりをお見舞いした。

  「シュン！」

  　矢や来らいの外からカヲルの悲しい声が響いた。その隣でタケルは、膝のうえの拳をぎゅっと握りしめて猪岡を睨にらみつけた。

  　青あお砥とは目を閉じた。はじめからわかりきっている展開だ。こんな仕し合あいを下か命めいした美み歌か子この正気を疑うしかない。候補生がいくら優れた特とく進しん種しゆであろうと、こちらもまた選せん抜ばつされて鍛きたえ上げられた特進種である。修練した歳月の差は絶対に埋うめられない。

  　幾度かの一方的な殴おう打だのあと、シュンは砂じや利り敷じきにうつぶせになって倒れ込んだ。顔から流れた鮮血が、砂利の灰白色へ沁みてゆく。審判が仕合終了を告げた。

  「シュン、シュンっ！」

  　矢来の外へ担ぎ出され、筵むしろのうえに横たわったシュンの手を握って、カヲルは何度も叫んだ。

  「ご……めん……。役に……立てな……くて……」

  　傷口からまだ血を流しながら、無む惨ざんに腫はれあがった顔を残った方の手で隠して、シュンは力無く謝った。カヲルは何度も何度も首を左右に振って、砂利に両膝をつき、ただシュンの手のひらを握っていた。

  　昨日の夜、三人で仕合に出る順番を話し合った。タケルとカヲルは、呼吸器系特進種でないシュンを一番最後の出番にしたかった。ふたりだけで相手を全員倒せば、シュンに危険は及ばない。けれどシュンはそれに反対し、自分が先に出るといって聞かなかった。最初に出たものは必ず疲れ果ててどこかで負ける。だから一番弱い自分が先に出て、相手を出来るだけ削けずってから強い者にバトンを渡した方が最後に勝つ確率が上がる。それがシュンの主張だった。

  　カヲルはきりりと顔を引き締め、きっぱりと言い放った。

  「よく頑張った、シュン。見てろ。あんなやつ、やっつけてやるから」

  　ここに連れてこられてから七年。ずっと男の子ふたりと暮らしてきたから、すっかり男の子言葉になったカヲルだった。

  「無茶……しない……で」

  「大丈夫。シュンがやられたこと、あいつに倍返ししてやる」

  　カヲルは凛りん然ぜんと言い放ち、手のひらをぎゅっと握った。シュンがなけなしの力で握り返してくる。胸の痛みを毅き然ぜんとした表情のうしろに押し隠し、カヲルはゆっくり片膝を持ち上げると、静せい謐ひつな翡ひ翠すい色の瞳を矢や来らいのうちにいる猪しし岡おかへむけた。

  　猪岡は相変わらずにたにたしながら、仕し合あい場じようへ入ってくる一二歳の少女を迎えた。まだ新参兵である猪岡は兵団内で古参兵から苛いじめられることが多い。だから今日は無力な少年少女をいたぶることで、日頃の鬱うつ憤ぷんを晴らしたかった。

  　カヲルが開始線に立つ。すぅっと吸気してから、凛りんと胸を張る。一直線に投げかけたカヲルの目線の先には猪岡のお腹がある。長い黒髪をぞんざいに後ろで束ねた、凛り々りしい武闘家すがたのカヲルだった。

  「第二仕合、はじめっ」

  　号令と同時に、猪岡の顔が大きく後ろに撥はね上がり、喉のど仏ぼとけを剥むき出だしにして天を仰いだ。

  　その砕けた鼻から鮮血が噴き上がる。

  　まだ膝を突きだしたまま中空を翔かけるカヲルは、飛びながら猪岡の鬢びんの毛を両手で掴つかむと、その頭上で逆立ちをするようにして、勢いをつけた膝をもう一度猪岡の顔面に叩きつけた。

  　猪岡の顔の中央が凹へこむ。二度目の膝で鼻び梁りようが折れ、三度目で全部の前歯が折れて、四度目で右の眼がん窩か底ていが砕け、五度目で左の眼窩底が砕けた。

  　猪岡の練れん氣きの鎧よろいが全く通用しない。カヲルの膝に込められた練氣が猪岡のそれを圧倒している。

  　青あお砥とと兵団員たちの口がぽかりとひらいた。観客達も歓声を忘れ、眼前のあり得ない光景をただ見つめている。

  　タケルだけが当たり前の表情で、猪岡の顔面を砕くカヲルを悠ゆう然ぜんと眺めていた。

  　遂ついに猪岡の両膝が折れた。砂じや利り敷じきに膝を立て、それから上体がゆっくりと後方へ傾かしいでいき、地のうえに膝を折り曲げたまま仰向けとなった。シュン以上に破壊された猪岡の血ち塗まみれの顔面が秋の陽射しに晒さらされる。

  　カヲルはひらりと地面に着地して、顔についた返り血を軍服の袖そででぬぐい、矢来の外に居並ぶ青砥兵団を睨ねめ付けた。

  「勝負ありっ。勝者、澁しぶ澤さわカヲルっ」

  　審判の宣言を受け、膝のうえに置いた青砥の拳が震えた。

  　青あお砥との刮かつ目もくにはただ戦せん慄りつの色だけがある。

  「あり得ぬ」

  　言葉が勝手に洩もれた。

  「なんだあの娘は。バケモノか」

  　青砥の隣に腰掛けた兵へい曹そう長ちよう、宇う佐さ見み真しん吾ごもまた、いまの勝負に言葉を失っていたひとりだ。我に返り、青砥に進言する。

  「あの娘の練れん氣きが見えました。練ねられ方が尋じん常じようではありませぬ。下へ手たをすれば、あの娘ひとりにこちらが全滅させられるやも」

  　宇佐見自身が優れた練氣使いであるからこその正直な所感だった。そしてそれは青砥の予測と一致していた。

  　青砥は宇佐見の方を見向きもせず、ただカヲルへ瞠どう目もくを送りながら、

  「天性だ。天てん賦ぶの才能だけでやっている。ならばつけ込む隙すきはある。見定めるぞ」

  「はっ」

  　姫ひめ路じコロニーが誇るふたりの傑けつ出しゆつした練氣使いが、わずか一二歳の少女の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを観察しはじめた。矢や来らいのうちには二人目の兵団員が開始線の前に立っていた。

  「第三仕し合あい、はじめっ」

  　審判の号令がかかった次の瞬間、二人目の兵団員は背筋を反らして、矢来の上空を吹っ飛んでいた。

  　姫路コロニーの誇るふたりの傑出した練氣使いの口が、再びぽかりとひらいた。

  　哀れな兵士はなめらかな放物線を秋空に描き出し、どしゃっと音を立てて背中から矢来の外の地面に激突した。

  「勝負ありっ。勝者、澁しぶ澤さわカヲルっ」

  　凛りんとした表情で右手のひらを前方に突きだしたまま、カヲルは審判の判定を聞いた。その手のひらから発光する微粒子がまだ散っている。

  「敵をなめるな、本気でいけっ」

  　三人目の兵団員の背中へ、宇佐見の檄げきが飛んだ。

  　応おうっ、と野太い声が返ってくる。三人目は二メートル近い背せ丈たけのある、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男だった。

  「第四仕合、はじめっ」

  　号令がかかった直後、宇佐見の目に映ったのは、筋骨隆々とした大男の背中が放物線を描きつつ宇佐見めがけて落ちてくる光景だった。

  「うわあっ」

  　思わず悲鳴をあげて床しよう几ぎから飛び退のく。三人目の挑戦者は床几を砕く派手な音とともに砂じや利り敷じきへ背中から激突した。秋の陽光の下、白目を剥むいて舌を口からはみ出させた情けない失神顔がさらけ出される。

  　矢や来らいのうちでは、カヲルが相変わらず引き締まった表情で右手のひらを突きだしている。

  「少しは工く夫ふうしろっ。正面からやりあうなっ。練れん氣きの強さで張り合えば吹き飛ばされるぞっ」

  　四人目の兵士へ、青あお砥との真剣な檄げきが飛んだ。

  　しかしながら、五人、六人、七人……なすすべなく、選えりすぐりの特とく進しん種しゆたちがカヲルの練氣に吹き飛ばされる。手て塩しおにかけて育ててきた練氣使い達が、一二歳の少女を相手に一方的に翻ほん弄ろうされるのみ。ぎりぎりと歯がみしながら、青砥はただそれを見守ることしか出来ない。氣の練度に差がありすぎて、兵員たちの小手先の技が通用しないのである。

  　一三人目の兵士が矢来の外に吹き飛ばされたとき、堪こらえきれない言葉が青砥の口の端から洩もれた。

  「もういい。わたしが出る」

  　宇う佐さ見みは傍かたわらの上官へむかい両目をみひらく。

  「しかし、万が一……」

  「万が一も糞くそもない。わたしが出なければ負けるぞ。このままあの娘ひとりに全敗したなら青砥兵団は未み来らい永えい劫ごう、姫ひめ路じ市民の笑いものだ。兵士をひとり外してその代わりにわたしが出る。審判団の許可を取ってこい」

  　宇佐見はいったん息を呑のみ、こめかみを伝う汗をぬぐうと、兵団長の意志を審判団へ伝えるべく床しよう几ぎから腰を上げようとしたが――一四人目の兵員の背中を見て、動きが止まった。

  「お待ちください。ご決断は彼の勝負を見てからでも遅くはないかと」

  　青砥はまなじりを上げた。

  　その目線の先、長い銀灰色の髪の毛を風になびかせながら、長ちよう身しん痩そう躯くの若者がひとり、涼やかな表情で矢来のうちに入っていく。ぬ、と青砥は呻うめいた。

  「鳥とり辺べ野のか」

  「はっ。練氣は並程度ですが、詭き道どうを心得ております。あの娘も消耗しておりますし、なにかやらかすやも」

  　青砥は鼻からひとつ息を抜いて自らを律りつした。詭道、すなわち相手を騙だますことにかけて、兵団内で鳥辺野の右に出るものはいない。年はまだ二○歳と若いが、その根っから腐くさった根性とねじ曲がった人間性、勝つためなら手段を厭いとわないすがすがしいまでの卑ひ怯きよう者ものぶりは古参兵からも恐れられている。

  　人間としてはけがらわしいが、詭道に長たけることは兵へい法ほう者しやとして間違っていない。

  　勝てば卑怯は善になり、負ければ誠実は悪になる。詭道に精通する鳥辺野の態度はこの世界を生きるものとして至し極ごく正しい。

  　鳥辺野ミゲルであれば――あるいは。

  　それが青砥と宇佐見の一致した見解だった。

  

  　カヲルは練れん氣きを右手の氣き街がい――練氣の籠こもりやすい身体の末端部分――へ集積させながら、開始線直前に立った鳥とり辺べ野のを見やった。

  　長い銀灰色の髪の下、菫すみれ色の瞳を持つ中性的な美び貌ぼうがにやつきながらカヲルを見下ろしている。女性と見み紛まがうような端正な顔立ちだが、顔の皮ひ膚ふ一枚むこうになにか不気味な微生物が蠢うごめいているような、生理的な嫌悪感が胸のうちから湧いてくる。

  　――こいつ、嫌いだ。

  　ほとんど本能的にそう思った。出来れば一撃で勝負を決めたいが、溜めていた練氣が尽きかけていることも知っている。そろそろタケルと交代する頃合いだった。タケルなら問題なく、残りの兵士を片づけてくれるだろう。

  　――こいつ相手に練氣を使い果たそう。

  　そう決めた。練氣の射しや出しゆつの調整さえうまく出来れば二○人全員勝ち抜くことも出来ただろうが、ここまでに余計な力をずいぶん使ってしまって無駄な練氣を消費してしまった。いまは下手に出し惜しみせず、下した氣き海かいに残っているものを全て使って確実にこの相手を倒すのが賢けん明めいというものだ。

  「第一五仕し合あい、はじめっ」

  　カヲルは表情を引き締めて、地面へむけた左手のひらをへそのあたりに持っていった。鳥辺野はさっと後ろへ下がり、かなり距離を置いてカヲルを観察する。

  　遠目からのにやにや笑いがカヲルに降りかかる。彼と目線を合わせることを本能が拒否する。仕合中に相手を見ないわけにはいかないから見るしかないのだが、鳥辺野に見つめられているだけで身体の内側から腐くさったものが湧き出てくるような、得体の知れない感覚が背筋を撫なでる。

  　いつまでもこの感覚に触れてほしくない。カヲルから仕掛けた。

  「んっ」

  　練氣を使った跳躍で鳥辺野との距離を一気に詰める。鳥辺野は横っ飛びに跳躍してそれをかわす。カヲルは鳥辺野を追って二度目の跳躍、だが鳥辺野は七メートル四方の矢や来らいを自在に使って逃げるばかり。突き出すカヲルの手のひらをひらりひらりと器用に避けて、カヲルの手のひらを絶対に身体に触れさせない。

  「臆おく病びよう者ものっ。まともに戦えっ」

  　常に四メートル近い距離を置いてにやにや笑う鳥辺野へ、カヲルは荒い言葉を投げた。鳥辺野の唇がひらく。

  「怒ってて、かわいいね、カヲルちゃん」

  　はじめて聞く鳥辺野の声は、まとわりつくような汁しる気けをたっぷり含んでいた。カヲルの背筋がぞぞぞと冷える。

  「夜はひとりでどうやって過ごしてるの？　お兄さんが、きみに、寂しい夜の過ごし方を教えてあげよっか」

  　カヲルにその言葉の意味はわからない。ただ鳥とり辺べ野のから言葉を投げかけられただけで、脊せき椎ついが腐ふ食しよくしていくような、全身の細胞が壊え死ししていくような、ひどい悪お寒かんが胃いの腑ふの底から突き上げてくる。

  「んっ」

  　耐えきれず、カヲルは再び飛び込んだ。鳥辺野は逃げる。いくら追いかけても、氣き街がいを突き出しても、ひらりひらりとかわされて当たらない。跳躍するたびに練れん氣きが消耗していく。空振りもまた消耗を早める。練氣を無駄遣いさせるのが鳥辺野の狙いであることにカヲル自身も気づいていた。

  「恥を知れっ。それが大人のすることかっ」

  　乱れた息を整えながら、カヲルは遠くの鳥辺野を怒鳴りつけた。

  　白はく皙せきの美び貌ぼうのうえに華はなやいだ笑みが浮かんだ。

  「大人だから恥ずかしいことが出来るんだよ、カヲルちゃん。きみが知らない、あんなことも、こんなことも、きみの想像を絶するような、糜び爛らんして爛らん熟じゆくして堕だ落らくしたことも、僕はよっく知っている。四歳の頃からこれまでの一六年間、毎晩、毎晩、そういうことを研究してきたからね。いまではすっかり博士だよ。実は僕はきみを相手にその研究成果を発表したいのさ。偉い博士が馬鹿な実験動物を自分好みの生き物に仕立てあげるように、鳥辺野ミゲルが澁しぶ澤さわカヲルを、みっちり、ねっとり、手とり、足とり」

  　カヲルには鳥辺野が何を言っているのか、わけがわからない。だが、鳥辺野のむこうに見える青あお砥と兵へい団だんの兵士たちの表情が全員居心地悪げにうつむいたり、あらぬ方を見たり、渋じゆう面めんを作ったりしている。兵団長、青砥シンのこめかみには血管が浮かび、その傍かたわらの兵へい曹そう長ちよう、宇う佐さ見み真しん吾ごは真っ赤な顔で膝のうえに置いた拳を震わせていた。

  「無駄口を叩くな鳥辺野っ！　勝負に集中するんだっ」

  　堪こらえきれなくなった宇佐見が叫んだ。

  　鳥辺野は背後を振り返ると、にんまり微笑ほほえむ。

  「わたしは勝負に集中していますよ、兵曹長。非常に集中していると言って良い」

  　鳥辺野が目線を逸そらした。チャンスだ。カヲルはその一瞬、鳥辺野めがけて跳躍した。

  　彼の顔がこちらをむく。その足元の砂じや利りが踏みしめられる。

  　逃がすものか。

  　次に彼がどっちに飛ぶか、カヲルはそれを見定めようとした。

  　しかし鳥辺野は逃げる代わりに、足元の砂利をカヲル目がけて蹴けりつけてきた。

  　練氣のこもった十数個の砂利がカヲル目がけて飛来する。

  「わっ」

  　不意をつかれ、カヲルは咄とつ嗟さに顔のまえで両腕を交差させた。

  　刹せつ那な、鳥とり辺べ野のの菫すみれ色の瞳が爛らんと輝き、踵かかとの下で燦さん光こうが散った。

  　人形じみた美び貌ぼうがカヲルへむかって飛ぶ。

  　そして鳥辺野はカヲルの腰に組み付くと、そのまま背後に回りこみ、身体をねじりながらカヲルを地面に押し倒した。

  「!?」

  　寝技に持ち込まれた。カヲルは足あ掻がくが、鳥辺野は長い四し肢しをカヲルの身体に巧たくみに回して離さない。身体の小さなカヲルは寝技では絶対に不利だ。

  「くっ」

  　カヲルは自分が油断していたことを悟った。練れん氣き使いは基本的に、練氣の籠こもった拳や肘ひじ、膝を突き出す打撃技で勝負する。いま鳥辺野がやっているような柔じゆう術じゆつ技わざは道場では教わらない。だからカヲルは対処が出来ない。

  　だがしかしこれは――柔術技なのだろうか。

  　鳥辺野がカヲルを組み敷く四し肢しの動きは、柔術というよりも閨ねや技ぎ――大人の男女が夜の寝室で繰り出す技に近い。カヲルの軍服の下に手を突っ込んでいやらしくまさぐり、後ろで束ねた彼女の髪の毛に顔を埋うめるようにして、鉤かぎ型に曲げた指先を一二歳の少女の身体へ這はわせる。

  「わっ、こらっ……うあっ」

  　カヲルの顔が苦しげに歪ゆがんだ。これまで経験したことのない感覚に幼い身体が反応し、四肢の力を奪っていく。

  「どうよ？　どうよ？」

  　カヲルの耳たぶに唇を押しつけるようにして鳥辺野はささやきかけ、彼女の耳の奥へふうふうと息を吹きかける。未知の感覚に苦しむカヲルは抵抗できない。ただ地のうえで一方的に弄もてあそばれ、練氣を呼び出すことも出来ず、鳥辺野の思うままに転がされるだけだ。

  「さっさと決めろ、鳥辺野っ。遊ぶなっ」

  　顔を紅こう潮ちようさせて宇佐見が怒鳴った。他の団員たちも鳥辺野のけがらわしい戦いをこれ以上見守りたくないらしく、全員があらぬ方向を見やっている。青あお砥とに至っては身体ごと仕し合あい場じように背をむけて、鳥辺野の品性への怒りを表明していた。

  　チッ、と鳥辺野の舌が鳴った。これ以上やると本気で兵団長の不ふ興きようを買ってしまう。出来ればもう少し遊んで、堕落したものをカヲルの意識に植え付けたかったのだが仕方がない。

  　鳥辺野はカヲルの首へ片腕を回し、そのままぐいっと締め上げた。彼女の口元から呻うめきが洩もれる。

  「う……あ……」

  「おやすみ、僕の天子」

  　カヲルの身体から力が抜けていった。やがて目が裏返り、強こわばっていた四肢がだらりと降りる。審判はカヲルの失神を確認した。

  「勝負ありっ。勝者、鳥とり辺べ野のミゲルっ」

  　勝ち名乗りが中庭へ響いた。おぉ、と軽いどよめきが起きる。手段は確かに汚きたないが結果的に鳥辺野はこの天才的な練れん氣き使いの少女に勝った。過程に問題を含むものの、勝利そのものは称賛されていい。

  　矢や来らいの外の筵むしろのうえに、失神したカヲルの身体が横たえられた。教務官はバケツの水をカヲルの顔にぶちまけた。きらきらした水みず飛沫しぶきが砂じや利り敷じきへ散り、桜色の唇がほのかにひらく。

  「う……うぅ……」

  「大丈夫か」

  　タケルは地に片膝を付けてカヲルの顔をうえからのぞき込む。顔の表面についた水滴が幾つか流れて、軽い呻うめきが洩もれ、翡ひ翠すい色の瞳がその色を細く覗のぞかせた。

  「タケ……ル？」

  「よく頑張った。あとはおれに任せろ」

  　カヲルの表情が、ぐしゃっと歪ゆがんだ。目尻にうっすら、にじむものがある。

  「あいつ……わたしに、変なことした。なにか、すごく……いやなことされた」

  　タケルはぎゅっと唇を噛かんだ。血がにじむほどに噛みしめながら、矢来のうちでにやけている鳥辺野をぎんと睨ねめ付ける。無造作に切った髪の毛の隙すき間ま、怒りを溜めたタケルの瞳が煮え立っている。

  「ちゃんと見てろ。すかっとするから」

  　穏やかなうちにも言葉に力を込めて、タケルは立ち上がった。

  　まだ成長途中の身体だが、しなやかそうな筋肉が健康的な薄うす桃もも色の肌の下に見て取れる。片目が隠れるほどに長い髪の毛の下、少年特有の不敵さと繊せん細さいさを織り合わせた面おも貌えりがある。気け高だかさと粗そ雑ざつさ、相反した要素を矛む盾じゆんさせずに己のうちに同居させ、野性味のなかに薫かおり高さをにじませるタケルだった。

  　一四歳の少年にしては落ち着いた余裕のある足取りで矢来へ入ると、開始線の直前に立って醒さめた顔で鳥辺野を見上げる。

  　鳥辺野はちろりと舌なめずりをしてタケルを見下す。菫すみれ色のその瞳にはまだ情欲の残のこり香ががある。どうやら鳥辺野は、そういう方向も研究中らしい。

  「第一六仕し合あい、はじめっ」

  　号令と同時に、鳥辺野は後方へ一跳躍。先程と同じ、相手が隙を見せるまでとにかく逃げる作戦だ。

  　刹せつ那な――タケルが踏みしめていた砂利敷きが、岩を投げ落とされた水面のごとく、四方八方へ撥はね上がった。

  「!?」

  　鳥辺野の目が見ひらかれる。

  　そして見ひらいたその目の直前に、醒さめた顔つきのタケルがいる。

  「なっ」

  　慌あわてて練れん氣きの籠こもった右足で地を蹴けりつけ、横っ飛びに軌道を変えた。

  　再びタケルの足元の砂じや利り敷じきが水みず飛沫しぶきのごとく細かな砂利を撥はね上げる。

  「ちっ」

  　鳥とり辺べ野のの顔がはじめて歪んだ。歪ゆがんだその顔の先に、相変わらず超然としたタケルの端正な表情がある。

  　逃げられない。爪つま先さきと踵かかとに籠もったタケルの練氣が強すぎて、鳥辺野の逃げが全く通用しない。

  　早くも鳥辺野は負けを悟った。負ける勝負は端はなから避ける男だ。矢や来らいの外へ逃げようと、右足を強く踏みしめたそのとき、眼前の少年は全てを見切っているかのように言った。

  「お前は逃がさない」

  　言葉が切れたと同時に、鳥辺野の腹部に練氣の籠もったタケルの拳がめり込んだ。

  　地面すれすれの低い位置から、天へ向かって突き上げるような残ざん酷こくな一撃だった。

  　この瞬間、鳥辺野は一個の蹴け鞠まりと化した。

  　長い四し肢しを糸の切れた操り人形みたいにくねらせながら、彼は真っ青な秋空のただなかを天頂めがけてまっしぐらに駆け上がっていく。

  　中庭の前に据えられた二階建ての山さん楼ろうの屋や根ね瓦がわらを少し越えるくらいの高さまで登り詰めてから、胃の中のものを全て吐き出し、力ない鳥辺野はタケルへむかって落ちてくる。

  「受け取れ」

  　タケルはまっすぐに空を見上げ、頭を下にして落ちてくる鳥辺野を待ちかまえる。その右足の爪つま先さきへ発光する練氣が溜まっていく。

  「カヲルを苛いじめた罰ばつだ」

  　すがすがしいまでに迷いのないタケルの蹴りが、地面に打ちつけられる直前の鳥辺野の顔面にめり込んだ。

  「ぶえっ」

  　と人間蹴鞠はおめいた。

  　それから、腰を基き軸じくにして身体全体を風車のごとく回転させながら、鳥辺野の頭部は青空に美しい擺線サイクロイドを描き出す。

  　空飛ぶ人間風車と化した鳥辺野は居並んだ青あお砥と兵へい団だんの頭上を飛び越えると、その遙はるか後方、馬小屋の前に高く積み上げた堆たい肥ひのなかへ突っ込んでいった。藁わらや落ち葉、人間や動物の排はい泄せつ物ぶつを混ぜて作った肥料にまみれ、つい先程までの美び貌ぼうは見る影もないほど無惨に砕かれていた。

  　横一列に並んでいた青砥兵団全員の口が、これでもかというほどがっぽりひらいた。

  　宇う佐さ見みの両目は飛び出さんばかりの驚きよう愕がくを示し、口は下した顎あごが抜け落ちるほどに大きくひらき、両足は床しよう几ぎに座っていながらがくがく震えている。

  　その傍かたわら、青あお砥とはじっと腕組みしたまま、下から睨ねめ付けるようにして奥深い双そう眸ぼうを光らせ、矢や来らいのうちで醒さめた顔をしているタケルを観察していた。

  　青砥の神経が凍こごえていた。

  　これまで長い時間をかけて彼が培つちかってきた信念が、わずか一四歳の少年によって、眼前で完かん膚ぷなきまでに破壊されていた。

  「認めぬ」

  　ぼそりと呟く。

  「勝負ありっ。勝者、澁しぶ澤さわタケルっ」

  　高らかな勝ち名乗りが青砥の肺はい腑ふをざくりと抉えぐる。

  「認めぬぞ、小僧」

  　練れん氣き使いの優劣を決めるのは積み上げてきた研けん鑽さんの量だ。その絶え間ない研鑽によって培われた技術だ。才能とはそうした研鑽をつづけられる個々人の性質に外ほかならない。

  　それなのに――あの小僧は醒めた表情でこちらの信念を踏み越えてくる。

  　青砥は床几から腰を上げた。

  　驚きよう愕がくから覚めやらぬ兵団員たちへ一いち瞥べつをくれる。

  「これ以上は怪け我が人にんを増やすだけだ。わたしが出る。万が一わたしが負けたなら、そこで青砥兵団の負けを認めよう」

  　はっ、と宇う佐さ見みの表情が常に戻り、床几を後ろに転がして立ちはだかる。

  「お待ちください、その前にせめてわたしがっ」

  「勝てんよ。お前もわかっているだろうが」

  　ぐっ、と宇佐見は次の言葉を呑のみ込んだ。青砥の言うとおり、宇佐見も自分があの少年に敵かなわないことはいまの勝負を見てわかっていた。対たい峙じしたならおそらく数瞬のうちに、鳥とり辺べ野のと同じ末路を辿たどることになるだろう。

  　ぽん、と青砥は一番弟子の肩に手を置くと、

  「よく見ていろ。本物の練氣使いとはいかなるものか。必要なのは才能ではない、積み上げた研鑽の量だ」

  　落ち着いた口ぶりでそう言って、矢来のうちに入っていく。

  　見物客のあいだから、おぉ、とどよめきが洩もれた。

  　青砥シンの武ぶ名めいを知らぬ姫ひめ路じ市民など存在しない。初うい陣じん以来三○有余年を戦場で過ごし、幾多の大きな戦いで戦局を決定付ける働きを示してきた一いつ騎き当とう千せんの勇士。その戦いぶりを間近で見られる幸運を、居合わせた見物客たちは自然に漏れ出た低い歓声で表あらわした。

  　青砥はしっかりした足取りで開始線の直前に立ち、自分より三回りほども年下の少年を見据えた。往時とは比べるべくもないが、荒い短刀で余分な肉をそぎ落としたような長ちよう身しん痩そう躯くと衰おとろえぬ眼光、ゆらりとした自然体は言いしれぬ凄すごみをいまだ保つ。

  　青あお砥とは審判へむかい、

  「わたしの後には兵団員は誰も出ない。つまり、この勝負に勝った方が今日の団体戦の勝者だ。それでいいか」

  　審判は矢や来らいの外に居並んだ審判団へ目を送った。彼らに否いなやはない。つづけてタケルを見る。

  　彼もまた頷いて了りよう承しようを示す。

  　審判はひとつ頷いて、青砥の申し出を受けた。

  「最終戦っ、はじめっ」

  　練れん氣き使いの始し祖そと天子候補生筆頭、譲ゆずれないふたりの戦いが幕をあけた。

  

  　タケルは高鳴る動どう悸きを醒さめた表情のうしろに押し隠しながら、目の前の高名な練氣使いとの間合いを詰めていった。

  　もちろんタケルも青砥の名前は知っている。そして彼が美み歌か子この股こ肱こうの臣しん下かであることも。

  　――おれがこの人に勝ったら、美歌子はおれの名前を覚えるだろう。

  　矢来の外の監察官たちの方をちらりと眺め、タケルはそんなことを思った。監察官は一心に記録用紙へ筆を走らせている。仕し合あいが終わったのち、彼らがまとめた報告が美歌子へ届けられるのだ。

  　――自分が一体なにを育てたのか、あの女に教えてやる。

  　タケルの意識の最さい奥おうに埋うめ込まれた、美歌子への憎しみがむくむくと鎌首をもたげてくる。

  　――おれの存在を恐れろ。

  　両親を惨ざん殺さつされたカヲルと違い、タケルは美歌子によって買われた子供だった。タケルの両親は広い耕地と引き替えに彼を売り払い、いまでは地主として大勢の小作人を抱え、裕福な暮らしをしているという。

  　美歌子の口からそれを聞かされた日、牢ろうのなか、ひとりでずっと泣いた。泣き疲れて眠り、目が覚めるとまた泣いて、枯れ果てるまで涙を流しつづけた。

  　大好きだった両親が自分よりも耕地を選んだことがタケルの心を手ひどく切り刻んでいた。タケルの抱えた痛みはカヲルの痛みとは種類が違う。惨ざん殺さつされたがカヲルの両親は最期まで我が子のことを愛していた。

  　やがてタケルは両親に売られた心の痛みを、そのまま美歌子への憎しみに転化した。

  　そうしないと生きていけなかった。灼やけるような憎悪を胸に抱くことで、捨てられた痛みはその熱のなかに熔けていった。まともな少年時代を奪われ、牢に押し込められて毎日打ちよう擲ちやくされた悔しさも、全て憎しみへ溶かし込んだ。魂たましいの芯しんまで憎しみで焼き尽くしてはじめて、タケルは生きていく強さを得られた。

  　いまのタケルにとって、青砥は美歌子と自分を隔へだてる障しよう壁へきに外ならない。この壁を乗り越えられなければ、美み歌か子こへ憎しみの拳は届かない。

  　じり、と爪つま先さきを前へ送る。青あお砥とはこちらへ顔の右半分をむけた半身の構えで、にじりよるタケルを待ち受ける。

  　青砥の構えは柳やなぎのようにゆらりとしていて、どこから打ってくるか見当がつかない。しかし身にまとっている練れん氣きはそう大したものとは思えない。練氣の強さで張り合えば自分に軍配が上がるのではないか。

  　――小細工はいらない。正面から仕掛ける。

  　決意して、タケルは右の踵かかとをわずかに浮かせ、爪つま先さきで地を蹴けった。

  　すっ……と音もなくタケルの身体が地のうえを文字通り滑すべる。予備動作なしで跳躍することにより相手の不意をつくことが出来る。

  　またたくまに青砥の懐ふところへタケルは飛び込んでいた。

  　青砥はぎんとした眼光でタケルを見下ろす。

  　練氣の籠こもったタケルの右拳が突き上げられる。

  　青砥は上体をわずかに反らしてその拳を避ける。二撃、三撃、タケルは続けざまに拳を繰り出すが青砥は体さばきで当てさせない。

  　――ならば。

  　タケルは練氣を右足の膝下へ集約させた。蹴りが必ず当たる間合いまで詰め、防ぼう御ぎよされることも厭いとわず、青砥の後頭部を狙った強引な上段蹴りを見舞う。

  　避けられない青砥は左肘でタケルの蹴りを受けた。

  　そして――防御したにも拘かかわらず、タケルの練氣に弾かれて青砥の身体が吹き飛ばされる。

  「ぬぅっ」

  　すさまじい勢いで回転しながら、枯れ枝のごとき五○男の身体が地を跳ねる。

  「兵団長っ」

  　宇う佐さ見みが叫ぶ。

  　跳ね跳ぶ青砥の行く先にはもう矢や来らいがある。このままいけば矢来を倒して場外まで弾き飛ばされる――と思われたそのとき、青砥の足の裏が矢来の側壁を捉えた。練氣が反はん撥ぱつし、青砥はその壁を蹴ってタケルを目がけて跳躍する。

  　タケルは逃げない。飛来してくる青砥を正面から待ち受ける。

  　青砥は呼気をひとつ抜いた。

  　いまの一撃を受けたことで、青砥はタケルの練氣の性質を理解していた。性質が理解出来たならつけ込みどころはある。

  　

  　練氣の性質――波長と振動数の組み合わせ方、と言い換えても良い。この個々人による波長、振動の違いが練氣使いとしての特徴に現れて出て、打だ突とつ、刺し突とつ、反はん撥ぱつ、爆ばく裂れつ、射しや出しゆつ――といった様々の技の効果に違いをもたらす。優れた練れん氣き使いは意志的に己の波長・振動を操ることで、その場その場の状況に応じた適切な技を繰り出すことが出来るわけだが、これが非常に難しいからこそ一流になるには長い時間と努力が必要とされる――

  

  　光の微粒子たちがタケルの右拳に渦うず巻まきながら集合してゆく。練氣使いでない一般の観客たちにもこの光は見て取れる。それほどにタケルが普段から涵かん養ようしている練氣が強い。重力に引かれて滴したたり落ちるほどの、蜂はち蜜みつにも似たタケルの氣きが青あお砥とを待ち受ける。

  　――矢や来らいの外へ吹き飛ばす。

  　タケルは拳を低く構えた。無駄に手数をかける気はない。いまの蹴りで青砥の練氣はカヲルよりも遙はるかに劣ると見切った。力押しで攻め立てれば全く問題なく勝てる。

  　タケルの足元の砂じや利りが水面さながらに弾けた。

  　飛来してくる青砥へむかい、タケルもまた突っ込んでゆく。

  　地面すれすれまで右の拳を持っていき、激突寸前、青砥の下腹を目がけて思い切り突き上げた。

  　タケルの拳を受けたのは、青砥の左手のひらだった。　

  　しかし練氣が反はん撥ぱつする。タケルの方が氣が強い。

  　弾き飛ばされるのは青砥の左手――でなければならないのだが。

  　青砥は地に両足を下ろし、上からのしかかるようにして、悠ゆう然ぜんとタケルの拳を受け止めていた。

  「!?」

  　タケルは起きた事態の意味が飲み込めない。慌あわてて拳を引っ込めようとするが、青砥は手のひらでタケルの拳を押し包むようにして、距離を置かせない。

  「くっ」

  　苦く悶もんの声をあげたのはタケルだ。脊せき椎ついを鷲わしづかみにされ、そのまま強引に尻の穴から抜き取られるような、かつて経験したことのない理り不ふ尽じんな感覚が彼を襲っていた。

  　――力が入らない。

  　タケルは地に片膝をついた。唇を噛かみしめ、目を細めて上を見上げる。

  　こちらを見下ろす青砥の双そう眸ぼうは弱った獲物にとどめを刺そうとする禽きん獣じゆうのそれだ。

  　――おれの氣が吸われている。

  　そのことに気づいた。

  　タケルの拳に溜まっていた練氣を、青砥はあろうことか手のひらを通じて吸い上げている！

  「よく練った氣だな」

  　勝者じみた青砥の言葉がタケルへ降りかかった。　

  　青砥はタケルがまとった練氣の性質――その波長と振動数――へおのれの練氣を同調させていた。これによりふたりの練れん氣きは等しく溶け合い、共有される。ここで波長と振動数を操作し、水が低きに流れるように氣きの流れを調整することで他人の練氣を奪うことは理論上可能である――が、この吸い上げ技を実戦で使えるのは恐らく日本中で青あお砥とくらいのものだろう。長い年月をかけて青砥が積み上げてきたものによってはじめて可能な奥おう義ぎだった。

  　――練氣が同調してる。波長を変えなきゃ。

  　それに気づき、タケルは己の練氣の性質を変えようとした。だが過か酷こくな修行で身につけた練氣は、体内で練り上げられる過程においてその人だけの性質を自然と帯びてくる。それは変えようと思って変えられるものではない。わずか一撃で相手の性質を見破り、瞬時にしてそれに同調してくる青砥の方がどうかしている。

  　この日のためにタケルが必死で練り上げてきた氣が、いまや一方的に青砥に吸われていく。美み歌か子この背中が遠のいていく。悔しさが目尻ににじんだ。

  「タケル、頑張れっ」

  　矢や来らいの外からカヲルの声が届いた。

  　かっこ悪いところは見せたくない。

  　タケルは下した氣き海かいから呼び出して全身にまとっていた氣を解いた。彼の身体の輪りん郭かくからおぼろな光こう芒ぼうがわずかにあがり、空間へ霧む散さんする。

  　これでもう吸われる練氣はここにない。いまのタケルは練氣使いではない、ただの無力な少年である。

  「降参か」

  　青砥の問いかけに、タケルは首を左右に振った。

  　そしていきなり、拳を包んでいた青砥の手のひらに噛かみついた。

  　不格好な攻撃だが、青砥はこれを嫌った。

  「ふん」

  　青砥は奪いとった練氣を噛かまれた手の甲に集め、タケルの口こう腔こう内で爆裂させた。

  「ぐふっ」

  　非情な一撃だった。口から血ち反へ吐どと硝しよう煙えんを噴き出しながら、タケルの身体が後方へ吹っ飛ぶ。

  「タケルっ！」

  　カヲルの絶叫が中庭に響いた。

  　口から血を噴きながらもタケルは背中から砂じや利り敷じきに落下すると、そのまま横向きに身体を回転させて跳ね起きた。飛び散った血ち潮しおが灰白色の砂利を点々と濡らす。

  「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」

  　中腰になり、荒く呼吸しながら青砥を睨ねめ付ける。口からは大量の出血がある。

  　喉のどの奥が灼やけた。口のなかの粘ねん膜まくが全て焼け爛ただれ、舌のうえに落ちている。炎熱に直接炙あぶられた舌が口のなかで反り返って呼吸が難しい。

  　――溜めろ。溜めの時間を作るんだ。

  　タケルは懸けん命めいに、下した氣き海かいから練氣を呼び出そうとしていた。吸われたのは拳に集めていた分と身体の周囲にまとっていた分。まだ残量は充分にある。練氣さえ残っていれば反撃の機会はある。

  　青あお砥とが歩み寄ってくる。枯れた木の枝に似た長ちよう身しん痩そう躯くの周囲にまとっている練氣はタケルのものに外ほかならない。いうまでもなくその練度は先程とは比べものにならないほどに濃密な、滴したたり落ちるくらいのものだ。

  　じり、じりと後退しながらタケルは練氣の鎧よろいを再構成していた。わずかでも己の練氣の性質に変化を与えられたなら、拳は相手を必ず吹き飛ばすはずだ。焼かれた口内を逆に利用して呼吸の仕方を変え、氣き街がいから溢あふれてきた練氣を身体にまとう順番を変えた。

  　――一発当たれば逆転出来る。

  　背中が矢や来らいに当たった。いつのまにか自分が四角い囲いの角に押し込められていることに気づいた。青砥は悠ゆう然ぜんと寄ってくる。その手の先へ、鮮やかに発光する粒子たちが集合してゆく。

  　――負けるわけにはいかない。

  　タケルもまた、己の拳へ練り上げた氣を集合させた。

  　たとえ相あい討うちになろうとも、この拳で青砥の顔面を撃ち抜く。
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  　勝利を確信した青あお砥との左足が無造作にタケルの射しや程ていへ踏み込んできた。

  　相手は油断している。まだチャンスはある。

  　――おれはこんなところで立ち止まれないっ！

  「おおおおっ」

  　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、タケルは左足を大きく踏み込み、歯をくいしばって渾こん身しんの拳を繰り出した。

  　だが――ぱん。

  　軽い音とともに、その拳は再び青砥の左手のひらに受け止められた。

  「あ……」

  　先程と全く同じだった。波長を変えようとした努力など全く通用していない。青砥は表情ひとつ動かさず、タケルの練れん氣きを吸い上げていく。

  　青砥の奥まった双そう眸ぼうが、慈じ悲ひの色を孕はらんでタケルへむけられた。

  「どうする。また噛かむか？」

  　力を抜き取られ、タケルの両膝が地に落ちた。その顔が力なくうつむく。唇を濡らす真っ赤なものが一滴、二滴、音もなく垂れ落ちた。

  　青砥は審判へ目をむけた。

  　タケルの戦意喪そう失しつは誰の目にも明らかだった。

  「勝負ありっ。勝者、青砥シンっ」

  　勝ち名乗りと共に湧き上がった歓声が曲くる輪わうちを震わせた。戦場でなければ拝めない青砥の戦いぶりを目まの当たりにし、興奮を抑えられない貴族高官たちは皆で立ち上がって拍手歓声を勝者へ送り届けた。

  　宇う佐さ見みはほっと胸をなで下ろし、改めて師と仰いだ人物の偉大さを知った。自分があの境地に辿たどりつくまでどのくらいかかるのか、いや、辿りつくことが出来るのか、多分に心こころ許もとない。しかし師を目標に歩くことで近づくことは出来ると己を励ます。

  　兵団員たちも心境は同じだ。敗れたものも、出番のなかったものも、みな一様に立ち上がって兵団長への称賛を示した。ただひとり、鳥とり辺べ野のだけは誰にも助けられることなくいまだ堆たい肥ひにまみれているが。

  　矢や来らいのうちへ、カヲルが駆け込んでいった。

  　がっくりうなだれたタケルの背中に手を置き、心配そうに彼の表情をのぞき込む。

  　乱れた髪の毛の隙すき間まに、打ちひしがれた瞳があった。カヲルの口がひらく。

  「がんばったな、タケル。かっこよかったぞ」

  「……負けたんだぞ。かっこよくねーよ」

  「ううん。かっこよかった。ほんとにかっこよかった」

  　カヲルはかすかに微笑ほほえむと、タケルの頭を両手で抱えるようにして、ぎゅっと抱きしめた。

  「な、なんだよ、やめろよ」

  　タケルは頬を真っ赤にしてカヲルを振り払った。カヲルの口が尖とがる。

  「友達だろ。いいじゃないか」

  「恥ずかしいことするなよ。みんないるんだぞ」

  　タケルはカヲルから目線を外して矢や来らいの外を見やった。と、その顔の上に影が差す。

  　ついと目線を持ち上げると、青あお砥とが硬い表情でふたりを見下ろしていた。

  「ふたりとも見事だった。団員に勝負を預けるつもりだったが、きみらがあまりに強すぎた。恥も外聞もなく出てきたわたしを許してくれ」

  「え……あ、そんな」

  「考えたのだが、今後、週に一度、うちの不抜けた団員たちをここで鍛きたえることにしたい。きみたちの胸を是非とも借りたいのだが、構わないか」

  「そんなの……お、おれの方こそ、兵団長にいろいろ教わりたいですっ。おれ、あんな氣きの使い方、見たことなくて……あれ、やりかた教えてくださいっ」

  　言葉を受けて、青砥の目尻が思わず下がった。気性は激しいが、素のタケルは純粋でまっすぐな一四歳の少年だ。

  「では共に研けん鑽さんしよう。わたしもいまだ修行中の身だよ。手合わせするなかで、お互い学び取れるものはあるだろう」

  「は、はいっ！　おれ、がんばりますっ」

  「普通の兵隊さんなら来てもいいけど、あいつはいやだっ」

  　タケルの言葉尻にカヲルが割り込み、矢来の外で堆たい肥ひに上半身を突っ込み、お尻を空へ高々とむけている鳥とり辺べ野のを指さした。青砥は苦く笑むことしか出来ない。

  　カヲルとタケルは兵団員たちのもとへ去っていく青砥の背を見送った。冷たさを孕はらんだ秋の　風がその場をさらっていった。

  　袖そでで口元をぬぐい、血の染にじんだ手のひらを上着にこすりつけてから、タケルは吹っ切れた顔で高い青空を見上げ、迷いのない言葉を傍かたわらのカヲルに投げた。

  「まだ未熟だな、おれたち」

  「うん」

  「でもいつか……絶対」

  　美み歌か子こを討うつ。その決意は変わらない。

  「うん。絶対」

  　カヲルは軽い相づちで、タケルの決意に応えた。

  　

  　そののち――

  　兵団長の言葉通り、青砥兵団の兵員たちは週に一度、鶴つる木き山さん楼ろうでの訓練が課されることとなった。その過程で候補生たちは青あお砥とを師と仰ぐようになり、練れん氣き使いとしての高度な技を幾つか教わることとなる。また、カヲルの徹底した拒絶にも拘かかわらず、鳥とり辺べ野のは毎週ここの道場へ嬉き嬉きとして通い、執しつ拗ようにカヲルにつきまとった。このときの因いん縁ねんが五年後の東京に持ち越されることになるのだが、カヲルはまだそのことを知らない。

  　そして季節が冬を迎えた頃、候補生たちのもとへ、姫ひめ路じ市庁舎の官印が押された一通の書状が届いた。内容は姫路コロニー全軍による冬季軍事演習へ、天子候補生の参加を要請するものだった――



  


  　　　五．

  

  　調ちよう布ふ新しん町まちから二キロほど離れたところに、もはや通うものもない荒れ果てた廃はい寺でらがある。

  　しかし無人のはずのその講堂のうちでは四つの人影が幾百の獣じゆう脂し蝋ろう燭そくの灯りに囲まれていた。

  　広い板敷き床には外から這はい寄ってきた蔓つる草くさがそのままにされていて、床に直接据えられた蝋燭は講堂の真ん中に円形の空間を残すかたちで林立している。四隅には銀の香こう炉ろが据えられ、鳥とり兜かぶとや馬あ酔せ木びを混ぜた香木から甘だるい香りが爆はぜてくる。

  　蝋燭に取り巻かれた円形には醜しゆう怪かいな曼まん陀だ羅らがある。

  　緋ひ色いろを基調とした素地に大小の動物じみた神々が幾き何か学がく的に配置され、四体の悪鬼が囲んでいる中央に鎮ちん座ざするのは一ひと際きわ大きく面めん妖ような形相の堕だ落らく神しんだ。

  　その図柄を取り巻いて無数の男だん根こん像ぞうや女によ陰いん像ぞうが石せき筍じゆんのごとく屹きつ立りつする。像の表面に塗られた催さい淫いん性のある瑠る璃り萵ぢ苣さの汁が幾百の獣脂蝋燭の灯りを受けていやらしく照り返っている。

  　四つの人影はその曼陀羅の図柄に合わせるように、四つの悪鬼の絵柄の上にあぐらを組んで誰もいない中央の堕落神を囲んでいた。

  「そろそろ来るかな」

  　影のうちのひとつがそう言った。この影は身体にぴったりした細いＴシャツを身につけ、足のラインにすいつくようなブラックスリムを穿はいている。

  「そろそろ来るよね」

  　隣の影がそう答える。白のタンクトップに紺のブーツカット、上腕全体に幾何学模様のタトゥー。こちらも同じく、世界汚染前に渋しぶ谷やや池いけ袋ぶくろを闊かつ歩ぽしていた少年の風ふう体ていだ。

  「傀く儡ぐつを壊した女が来るよ」

  「あの女、僕の傀儡を壊してしまった。ひどく許せない」

  　残りふたつの影もまた、髪の毛を染めたり、耳にピアスを提げたり、きらきらしたアクセサリーを胸や手首にぶらさげた、前時代的な格好をしていた。

  　しかし華はなやいだ服装とはうらはらに、その四つの顔はいずれも死人かと見み紛まがうほどに蒼白い。その口が次々にひらき、一切の感情のにじまない平板な言葉が漏れ出てくる。

  「バルトが女を捕まえてくれた」

  「あの女は僕たちのものだ」

  「堕おとして」

  「嬲なぶって」

  「穢けがして」

  「孕はらませ」

  「鬼の子を産む」

  「僕らの傀く儡ぐつを壊した女が」

  「僕らの傀儡になり果てる」

  「命令したならなんでもするよね」

  「牛の糞くそでも喜んで食う」

  「来たみたいだよ、僕らの傀儡になる人が」

  　そのとき、幾百の炎がさざなみのごとく揺らいだ。講堂の壁に映し出された男だん根こん像ぞうの巨大な影がゆらり、天を仰いで哄こう笑しようするようにのけぞった。

  　つ、と新たな影がひとつ、蝋ろう燭そくの壁を飛び越えて板敷き床に降り立った。

  　真っ赤なニット帽をかぶり、茶色いＴシャツとスニーカー、茶色に染めた髪の毛と金色のピアス――鬼き道どう四門のひとつ、春はる之の門もんを統すべる鬼おに主ぬし、春之門バルト。

  　その腕のなかには、ぐったりとした久く坂さかユーキが抱きかかえられていた。

  　翡ひ翠すい色の瞳は薄くひらかれており、苦しげな呼吸音もある。樹海で打たれた薬はすでに身体に行き渡り、意志はあれど指一本動かすことが出来ない。

  「着いたよー。疲れたー？」

  　バルトの軽い言葉が間近からユーキへ投げられる。ユーキはただ目の動きでバルトを睨にらみつけるのみ。

  　その眼光へ屈くつ託たくのない笑いを返し、バルトは仲間が差し出した鉄てつ枷かせを受け取ると、ユーキの両腕を後ろに回した。

  　がちゃり。重い音と共に、ユーキは後ろ手に枷を架かせられた。

  　ふたつの手首をがっちりひとつに固定する頑丈な鉄枷だった。これでは薬の効果が切れようと、ユーキは反撃に転じることが出来ない。

  　それからバルトはにっこり微笑ほほえみ、中央の醜しゆう悪あくな堕落神の図柄の上へユーキの身体を横たえた。

  　乱れた浴衣ゆかたすがたのユーキは巨大な堕落神に抱かれるようにして力なく両足を投げ出し、苦しげに胸を上下させながら、いびつな男根像と女によ陰いん像ぞうに取り囲まれた。ひらいた裾すそからしどけないふくらはぎが蝋燭の灯りを受けて琥こ珀はく色に浮き立っている。

  　バルトは垂れ下がった糸目をさらに細めてユーキを見下ろした。蒼白い顔の上には滴したたるような笑みがある。ぺろり、と口の端を舐なめてから、四人の下げ僕ぼくへ顔をむけた。

  「白河クライアントに連絡した？」

  「してない」

  「楽しんでからがいい」

  「堕おとして嬲なぶって穢けがして」

  「後戻り出来なくしてから連絡すればいい」

  　下僕達は無感情な口調でそれに答えた。バルトは鷹おう揚ように点てん頭とうする。

  「だね。白しら河かわのタコ親父共に好きにさせるくらいなら、おれらのものにしちゃってからの方がいいよねー」

  　そして分子生物学者が実験用ハムスターを見るような目をユーキへとむけ、

  「そーゆーわけでユーキちゃんはやっぱり、おれたちの仲間になるのでしたー。ィヨロシクー」

  　言いながら腰を屈め、ユーキの結い上げた髪に手を添えて愛いとおしそうに撫なでた。

  「じゃあユーキちゃん、これから鬼き道どうに堕ちまーす。まず、素っ裸になろっかー。別にならなくてもいいんだけど、なった方がおれら楽しいしー」

  　言葉を受け、ユーキは奥歯を噛かみしめて、両足で立ち上がろうとした。しかしユーキの身体はもはや彼女のものではなかった。意識を集中し、足の神経系へ「動け」と命令を送っても、うんともすんとも返事がない。両腕は既に腰の後ろに鉄てつ枷かせで固定されている。ユーキは自身がいまや鬼き道どう衆しゆうの人形であることを悟った。

  　バルトの手が伸びてきて、浴衣ゆかたの帯を掴つかんだ。

  　結びが解かれ、腰から無造作に剥はぎ取られる。

  　浴衣の合わせから、薄い白の半はん襦じゆ袢ばんと腰巻きがのぞく。

  　バルトは薄く笑うと、さらに手を這はわせて襦袢の合わせを解ほどく。

  　ユーキの真っ白な肌が襦袢の下からあらわれる。くっきりした双そう丘きゆうのふもとが、橙だいだい色いろの光のもとで揺らぐ。

  　ユーキは舌の付け根を前歯の上へ持っていった。

  　迷いはない。

  　このまま弄ろう玩がんされるくらいなら死を選ぶ。

  　そして下した顎あごに力を込めようとした、そのとき――

  　

  　――だからお前は、誰も憎まないでいてくれよ。

  　

  　遠い言葉が聞こえた。

  

  　――お前、笑ってる方がいいよ。

  

  　声と重なりあうように、透きとおった冬の空の青がユーキの網もう膜まくに蘇よみがえった。

  　きらきらした水みず飛沫しぶき。

  　凍いてついた川に足を突き立て、お腹で水面をかき分けて平ひら底ぞこ船ぶねを押している少年。

  　その顔は無理矢理に笑っている。

  　懸けん命めいに手を伸ばしても届かない。川べりには雪を抱いた針葉樹の林。さざれ石の川岸に突っ立った、女の子みたいな少年が叫ぶ。

  

  　――騎兵が来るっ、早く、早くっ。

  

  　いやだ、みんなで一緒に逃げるんだ。

  　いつまでも、三人で、一緒にいるんだ。

  

  　出来る限りに腕を差し出した。少年はその手を強く握り、そしてすぐに放した。船から下りたいのに、身体がひどく熱を帯びていて動かない。

  　少年は平底船を川の流れへ乗せると、忘れ得ない笑みを投げた。

  

  　――迎えに行くよ。美み歌か子こを討ってから。

  

  　少年の笑みが川の流れのむこうへと遠ざかっていく。

  　水飛沫が視界を閉ざす。

  　船の縁へりから伸ばした手のずっとむこう、風景の彼方かなた――

  　なにもかもが押し流されていく。

  

  「タケル」

  　舌をのせた歯を噛かみあわせる代わりに、ユーキの口からその人の名前が漏れ出た。

  「ん？」

  　バルトは少し小首を傾かしげてから、今度は腰巻きへ手をかけた。ユーキの着衣の全ての結び目が解かれ、あとはこのまま剥はぎ取るだけだ。

  　唇の端を持ち上げて、バルトは鈎かぎ型に折り曲げた指をユーキの襦じゆ袢ばんへ這はわせた。

  　そして次の瞬間、ユーキの裸身を描き出すはずのバルトの視界一杯に、たくましく反り返る漆しつ黒こくの男だん根こんが立ち塞ふさがった。

  「え」

  　言葉のあと、鼻血を噴き上げながらバルトは後方へ吹っ飛んだ。

  　タマは血の染にじんだ男だん根こん像ぞうを片手で鷲わしづかみにしたまま、バルトを追って跳躍する。

  　そして身を屈かがめて着地すると同時に、後頭部を床に打ちつけたバルトの口をめがけ、振り上げた巨大な男根像を振り下ろす。

  　鈍い音と共に、バルトの前歯が砕け散る。像のたくましい付け根までがバルトの口内にねじ込まれ、その垂れた細目をぐるりと裏返らせた。

  「似合うぜ、大将」

  　タマは一声かけてから、振り上げた足を男根像の台座へうち下ろした。

  　残ざん酷こくな音が堂内に響く。一方的に踏みにじられたバルトは口こう腔こうと像の狭はざ間まから血ち潮しおを噴き上げ、四し肢しを痙けい攣れんさせてのたうち回る。

  　囲んでいた四人の鬼き道どう衆しゆうが目をみひらく。見ひらいたその目に、タマとは別の華きや奢しやな影が背筋を反らして堂内へ飛び込んでくる光景が映し出される。

  　えんじ色のジャージのポケットから取り出された四つの苦く無ないが、講堂の四隅に配置された香こう炉ろを精密に撃ち抜く。転げた銀の香炉から濛もう々もうと薫くん煙えんが上がり、たちまちに堂内は白しら霞がすみに閉ざされる。

  「わたくしが時間を稼ぎます。タマさん、久く坂さかさんを連れて早く」

  　静しずかの言葉に、タマが怪け訝げんな顔をする。

  「このままこいつらぶん殴なぐろうぜ」

  「彼らには幻げん戯ぎがあります。タマさんは幻戯使いのカモなのでいない方がいいです」

  「はっきり言うなよ。当たってるけど。んじゃ、任せるわ」

  「森のなかに隠れていてください。あとで落ち合いましょう」

  　静の言葉を背に受けて、タマは横たわったユーキの身体を胸の前に抱き上げた。こちらもいわゆるお姫様抱っこの体勢である。しかしバルトにされたときと違い、ユーキの表情にはほっとしたものがある。

  　タマはユーキを見下ろし、へらりと笑う。

  「ひでー格好だ。ざまあねーな」

  「う……るさ……い。お前が……へま……したからだ」

  「うるせえ、黙れ、助けられてるくせに偉そうにするな」

  　仲良く悪態をつき合ってから、タマは一跳躍で蝋ろう燭そくの壁を飛び越えて講堂の外へと逃のがれた。鬼道衆を相手に小刀を振るう静を背後に残し、ユーキを抱き上げたまま深夜の森へさっさと駆け込む。

  　樹海には相変わらず漆しつ黒こくの闇が垂れ込めていた。夜明けまでにはまだまだ時間がある。

  　月は出ているものの、葉ごもりにさえぎられて地まで光が届かない。顔を上げると胡こ椒しようを撒まいたような光が枝葉の天てん蓋がい越しにかろうじてちらちらと見える。なんとか闇に目を慣らし、慎重に足を前へ送るのだが、それでも木の根に躓つまずいたり起伏が見えずにずっこけたりする。やはり静しずかがいないと暗夜の森を抜けるのは難しい。

  「静、森のなかに隠れてろ、とか言ってたな。あいつなら見つけられるんだろうけど……どっかいいとこないかな」

  　動けないユーキを抱き上げたまま、よろめき、頭を木の幹に何度もぶつけ、タマはおぼつかない足を前へ送り続けた。

  　小一時間ほど、濃い闇のなかをさまよい続けた。時折、腕に抱いたユーキを地面におろし、腕の筋肉をもみほぐしてからまた抱き上げて走る。

  　やがてタマの目に、森の空き地が飛び込んできた。立ち並んだ樹木と樹木のなか、円形の空間がぽっかりと取り残され、遮さえぎるもののない月光が蒼白く斜めに地面へと降りそそいでいた。

  　ずっと暗闇のなかにいたから、その光がひどく嬉うれしい。吸い寄せられるようにタマはその空き地へと歩を進めていった。

  「お。隠れ場発見」　

  　漏ろう斗と状に降りてくる幾条かの月光が、大木の幹にひらいた洞うろを照らしていた。大人がひとり余裕をもって入れるくらいの空洞だ。月光は洞のなかへは入り込めず、その空間の漆しつ黒こくをより濃いものへと変じている。

  「森の隠れ場っつったらやっぱ木の洞だよな。定番、定番」

  「安直すぎる……すぐ見つかるぞ」

  「大丈夫、大丈夫。鬼き道どうの馬鹿どもはひねくれすぎてて、基本をおろそかにするタイプだからな。案外こういうの気がつかねーんだよ」

  　タマは己の思いこみを自信満々に言いきると、よいしょと腰を屈かがめ、抱き上げていたユーキの身体を洞のなかへ押し込んだ。

  「住み心地はどうだ、お姫さん」

  「……まあ悪くないかな」

  　押し込められた空間のうちに座り、ユーキは大木の内壁を見上げて返事した。

  　洞のなかはひんやりとほの白い木質繊せん維いの内壁で、そこへ背中も預けられる。いまは身体の自由が利かないうえに後ろ手に鉄てつ枷かせを架せられたままだ。せめて両足が動くようになるまでは、ここに隠れているのも悪くないだろう。

  　タマは洞の外側、ユーキを隠した大木の樹皮に背中を預けて座り込んだ。樹皮を隔へだてたむこう側から、ユーキの安あん堵どの溜ため息いきが聞こえた。

  「祭りだから気が抜けていたな。本当に危ないところだった。反省しよう」

  　洞の中からそんな言葉が投げられる。

  　タマはへらへら笑いながら憎まれ口をたたいた。

  「反省の前に、おれに感謝しろよ。わざわざ助けに来てやったんだから」

  「……うん。……ありがとう」

  　素直なユーキの言葉を受け、座ったままでタマはずっこけた。体勢を立て直してから、真剣な表情で樹皮を隔へだてたむこう側へ声をかける。

  「お前、幻げん戯ぎにかかってないか？　おかしいぞ。お前がおれに礼言うなんて変だ」

  「……感謝はしてるさ。別に悪くないだろ。わたしは恩知らずじゃない」

  　ふてくされた言葉が闇の中から返ってくる。なんだか調子がくるい、タマは鼻から息をひとつ抜くと、周囲に立ちこめた漆しつ黒こくへ視線を這はわせた。

  　洞うろのなかのユーキは、きちんと感謝の言葉を言ったのにタマがなにも返事しないことに少しだけかちんとした。しかしながら助けてもらったのは事実だし、そんな細かいことで腹を立てまいと自分を律りつする。

  　静かな夜だった。

  　身体は指一本動かず、後ろ手に鉄てつ枷かせが架かかっているが、いま、ユーキの胸のうちにあるのは大きな安心感だった。

  　すぐそこにタマがいてくれる。減らず口や憎まれ口を叩きながら、必ずわたしを守ってくれる。だからもう大丈夫だ。

  　ユーキは洞の内壁に、そっと身体をもたせかけた。

  　薄い木質と樹皮を隔てたむこうでは、タマが幹に背中を預けて座っている。

  　いまふたりの間にある壁を取り払ったなら、ユーキはタマの背中に身体をあずける体勢だ。

  　ユーキは微笑ほほえんだ。

  　それから悪いた戯ずらっぽい顔になり、木質の壁に耳を押しつけてみた。

  　なにも聞こえない。しかしユーキにはタマの鼓動が伝わってくるように思えた。

  　胸がどきどきする。魂の一番奥にある根源的ななにかが、タマのそばにいることを喜んでいる。

  「タマ」

  　小声で、洞の外まで届かないように呼んでみた。

  　返事はない。もう眠ってしまったのかもしれない。

  　ユーキは笑顔を浮かべた。

  「タマぁ」

  　今度はもう少しはっきりした声で呼んでみた。

  　返事はない。

  　ユーキは照れたように笑い、

  「タマぁ～。タマぁ～」

  　子供が甘えるような声を出して、木の壁にほっぺたをすりすりした。

  「なんだよ。変な声出すな、気持ちわりい」

  　おもむろに返事され、ユーキの背筋がびくっと伸びた。慌あわてて言い訳する。

  「な、なんでもない。いや、もう寝たかなと思って」

  「寝かけたらお前が馬鹿な声出しやがるから起きちまった。お前、ほんとに幻げん戯ぎにかかってないか？　なんならビンタしてやるぞ、四○発くらい」

  「い、いや、大丈夫、大丈夫だ」

  「なんなんだお前。変なやつ」

  　呆あきれたようなタマの言葉が壁のむこうからこちらへ届く。

  　ユーキは決まり悪そうに、壁にもたせかけていた身体をもとに戻した。

  　はらり。

  　体勢を変えたそのとき、帯おびを解かれた浴衣ゆかたがはだけ、胸の真ん中あたりが露あらわになってしまった。

  「え……」

  　思わず声が出た。バルトによって着衣の結び目は全て解かれている。いまのユーキは後ろ手に縛しばられているため、自分で浴衣の乱れを整えることが出来ない。　

  　この暗闇ではなにも見えないとはいえ、ユーキは焦あせった。もぞもぞと身体を動かしてはだけたところを隠そうとするが、それをやろうとするとますます乱れがひろがっていく。

  　頬を紅潮させて唇を噛かみしめ、両肩をくねらせて、ずり落ちようとする浴衣を羽織り直そうとするのだが、薬の影響が残っていて思うように身体が動いてくれない。着衣は重力に抗あらがえず、すぐに肩口が露わになり、やがて浴衣は上体から完全に剥はげ落ちて、ユーキの白い双そう丘きゆうが闇のなかに浮き立った。

  「や……」

  　かなり焦る。動こうとするほど修正が効かなくなる。洞の内壁に背中を預け、乱れた呼吸を整える。張りがあってかたちの良い乳ち房ぶさはいまやふたつともあらわに外界へ突きだして夜よ露つゆに晒さらされていた。後ろ手に固定されているから隠せない。

  　ユーキの目尻に浮かぶものがあった。タマを呼んで、乱れを整えてもらえば良いのだろうが、そんなことは恥ずかしくて出来ない。この闇であればいまのすがたが見られるはずもないが、それでもイヤなものはイヤだ。

  　静しずかが戻ってくるまでは、黙っておとなしくしていよう。乱れは彼女に直してもらえばいい。ユーキはそう決めて、流れようとするものをこらえた。みじめな気持ちが涙るい腺せんの奥を締め付けて、目尻にきらめくものを浮かべさせた。

  

  　ユーキの苦境など知ることもなく、タマはぼーっと木の幹に背中を預けていた。

  　ここに辿たどりついてそれなりの時間が経ったが、静は一向に現れない。

  　空の月は高くのぼりつめて、月明かりはユーキが隠れている洞にまで降りそそいでいた。木の幹にひらいた穴は月光から顔を背けているから、そこに隠れているユーキは見えない。しかしタマのすがたは、いまや月明かりのなかに晒さらされていた。

  　と――タマの視界に灯りが映し出された。

  「ん？」

  　強い角灯ランタンの光が三つ。それが揺れながら、こちらへむかってくる。

  　タマは眼を細めた。光は横一線に並んで直進してくる。そしてその照明のなかに、二メートルほどの背丈がある傀く儡ぐつが浮き立っていた。

  「やばい」

  　追っ手だ。

  　瞬時にしてタマの脳のう裡りに三つの選択肢が浮き上がった。

  

  　一．ユーキを抱いて逃げる

  　二．鬼き道どう衆しゆうと闘う

  　三．タマも木の洞うろに隠れる

  

  　一．を選ぶと発見されて追跡される。むこうには灯りがあり、こちらにはない。夜の森のなか、照明を持たないものが逃げ切れるはずもなく、必ず追いつかれ、二．の状況へ追い込まれる。

  　二．を選ぶと、勝てない。武器を持たないタマの攻撃力では、傀儡を戦闘不能に追い込めないのである。さらに動けないユーキを守りながら三人の鬼道衆を相手にしたなら、ただでさえ幻げん戯ぎに弱いタマの行く末は目に見えている。

  　正解は三．だ。

  「おいユーキ、非常事態だ、我慢しろ」

  「え？」

  　突然、洞うろのなかにタマが片足を突っ込んできて、半裸のユーキは仰ぎよう天てんした。

  「ちょ、おい、ちょっと待て……！」

  「しょーがねーだろ、おれだってやだよ、でもいまはこれしかないんだ」

  　タマは強引に洞へ身体をねじこんだ。大人ひとりが入れるくらいの広さしかないから、ふたりの肉体はぴったりと密着する。

  「やっ、いやっ」

  　半裸のユーキから悲鳴が洩もれた。だがタマにはユーキの状態が見えない。

  「しっ、黙れ、でかい声出すな、静かにしてろ」

  　間近のユーキへ、タマは真剣な言葉を投げてから、爪つま先さきまで完全に洞のなかへ押し込んだ。

  「いやあ」

  　珍しいユーキの涙声がすぐ間近から聞こえる。闇のなかだから自分たちがどんな体勢でいるのか掴つかめない。

  　泣くほどいやなのか？　とタマは首を傾かしげる。いつものユーキなら激怒する程度だと思うが、なぜだかいまは女の子みたいな声をあげている。

  　――だいたい、このくらいでこいつが泣くか？　

  　頭の隅に疑問を抱えながら、洞うろの外、煌こう々こうとした角灯ランタンの光を注視する。

  　灯りは三方向から近づいてくる。光を受けないよう、ユーキを片腕で抱きかかえるようにして、タマは出来るだけ洞の奥へ身体を押し込む。ユーキの腰あたりに回したはずのその腕に、非常に柔らかな感触がある。

  「ん？」

  　なにやら手触りがおかしい。すべすべし過ぎている。気にはなるが、いまは外の鬼き道どう衆しゆうへ注意をむけるべきだ。見つかったなら元の木もく阿あ弥み、今度こそユーキは鬼道に堕おとされてしまうだろう。

  　角灯の光がすぐそこへ迫ってくる。下手をすると洞のなかにまでちらちらと光線が入ってくる。いま、ユーキは自分の意志で身体を動かすことが出来ない――そのことを知っているタマは、彼女の身体に回した腕に力を込めて己の胸へ抱き寄せる。

  　どうやらユーキは、強く唇を噛かみしめて声を殺しているらしいことが知れた。嗚お咽えつじみたものが時折、彼女の唇から漏もれ出ている。

  　下生えを踏み越える鬼道衆の足音が聞こえてきた。

  　その後ろからは、傀く儡ぐつが奏でる金属歯車ギアの回転音。重々しい音を立て、草くさ藪やぶを引きちぎるようにして前進してくる。

  　ごくん、とタマの喉のどが鳴った。

  　角灯の光が間近から照らしつけてくる。

  　そして、わずか一瞬――その光は、洞のなかを照らし出した。

  「!?」

  　タマの目に映し出されたのは、白い乳ち房ぶさを剥むき出だしにしてタマの腕に抱かれ、うつむいて目をぎゅっと閉じ、涙をこらえているユーキのすがただった。

  　角灯を持った鬼道衆は、幸いにして洞のなかのふたりに気づくことなく、そのまま大木の傍を通過してゆく。

  　やがて光が遠ざかり、傀儡の駆く動どう音おんも聞こえなくなってから――タマの喉が先程とは違う意味でごくんと鳴った。

  　そして、肉体的に健康な男性としてお約束の反応が下半身に現れた。

  　びくん、とユーキの身体が反応した。うぶなユーキには、なぜ自分の腰の下に突然、硬質ななにかが挟み込まれたのか理解出来ない。無理に身体を動かして、その硬質ななにかを避けようとする。

  （動くな、馬鹿）

  　タマの苦しげな声が洩もれた。

  （だって、なにか、石が）

  　涙のにじんだユーキの声が返ってくる。

  （頼む、無事でいたいなら、動くな）

  　タマは現在、必死に理性を振り絞しぼっていた。

  　原始的衝動との戦いである。

  　男性として当然極まりない本来的欲望が苛か烈れつなまでに、熱狂的に、咆ほう吼こうするかのごとく、タマの股こ間かんを突き上げていた。軽くつついたなら間違いなく、魂たましいが枯れ果てるまで奔ほん出しゆつするであろう凄すさまじい激情だった。

  　身体の芯しんを貫いてくる根源的情熱に押され、タマの指先が鉤かぎ型にひん曲がった。

  　その指が、ぎぎぎと軋きしみながらユーキの乳房へとむかっていく。

  　タマは顔をねじ曲げ、首を折り曲げて己の熱情と闘っていた。

  　鬼き道どう衆しゆうは既に遠くへ去っている。だからもうタマは洞うろから出ていいのだが、身体が言うことをきかない。タマの肉体は頑がんとして「いやだいやだもうちょっとここでこうしているんだ」といってきかない。
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  　本能に従うなら、このまま、ユーキの身体へ手を這はわせたい。思うさまに心ゆくまで力強くそうしてから、その後の自然な流れに身を委ねたい。この場に居合わせた男性ならごく自然に抱くであろう、当たり前な感情だ。

  　しかしタマの理性は、動きのとれないユーキを弄もてあそぶことを頑かたくなに拒んでいた。

  　その思いがどこから来るのか、タマ自身にもわからない。しかし、タマがタマであるために必要ななにか――魂たましいからの命令じみたものが、その行為を厳げんに戒いましめていた。

  　原始的衝動と魂からの戒めがタマの内側でぶつかりあい、脊せき椎ついの辺りで凄せい絶ぜつな火花を散らした。

  　そして、勝敗が決した。

  　その結果――タマはユーキの身体をめがけて腕を伸ばした。

  　それから、後ろに落ちていた浴衣ゆかたの襟えりを持ち上げてユーキの肩の上へ掛け直した。はだけていた箇か所しよを胸の前で合わせ、露あらわになっていたものを隠す。

  　はっ、とユーキはタマを見上げた。

  　タマは口をへの字に曲げて、都合の悪いことをごまかすようななに食わぬ顔で、洞うろの外を見やっている。

  　ユーキはしばらく無言のまま、動かずにいた。ただ、じぃっとタマの顔を見上げていた。

  　洞の外では角灯ランタンの光は消えてなくなっていた。森の空き地へ差し込む月光だけが照明だった。傀く儡ぐつの駆動音も遙はるか彼方かなたへ去り、夜の森の深い静寂だけが沈ちん澱でんしていた。

  「タマ」

  　ユーキは小声で、名前を呼んだ。

  「なんだよ」

  　ぶっきらぼうな言葉が返る。

  「タマぁ」

  　タマの腕のなか、ユーキはもう一度、名前を呼んだ。その声にはもう、涙はにじんでいない。

  「なんだよ」

  　タマの強こわばった言葉が返った。

  　見上げるユーキの目線と、タマの目が合った。

  　洞の外からの月明かりが、お互いを蒼く染めていた。

  　ユーキは微笑ほほえんだ。

  　そして、そっとタマの胸に頭を預ける。

  「タマぁ。タマぁ」

  　名前を口のなかで転がしながら、彼の胸へ頬をすりつける。

  　それを受け、タマの内側には、再びの衝動が芽生えていた。

  　そのエネルギーはもはや魂からの束そく縛ばくを断ち切ろうとしていた。

  　いくか。いきますか。これはもう、いっていいのではないでしょうか。

  　タマが原始的衝動にひれ伏そうとしたそのとき――ふと持ち上げた目線の先に、地面に正座したままこちらを見つめる羽は染ぞめ静しずかがいた。

  「う、うわああああああああああああああああああああああああああああっっ」

  　タマの悲鳴にびくりと背筋を伸ばし、はっと森の空き地へむけたユーキの網もう膜まくにもやはり、無表情にこちらを眺める羽染静が映じた。

  「きゃああああああああああああああああああああああああああああああっっ」

  　静は音もなく立ち上がると、洞うろの直前までひたひたと歩み寄り、ぺこりと頭を下げた。

  「失礼。声をかけるべきでしたが、かけてはならないような気もいたしましたので、つい見物してしまいました」

  「かけろよっ！　かけていいんだよっ！」

  「いえ、ですが、ことが終わってからでも良いかなと思いまして」

  「ことってなんだ！」

  「ことってなんですか！」

  「ふたり同時に突っ込みましたね」

  「お前がこととか言うからだ！」

  「ことって、羽染さん、ことってなんですか!?」

  　静は耳の穴を指でほじくりながらあらぬ方向へ目を送ると、自分にしか聞こえないような小声で、

  「交尾に決まっているではありませんか」

  「いまなんて言った!?」

  「いまなんて言いました!?」

  　静は顔を戻すと、落ち着いた声を投げた。

  「出来ればこのまま特等席にて、おふたりの夫婦めおと漫まん才ざいを鑑賞していたい気分ではありますが」

  「誰が夫婦だ！」

  「誰が夫婦ですか！」

  「大声を出し続けていると危険です。そのままおふたりで夜をお過ごしになるか、わたくしと共に調ちよう布ふ新しん町まちへ帰還するか、お選びください」

  　タマとユーキは顔を見合わせ、自分たちが依然として身体を密着させたままでいることに気がつき、ふたり同時にハッとなった。

  　ガツン、ガツン。

  　鈍い音が洞のなかにふたつ響いた。慌あわてて立ち上がろうとした結果、ふたり同時に洞の天井に頭を強打してしまっていた。

  　顔をしかめてうずくまるふたりを、静は地面に正座して鑑賞している。いま茶菓子が傍かたわらにあったなら躊ちゆう躇ちよなく口に入れるであろう羽は染ぞめ静しずかだ。

  「なに鑑賞してんだ」

  　文句を言いながらタマが先に洞から出てきた。

  「鑑賞しないでください」

  　ユーキもよろよろと表に出てくる。

  「久く坂さかさん、身体は大丈夫ですか」

  　問われてユーキは、おぼつかないながら両足が動いていることに気づいた。ようやく薬の効果が抜けつつある。

  「なんとか。ゆっくりなら歩けます」

  「ではゆっくり歩いて帰き還かんしましょう。タマさん、久坂さんの腕を取ってあげてください」

  「あいよ」

  　タマは右手で後ろ手に固定されたままのユーキの腕を握った。

  　そしてタマの左手を静が取って先頭に立つ。

  「久坂さんの枷かせは、町に戻ってからでないと外せません。タマさんの慎重なエスコートが望まれます」

  「あいあい」

  「それでは暗あん夜や行こう路ろと参りましょう」

  　灯りひとつない闇のなかへ、静は躊ちゆう躇ちよなく足を踏み入れた。

  　静に引かれるタマは、ユーキの腕を引いて一面の暗闇へ呑のまれていった。

  　

  　どこまで行っても完全な闇だけがある。

  　ユーキの目にはなにも映らない。先頭を行く静の背中も、傍かたわらを歩いているはずのタマさえ見えない。柔らかい地面を踏みしめる足の感覚と、ユーキの腕を握るタマの手の感触だけが世界との接点だ。湿った土と、七月の草やぶ、ブナや杉の芳かんばしい香りが行く先にずっと垂れ込めている。

  　彼に引かれながら、ユーキの脳のう裡りには、先程の記憶がまだ鮮明に焼きついていた。

  　――はしたないことをした。

  　反省する。と同時に頬が赤らむ。

  　だって、嬉うれしかったのだ。いつも品のないことばかり言うタマが、黙って浴衣ゆかたを戻してくれたことが嬉しかった。

  　言葉は乱暴だけど、行動を見るとタマは意外と紳士だ。

  　だからつい、頬をすり寄せてしまった。思い返してみても、我ながら突とつ飛ぴな行動だった。これでは静にからかわれても仕方がない。

  　タマは一言も口をきかずに、黙々と歩んでいく。いつものタマなら軽口のひとつふたつ叩きながら歩むはずだが、いまはむっつり黙り込んでいる。

  　なにか気まずい。

  　洞うろのなかでのこと、彼はどう思っているだろうか。

  　はしたない女だと思われたのではないか。でもいまの状態では感謝の気持ちを表あらわすにはあれしかないというか、そんなこともないというか、なんなんだろうか、ああもう、やだもう、なにか喋しやべれタマ。

  　あ、そうだ。この気まずさを払ふつ拭しよく出来る格好の話題があった。

  　ひらめいて、ユーキは傍かたわらの闇へ目がけて声をかけた。

  「なあ、タマ」

  「ん」

  「あれ、あの犬はどうなった」

  「へ？」

  「あれだ。神社で肝きも試だめししたときの、犬の与よ太た話ばなし。つづきをまだ聞いてない」

  「あー……。完かん璧ぺきに忘れてた。お前ひょっとして、この話に夢中？　言っとくけど、ひどい話だぞ。自分で言うのもなんだが、最後まで聞いても一銭の価値もない」

  「最初から期待してない。暇ひまだから聞いてるだけだ」

  「そんならいいけどさ。どこまで話したっけ」

  「主人を亡くした犬が隣の家の飼い犬のエサを盗み食いしていたらおばちゃんに見つかって主人の墓にくくりつけられてしまったところまでだ」

  「よく覚えてんなー。ああ、そうそう、うん、おばちゃんは非情にも主人の墓に駄犬をくくりつけてしまった。駄犬はとても困った。これではエサも食べられないし、水も飲めない。駄犬のお腹がぐーぐー鳴った」

  「うん、うん」

  　ユーキは歩きながら、タマの方へ若干身体を傾かたむけて聞き入った。実はつづきが気になっていたのだ。

  「そのとき、研とぎ澄すまされた駄犬の鼻がなにかを嗅かぎつけた。駄犬はひくひくする鼻を、お墓の納のう骨こつ室しつへと持っていった。こういうときの駄犬の能力は侮あなどれない。駄犬は扉の取っ手を前歯で噛かむと、後ろに引っ張って見事に開けてみせた。駄犬の目の前には主人の骨を納めた骨こつ壺つぼがあった」

  　ユーキの眉まゆ根ねが寄せられた。いやな予感があった。少し強こわばった言葉をタマへ投げる。

  「……おい。ちょっと待て」

  「駄犬は納骨室へ首を突っ込み、前足で上手に主人の骨壺を掴つかむと、その中身を地面にぶちまけた。きらきらした駄犬の瞳に映し出される、主人の遺骨。しぼんだ駄犬のお腹がぐぅ――っと鳴った」

  「……おい。待て。ちょっと待て」

  「…………」

  「まさか、食べないよな？　いくら駄犬でも、自分の主人だぞ？　そんなの、いくらなんでも……」

  　タマの両方の眉まゆが困ったように下がった。てひゃあ、と爽さわやかな笑顔を浮かべ、

  「食っちゃったんだよっ」

  「いやっ」

  「馬鹿だからさ～。駄犬に骨見せれば食うよそりゃ。関係ないんだよ、主人だろうが他人だろうが、骨なら食うんだよ」

  「馬鹿な犬だっ。本当に、馬鹿な犬だっ」

  「こうして主人は駄犬のお腹に収まり、やがてうんことなって地上に戻ってきたのでした。めでたし、めでたし」

  「最低な与よ太た話ばなしだ。聞いて損した。時間を返せ」

  「お前が急かしたんだろうがっ」

  「そんなオチなら急かすものかっ」

  「オチから話すわけねーだろーがっ」

  　いつものように仲良く口くち喧げん嘩かをはじめたふたりの方を、静しずかは振り返った。

  「久く坂さかさん」

  「はい？」

  「片乳が出てます」

  　ユーキは己の胸を見下ろした。身体を傾かたむけていたからいつのまにかまた浴衣ゆかたがはだけ、双そう丘きゆうの左側が頂上を露あらわにしていた。

  「きゃ――――――――――――――――――っっっ」

  　悲鳴と共にユーキはその場にかがみ込んで頂上を隠した。

  　周囲は漆しつ黒こくの闇に塗り潰つぶされているため、静には見えてもタマには見えないことはわかっているのだが、それでもユーキの悲鳴は止まらなかった。

  「賑にぎやかな暗あん夜や行こう路ろですね」　

  　静はユーキの浴衣を引っ張り上げ、鉤かぎ縄なわを帯代わりに胴へ巻き付けながら、冷静な声を投げかけた。

  

  　　　†††

  

  　白みはじめた空が瓦かわら葺ぶき屋根をその色に染めようとしていた。

  　中庭には常とこ夜よの篝かがり火びが焚たかれていた。薄まっていく闇をけばだった炎の輪りん郭かくが追い散らしている。

  　爆はぜる灯りのむこうに障しよう子じ戸どの閉じた木造家屋がある。

  　造りの大きい平屋建ての一室にぼんぼりが焚たかれ、大ぶりな人影がひとつ、障子戸に映じていた。

  　と、もうひとつ別の影が進み出て、大柄な影の前へ平伏した。

  　何事かの報告がなされ、大きい影が点てん頭とうすると、平伏していた影はそそくさと部屋から退散した。

  　大きな影はまたしばらく動かなかった。

  　中庭の篝かがり火びがゆらりと揺れた。

  　影は音もなく立ち上がると、障子戸をあけて縁側へ出てきた。空の色を見やり、息をひとつ抜いてから、継ぎ板を軋きしませてあぐらを組む。

  　調ちよう布ふ新しん町まち町長、高たか比ひ良ら啓けい十じゆう。

  　後ろになでつけた白髪しらが頭あたまの下、轟ごう然ぜんと突きだした太く濃い眉まゆが印象的な人物だ。奥まった双そう眸ぼうはどんぐりみたいに黒々としていて、五五歳という年齢を鑑かんがみると生気が強く、少年じみているといってもいい。しかし顔の表面は深い皺しわが幾重にも刻まれてしみも多く、たくわえた口ひげもすっかり白い。どっしりした体格を生き地じの良い紺こん飛が白すりで包み、町長というより山さん賊ぞくの親分という方がしっくりする。

  　啓十は難しげな顔つきのまま、じぃっと篝火を注視する。今夜の出来事をどう次へ繋つなげるか、思案のしどころだった。

  　久く坂さかユーキ囚とらわる。

  　その一報が真も岡うか牛うし丸まるから届けられたのが星せい夕せき祭さいの最中、午後一○時を過ぎた頃だった。色めき立つ役場の人間たちに祭りの続行を指示し、秘やかに速すみやかに捜索隊を編成して送り出し、まんじりともせず一夜を過ごした。

  　白しら河かわコロニーが恐れているのは久坂ユーキの存在だ。そのことは啓十もよく理解している。おおげさではなく、ユーキがいるからこそ調布新町も白河に対して強気の交こう渉しようが可能なのだ。

  　なぜか。

  　この世界において会戦の勝敗を決するのは戦略でも戦術でもなく、優れた特とく進しん種しゆの武力だからだ。

  　どれほど緻ち密みつに兵へい站たんを組み上げ大軍を運用しようが、優れた参さん謀ぼうを大勢抱え、綿めん密みつに陣じん立だてを組んで戦いくさに臨のぞもうが、ユーキのような練れん氣き使いが溜めに溜めた氣き弾だんを一発撃てば全てが消し飛ぶ。これに対抗するには同等以上の練氣使いを味方に入れ、氣弾に氣弾をぶち当てて消滅させるしか手段がない。戦略や戦術にこだわるよりも、優れた特進種を数多く揃そろえて敵兵団に飛び込ませる方が効率よく確実に勝利出来てしまう。

  　一いつ騎き当とう千せんの勇者が勝敗を決する――

  　それがこの汚染世界における会戦のすがただ。

  　孔こう明めいや司し馬ば懿いの知ち略りやく戦略ではなく、呂りよ布ふや張ちよう飛ひの個体の武力が重ちよう宝ほうがられるこのご時世、敵がユーキに的まとをしぼって仕掛けてくるのは不思議でもなんでもない。あまりに油断が過ぎていたことを自じ省せいしながら、啓けい十じゆうはじっと捜索隊からの連絡を一いつ睡すいもせずに待っていた。

  　そして羽は染ぞめ静しずかと傭よう兵へいタマが無事に鬼き道どう衆しゆうの手からユーキを奪還した旨むねをいましがた役場の者から伝えられ、啓十はこうして縁側にあぐらを組んで安あん堵どの胸を朝あさ靄もやへ晒さらしている。連絡によれば、鬼道衆と白しら河かわが手を結んでいるという話をユーキ自身が聞いたらしい。

  　状況は逼ひつ迫ぱくしている。

  　啓十は刮かつ目もくした。鋭い眼光を朝の水蒸気のただなかへ走らせる。

  　――八月には戦いくさになる。

  　これまでに隅すみ田だ川がわ沿岸へ送った放免スパイからの報告も照らし合わせ、啓十はそれを確信した。白河は明らかな無理難題を調ちよう布ふ新しん町まちに突きつけて、いかなるこちらの返答も挑発として内外へ喧けん伝でんし、是が非でも調布新町が保有する田畑を手に入れる腹づもりだ。

  　そうしなければ、一万人ともいわれる白河コロニー市民はこの冬を越せない――そのことに啓十は気づいていた。

  　これからはじまるのは主君の物欲や名めい誉よ欲よく、領土拡張意欲とは一切無縁、ただ共同体の民らが「食う」ための戦いだ。最も原始的であり、それゆえに最も凄せい惨さんな闘争となる。敵は既に背はい水すいの陣じんを敷いていると云って良い。生なま半はん可かでことに当たれば、こちらは骨の髄ずいまでしゃぶり尽くされる。

  　ことの発端は白河コロニー市長、阿あ久く沢さわ一いち松まつの失政にある。

  　六年前、市民選挙により市長に就任した阿久沢がまずやったことが減税と耕地開拓だった。この時代の共同体としては珍しく、民主的な選挙制を導入している白河においては、往々にして市民の人気取りが政策の眼目となる。当時まだ四七歳と若い阿久沢は、見み栄ばえの良い派手な大おお鉈なたを振るって白河市民の拍手喝かつ采さいを得たかった。

  　では減税しながらいかにして開拓資金を手に入れるか。

  　阿久沢は流民を無条件に受け入れ、彼らに耕地開拓を委い託たくする方策を採択した。

  　この時代、戦いや天災により住むところを奪われ、あてどなく山野を巡めぐり歩く流民は大勢いる。彼らは徒と党とうを組んで武装することでバケモノから身を守り、ときには盗とう賊ぞくとなって交易商人を襲ったり、村を襲撃して財産を奪ったりする。共同体の住民たちは流民を白眼で見るし、流民もまたのうのうと共同体内で暮らす市民たちへ嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの入り交じった暗い感情を抱いている。

  　阿久沢はそういった流民を「農のう奴ど」として受け入れ、市民権を与えない代わりに貢ぐ税ぜいの義務を負わせず、住居と三食のみを保証して市民の下に隷れい属ぞくさせることにした。これにより開拓に必要な労働コストは大幅に削減される。

  　だが見返りがなくては流民はやる気を出さない。開拓作業を推し進めるために、阿あ久く沢さわは「開拓計画が満まん了りようしたのち、流民を開かい墾こん地ちへ定住させ、耕地の一部を貸し与えて耕作へ従事させる」ことを確約した。これで俄が然ぜん流民も色めき立った。開拓計画満了まで七、八年はかかるだろうがそれが終われば彼らも自分の土地を持てるのである。

  　土に拠よって生きる――社会から排はい斥せきされた流れ者たちにとって、これ以上の望みはない。

  　白しら河かわコロニーの中心である白河市周辺には耕地がほとんど存在しない。隅すみ田だ川がわ沿いに浮うき島しまのごとく点在する飛とび領りようへ執政官を派は遣けんして税収を得、それを白河市へ還かん元げんする方式を採用している。だから流民たちはぽつぽつと飛び領へ散らばっていき、自分たちの主人となった市民の号令のもと、それぞれの場所で一いつ斉せいに耕地開拓へ取りかかった。

  　開かい墾こんは困難なものだった。だが自分の土地を夢見る流民たちは血の汗を流して過か酷こくな労働にいそしんだ。樹林を伐ばつ採さいし、錆さび付いた交通標識を引き抜き、ひび割れだらけのアスファルトをめくりあげ、現れた地面に灌かん漑がいを敷設し、森の笹ささ藪やぶを刈って道路を作り、いらない沼を埋うめ、必要な溜め池を掘った。収入はないが、住むところと三食はきちんと貰えた。噂うわさは噂を呼び、各地から流民たちが白河へ集まってきた。阿久沢市長は無条件にこれを受け入れ、次々に開拓地へ投入していった。

  　はじめはどこの誰とも知れない流民を自分たちの共同体へ迎え入れることに抵抗していた白河市民も、次第次第に耕地が広がっていき、年ごとの貢ぐ税ぜいが増えて生活が豊かになるにつれ、無条件な流民受け入れにも目をつむるようになった。

  　阿久沢の市政は順調そのものだった。白河コロニーは一時期の神かみ追おいを思わせる勢いで人口を増やし、健全な財政を維持して、右肩上がりに経常利益を上げていった。

  　金庫が膨ふくらんでくると、それを奪われないために軍隊が必要になる。関東一円の共同体で白河の他に真っ当な常備軍を保有するのはかつて神追軍と死闘を繰り広げた宇う都つの宮みやコロニー、それに「奸かん雄ゆう」百ひやく武たけ岩いわ友とも率いる八はち王おう子じコロニーくらいだ。このまま順当に白河が勢力を拡充していけばやがて関東の覇は権けんを巡り、三者はぶつかることになるだろう。彼らに食い物にされないためにも、軍備は拡張しなければならない。

  

  　なぜいまを生きる人々は交換経済に拠らず、武力を使って富を得るのか。

  　法も政府も統合通貨も存在しない現在、共同体相互の関係においては交易するより暴力を使って相手が保有するものを全部略奪する方が効率が良く、採算性が高いためだ。手順が面倒な交換が行われるのは互いの力が拮きつ抗こうしていて暴力が不利益をもたらす場合のみ。物資が少なく生産力に乏しい、この原始化した素そ朴ぼくな世界における最も効率的な共同体拡張事業とはすなわち略取活動なのである。このあたり、美み歌か子この言うとおり「飛鳥あすかの御み世よをも下回る」倫りん理り観かんに則のつとって人々は生きている。

  

  　宇う都つの宮みや、八はち王おう子じとの戦いに敗れたなら、白しら河かわのこれまでの努力はなにもかも灰かい燼じんに帰きす。

  　阿あ久く沢さわは果か断だんなく、溜め込んだ金を軍事費につぎこむことを決めた。

  　常備兵を一人保有するためには通例、市民三○人分の貢ぐ税ぜいが必要とされる。白河市民は約一万人だから、三三○～三五○人くらいの兵員は常備出来る勘かん定じようだ。阿久沢は獲得した常備兵に漆しつ黒こくの兵装を施し、流民たちが汗水垂らして労働している開かい墾こん地ちへ派は遣けんして、周辺地域の安全を保証する警察官としての役割を担わせた。生産性のない常備兵を治安警備に役立てるのは間違った扱い方ではない。

  　阿久沢市長の采さい配はいはここまではほぼ完かん璧ぺきであった。そのまま、外部からの影響さえなければ姫ひめ路じコロニーに匹ひつ敵てきする大規模共同体が関東に誕生していたかもしれない。

  　しかし昨年、にわかに状況が動いた。

  　新たに獲得した開墾地周縁に、バケモノの群が出没しはじめたのである。

  　牛、馬、豚、羊、犬、猫、烏からす、鳩はと……かつての穏おん健けんな鳥獣たちは、六○年前、世界中に散布された殺人ウイルス、「オリジナル・シン」によって生せい殖しよく細胞を汚され、六本足や四つ目、異常発達した筋肉と下あご、殺傷能力のある爪、牙きばなどを持つ攻撃的な生物――いわゆるバケモノへと変じていた。

  　今回の猖しよう獗けつについては、森に住んでいた草食性のバケモノが開拓の進展と共に住すみ処かを追われ人里に降りてきた……と推察されるが定かではない。畑を荒らすバケモノのなかに奇態な生物変態グリルが混ざっていたとの目撃話もあり、白河の興こう隆りゆうを嫌った宇都宮コロニーの陰いん謀ぼうを説くものもいる。とにかく、バケモノの群はすさまじい勢いでまたたくまに隅すみ田だ川がわ沿いに満ちた。

  　蓄ちく害がいは凄せい絶ぜつなものだった。かつて中世期、異常発生したイナゴが田畑の実りを食い尽くしたというが、その景観が地に満ちるバケモノによって再現されていた。

  　開拓はいずれも飛び領を中心にして、耕作地が波は紋もんのごとく周縁へ広がっていくように為なされていた。つまり、切りひらけばひらくほど監視しなければならない地域が広くなり、警備の人手が必要となる。さらに白河の場合は隅田川沿いに浮うき島しまのごとく飛び領が点在しているから、開墾地全体を警備するには三百有余名の常備兵ではとても数が足りなかった。

  　首都を中心とした地続きの勢力圏けんであれば、内部と外部の境界線を警備すれば足りる。しかし首都から地続きでない複数の飛び領を警備するには、内と外との境界線が長大になりすぎて警備の数が足りない。あたかも白河コロニーのこの弱点を狙ったかのごときバケモノの猖獗だった。

  　飢えたバケモノたちは、流民たちが血と汗で獲得した開墾の実りを思うさまに食い漁った。各方面へ分散した常備兵たちはバケモノを追い払うことも出来ず、逆に襲われて死傷する始末。この年は税収がすっかり途絶え、阿久沢はそれまでの財政黒字分を全て冬越えのために使い果たすこととなった。

  　そして、今年。

  　状況は悪化した。バケモノは開かい墾こん地ちの実りを食い尽くし、繁はん殖しよくしていた。飢うえた子連れの牝めすたちは人間を恐れず田畑を蹂じゆう躙りんし、追い払おうとする常備兵たちに牙きばを剥むいて立ち向かった。

  もはや耕作は不可能であった。バケモノの数は日を追うごとに増えていき、それに対する白しら河かわの兵員は日に日に数を減らしていった。

  　命の危険を冒おかしてまで開墾に従事する真ま面じ目めな流民はそれほど多くない。放免スパイからの報告に拠よれば、長年の苦労が水すい泡ほうに帰きした流民たちが徒と党とうを組み、それまで自分たちを使し役えきしていた市民たちに襲いかかって、財産を奪い逃散する事態が増えているという。儚はかない夢を見たことを後悔しながら、辛つらく長い労働の報ほう酬しゆうとしてわずかな資産を奪ってまた山野へちりぢりになっていく彼らのすがたはひどく切ない。

  　啓けい十じゆうは縁側にあぐらを組んだまま、じぃっと朝あさ靄もやを睨にらんだ。

  　朝の鳥のさえずりがある。みずみずしい若草の香りが鼻び孔こうを撫なでる。爽さわやかな夏の朝の情緒もしかし、啓十の憂うれいをぬぐい去ってはくれない。

  　――安全が保障されてこその田畑の実りだ。

  　白河の失敗を鑑かんがみて、啓十は改めてその基本に立ち帰った。

  　定住型の生産形態である農業は、狩猟に比べて安定した収穫を期待出来る分、絶対の安全保障を必要とする。バケモノが跳ちよう梁りようする危険地域では稲作も畑作も行ってはならない。子供でもわかる当たり前の理屈だが、白河はその当たり前が出来なかった。二年前までの隆こう盛りゆうはどこへやら、今年は一万市民が餓が死しの危機に瀕ひんしている。

  　その結果がこの夏、調布新町に届けられた親書だ。

  　文面はかつて神かみ追おいの霧きり崎さきキリヒトが調布新町の領有を宣言していたことを取り上げ、神追の落とし子である白河コロニーが調布新町の領有を引き継ぐことになんらかの問題が生ずるだろうか、と問いかけていた。

  　明らかな挑発に対し、啓十の返答は実直なものだった。

  　調布新町は啓十の父、高たか比ひ良ら啓けい三ぞうが世界汚染時に所有していた耕作地を出発点にしており、啓三亡きあと啓十が受け継いだものである。その間、誰がなにを宣言したかは存ぜぬがただの一度も高比良家以外の人物にこの町の統とう治ち権けんが渡ったことはなく、近い将来この町を引き継ぐのは我が息子、高比良啓けい一いち郎ろうであって阿あ久く沢さわ一いち松まつではない。その旨むねを書面に記して白河へ送りつけた。

  　その返事はない。ただ放免の報告では、阿久沢市長は啓十の文面に勝手な改かい竄ざんを施し、「高比良町長の圧あつ政せいに苦しめられる調布新町の同胞を救え」と市民達を煽あおり立てているとのこと。憤いきどおった若者たちは「独裁者」高比良啓十に膺よう懲ちようの鉄てつ槌ついを下さんと叫び、戦いくさの匂いを嗅かぎつけた盗とう賊ぞくや野の伏ぶせりが白河へ集まってきて、市街地のあちこちに溜まって酒をあおりながら志願兵呼集の立て札が掲げられるのを待っているという。

  　白河の目的は明らかに調布新町が保有する耕地と、冬越えのために備蓄している食糧だ。彼らは力ずくでそれを奪いとり、それからこの地へ入にゆう植しよくする腹づもりだろう。蓄ちく害がいの少ない多た摩ま川がわ沿岸に飛とび領りようを得て、ここを拠点に勢力を拡充する構えだ。このまま手をこまねいて見ていたなら、調ちよう布ふ新しん町まちの町民は虐ぎやく殺さつされるか、農のう奴どにされるか、町を追い出されて流民化するかのいずれかひとつ。現在日本中で頻ひん繁ぱんに行われる「食う」ための戦いに調布新町も巻き込まれる格好だ。

  　降りかかる火の粉こは払わねばならない。

  　しかし調布新町だけの戦力では白しら河かわに太た刀ち打うち出来ない。

  　啓けい十じゆうとしては多摩川水系に属する中小共同体へ共闘を呼びかけ、手を組んで白河に対抗したい。

  　町長就任以来、二○年かけて築き上げてきた近隣共同体同士の信頼関係、その真価がこの夏に問われる。

  　果たしてそれが十じゆう全ぜんに機能するか、そのときにならなければわからない。己おのれがこれまで長い時間をかけて積み上げてきたものを信ずるしかない。それが成ってはじめて、調布新町は白河と真っ向から相対することが出来る。

  　そのうえで勝算を自問する。

  　希望の光がひとつある。

  　――こちらには久く坂さかがいる。

  　それが勝算だ。

  　保有する特とく進しん種しゆの数と能力が戦局を決定するこの時代において、久坂ユーキは呂りよ布ふに匹ひつ敵てきする存在だ。呂布が失礼ならジャンヌ・ダルクと言い換えてもいい。ユーキには個人の働きで戦局を一変させるだけの力がある。あそこまでの進化を遂とげた特進種はおいそれと見つかるものではない。白河も彼女を警戒するがゆえ高い金を払って鬼き道どう衆しゆうを雇い入れ、不意打ちを命じたに違いない。

  　ではユーキ以外に、この町が持っている希望はあるか。

  　啓十はじっと光を探した。

  　そしてひとつ、ぽつりとしたものを見出す。

  　――かつて霧きり崎さきキリヒトと呼ばれた男。

  　啓十の脳のう裡りに、いまは「タマ」という名称で呼ばれる、腑ふ抜ぬけた少年の笑みが浮かんだ。

  　だがすぐに、啓十の顔の上には渋いものが広がってしまう。

  　タマの正体について知るものは、自分とユーキのみ。しかし町の住民にそれを告げたとしても誰も信じないだろう。それほどに、かつて神かみ追おいを率いていた簒さん奪だつ王おうと現在のタマとの間には大きな溝みぞがひらいている。

  　啓十は一六歳の頃、親類を頼って神追の地を訪れ、二三歳までそこで市政を勉強した経験がある。暮らすうちに友人を得て、彼の紹介で神追軍四将校のひとり、来くる栖す征せい一いち郎ろうと出会い、来くる栖すに気に入られて、当時キリヒトの盟めい友ゆうであった澁しぶ澤さわ竜りゆう之の介すけと結けち縁えんが付いた。実直で生き真ま面じ目め、現状を真しん摯しに憂うれう啓けい十じゆうを竜之介は高く評価し、やがて情熱の譜ふを歌う間柄となった。四将校のうち、青あお砥とシン、白しら谷たに三さん座ざとも面識はあるが、澁澤美み歌か子こには遂ついに会えなかった。当時の神かみ追おいでの青春の思い出は多くあるものの、結局、簒さん奪だつ王おうと出会うことはないまま、啓十は二○四五年に来栖の妹である昌まさ子こと結婚、直後、勉強の成果を調布新町へ持ち帰ることとなった。西せい征せいが起きたのはその二年後、西暦二○四七年のことだ。

  　留学の間、若き日の霧きり崎さきキリヒトを大通りで見かけたことがある。

  　藍あい色いろの騎き狼ろう「蒼そう竜りゆう」にまたがり、踵かかとに届くほど長い王剣を腰に差し、白銀の髪を風になびかせながら、キリヒトは啓十の目の前の街路を通り過ぎていった。

  　その傍かたわらには葦あし毛げの馬にまたがる澁澤美歌子が付き添っていた。純白の兵装に身を包んだ見み惚ほれるほどに可か憐れんな少女騎兵。野遊びの帰りなのか、美歌子の背には山鳥が数羽担かつがれていた。ふたりは何事か言葉を交わし、幸せそうな笑みを浮かべて、街路のむこうへ消えていった。

  　わずか一瞬の邂かい逅こうだったが、啓十の全身には鳥肌が立っていた。キリヒトの全身から立ちのぼる異形の力が啓十の五感に突き立っていた。単たん騎き、一千人を蹴散らすと云われたキリヒトの戦闘力がなんの能力も持たない啓十にも空間を通してびりびりと伝わっていた。

  　しかし、いまのタマにあの凄すごみはない。

  　タマは確かに強い。普通の人間とは比べるべくもないほど強大な力と優秀な細胞再生能力を持ってはいる。戦いくさともなれば役に立つ存在ではあるだろう。だが、圧倒的とはいえない。

  　――「力」が抜け落ちている。

  　直感で啓十はそのことを見抜いていた。キリヒトとタマの間にある隔たりの正体は「力」の欠如だ。タマからはがっぽりと、あたかも身体の中心に空洞がひらいているかのごとく「力」が滑かつ落らくしている。それが啓十にはわかる。恐らくは西征の失敗が原因なのだろうが、もはや往時のキリヒトの能力をタマには期待出来ない。

  　それにタマは、王剣を失っている。

  　かつてキリヒトが常に腰に差していた王剣「テラトマ」。

  　天才生物化学者、澁澤竜之介が二十数年の歳月をかけて開発した生体寄生金属剣バイオソードを持ってはじめて、霧崎キリヒトは無敵の存在として戦場に君くん臨りんすることが出来た。優秀な細胞再生能力を誇る肉体と、その細胞再生能力を攻撃力へ転化する王剣テラトマの斬きれぬものなき絶対斬ざん撃げき。ふたつを併あわせ持つがゆえ、誰も戦場のキリヒトを止められなかった。

  　王剣は現在、姫ひめ路じコロニーにあると思われる。

  　啓十の推察に過ぎないが、美歌子がキリヒトを討って西征が収しゆう斂れんした際、王剣も美歌子の手に渡ったと見るべきだろう。美歌子もまた、キリヒトと同じウイルスを飲んだことで不老不死の肉体を手に入れている。みすみす主を失ったテラトマを放置するはずがない。かつてのキリヒトの戦闘能力は、いまや完全に美歌子が受け継いだものと見て良い。

  　だから今回の戦いくさ、タマのことは細胞再生能力を持つ特とく進しん種しゆとして期待する程度に留とどめよう。キリヒトとは思想も精神も髪の色も、なにもかも別人だ。霧きり崎さきキリヒトは三○年前、美み歌か子こに殺されて加か古こ川がわに投げ捨てられた――それはある意味、史実通りなのだ。いまこの町で暮らしているタマは、死ねないキリヒトが虚うつろな心を抱えて生き長らえているだけの、うらぶれたかつての王として、過去の夢の残ざん骸がいとして捉えておく方が賢明だ。

  　しかし、やはり、どうしても。

  　――久く坂さかとは別にもう一枚、切り札が欲しい。

  　啓けい十じゆうは切実にそのことを思った。

  　調ちよう布ふ新しん町まちの保有する特進種、羽は染ぞめ静しずか、真も岡うか牛うし丸まる、斎さい藤とう準じゆん平ぺいの三名は、戦場においてそこそこの働きは示すだろう。しかしタマと同じく圧倒的ではない。啓十が欲しいのは、彼の投入で戦局を決定付けることが出来るほどの圧倒的な武力だ。数で倍する敵に臆おくすどころか、嬉き々きとしてそのなかへ飛び込んでいける純粋な戦士が欲しい。呂りよ布ふに加えてもう一枚、張ちよう飛ひが必要なのである。

  　啓十の脳のう裡りには既にうってつけの戦士がひらめいている。

  　――ひとり、いる。

  　決意して、啓十はあぐらを組んだ膝の上に手を当て、のっそりと立ち上がった。向かう先は自宅から目と鼻の先にある調布新町町役場だ。

  　啓十がいなくなった縁側に朝日が反射した。朝あさ露つゆを含んだ中庭の木々の枝葉がきらきら輝き、散じた光が早起きの蝉せみの声のなかへ混じった。ほどなくして夏の熱が地表から沸きたち、陽炎かげろうとなって、澄んでいた朝の大気を下から追い立てていった。



  


  　　　六．

  

  　薄うす絹ぎぬにも似た透明な青が空に張りつめていた。　

  　未明まで粉雪を降らせていた鈍にび色いろの雲は夙つとに、その果てしなく純潔な青のただなかへちりぢり失せていた。

  　山陽地方に特有の山と海に挟まれた狭い平野へ、踏みしめればかろうじてくるぶしまで届くほどの雪が積もっていた。なだらかな雪原のむこうでは、雪を抱いた中国山地の低い連なりが尾根の稜りよう角かくもくっきりと背景の青をくりぬいている。

  　平野の一角には大勢の見物客がやんやと詰めかけ、めいめい口から白いものを吐き出しながら、そこだけ地表の雪が溶け落ちるほどの熱気をかもし出していた。

  　三、四千人はいるだろうか、世界汚染以前に流通していたものに遜そん色しよくない、小こ綺ぎ麗れいなジャンパーやオーバー、ロングコートを身につけた裕福そうな姫ひめ路じ市民たちだ。彼らの背後には屋台も出て、冬のお祭りに賑にぎ々にぎしい彩いろどりを添えている。

  　市民たちのお目当ては、一年に一度この地で行われる姫ひめ路じコロニー全軍による冬季演習である。子供は個性豊かな各兵団の陣じん容ように興味と興奮をかき立てられ、大人たちは自分らの貢ぐ税ぜいによって培つちかわれた偉大な軍団の有り様に誇りを覚える。演習の目的はもちろん敵対する大規模共同体への威圧であるから、観覧客に制限は加えず、各地からの放免スパイをむしろ率先して導みちびき入れている。

  「余裕よね。ま、よそとは桁けたが違うものね」

  　幾千の姫路市民のなかに紛れ込んだその白人女性は呆あきれたようにそう言って、へくちん、とくしゃみした。

  　温かそうな薔ば薇ら色のロングコートのポケットに両手を突っ込み、醒さめたような眼差しで平原の彼方かなたを眺める。渓けい流りゆうのような金髪が風に弄もてあそばれて、その彫りの深い顔立ちにかかる。わずらわしそうに白く細い指でぞんざいにかき上げ、雪面に突き立てたロングブーツの爪つま先さきを苛いら々いらと動かし、胸の前で両手を組んで、演習のはじまりを待つ。厚手のコートを身につけていてもそのスタイルの良さは隠すべくもなく、近くの男性客たちはちらちらと白人女性の方を眺めるが、彼女の全身から立ちのぼる近寄りがたさに気け圧おされて声ひとつかけることが出来ない。

  　男性達の視線など意にも介さず、女性の唇がひらいて気きっ風ぷのいい言葉が出てくる。

  「もったいつけてないで、さっさとやれってのよ、さっさと。ねえ？」

  　流ちょうな日本語を投げつける相手は、女性の右肩に留まっている小さなオウムだ。

  　鮮やかな緑毛に全身覆おおわれて、胸のところだけ少しだけ黄色いこのオウムは、真っ黒な瞳を女性へむけると、

  「短気は、損気だぜ、ＦＯＸＰ２フオツクスピーツー。苛いらつきの、報ほう酬しゆうは、きみの目尻に、刻まれる、皺しわだけだ」

  　鳥とは思えない台詞せりふだが、語調はまったくオウムの声帯から出たものであってそれ以上ではない。

  　ＦＯＸＰ２フオツクスピーツーと呼ばれた白人女性はオウムを片目で睨みつけ、

  「ピーツーいらないって言ってるでしょ。いい加減にしないと炭火で焼くわよ」

  「怒った、顔が、キュートだぜ、ＦＯＸＰ２フオツクスピーツー」

  「塩ね。腿ももを塩で焼くわ。手て羽ばはタレで」

  「きみに、食べられるなら、本ほん望もうだよ、フォックス。食い終わったら、おれの妻に、よろしく、伝えてくれ」

  　ＦＯＸＰ２フオツクスピーツーことフォックスは顔をしかめ、オウムにむかってあっかんべーすると、紅色の瞳を雪原へと戻した。彼女の長すぎる睫まつ毛げにはうっすらと霜しもが降りている。

  「さぶぅ」

  　雪原から吹きつけてくる風はひどく冷たい。厚ぼったい唇の血色が薄くなる。

  「寒いときにやらなくていいのに。あったかいときにやってよね」

  　文句が出る。が、フォックスも冬に演習する意味はわかっている。

  　現在の日本において、戦いくさは通例、春から秋にかけて行われる。冬は軍隊もお休みの季節だ。冬季に戦をしようとしたなら、天気予報など存在しない現在、突然の吹雪ふぶきによって下手をすると軍勢そのものが遭そう難なんしてしまう。さらに糧りよう秣まつが凍り付いたり、夜や営えい時の暖房用に膨ぼう大だいな薪まきが必要になったり、兵へい站たんの維持も通常の倍近く金がかかり、戦後の決算にとってもよろしくない。

  　いまの時代における戦とは、基本的に、敵方の保有する既き得とく権けん益えきを暴力を使って略取して、こちらの権益を拡充することを目的とする。どこの共同体も、出来るだけ投資――兵隊の雇用・維持・運営費を抑えて完かん璧ぺきな戦勝を収め、最大限の利益を引き出したい。だから、冬に戦をおこなうことは投資分を大きくしてしまい、また天候変化による損失のデメリットも含んでいるため、非経済的なのである。それよりは温暖な時期に軍団を編成して、互いに真っ正面からぶつかる方が手っ取り早いし、天候のリスクは少なく、なによりわかりやすい。

  　そういうわけで、冬季は通例にもれず姫ひめ路じ軍ぐんもお休み……のはずなのだが、姫路コロニー市長澁しぶ澤さわ美み歌か子こは高い金で維持している軍団を無む為いに遊ばせておくことを嫌った。

  　戦がないのであれば、その隙に皆で一か所に集まって姫路の力を誇示しよう。

  　十数年ほど前の市長自らのその提案が、いまや姫路コロニー名物となったこの冬季軍事演習の発端である。名目は演習だが、目的は敵対共同体への威い嚇かくであり、姫路市民への娯楽の提供であり、姫路兵員の自尊心を煽あおり立てることにある。

  　さっきからずっと苛いら立だたしげなフォックスは傍かたわらのオウムにむかい、

  「ねえ、エブラハム」

  「なんだい、マイ、スウィート」

  「屋台で明石あかし焼やき買ってきてよ。あと熱いお茶」

  「おれは、いつから、きみの、使い走りに、なったのかな」

  「生まれたときからずっとわたしのパシリだと思ってたけど」

  「きついね、フォックス」

  「いきなさいよ」

  「おれは、きみと、パパとの間の、連絡を、取り持つのが、仕事だ。それ以外の、労働は、ご免こうむる」

  「オウムのくせに」

  「エブラハムと、呼んでくれ」

  「オウム」

  「エブラハム」

  「バカオウム」

  「ＦＯＸＰ２フオツクスピーツー」

  「ピーツーって言うなっ！」

  「ピーツー、ピーツー」

  　エブラハムはフォックスの肩から飛び立つと、彼女の頭上を旋回しながら憎々しげな声を投げかけた。

  　きいい、と歯ぎしりしながら空間を両手で掻かきむしったが、周りの人間たちの珍ちん奇きなものを眺める視線にはじめて気づき、フォックスは慌あわてて髪の毛を手で整えるとエブラハムに威い嚇かくの一いち瞥べつを投げかけ、改めて演習場へと目を戻した。

  　フォックスの直前に結い回された麻あさ縄なわが、観覧区域と演習場とを区切っていた。

  　演習場の端には三○名ほどの交響楽団が陣取っている。

  　全員が麗れい々れいしい燕えん尾び服ふくに身を包み、指揮者を要かなめにして前列にバイオリン、ビオラ、チェロ、後列にホルン、トランペット、打楽器、チューバ等が扇おうぎ形に配置された本格的な楽団だ。指揮者はまだ指揮台には上がらず、じっと雪原の彼方かなたへ目を送っている。

  「おっそいなあ」

  　また愚ぐ痴ちが漏れ出たそのとき――フォックスの足元が俄にわかに震動をはじめた。

  「お」

  　期待をこめて彼方かなたを見やると、山岳と雪原の境目あたりが濛もう々もうと白はく濁だくしていた。

  　地響きはその方向から伝わってくる。膝が小刻みに震えるくらいな震動だ。

  「仕事よ、エブラハム。まさかイヤとは言わないわよね」

  　上空を睨にらみながら言った。

  　エブラハムはなに食わぬ顔でフォックスの右肩に再び降り立つと、くちばしをひらいて灰色の舌をぺろんと出した。

  「録音開始」

  　呟いて、フォックスはその舌を指でつまんで引っ張る。するとエブラハムの両目が一瞬だけぴかりと輝き、石せつ膏こう像ぞうのごとくその場で身体が固まってしまった。

  　エブラハムが固まったのを確認し、フォックスは誰に報告するでもなく独り言を呟きはじめる。

  「親愛なるパパ。わたしはいま、姫ひめ路じ軍ぐんの冬季軍事演習を見物しています。雪原だからとっても寒い。耳がかちかちになりそう。これ喋しやべってると、白い息が出るよ。

  　すごい人出。観客は三千人以上。いまちょうど、演習がはじまるところ。これから行進曲みたい」

  　数千人の市民の口からざわめきが漏れ出る。

  　銀髪の指揮者が指揮台にあがった。楽団員たちもそれぞれの楽器を構え、視線をじっと指揮者のタクトへ注ぐ。

  　フォックスは実況中継しながら、観覧区域の横手からひろがる白しら霞がすみへ目をこらした。

  　中空高く蹴立てられた雪の皮ひ膜まくのただなか、巨大な影がおぼろに揺らめいている。

  　こらしたフォックスの目線の先、濛もう気きを引き裂いて現れたのは聖獣ベヘモスをあしらった幾百の軍ぐん旗きだった。

  　黒地に金きん糸しと銀ぎん糸しで刺し繍しゆうされたこの聖獣はヘブライ神話においてレヴィアタンと双璧を為なす混こん沌とんの化身である。巨大な水牛のすがたをしていて、背中に砂漠を背負っており、その胃にはヨルダン川の水が全て収まるとされる。

  　最後の審判により救世主が現れた際、レヴィアタンとベヘモスは共倒れになるまで戦いを強しいられ、その肉は最後の審判を生き抜いた人間たちに饗きようされるという。かつて霧きり崎さきキリヒトが愛したレヴィアタンの寓ぐう意いを、美み歌か子こはベヘモスに引き継いでいるのかもしれない。

  　軍旗の出現と同時に指揮者のタクトが振り下ろされた。

  　指揮棒に合わせて弦楽器が律りつ動どうし、幾つかが折り重なって徐々に旋律を露あらわにしてゆき、高まったところで管楽器の隊列が砲声さながら一いつ斉せいに鳴り響いた。

  　ワーグナー、『ワルキューレの騎き行こう』。

  　かつて映画『地じ獄ごくの黙もく示し録ろく』において軍用ヘリの大型スピーカーから放ち出されたこの勇ましすぎる交響曲は現在においても人の心を駆り立て高こう揚ようさせる効果を保つ。

  　天を目指し駆け上がっていくワルキューレの旋律と共に、観衆から津波のような歓声があがった。

  　同時に――ベヘモスの軍旗の後ろから、純白の兵列が地響きと共に現れた。

  　上下とも白の軍服に緋ひ色いろのマントを翻ひるがえす、雪原から生まれ落ちたような白い歩兵たち。肩の後ろに重厚な十字形の鉄てつ鉾ほこを担かつぎ、一いつ糸し乱れぬ足取りで雪原を蹴散らして行進してくる。

  　歩兵たちは「レギオン」と呼ばれる方形陣を幾き何か学がく的に配置した陣形を組んでいた。広い平地向けのため日本の戦場で使われることは少ないが、整然として見栄えの良い陣立てである。

  　一個の戦闘群と化した彼ら全体から放ち出される熱気が、一二月の凍いてついた大気に陽炎かげろうを浮かべる。

  　おおお、と観衆のどよめきがあがった。一面の純白のただなかに緋色のマントがよく映えて、自然に感嘆の声が洩れるほど美しい。

  　一いつ糸し乱みだれぬ歩調を保ったまま、四列横陣の方形陣がフォックスに横腹を見せつつ行進してゆく。視線を一点に定める歩兵達の引き締まった横顔が練度の高さを伺わせる。レギオンの最後尾から雪けぶりが長い尾を曳ひいて雪原をさらに白く霞ませる。

  　その威い容ようは神話に出てくる巨獣を思わせた。この世のものでない、天空から舞い降りてきたような、規格外の暴力のかたち。立ち塞がるものをひと薙なぎで破壊する、あまりに巨大なその在り方――

  「レギオンが全部で二四。レギオンひとつに歩兵が一○○人つめてるから、歩兵は二四○○ね。武器は鉄鉾、防具は背中に盾たてをくくりつけてる。盾を手に持ってるのは前列だけみたい。前列が倒れたら二列目が盾を構えて前に出てくるんだと思う」　

  　落ち着いた声でフォックスはエブラハムに語りかける。エブラハムは身じろぎもせずにただそれを聞いている。

  　と、見物の子供たちの間からひときわ高い歓声があがった。

  　レギオンの後ろから現れたのは鎌かま鳥どりの隊列だ。駝だ鳥ちようとカマキリを混ぜ合わせたこの生物変態グリルは子供の人気が高い。すがたかたちにどことなく愛あい嬌きようがあって、親しみやすいのだ。頭部は駝鳥そのものだがカマキリを思わせる触しよつ角かくが額から二本突き出ていて、全身が緑色の羽毛で覆おおわれ、胸には鋭利な鎌が二本、拝むように折り畳たたまれている。しかし愛嬌のある外見とはうらはらに、戦場でのこのグリルは安定して強い。突撃を仕掛けた場合、普通の馬に乗った騎兵の損そん耗もう率りつはすさまじいものだが、鎌鳥に乗った騎兵は生還してくる割合が高い。騎兵の弱点である長槍を、ふたつの鎌でしっかり受け止め自分の身を守ることが出来るためだ。また、乗り手が放っておいても前面の敵を勝手に鎌で薙なぐため、乱戦中の使い勝手が非常に良い。

  　鞍あん上じようの騎兵たちはぴんと背筋を伸ばし、歩兵と同じ鉄てつ鉾ほこを背中にくくりつけて、見物の子供たちのきらきらした目を一身に受け止め行進する。フォックスの眼前を通過してゆく三列縦陣が終わらない。

  「すごい数。騎兵だけで一千は越えてる。乗ってるのは鎌鳥。鎌に突とつ起きが付いてる、西せい征せいの頃と同じ種別。パパの鎌鳥の方が新しいし強いと思うけど、姫ひめ路じのはとにかく数が多いわ。よくこれだけ繁はん殖しよくさせたわね。血が古いと気性も穏やかになるのかしら」　

  　フォックスは淡々と報告する。と、なにやら遠くから、これまでとは異質な地響きが伝わってきた。歩兵の軍ぐん靴かや騎兵の蹄ひづめとは性質の違う、一歩一歩に明らかに異常な重量が籠こもった足音――それが近づいてくる。観客達も異変に気づいて、麻あさ縄なわの直前まで押し寄せてきて、この怪物じみた足音の正体を見定めようとする。

  　見物客に周囲を取り巻かれ、フォックスもまた首を伸ばして足音の方向を見やった。

  　騎兵のあとにつづいたのは騎き狼ろう兵団だった。

  　異常な足音の正体はこれではない。馬と狼を足し合わせたこのグリルの足取りは軽快で、足音というものがほとんどない。獰どう猛もうそうな牙きばと爪、盛り上がった筋肉と暗灰色の毛並みはおおむね狼の外見だが、性質はやや馬寄りで、調教次第で人になつく事も可能だ。しかし狼より大人しいとはいえどもやはり狼の誇り高い血は入っているから、騎狼の調教はひどく難しい。騎狼がまだ幼い頃から一人の騎兵が数年をかけて世話をし、しつけをして、はじめて背に乗ることが許される。騎狼と騎兵の間に強固な信頼関係がない限り、このように大勢の騎狼に隊列を組ませ、整然とした足取りで行進させることは不可能だ。

  「騎狼が五○○以上。騎兵は短弓を背中にくくりつけてる。遠距離から騎き射しやで攻撃して、近づかれたら騎狼の爪で戦う感じ。騎狼はすごく調教されてる。毛並みは暗い灰色。これも西せい征せいの頃と同じ種別ね。姫路の生物化学者は怠なまけ者ものなのかしら？　既き存そん種しゆの方が調教の仕方は確立されてるから大量に揃そろえやすいのはわかるけど……使ってるグリルの新しさでは日向ひゆうがコロニーに劣るわよ。日向は日向でえげつないもの平気で使うからアレだけど」

  　身動きひとつしないエブラハムへ一方的に喋しやべりながら、フォックスは姫ひめ路じの事情を類るい推すいした。

  　姫路でも恐らく新種生物変態グリルの研究開発を進めているのだろうが、まだ演習場に連れて来られる段階ではないのかもしれない。姫路はここに集合しているのとは別の兵団を隠し持っていると見た方が良い。でなければ姫路が保有している資産に対して、採用しているグリルの古さに納得がいかない。

  　眼前を行進する騎き狼ろうの足音より、その後方から伝わってくる震動の方が明らかに大きい。雪原が崩ほう落らくするくらいな重量感を伴い、長い間かん隔かくをあけて、どごーん、ずどーんと、あたかも遠雷のごとくな重低音が観衆の下腹を震わせる。

  　観覧区域にざわめきがひろがる。

  　フォックスも頑張って首を伸ばすのだが、騎狼兵団が爪の後ろにかき立てた雪煙が視界を遮さえぎり、足音の正体を見定めさせてくれない。

  　騎狼につづいて現れたのは兜かぶと牛うしに騎乗した騎兵隊だった。さきの騎狼が軽けい騎き兵へいだとすれば、こちらの兜牛は重騎兵に該がい当とうし、鞍あん上じようの騎兵も西せい欧おう騎士さながら全身を白銀色の板金装甲で覆おおって、片手におおぶりなランスを握っている。カブトムシと水牛を掛け合わせたこの兜牛というグリルは、水牛の身体の外がい殻かくにカブトムシの甲こう羅らが貼り付いていて、額から突き出た二本の角で攻撃してくる。重量はどの兜牛もおおむね八○○キログラムを超過しており、これが群で突進したときの突とつ貫かん蹂じゆう躙りん力りよくは計り知れない。

  「兜牛も五○○から六○○。姫路軍は完全にグリル中心の編成ね。神かみ追おいの頃からの歴史があるから、調教に自信を持っているみたい。実際、足取りに乱れがないわ。他のコロニーに見せるだけあって、よく訓練されてる」

  　数百頭の兜牛の行進による地響きも相当なものがあるが、しかし、先程から付近一帯を震動させている強大な足音とはやはり別格だ。音と震動だけが伝わってくるのにいまだにその主がすがたを現さないというのも不気味である。

  　兜牛の後ろからは重装歩兵の並列がつづいた。短い横陣を幾重にも組み、全身を板金装甲で覆った歩兵達が通過してゆく。こちらは片手に大ぶりな両刃剣を握り、片手は分厚い盾を掲げている。上体の筋肉を盛り上がらせ、鎖に繋つないだ鉄球を地面に曳ひきずりながら行進する筋きん繊せん維い系特とく進しん種しゆも混じっている。表面に無数の棘とげが取り付けられたこの鉄球、おそらくは一トン近い重量があるだろう。しかし特進種は余よ裕ゆう綽しやく々しやくの体ていで鎖の端を握りこみ、あたかも紙風船を曳くがごとく歩いてゆく。その悠ゆう然ぜんとした歩きぶりを見れば、フォックスにもその進化の度合いがわかる。

  「財貨を使って全国から優秀な特進種をかき集めてるって噂うわさは本当みたい。でもそれってつまり、ＥＳ細胞を使った有ゆう性せい生せい殖しよく技術は姫路でもやっぱり出来てないってことよね」

  　ＥＳ細胞とは体外で培ばい養よう、増ぞう殖しよくできる細胞株だ。

  　充分にＥＳ細胞技術が発達した場合、一枚のペトリ皿にいれられた特進種のＥＳ細胞から、充分な数の子宮さえあれば、同じ能力を持った数十万人の特とく進しん種しゆを生産出来る。現在、各大規模共同体の生物化学者たちが競って開発を急いでいる技術であるが、世界汚染以前でも完成出来なかっただけに実現の見込みは非常に小さい。ただし、この技術を完成させた共同体は間違いなく現在の日本を統すべる。呂りよ布ふが一万人いるような軍団を目まの当たりにすれば、よほどの愚おろか者ものでない限り白旗を掲げるだろう。

  「安心した、パパ？　……って、うわ。なにあれ」

  　いきなりフォックスは頓とん狂きような声をあげた。

  　重装歩兵がかき立てた白しら霞がすみのむこうに、怪物じみた巨影が幾つも揺らいでいた。

  　さっきからの震動がいよいよ激しさを増す。どしーん、どしーんと地面が重く低く響くと共に、フォックスの身体が思わず上下に跳ねてしまう。

  「わっ、わっ、すごい」

  　他の観衆たちも膝が笑い、転んでしまう子供や泣き出す赤ん坊が出てきた。どよめきとざわめきを遠雷のごとき足音が掻かき消している。

  　フォックスはその紅くれないの双そう眸ぼうを霞かすみのただなかへ凝こらした。

  　濛もう気きを切り裂き現れたのは――小山にも似た巨象の群だった。

  　おおお、と観覧区域が震えた。

  　明らかに普通の象ではない。普通の象でも大きいことは大きいが、いま行進しているものは五、六階建てのオフィスビルに相当する大きさがある。頭部の高さはおよそ一八メートル、全長は二○メートル近い。突き出たふたつの象ぞう牙げは雄お々おしく天にむかって反り返り、先端も不気味に尖っている。その背には兵隊が七人乗っており、二人は鞭と手た綱づなを握り、三人は長弓を担ぎ、二人は投げ槍やりの束たばを背負っている。

  　しわくちゃの分厚い皮に覆おおわれた、その巨木のごとき野太い足が地を踏みしめるたび、子供が飛び上がってしまうほどの音響と衝撃が空間と足元から伝ってくる。感嘆と驚きよう愕がくと恐怖が入り交じったどよめきがやまない。

  　戦せん象ぞうと呼ばれる、姫ひめ路じコロニー産のグリルだ。通常の象よりも三回りほども大きいこの怪物は、象の脳のう下か垂すい体たいに人じん為い的に腫しゆ瘍ようを発生させ、成長ホルモンを過か剰じよう分ぶん泌ぴつさせて創り出される。そのため寿命は短く、一○年生きれば長生きの部類に入る。その短い生涯の前半分を調教に、あと半分を戦場で送ることを定められた悲しいグリルでもある。

  　行進する戦象は全部で四頭。その超重量の肉にく塊かいが粉こな吹雪ふぶきを巻き上げ群れて歩んでくる威圧感は並大抵でない。見物の子供達は喜ぶどころか泣き喚わめき、大人達もぽかりと口をあけて言葉を失い、無意識のうちに姫路コロニーに敵対する勢力へ同情を覚えた。

  「象。象のバケモノ。すごく、すごく大きい。姫路オリジナルのグリルね。これはちょっと、いえ、かなりえげつないかも」

  　フォックスは出来るだけ冷静を装ってエブラハムに語りかけるが、声音は少し震えていた。多忙の父親に代わって全国を行あん脚ぎやし、珍しいものや面白いものをエブラハムを通して報告するのが彼女の役目だ。だから珍奇なものへの耐性はそれなりについているし、大抵のことでは動じないつもりだが、青空を圧するこの戦せん象ぞうはフォックスを驚かせるのに充分だった。

  　一面が剛ごう毛もうに覆おおわれたしわくちゃの皮ひ膚ふは暗灰色をしていて、弓や刀では致命傷を与えるのは難しそうだ。戦場ではきっと、その長くたくましい鼻と象ぞう牙げで前面の敵を掃そう討とうし、野太い足で蹂じゆう躙りんしてくるに違いない。それに五階建てビルくらいの高さの鞍あん上じようから弓と投げ槍を撃ち下ろして攻撃出来る利点も大きい。

  「まるっきり、歩く要よう塞さいね。近隣の共同体はすくみあがるわよ。これと戦え、って言われたら誰だって躊ちゆう躇ちよすると思う」

  　海うみ蛇へびにも似た戦象の尻しつ尾ぽを見送りながら、フォックスは呆あきれた口調で報告した。

  　長い地響きを曳ひきながら戦象が去ったあとにもまだまだ隊列はつづいた。

  　通常の馬に騎乗した古典的な騎き射しや隊たい、長槍だけを揃そろえた槍隊、大ぶりな両刃剣を腰に差した抜ばつ刀とう隊たい、他に長弓隊、短弓隊、工兵隊……終わらない兵列へ、フォックスは慎重な目を送り、エブラハムへ報告しつづけた。

  　そしてぽつりと呟く。

  「遅いな、姉さん。出番はやっぱり演出的に、大トリかしら」

  　紅色の瞳がいまだ現れぬ姉を求めて雪原の彼方かなたへとむけられた。

  

  　　　†††

  

  　白い幔まん幕まくが張り巡らされた陣営のうちに、久く坂さかユーキこと澁しぶ澤さわカヲルは待機していた。姫ひめ路じコロニーの純白の軍服にまだ一二歳の幼い身体を包みこみ、可愛かわいらしい緋ひ色いろのマントをなびかせている。

  　さっきから陣営の内側を揺らしていた戦象の足音は遠くへ去っていた。三人の天子候補生の出番はもうすぐだ。

  　カヲルは黙って、顔を上へむけた。

  　内陣に天井はない。見上げたなら冬の青空がいっぱいに広がっている。

  「わかってるね？　絶対に、手を出しちゃ駄目だよ？」　

  　両の眉まゆの端を下げて、シュンが何度目かの戒いましめの言葉をカヲルに投げた。カヲルは硬い面おももちのまま、ただ頷いた。

  「絶対勝てない、って言うけどさ。やってみたら案外簡単に勝てるかもよ？」

  　横合いから、タケルの低く抑えた言葉が届く。

  　シュンは上下の瞼まぶたを合わせ、首を左右へ振った。それから眼鏡めがねの奥の瞳を強く光らせ、昨夜から何度も繰り返した諭さとし文句をタケルとカヲルへ投げる。

  「澁しぶ澤さわ市長がどれだけの戦場をくぐり抜けてきたと思う？　姫ひめ路じコロニー創設以来二十有余年、市長は一度も負けたことがない。負けるどころか、まともな怪け我がを負ったこともない。不死身なんだよ。それに、あの霧きり崎さきキリヒトと一いつ騎き打うちして勝ってる。いまの僕らの手に負える相手じゃない」

  「お前、えらく美み歌か子この肩持つな。敵だぞ、あいつ」

  「あぁ、敵だよ。だからこそ能力のほどは知っておくべきだ。美歌子がどんな力を持っているのか僕は充分に知らない。だから仕掛けるべきではない」

  　長い髪の毛を片手でかき上げながらシュンはそう言い切った。

  　いつになくきっぱりしたその物言いを受けて、タケルはふんと鼻をひとつ鳴らすと顔を横へむけた。

  　シュンは確認するかのようにカヲルへ顔をむけ、

  「美歌子を討うつには、時期を待たなきゃ。いまはまだその時期じゃない。わかる？」

  「チャンスなのに」

  「チャンスだけど、失敗したなら僕ら全員処刑される。そんな終わり方、僕はごめんだね。もっと確実な機会を待とうよ。その日が来るまで力をつけることに集中するんだ。僕らはまだまだ強くなれる。美歌子の能力の詳細も調べればわかっていく。時間は僕らの味方だよ。焦あせりは禁きん物もつだ」

  　諭されて、カヲルもまた言葉を呑のみ込んだ。こうしてシュンの論理に組み敷かれることがこのところ多い。彼には人を言葉で説得出来る才覚が備わっているらしい。

  「怒りをコントロールしなきゃ。美歌子と対面しても、感情に身を任せてはいけないよ、絶対に」

  　シュンは執しつ拗ように小言を繰り返す。カヲルはやや辟へき易えきしながらそれを聞き流す。

  　今日の軍事演習、シュンが神経質になる理由はわかる。

  　三人は約七年ぶりに澁澤美歌子に対面するのだ。

  　対面だけではない。天子候補生は騎き狼ろうにまたがり、先頭を駆ける美歌子の後こう塵じんを拝して姫路全軍の面前を駆け抜けるのである。これにより姫路軍の軍兵も市民たちも、天子候補生を美歌子の忠実な下僕しもべと見なすだろう。

  　カヲルにとっては自分たちがどう見られようとそれほど気にはならない。それよりもこちらに背中を晒さらす美歌子へ復ふく讐しゆうの一撃を見舞いたい。タケルとカヲルが力を合わせれば、この場で美歌子を討つことは可能なのではないか。七年前のあの日、無惨に殺された父と母、優しい村人たち……彼らの仇かたきを討てるのではないだろうか。

  「駄目だからね。近この衛え三兵団が間近に控えてるから、失敗したら逃げ場はない。青あお砥とさんに迷惑かけたくないでしょ？」

  　シュンはカヲルの考えを読んでいるかのように、長い髪の隙すき間まから真剣な眼差しを投げてくる。一瞬だけカヲルの口が尖ったが、すぐに元へ戻った。

  「わかってるよ。今日は我慢する。でも、美み歌か子この態度次第だ。舐なめた態度をとったら、わたしはあいつをやっつけるからな。たとえ殺されても、一発ぶん殴なぐってやる」

  　強気なカヲルの言葉にシュンは顔をしかめ、タケルはからからと笑った。

  「そうだな。そのときはおれも手伝うよ。おれとカヲルが組めば、相あい討うちくらいには持ち込めるだろ」

  「きみら本当に、僕の話をきいてないよね……」

  「我慢はするって。感情も抑えつけるよ、出来るだけ」

  　カヲルの言葉と同時に幔まん幕まくの外が騒がしくなった。雪面を掻かき乱す複数の人間たちの足音が近づいてくる。

  　候補生たちは顔を見合わせて息を呑のむと、慌あわてて横一線に整列し、背筋を伸ばし、口元をきりりと引き締めた。

  　入り口の幕がひらき、五名の直ちよく衛えい兵へいに守られて、澁しぶ澤さわ美歌子が内陣へ歩を刻んだ。美歌子の背後からは執務官とおぼしいスーツすがたの人物が三名つづく。

  　ぞわっ、とカヲルの全身が総毛立った。

  　あの日以来、七年ぶりに対面する仇きゆう敵てきは外見に全く変化が見られない。

  　カヲルの父の前で腕組みしていたときと同じ、一五歳くらいの少女のすがたのままだった。着込んでいる純白の兵装もあのときと同じ、あたかもあの日から時間を超越してそのまま抜け出てきたような美歌子だった。

  　美歌子は上かみ座ざに据えられた竹編みの肘ひじ掛かけ椅い子すに腰を下ろすと、長い足を前へ投げ出して悠ゆう然ぜんと組み、肘ひじ掛かけに肘を当てて首をわずかに傾かたむけ、人差し指で自分のこめかみを支えるようにして天子候補生たちを興味なさげに睥へい睨げいした。その紫し紺こん色の瞳にはなんの感情も浮かんでいない。

  　――殺してやる。

  　カヲルの内側からそんな声が聞こえた。カヲルはその声を知覚しながら、ただじっと衝動を抑えつけ、美歌子を真っ正面から見据えた。美歌子の周囲を固める直衛兵のなかには当然、練れん氣き使いも混じっているはず。カヲルが練氣をまとうのが見えたならその場で捕らえられる。

  　桜色をした美歌子の唇が薄くひらき、凛りん冽れつとした声がそこから発せられた。

  「シュンは誰だ」　

  　シュンは一瞬びくりとしたあと、胸を張り直して答えた。

  「わたくしです」

  「タケルは」

  「……わたしです」

  「残りがカヲルか。そういえば牝めすだったか」

  　美み歌か子こは醒さめた目を一度だけカヲルへむけ、また興味なさそうに視線を中空へ泳がせた。

  　残りもの扱いの上に牝呼ばわりされたカヲルの胃いの腑ふの底から怒りがこみあげてくる。こっちは毎晩毎晩復ふく讐しゆうのことだけを考えていたというのに、美歌子はあの日のことなど微み塵じんも覚えていない。

  　控えていた執務官が進み出て、三人にむかって今日の演習の要よう旨しを確認した。

  　これから騎き狼ろうにまたがって雪原を進み、観覧区域を横切ってから左に旋回、待機している兵団の直前を駆け抜け、レギオンと騎兵兵団との模擬戦闘を行ってのち演習は終了となる。この日のために何度か練習してきたから、もう目をつぶっていてもこなせる内容だ。

  「騎狼の扱いを誤るな。わたしに恥をかかせたら殺す」

  　美歌子の言葉が最後の訓くん示じだった。カヲルはこみあげてくる怒りをこらえながら、応おうと答えた。

  　短い接見が終わり、執務官に伴われて天子候補生三人は陣営の外へ出た。

  　雪に覆おおわれた杉林の一角に、候補生たちが騎乗する三頭の騎狼が曳ひかれてきていた。

  　カヲルの顔がわずかにほころぶ。

  　五年くらい前、まだ騎狼が胸に抱えられるほど小さな頃から、鶴つる木き山さん楼ろうで面倒を見てきた。

  一年目は頭を撫なでようとしただけで引っかかれたり噛かまれたり、餌えさをあげようとしても唸うなり声をあげて警戒されたり、全くなじめなかった。でも二年、三年と根気よく声をかけ、褒ほめて、餌をあげることで、四年目に背中に乗ることが出来るようになり、五年目の現在、手た綱づな通りに自分の騎狼を操れるようになった。

  　体長一メートル半ほどの幼い騎狼が、カヲルに気づいて小さな尻しつ尾ぽをぴんと立てた。口元がひらき、真っ赤な舌がうれしそうにこぼれる。外見は体格の良い立派な狼だが、その挙動はまだ子供そのものだ。

  「いい子だ、朔さく夜や。今日もよろしくな」

  　カヲルは騎狼の名を呼んで、顎あごの下に手を突っ込んで掻かいてあげた。朔夜は目を細め、カヲルに頭をすりつけて甘える。こうしていると可愛かわいらしいが、カヲル以外の人間が撫でたなら手首ごと食いちぎるのは間違いない。朔夜が幼い頃からカヲルが献身的に面倒を見てきたからこそ、この誇り高いグリルはカヲルに心を許している。

  　青灰色の毛並みが柔らかい。背中には子供用の鞍くらが置いてある。カヲルは愛いとおしそうに朔夜を撫でてから、鞍にまたがって手綱を取った。

  　騎狼は基本的に交換が利かない。朔夜は今後死ぬまで、カヲル以外の誰にも背中を許さないだろうし、シュンとタケルの騎狼もそうだ。乗り手と騎狼との信頼関係はいつも深い。

  　と、雑ぞう木き林ばやしの陰からひときわ大きな騎狼が現れた。

  　全身が藍あい色の毛並みに深く覆おおわれ、野太い四し肢しも胴体も傷だらけで、その顔つきには生来の獰どう猛もうさが滲にじみ出ている。候補生たちの騎狼よりも二回りほど大きく、年老いてはいるが白銀色の瞳の色はしっかりしていて、肩の筋肉も盛り上がり、地を掴つかむ爪もぎらぎらと尖っている。

  　カヲルもその騎き狼ろうの名前は知っている。姫ひめ路じコロニー市民では知らぬもののない伝説の騎狼、「蒼そう竜りゆう」。かつて霧きり崎さきキリヒトが神かみ追おいの地からこの騎狼にまたがり、三千の兵員を率いて西せい征せいを開始した。以後、幾多の戦いでキリヒトの盾たてとなって活躍し、キリヒト亡き後は奇跡的に美み歌か子こに鞍くらを委ねて現在に至る。今年で齢よわい三五を数える名狼である。

  　蒼竜は白銀色の眸めで幼い三頭を睨にらみつけた。朔さく夜やが怯おびえて後ずさる。ふん、といった表情でこの老いた騎狼は悠ゆう然ぜんと歩を進め、美歌子の直前で大人の胴回りほどもある野太い前足を止めた。

  　美歌子の右手が蒼竜の耳の後ろへ回った。耳の付け根を掻かいてやると、蒼竜の目元が心地よさげに細められる。

  「頼むぞ、蒼竜。駿足の健在を市民たちに見せてやれ」

  　言葉をかける美歌子の表情が心なし柔らかい。この古い戦友の前では、張りつめたものが少しだけ解ける美歌子だった。

  　鞍にまたがり、蒼竜の首あたりを撫なでてから、美歌子は手た綱づなをとって背後の候補生たちを振り向いた。その表情は既に、いつもの硬く凍いてついたものへ戻っている。

  「タケルを真ん中に雁がん行こうしながらついてこい。絶対に遅れるな。列を乱したものは処刑する」

  　短く言い切り前をむく。側近のひとりがうやうやしく美歌子へ鞘さやへ収まった一振りの剣を差し出した。腰に差すと踵かかとに届くほど刀身の長い剣だ。美歌子はぞんざいにそれを受け取り、左の剣帯に留めた。美歌子の視線の先には先に出発した兵団が掻かき散らした雪原が赤茶けた地肌を剥むいている。

  　執務官のひとりがカヲルにベヘモスの軍ぐん旗きを手渡した。カヲルは片手に手綱を、片手に軍旗を掲げて朔夜を操り、タケルの騎狼「十六夜いざよい」の横へ並べる。十六夜のむこうでは、カヲルと同じくベヘモスの軍旗を掲げたシュンの騎狼「立たち待まち」が居並ぶ。

  　真ん中のタケルは姫路コロニーの市章である紗さ綾や形がたの紋もん章しようを描いた軍旗を片手に持った。残った手に手綱をからませ、決然と前を見据える。

  　朔夜、十六夜、立待。幼い三頭の騎狼に乗った天子候補生たちの目線が、先頭の蒼竜の鞍あん上じよう、緋ひ色いろのマントを翻ひるがえす美歌子の背中へ突き刺さった。

  「行くぞ」

  　端たん的てきな号令ののち、美歌子は鐙あぶみを蹴った。

  　蒼竜は一度後ろ足だけで伸び上がってから、前足を地へ下ろし、雪の大地を力強く蹴立てた。

  　足運びに老いは微み塵じんもない。蒼竜の後ろ足が掻かいたものが、後方の候補生たちへ雪けぶりとなってかぶさってくる。

  　カヲルはその霞かすみへ目をこらし、美歌子の背中を視認しながら手綱を引き絞しぼって鐙を蹴る。朔夜が駆け出す。十六夜、立待と併へい走そうしながら雑ぞう木き林ばやしを抜け、雪原へ足を踏み入れた。

  　片手に持ったベヘモスの旗を肩に担かつぐ。遮しや蔽へい物ぶつのないだだっ広い平地を吹きすさぶ風を受け、聖獣の意い匠しようが音を立ててはためく。どっ、どっ、と小気味よい律りつ動どうとともに、四騎の騎き狼ろうが編隊を組んで駆ける。

  　視界の遙はるか前方、行進している歩兵兵団の巻き上げた雪煙が立ちこめている。霞かすみのただなか、巨大な戦せん象ぞうの群が左に旋回する様が影絵のごとくに見て取れた。耳を澄ませば観覧客たちの歓声も聞こえてくる。

  　先頭をいく美み歌か子こは速い。蒼そう竜りゆうの足はその体たい躯くに反して軽かろやかで、あたかも雪原すれすれを飛ひ翔しようするかのよう。候補生たちは歯を食いしばって手た綱づなを引き締め、肩に担いだ旗が受ける風圧に耐えつつ、鐙あぶみを蹴立ててついていく。

  　カヲルの視界に、観覧区域に詰めている数千人の民衆たちの影が徐々に鮮やかになってくる。

  　一部の客たちが美歌子に気づいた。カヲルたちの方を指さし、大きな声でわめいている。

  　どよめきがすぐに歓声へ変わった。姫ひめ路じコロニー市長のすがたをよく見ようと、客たちが麻あさ縄なわの直前へ一いつ斉せいに詰めて、押された女子供が悲鳴をあげる。

  　美歌子はただ決然と前だけをむき、市民たちの方を見向きもしない。左手一本で手綱を握り、泳がせていた右手で髪の毛をかきあげ、それから口元を引き締め、手綱は一切緩ゆるめずに観覧区域の直前を駆け抜ける。

  　おおおお、と地鳴りさながら歓声があがった。

  　永遠の少女騎兵と老いた名狼、ふたつの生きる伝説の疾走が、市民たちの自然な熱狂を掻かき立てていた。その数千人分の興奮がカヲルの全身に突き刺さる。

  　カヲルもいつの間にか高こう揚ようしていた。

  　ただ美歌子の後ろについて、軍ぐん旗きを掲げ持っているだけなのに――例えようのない誇らしさが自分の胸を充たしていることに気づいた。

  　己の情緒に戸惑い、カヲルは目を傍かたわらへ送った。

  　シュンの表情は、カヲルと似た感情を映し出していた。美歌子への憎しみと、いまこの場を駆けている自分への誇らしさ、矛む盾じゆんした複雑な内面をにじませた顔だった。

  　しかしその傍らでタケルは――気持ちよさそうに笑っていた。

  　いまのこの場を存分に楽しんでいる表情だった。鞍くらから腰を浮かせ、市民たちの方へむけて紗さ綾や形がたの市章を描いた市旗を高々と掲げる。観覧席の女性たちから黄色い歓声があがり、タケルは得意そうにカヲルへ笑いかけた。

  　戸惑った笑みをタケルへ返し、カヲルは美歌子の背中へ目を戻した。

  　タケルにはこういう、少しお調子者じみたところがある。美歌子への復ふく讐しゆう心しんを忘れたかのような振る舞いだが、彼がそれを忘れるはずがない。いまはただ、この場を楽しんでいるだけだ。カヲルは自分にそう言い聞かせた。

  　と、前を行く美歌子が手綱を左へ振った。

  　蒼そう竜りゆうの身体がぐいっと左へ傾かたむき、カヲルたちへ横腹を見せる。美み歌か子この毅き然ぜんとした横顔がカヲルの目の先にあった。

  　全速を保ったまま、左旋回。

  　カヲルも朔さく夜やの手た綱づなを左へ振った。幼い騎き狼ろうは忠実にカヲルに従い、身体を左方向へ転倒すれすれまで傾け、雪原へ深々と爪を突き立てて、併へい走そうする二頭と気を合わせて旋回する。

  　四頭が不可視の糸で繋つながっているかのごとき見事な機動だった。

  　速度は一向に緩ゆるまない。冬の陽射しを撥はね返すベヘモスの軍ぐん旗きが横よこ殴なぐりの風を受けて凛りん然ぜんとはためく。足元の雪がけばだった飛沫しぶきとなって半放射状に蹴立てられる。

  　湧き上がった喝かつ采さいの圧力がカヲルの背を押した。数千人の観客の陶とう酔すいが背後から伝わってくる。

  　旋回を終え、カヲルは全身が総毛立つのを感じていた。

  　この愉ゆ悦えつはなんだ。この誇らしさはなんだ。わたしはいま、美歌子と共に駆けることを喜んでいる。

  　自分の感情に気づき、首を強く左右に振って誘惑を払い落とした。きっとこれも美歌子の罠わなだ。天子候補生達を自分の膝元へかしずかせるための巧こう妙みようなやり口だ。自分にそう言い聞かせて陶とう然ぜんとする心を落ち着かせる。

  　肩に担かついだ軍旗の柄えを握り直し、鐙あぶみを蹴って、前方を行く美歌子に追いすがる。いまはただなにも感じずに、無事に演習を終わらせることだけを考えた。

  　美歌子の背中のむこうには純白の軍団が整列していた。既に行動を終えた各兵団が、姫ひめ路じ軍ぐん総司令官の訪れを整然と待ち受けている。

  　雪原の果てまで白い兵員の壁が屹きつ立りつしていた。疾走するカヲルの視界のうちに、軍団の占しめる比率が上がっていく。蝟い集しゆうする剣の群。ひとつところに密集した兵士たち全体から、陽炎かげろうのごとき戦闘意欲が沸きたっている。

  　雲うん霞かのような、という比ひ喩ゆがぴたりと当てはまる。これは軍勢という名の巨獣――聖獣ベヘモスそのものだ。

  　ひとりひとりの兵員はベヘモスの細胞に過ぎない。目標へむかいこの聖獣が蠢うごめくとき、己の身の細胞を磨すり潰つぶしながら立ち塞がるものを破壊するのだろう。この細胞たちはそうなることに心の底から納得している。自らがベヘモスを構成する一分子であることを骨の髄ずいから誇りにしている。居並んだ彼らひとりひとりの顔つきがはっきりしてくるにつれ、カヲルはそのことを無意識のうちに悟った。

  　美歌子は整列した軍勢の直前を駆け抜けていく。

  　候補生たちも片手に軍ぐん旗きを担かついだまま、一万を越える兵員たちの圧力を左半身に感じながら随ずい行こうする。

  　軍勢の先頭に掲げられたベヘモスの軍旗が決然と天を指している。レギオンを組んだ歩兵たちも、騎き狼ろうに乗った軽けい騎き兵へいも、兜かぶと牛うしに乗った重じゆう騎き兵へいも、硬い面おももちで蒼そう竜りゆうの駿足をただ見送っている。彼らの心根に刷り込まれた美歌子への畏敬の念は並大抵でない。面前を行く総司令官に怯おびえているかのように、彼らは雪原上に石せき筍じゆんのごとく林立したまま動かない。

  　そのとき――美歌子の腰が鞍くらから浮いた。

  　蒼竜を走らせながら、膝を伸ばしてぴんと背筋を立て、左手一本で手た綱づなを繰る立ち乗りの姿勢となる。

  　美歌子の右手が剣帯へ伸び、柄つかを握った。

  

  　――王剣テラトマ。

  

  　かつて霧きり崎さきキリヒトの手にあった無敵の絶ぜつ対たい斬ざん撃げき剣けんは、いまや美歌子の剣帯にその柄を留めていた。

  　どよめきが居並んだ兵員のあいだに洩れた。見ひらかれた二万以上の目が、剣の柄を握る美歌子の右手へ注がれる。

  　と、前触れもなくテラトマの束の下から鋭く細い銀針が八本、放射状に外へ飛び出した。針は美歌子の手首をむけて鉤かぎ状に折れ曲がり、命あるもののごとく、そのまま美歌子の手首へ突き立った。

  　美歌子の表情はなんら変わらない。しかしその針はぐいぐいと美歌子の皮ひ膚ふの下へ潜り込んでゆく。八つの筋が白い肌の上にみみず腫ばれのごとく浮かび上がり、皮膚と筋肉の狭はざ間まで蠢うごめいている。

  　針が肘ひじ辺りまで侵入したのを確認してから、美歌子はテラトマを鞘さやから抜いた。

  　そして立ち乗りの姿勢で軍団の眼前を走り抜けながら、王剣を高く掲げる。　

  　あろうことか、テラトマの刀身は燃えていた。

  　紫の炎が長い刀身にとぐろを巻いてからみつき、轟ごう々ごうと燃え立っている。

  　文字面通りの炎の剣――

  　それが天高く突き上げられ、長い火か焔えんの尾を曳ひきながら一直線にベヘモスの眼前を駆け抜けていく。

  　刮かつ目もくすべきは火焔だけではない。

  　白銀色の刀身そのものが成長している。

  　ただでさえ長かった刀身はいまや美歌子の背せ丈たけと変わらないほどに伸びきり、美歌子の細胞を自らの餌えさにしているがごとく、じりじりと剣けん尖せんを天へむかって押し上げている。

  　おおお、という唸うなり声が軍団から噴き上がった。

  　美歌子は軍団を睨にらみつけながら、その面前を全速で駆ける。紫の火の粉こが尾となって蒼竜の後ろを彩いろどる。

  　毅き然ぜんと背筋を伸ばし、天を突き刺すかのように美み歌か子こは鞍あん上じようで膝を伸ばしたまま体勢を変えない。その紫し紺こん色の瞳はテラトマの紫炎よりもさらに強い色で爛らん々らんと燃え立ち、兵員一人一人を睥へい睨げいする。

  　地鳴りのごとく、美歌子が駆け抜けたあとから感極まった叫びが兵列の狭はざ間まから湧き上がり、それはすぐに軍勢が作るときの声へと変じて、遙はるか彼方かなた、中国山地の山腹に木こ霊だました。寄せ返す波のごとく、歓声のうねりが高まり、低まったかと思えばより一層の強さを伴って天空を冲ちゆうする。

  　天てん蓋がいへ充ち満ちて大地を圧するときの声のただなか、一万を越える姫ひめ路じ兵へい全員が美歌子に魅了されていた。

  　レギオン兵団も、軽けい騎き兵へいも、重じゆう騎き兵へいも、槍兵、弓兵、象兵たちも、駆け抜ける美歌子を眼前にした皆が皆、我を忘れて歓呼の声をあげつづけた。

  　老いた騎き狼ろうにまたがり、炎の王剣を片手に掲げ、可か憐れんな紫し紺こん色の双そう眸ぼうで姫路全軍ベヘモスを睨ねめ付ける永遠の少女――

  　まるきり、神話世界の光景だった。

  　兵員も、観衆も、居合わせた全ての人間たちが、美歌子に魂こん魄ぱくを奪われていた。

  　そして無意識のうちに、自らがその神話の一部であることに無量の誇りを抱いた。

  　天上から降りてきたような美歌子の美しさがベヘモスをひとつにまとめあげていた。終わらない歓声が氷点の空を下から揺さぶるごとくに幾度も幾度も響きわたる。

  　畏敬の念は、憎しみに凝こり固まる天子候補生たちの胸にさえ芽生えていた。

  　シュンは魂を抜き取られたように美歌子の背から視線を剥はがせずにいた。

  　生来の冷れい静せい沈ちん着ちやくも、いまこの場では虚むなしかった。荘そう厳ごんな聖堂画に頭こうべを垂れる幼子さながら、シュンの心は美歌子の背中に跪ひざまずいていた。ベヘモスの旗を握る手に、彼に似つかわしくない力が籠こもっていた。

  　その傍かたわら、タケルもまた高こう揚ようのただなかにあった。

  　憎むことも忘れてただ陶とう然ぜんと、一万の人間たちの咆ほう吼こうを聞いた。　

  　若い血がたぎる。

  　丹たん田でんから熱いかたまりがこみあげてきて、全身の筋肉を躍動させる。

  　気が付けばタケルもまた鞍くらから腰を浮かし、背筋を反らし気味にして市旗を高々と掲げ、兵団へむかって咆ほう吼こうしていた。

  　ベヘモスがタケルに唱和する。互いの歓喜の声が折り重なり、澄み切った天頂へむけて一直線に駆け上がっていく。

  　そしてカヲルはひとり、手た綱づなを強く握りしめ、鐙あぶみを蹴け立たてながら、じっと美歌子の背中を見つめていた。

  　風にはためく緋ひ色いろのマントのむこうに、毅き然ぜんと伸ばした美歌子の華きや奢しやな背中があった。

  　カヲルの脳のう裡りには座学の時間に課題図書として読まされた一冊の本のことがよぎっていた。

  　ミルトン、「失しつ楽らく園えん」。

  　堕だ天てん使しルシフェルは至上者いとたかきものに反旗を翻ひるがえし、叛はん逆ぎやく天使の軍団を率いて天の軍勢に戦いを挑む。地下から溶岩を汲くみ上げて攻撃するルシフェルに一時劣勢に追い込まれた天使軍だったが、天あま翔かける戦車を操る御おん独ひとり子ごの助勢によって挽ばん回かいし、遂ついにルシフェルを楽園の際きわにまで押しやる。

  　カヲルが思い出していたのは、ルシフェルの脇腹に楽園追放の一撃を見舞い、永劫の奈落タルタロスへと突き落としたあの高名な天使だった。

  　天使長ミカエル。

  　純白の兵装に身を包み、炎の剣を掲げる美み歌か子こはあの本のなかのミカエルにそっくりだ。

  　すると姫ひめ路じ軍ぐんは天の軍勢だろうか。

  　穢けがれたこの世界へ秩序をもたらす正義の軍団。

  　そういえば上下とも真っ白な軍服は天使に見えなくもない。ならば美歌子に討うたれた霧きり崎さきキリヒトは堕天使ルシフェルと云ったところか。

  　テラトマの刀身にまといついた紫の炎から火ひの粉こが散って、夢想にひたるカヲルの眼前を鬼火のごとく行き過ぎていく。

  　カヲルの翡ひ翠すい色の瞳はじっと美歌子にむけられたまま動かない。

  　美歌子の心の奥底に横たわるなにかに、カヲルの心の奥底にあるなにかが反応していた。

  　美歌子の後ろすがたには悲しみがにじんでいた。

  　喩たとえるなら、心の中心にがっぽりとひらいた空洞。

  　氷壁に閉ざされた洞どう窟くつみたいな、冷たく凍いてついた虚きよ無む。

  　永遠の孤独。

  　果てのない寂しさがカヲルの内側に伝ってきた。

  　美歌子が憎いはずなのに、彼女が抱えた孤独に引き寄せられる。

  　身体の中心が美歌子に共鳴している。いま湧き上がっている軍団兵たちの咆ほう吼こうも、その共鳴の結果であるのかもしれない。

  　――呑のまれちゃ駄目だ。

  　カヲルはそう自分へ言い聞かせた。

  　これは美歌子の罠わなだ。こうして自身のカリスマを見せつけて候補生たちを懐かい柔じゆうするつもりに違いない。どんなに美しくても、悲しそうでも、美歌子は敵だ。無抵抗なカヲルの両親を、稲穂を刈るように無造作に殺した女だ。そのことを決して忘れるな。

  　美歌子の背を睨にらみつけながら無理矢理に憎しみを駆り立てていた、そのとき――

  「あ」

  　片手で握っていた軍ぐん旗きの柄えが、汗で滑すべった。

  「えっ」

  　慌あわてて握り直そうとした。しかし軍ぐん旗きは既に後方へむかって大きく傾かしいでいた。大ぶりな旗がそのまま風を受け、柄はカヲルの指の間からすっぽ抜けた。

  「あああっ！」

  　思わず悲鳴があがった。

  　叫びも虚むなしく、ベヘモスの軍旗は無情にもカヲルの遙はるか後方へすっ飛んでいき、一度地のうえで弾んでから力なく雪原に横たわった。

  　居並んだ軍兵たちが一瞬静まりかえった。幾人かの兵士たちが慌てて落ちた旗の回収にむかう。観覧区域の見物客の間にも、にわかに不穏なものが広がった。

  　カヲルの表情が一気に蒼白となった。

  　やってしまった。

  　美み歌か子こに気を取られてとんでもない失態を犯してしまった。握るもののなくなった右手が震えている。まさか駆け戻って拾いあげるわけにもいかない。

  　併へい走そうするシュンとタケルが強こわばった表情をカヲルにむけた。彼らもカヲルがやってしまったことの意味を知っている。ふたりとも目を大きく見ひらき、先程までの高こう揚ようはどこへやら、表情からは血の気けがまったく失せていた。

  　旗手が軍旗を落とす。

  　それは旗手だけでなく、軍団全体にとって恥ち辱じよく以外のなにものでもない。ベヘモスの軍旗は姫路全軍の力の象徴であり、軍団を構成する戦士たちの誇りそのものだ。カヲルは姫路軍の力と誇りを地の泥にまみれさせてしまった。

  『列を乱したものは処刑する』

  　演習前の美歌子の言葉がカヲルの耳じ朶だを打つ。列を乱しただけで処刑なら、旗を落とした場合は八つ裂きだろうか。

  　――殺される。

  　手た綱づなを握る手までが震えてきた。歯の根が勝手にかちかちと鳴った。

  　前方では、これから全体の機動演習に入るべく、兜かぶと牛うしを中心とした重じゆう騎き兵へい団だんが動きはじめていた。

  　美歌子は高々と突き上げていたテラトマを一度振り、紫の炎を中空へ払ってから鞘さやへ収めた。手首から八つの銀針が抜き取られたのを確認したのち後方を振り返り、その冷れい徹てつな紫し紺こん色の双そう眸ぼうをカヲルへ突き立てた。軍旗を落としたことに美歌子は気づいている。

  　胃の奥に重いものが満ちた。不安の塊かたまりが横おう隔かく膜まくを突き上げてくる。

  　――もう駄目だ。処刑される。

  　カヲルの左方向では各兵団が動きはじめていた。幾千の軍ぐん靴かのうねりが朔さく夜やの足元を不吉そうに揺らす。うなだれるカヲルの傍かたわらで、シュンとタケルが小声でなにやら一言二言、言葉を交わした。

  　短い話し合いを終えると、シュンは騎き狼ろう「立たち待まち」をカヲルの方へ寄せた。なにげない、世間話するような顔つきだが、眼鏡めがねの奥の目が真剣な光を帯びていた。その口が傍はた目めからはわからないほどわずかにひらき、そこから小声が洩もれた。

  「逃げよう」

  「……え？」

  「いますぐ。演習が終わったら捕らえられて処刑される」

  「でも、そんなの……」

  「大丈夫。僕らも一緒だ」

  　タケルの騎狼「十六夜いざよい」も寄ってくる。朔さく夜やの両脇を立待と十六夜が挟み込むかたちだ。

  「心配すんな。騎狼もいるし、おれら三人で協力しあえば逃げ切れるさ。このまま黙って殺されてたまるかっての」

  　タケルはそう言って、いつものようににっかり笑う。

  　ぐじゅ、っとカヲルの瞳が潤うるんだ。

  　このまま黙って殺されるのはカヲルなのに、タケルは自分自身のことのように思ってくれている。その優しさが沁みた。

  　でも。

  「いいよ。ミスしたのわたしだし。誰かが打たれても、かばわないのが約束だろ？」

  　シュンは目を閉じると首を左右に振り、彼には珍しく強い語調で、

  「打ちよう擲ちやくで済むならかばわないさ。でも今度のこれは打擲どころの騒ぎじゃない。姫ひめ路じ全ぜん軍ぐんの前で軍ぐん旗きを落としたんだよ？　示しをつけるためにも重じゆう罰ばつは充分あり得る」

  　シュンの言葉がカヲルの肺はい腑ふを抉えぐった。カヲルにもわかっていることだが、改めて人から言われると痛みがいや増す。ずしん、と重いものがまた胃の内壁にのしかかった。

  　泣きそうな顔を傍らへ上げた。

  　タケルが屈くつ託たくなく笑っていた。

  「いい機会だよ。どこまで逃げられるか、おれらの力試しだ。美歌子に一泡ふかせてやろうぜ」

  　他愛たわいない悪いた戯ずらをもくろむ悪ガキそのもののタケルだが、演習中の集団逃亡が悪戯で済むはずがない。捕まれば、シュンもタケルもカヲルと同じ罰を受けることになる。

  　と、カヲルの視界の端に、鶴つる木き山さん楼ろうの教務官たちが数人映った。全員がひどく険しい表情を浮かべ、薄い雪面を早足で蹴立ててこちらへ歩み寄ってくる。教務官たちの後ろには、屈強そうな直ちよく衛えい兵へいが十数名ほど付き従っていた。カヲルが抵抗したなら、力ずくでも縛ばくに就けられる体勢だ。

  　シュンとタケルが顔を見合わせてから、ふたり同時にカヲルを振り向いた。

  　カヲルは震えていた。

  　生きたい。無様に死にたくない。でもタケルとシュンを巻き込みたくない。ふたりを巻き添えにするくらいなら、わたしはここで捕まった方が――

  「実は僕、体力ないから、もう旗持つの限界なんだ」

  「ああ。おれもさっきから腕がしびれてさ。もう握力持たないや」

  　カヲルを逡しゆん巡じゆんさせるものを見切ったように、シュンとタケルはそう言ってからふたり同時に持っていた旗を投げ捨てた。

  　姫ひめ路じの誇りであるベヘモスの軍ぐん旗きとコロニー市旗が、紙くずみたいにぞんざいに宙を舞い、雪原へばさりと横たわる。

  　カヲルの両目が大きくみひらかれた。

  　こちらへ駆け寄ろうとしていた教務官たちのあいだに悲鳴があがった。

  　三人揃って全軍の眼前で姫路コロニーの旗を投げ捨てる――

  　明らかな天子候補生の叛はん乱らんだった。

  　手ぶらのシュンが楽しげに眼鏡めがねの奥の瞳を光らせた。

  「もう戻れないね」

  　憑つき物ものが落ちたような晴れやかな顔で、タケルがそれに応える。

  「そうだな。せいせいしたぜ」

  　ふたりは手た綱づなを振って騎首をカヲルの方へむけた。彼らの背中のむこうから、血相を変えた教務官と直ちよく衛えい兵へいたちが追ってくる。

  「行こう」

  　裏山の散策へ誘うような、なにげないシュンの言葉だった。

  　傍かたわらを駆け抜けるついでに、タケルは朔さく夜やの手綱を手に掛けると、強引に騎首を転じさせる。

  「ぼけっとするな。走れ」

  「さあ、カヲル」

  　タケルとシュンがふたりそろって、カヲルの前方を駆けていく。後ろからは追っ手の足音。

  　カヲルは決意と共に手綱を振って、タケルとシュンの背を追った。

  　こらえきれなくなったものがきらきら、目尻から溢あふれ出て朔夜の後方へ散っていった。背後から教務官たちの怒声と叫きよう喚かんが届けられる。

  　朔夜の足は速い。またたくまに前をいくふたりに追いつく。むけられたふたつの笑みへ、カヲルは乱暴な言葉を投げた。

  「馬鹿だっ。ほんとに馬鹿だっ。ふたりとも大馬鹿だっ」

  　泣きながら怒鳴りつけた。そして鐙あぶみを蹴け立たて、手綱を打ち振って先頭へ立ち、涙をきらきら中空へ撒まいてカヲルは雪原を駆けた。

  　カヲルの強がりをタケルとシュンは痛快そうに笑い飛ばすと、鞍くらから腰を浮かせて半はん屈かがみの体勢で鐙を蹴った。

  　三騎は雪原の東端をうずめる背の高い針葉樹林へ飛び込んでいった。

  　あまりにも堂々とした天子候補生たちの集団脱走劇に対し、姫ひめ路じ軍ぐんは完全に後手に回った。夜の山さん楼ろうでは脱出防止の備えをしていても、昼間、姫路市民と姫路全軍の眼前で脱走するとは誰も予測出来ていなかった。対応の遅れがそのまま追跡の困難へ直結した。

  　教務官の報告を受け、慌あわてて追跡に転じた軽けい騎き兵へい団だんが同じ林に轍わだちを刻んだ頃、三人は既に暗く深い樹林をくぐりぬけ、雪を抱く中国山地を東へむかって登とう攀はんしていた――

  

  　　　†††

  

  「あはは、逃げてる、逃げてるっ！　すごいわ、パパ、天子候補生が三人とも逃げ出しちゃった！」

  　観覧区域から一部始終を見守っていたフォックスは、他の観客と一緒になって突然の珍事を楽しんでいた。遙はるか彼方かなた、砂さ塵じんにも似た白しら霞がすみを蹴立てて三頭の騎き狼ろうが逃げていく。その後ろから走って追いかける幾人かの兵隊と、あわてふためく近この衛え兵団の様子が見て取れた。

  「なかなかやるわね、あの子たち。ひょっとするとこれから要チェックかも。わたしが見たところ、中心にいるのはあの女の子、カヲルちゃんね。他のふたりはカヲルちゃんの気を引きたくて頑張ってる感じ。うん、もちろんわたしの直感だけど、パパなら価値をわかってくれるでしょう？」

  　フォックスはひとつ息を整えて、弾んでいた語調をただした。あまりに面白い見せ物だったからつい興奮したことを反省しつつ、落ち着いた声でまとめる。

  「逃げ切れるかはわからない。三人のがんばり次第ね。けど、あのカヲルちゃんはこれからチェックしておいて間違いないかも。姉さんがテラトマを抜いたとき、他のふたりは気け圧おされたり感化されたりしたけど、カヲルちゃんだけすごく冷静だった。化ける可能性があるとしたら彼女。生き延びてくれるといいわね」

  　もはや雪が剥はげ落ちた眼前の大地から土煙があがった。再び戦せん象ぞうの群が動き出し、そのすさまじい威圧感を以もつて候補生逃亡の余よ韻いんを強引にその場からさらっていく。

  　フォックスは候補生たちが消えていった彼方かなたの針葉樹林を一度見やってから、目を正面の姫路全軍へと引き戻した。軍団はいまのほつれを覆おおい隠そうとするかのように迅じん速そくな動きで機動演習へ入っている。

  　演習が終わるまでこうして報告をつづけ、終わったなら彼女の言葉を全て記憶したエブラハムを父親のもとへ飛び立たせる。そしてフォックスはまた新たな見聞を求めてさすらいの旅へ出ることになる。彼女はこの役割をとても気に入っているし楽しんでもいる。基本的には傍観者の立場だが、これまでに何度か感情に流されて目の前の事態に介かい入にゆうしたこともある。恐る恐る父親にそのことを報告すると、たいがい笑って流してくれた。かつては笑ってすませられないほどの深刻な介入さえも笑って流した実績がある。そんなときはフォックスの直感も父親のもくろみを理解出来ない。

  　もしかすると父親は、フォックスが事件に介入することを楽しんでいるのかもしれない……とも思うがよくわからない。とにかく出来るだけ介入は避けよう。特に以前のような歴史そのものを揺り動かしてしまうようなことだけは。そう常々自分に言い聞かせているフォックスだったが、かなりなお人ひと好よしを自他共に認められているだけあって非常事態に遭そう遇ぐうしてしまった場合自分がなにをするかわからない。

  「わたしはただの傍観者」

  　座ざ右ゆうの銘めいを胸に深く刻み込み、フォックスは紅くれないの瞳を演習場へむけた。己の役割は観察と報告、それ以上でも以下でもない。ただ愛する父親からのねぎらいと称賛だけを心の励みに、いままでもこれからも日本中の面白そうなところを渡り歩きつづけるフォックスことＦＯＸＰ２フオツクスピーツーだった。



  


  　　　七．

  

  　目覚めると、破れた障しよう子じ越しの朝日が斜めに入り込む久く坂さか家の居間だった。

  「ぬ……ぐ……」

  　苦く悶もんとともに毛布をはねのけ、上体だけ起きあがって伸びをする。

  　ぼけー、と寝ぼけ眼まなこのまましばらく、タマは縁側と居間を仕切る白い障子戸を眺めていた。障子紙があちこち無惨に破れていて、桟さんが折れてしまっている箇か所しよもある。

  　なぜ自分がここで眠っているのかと自問してみて、昨夜、町の連中とここでどんちゃん騒ぎをやらかしたことを思い出した。兵士職はもちろん、役場の人や表通りの店持ち商人、普段は会わない農家の人々なども呼び集めてめちゃくちゃに賑にぎやかな飲み会が行われた気がする。いまはきれいに片づいているのはきっと、みなが帰ったあとリオがかいがいしく掃そう除じしたからだろう。

  　ひどく喉のどが渇いている。かなり酒を飲まされたように思うが詳しくは思い出せない。なぜか身体の節々が痛む。着ているＴシャツが少し汗くさく、なぜかところどころ破れてしまっている。

  「頭いてえ」

  　ぼそりと呟き障しよう子じ戸どをあけて縁側から草ぞう履りをつっかけ中庭に降りた。桶おけに溜めたくみ置きの水で顔を洗ってうがいする。なんだかもうすっかり久く坂さか家の住人のようにこの家に慣れ親しんでしまった。

  　見上げると、澄んだ空があった。まだ太陽は低いのに空はとても青い。もう八月の下旬だが残暑は厳しく、蝉せみの声も翳かげりを知らない。

  　こきこきと首を鳴らし、腕と足をぶんぶん振り上げて体操していると、傍かたわらから無ぶ愛あい想そうな声をかけられた。

  「おはよう、馬鹿」

  　浅あさ黄ぎ色のパジャマすがたのユーキが、口に歯ブラシを突っ込み、片手にコップを持ったまま、醒さめた目でタマを見ていた。

  「いきなり馬鹿ってなんだ馬鹿って」

  　ユーキはタマをおしのけるようにして桶の水をコップに汲くむとその場で歯は磨みがきをはじめた。その目が若干まだ寝ぼけている。

  「おほえてなひのか」

  「歯磨きしながら話すな」

  「はーか。はーか」

  「いまのはなんて言ったのか大体わかるが、とりあえず歯磨きしながら話すな」

  　うがいした水をぺっと地面に捨てて、ユーキは袖そでで口元をぬぐうとタマを醒めた顔で見やる。

  「昨晩、町の人たちの前でなにをしていたか覚えてないのか」

  「全然」

  「『少しよう林りん寺じ木もく人じん拳けん』とかいう映画に出てきた木もく人じんの真ま似ねをずっとしていた」

  「へ？」

  「前文明期に流行していた映画だそうだが、わたしたちにはさっぱりわからん。なのにお前はずっとずっと、ず―――――っと、腕と足をぶんぶん振り回して木人の真似をし続けていた」

  「え、うそ？　なんだそれ」

  「面白くもなんともないのに、お前ひとり大受けでな。そのうち木人の真似しながらウッシーに襲いかかって、ちゃぶ台をひっくり返すわ、障子を破くわ、ぼんぼりを蹴倒すわ、大変な騒ぎだった。出陣前の厳げん粛しゆくな壮行会のはずだったのに、お前の馬鹿がみんなにうつってただの乱らん痴ち気き騒ぎになってしまった」

  　焦あせったタマは己の脳のう裡りを漁り、かろうじて昨夜の記憶の断片に辿たどりついてハッと我に返った。

  　言われてみれば確かにそうだ。皆が皆、醒めきった顔をしているにも拘かかわらずひとりでずっと爆笑しながら木人になりきって大暴れしてしまった。

  　思い出した途端、タマの両頬が真っ赤に染まった。あまりの恥ずかしさに死にたくなる。

  「うわ―――っ、思い出した、うわ――――っ、うわ―――っ。死にて――――っ」

  「うん。あまりにひどいからお前のみぞおちに何度か練れん氣きを叩き込ませてもらった。殺さずに失神させるのも難しいんだぞ、わたしに感謝しろよ」

  「おぉ、ありがとう。そうか、おれ、酔っぱらって寝込んだんじゃなくて失神してただけかー。ってなにすんだお前っ！」

  「うるさい、黙れ、お前が悪い」

  「下手すりゃ失神じゃ済まないだろうがっ」

  「下手をすれば五ご臓ぞう六ろつ腑ぷが爆砕しただろうが、まあ、お前は大丈夫だろ」

  「大丈夫だけど大丈夫じゃねえ！　おれだって痛いのは痛いんだ！」

  　仲良く喧けん嘩かしていると、後ろから鍋をお玉で打つ音がカンカンと響いた。

  　振り返ると縁側にエプロンをつけたリオが立っている。もう朝食の支し度たくが整っているようだ。

  タマは出かけた文句を引っ込めて、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま縁側にあがると居間のちゃぶ台の前に座った。一方のユーキは自室へ着替えに戻っていく。

  「おぉ、すげえ。出陣祝いか。豪勢だな」

  　卵焼き、川魚の塩焼き、麦飯、芋いもの煮付け。ちゃぶ台に並んだリオの心づくしに、タマの顔がほころんだ。

  　エプロンを解いたリオは畳たたみに腰を下ろすと、珍しく強こわばった面もちでじっとタマを見る。

  　リオがなにを伝えたいのか、大体のことはタマにもわかった。

  「心配すんな。みんなちゃんと戻ってくるよ」

  　タマはいつものようにへらへらしながら、リオの頭をごしごしとぞんざいに撫なでた。

  　リオは泣きべそをこらえ、撫でられながらメモ帳に走り書きをする。

  『ユーキを守って』

  　そう綴つづられた文字を、タマは鼻で笑うとおどけた口調で、

  「守るもなにも、あいつはやられないよ。あの女は殺されても死なないタイプだ」

  　リオは口をぎゅっと引き結び、不満そうな上目遣いでじっとタマを見る。

  　その汚けがれのないまっすぐな眼差しをむけられると、タマも真面目に返事せざるを得なくなる。はぁっと溜ため息いきをつき、リオの耳元に口を寄せて、小声で呟いた。

  「わかってるよ。おれに任せとけ」

  　リオが間近からタマを振りむき、微笑ほほえんだ。タマの苦笑が返る。

  「そのメモは捨てろよ。ユーキに見せるな。おれがついてると思って無茶するから」

  　リオは真ま面じ目めに頷くとメモを切り取り、スカートのポケットにしまった。

  　おりよくふすまがひらき、軍服に着替えたユーキが居間に入ってくる。兵装は夏用のもので、子鹿色のズボンに白い長袖シャツと紺のネクタイを合わせたものだ。

  「お、ご馳ち走そうだ。ふんぱつしたな、リオ」

  　ちゃぶ台の前にどっかりあぐらを組むと、ユーキはさっそく両手を合わせて「いただきます」と言い、芋の煮付けに箸はしを伸ばした。

  「ん？　なんだどうした」

  　芋をもごもごしながら、ユーキは怪け訝げんそうにリオとタマの笑みを見返した。

  「なんでもない」

  　にやにや笑いながら、タマも朝食に手をつける。

  「なに笑ってるんだ。またくだらない与よ太た話ばなしでもしてたのか」

  「まあ、そんなとこ。うわ、この魚うめー。卵焼きうめー」

  「うん、おいしい。おいしいよ、リオ」

  『おかわりあるよ』

  「おれ、おかわり」

  「わたしもおかわり」

  　差し出されたふたつのお椀わんを、リオは笑顔で受け取った。

  

  　ちゃぶ台の上が片づいて、タマは満足そうに立ち上がって伸びをすると、

  「んじゃ行くか」

  　ユーキも立ち上がってタマの格好を眺め、

  「お前、軍服に着替えろよ。今日はＴシャツじゃダメだ。このあいだ支給されたのがあるだろ」

  「わーってるよ。長屋に置いてある。河か川せん敷しきに集合だよな。着替えてから行くよ」

  「よし、行こう」

  　タマとユーキが玄関口へむかう。リオがふたりの背中のうしろにつく。玄関で靴くつを履はいて、ふたりはリオを振り返った。

  　リオは両腕をユーキの腰の後ろに回し、ぎゅっと抱きついた。ユーキは優しくリオの髪を撫なでる。

  「心配いらない。帰ってくるから」

  　リオは抱きついたままユーキを見上げた。その目が潤うるんでいる。

  　ユーキは微笑ほほえんだ。膝を折り曲げ、リオの背中に手を回して抱きしめる。

  　ふたりはしばらく無言のままそうしていた。血のつながりはないが、本当の姉妹そのもののユーキとリオだった。

  　タマはそっとその場から離れて、玄関の外でユーキが出てくるのを待った。すると草ぞう履りをつっかけたリオが表へ出てきて、タマにむかって腕をひろげた。

  　タマはリオを片手で肩の上へ抱き上げた。リオは両手をタマの首の後ろに回す。

  「うまい晩飯、楽しみにしてるぜ。たぶんおれそのとき、腹ぺこになってるから」

  　からみついたリオの腕に力が籠こもった。リオの頬がタマの髪にすりつけられる。タマはリオの背中をぽんぽん叩くと、その小さな身体をゆっくり地面に下ろす。剣帯にサーベルを吊つるしたユーキも玄関から出てきて、リオの肩に手を置いた。

  「留守を頼む。もしものときはみんなと一緒にスタジアムに逃げるんだ」

  　ユーキの言葉に、リオは強こわばった顔で頷いた。

  　ユーキはタマに顔をむけると、

  「お前に話がある。途中まで一緒に行こう」

  「あいよ」

  　リオに何度か手を振って久く坂さか家を離れ、タマとユーキは連れだって木立を抜けると、多た摩ま川がわの堤防へと足を踏み入れた。

  　東の空の低い位置にある太陽が川の流れを真しん鍮ちゆう色に染めていた。膨張したちぎれ雲が幾つも、紺こん碧ぺきのただなかに鮮やかな白を刻んでいる。堤防の傾斜は朝あさ露つゆを孕はらんだみずみずしい若草に埋うまり、河か川せん敷しきに群生する菜の花や紅べに花ばなが緑一色の絨じゅう毯たんへ黄色や橙だいだい色いろの彩りを霞かすみのように浮き立たせていた。

  　ふたりは八月の太陽を背に受け、自分たちの影を踏みながら上流目指して堤防上を歩いていく。

  「あちぃ」

  　Ｔシャツの胸元を引っ張って風を入れるタマへ、ユーキは真剣な顔をむけた。

  「お前、今日の戦いくさ、真ま面じ目めに戦う気はあるか？」

  　タマは一瞬その質問に首を傾かたむけ、それからにっかり笑った。

  「あんま、ない」

  「……そうか。そうだよな」

  「給料分はやるよ。でも傭よう兵へいだからな。必死にはやらない。あんま期待するな」

  「……ああ。はじめからしてない。でも、だから、お願いがあるんだ」

  「ん？」

  「これからわたしが言うことは人に言わないでくれ。でも頼む。傭兵のお前でないと頼めないことなんだ」

  「聞くだけ聞こうか。返事はそのあとで」

  「……うん。あのな。その……もしも万が一、わたしたちが白しら河かわに負けた場合のことなんだが」

  「万が一、っていうか、負ける可能性の方が高いけどな」

  「……そうか？」

  「ああ。聞いた話だとかなり戦力差あるらしいな。まあ戦いくさなんてどうなるかわかんないけど、数が多い方が強いのはほんとだ。で、負けたときにどうする？」

  「お前、そのときはもう戦わなくていいから、町に戻ってリオを助けてやってくれないか？　どこか安全な場所に連れて行って、出来れば大人になるまで面倒をみてやってくれると……うれしい」

  「…………」

  「ぶしつけな願いだとわかってる。でも、リオもお前になついているし、お前だってリオのこと嫌いじゃないだろう？　だから……」

  「やだね」

  「なんでだ。報ほう酬しゆうが欲しいなら、わたしのへそくりをやるぞ。わたしの部屋の神かみ棚だなの裏に三千丁ちようほどある。だからそれで……」

  「調ちよう布ふが負けたら丁なんて意味ないだろ。そういうのは砂金とかに換えとけ」

  「でも、その、なにかの役に立つかもしれないし……」

  「別に報酬なんかどうでもいいよ。おれにそんな役目を押しつけるな。お前がやりゃいいだろうが」

  「だってわたしは、調ちよう布ふ新しん町まちのために死ぬまで戦うのが義務だ。負け戦いくさだからって途中で逃げ戻ることなんて出来ない」

  「なんだそりゃ。お前が格好つけたいだけじゃねえか。そんなの偽善だ偽善」

  「……だって」

  「うるせえ、ぐだぐだ言うな。いいんだよ、逃げても。逃げろ逃げろ、役目なんか放り出して死ぬまで逃げろ」

  「そんなこと出来るわけないだろっ」

  「なんでだ、リオが大事なんだろ？　だったらてめえの安いプライドなんか捨ててリオを守れ」

  「違うっ、リオだけじゃない、町のみんなを助けたいんだっ。だから、わたしは、力の限り最後まで……」

  「それならはじめから負けることなんか考えるな。負けたら終わりなんだよ。負けたら全部、敵に奪われるんだ。リオも、町の連中も、お前の命もへそくりも、この町が持ってるもの全部なにもかも根こそぎぶんどられる。だから負けたら絶対に駄目なんだ。大事なものを失いたくないなら勝つしかないんだ。相手を全員くそみそにぶっ殺して、二度と立ち上がれないくらい踏みにじるしかないんだ。軽く踏みつけたら反撃されるけど、徹底的に踏みつければ反撃はない。自分の持ち物を奪われたくないなら相手のものを奪え。大事な人を殺されたくないなら相手を皆殺しにしろ。それがルールだ。どこまでも単純で、どこまでも情け容よう赦しやないルールだ。そのことを自覚してなきゃ、戦には勝てないんだ」

  　タマはひと息にそう吐き捨てた。タマにしては珍しく真剣な感情が露あらわになっていた。やや気け圧おされてユーキは言葉を呑のみ込む。タマは思わず真ま面じ目めになってしまったことに自分で気づき、決まり悪そうにぼりぼりと後頭部を掻かきむしってから、ギンとユーキを睨みつけた。

  「今日の戦、鍵かぎを握ってるのはお前だ。それはわかってるのか」

  「…………」

  「この町を守りたいなら絶対に容赦するな。一人でも多く相手を殺せ。相手はお前ほどお人ひと好よしじゃない。お前、人を殺したことはあるのか」

  「……あぁ。もう何人も殺あやめてる。わたしはとっくに人殺しだよ。逡しゆん巡じゆんはない」

  「今日みたいな大きな戦いくさに出たことは？」

  「……ない。盗とう賊ぞく団だん相手に数十人程度の抗争はあるけど、千人を越える規模の戦いははじめてだ」

  「氣き弾だんの撃ちどころを間違えるな。雑ざ魚こ相手に使っちゃ駄目だ。あれは敵の主力相手に使え。お前には戦局を一発でひっくり返す力がある、それを忘れるな」

  「…………」

  　ユーキは硬い表情のまま、ただ黙ってタマを見ていた。

  

  　――霧きり崎さきキリヒト。

  

  　遠い昔に捨てた、タマの本当の名前。その名が一瞬、ユーキの脳のう裡りをよぎった。

  　タマはユーキの目線からぶっきらぼうに顔を背けると、ジーンズの後ろポケットに両手を突っ込み、ユーキを置き去りにしてふてくされた足取りで堤防を歩んでいく。

  　タマの背中から、どこか空虚なものが伝ってくる。

  　ユーキはどこかでタマに似た背中を見たことがある。どこだったかと少し考え、網もう膜まくの奥に刻みつけられた景色が蘇よみがえった。

  　まだカヲルと呼ばれていた一二歳の冬――朔さく夜やの手た綱づなを引き絞しぼり、必死に追いすがったあの背中。

  　風になびく緋ひ色いろのマント、雪原に溶け込む純白の兵装、紫の炎を吐き散らす王剣テラトマ。老いた騎き狼ろうにまたがり、姫路全軍ベヘモスを咆ほう吼こうさせた永遠の少女――

  　そうだ。タマの背中はあのときの美み歌か子こによく似ている。そういえばタマと美歌子は同じ神かみ追おいの出身のはずだ。西せい征せいにもふたり一緒に参加している。そして加か古こ川がわで、キリヒトことタマは美歌子に討うたれて生涯を終えた――はずなのだ。

  　ユーキはタマに、西征のことを尋ねたことはない。本人が触れてほしくなさそうなのは明らかだし、人が捨てた過去をほじくり返すのは下品だと思うから。もしかするとタマと美歌子は恋人同士で、けれど殺しあいを演じなければならなかった事情があるのかもしれない――などといくらでも憶測は出せるが、下げ衆すの勘ぐりもいいところだ。ユーキも自分の過去を他人にほじくり返されるのは好きではないし、自分がいやなことは人にもしないと決めている。だから何も聞かない。ただ、いまのタマだけをユーキは見ている。

  　堤防上、タマの背中が去っていく。

  　ユーキの胸にはなぜか温かなものがよぎっていた。

  　タマは本当はもう、こんな面倒なことに巻き込まれたくないはずなのに、珍しく本気になってユーキに助言をくれた。世捨て人を気取るくせに、そうなりきれずに周りの人間たちのことを心配している。言葉はぶっきらぼうだが、調ちよう布ふ新しん町まちを負けさせたくないからあんな風に真剣に忠告してくれた。

  　――優しいな。

  　ふたりのあいだを風が吹きぬけた。堤防の傾斜に咲いた野の花たちがたわみ、濃い夏草の香りがあたりへ散って、青々とした多た摩ま川がわの川面にさざなみが立った。

  　ユーキのなかの、なにかが動いた。

  　長い足が前へ送られる。ユーキは駆けた。

  「なあ、タマ」

  　小走りでタマに追いつき、名前を呼んだ。

  「なんだよ」

  　軽く息を整えてから、ユーキは顔を上げた。

  「お前、ほんとはこの町が好きだろ」　

  「あ？」

  　振り返ったタマの目線の先に、ユーキの悪いた戯ずらっぽい微笑があった。

  「素直じゃないなあ」

  　ユーキはタマの首の後ろに片腕を回すと、そのままぐいっと自分の脇腹へ首を捻ひねり込み、ヘッドロックの要領でぎりぎりと締め上げた。

  「いででででっ。なにしやがる、放せっ！」

  「白状しろ。この町の人たちが好きだろ？」

  「イダイイダイイダイィィィっ！」

  「わたしもこの町が好きだ。行き場のなかったわたしに居場所をくれた。生きることは楽しいことだと、この町が教えてくれた。だから戦うよ。人だって斬きる。町を見捨てて逃げるなんて、絶対にしない」

  「人の首を捻りながら演説すんなっ！　わかったから放せっ！」

  　ぱっ、とユーキはヘッドロックを解いた。タマは素早く後方へ飛び退くと、歯は茎ぐきを剥むき出しにユーキを威い嚇かくする。

  　その威嚇へ、ユーキの照れくさそうな笑顔が返った。

  「先に行くぞ。ちゃんと着替えて来いよ。じゃあ、あとで」

  　手を振って、頬を赤らめたユーキはタマに背をむけると、たたたっと堤防上を軽い足取りで走り去っていく。タマはひとり、その場に置き去りだ。

  「……なんだあいつ」

  　不ふ機き嫌げんそうに独ひとりごちて、タマは町役場へと足をむけた。

  

  　役場内の長屋の一室がタマの部屋だ。そこで支給された軍服に着替えてまた外へ出る。ユーキと同じ白のシャツに紺色のネクタイ、子鹿色のズボンに半はん長ちよう靴かを合わせ、二本の短剣を腰の両側の剣帯に差している。

  「きっつー」

  　普段楽な格好ばかりしているから、こういう折り目正しい服は着心地が悪い。強い陽射しに晒さらされて肌が汗ばみ、ネクタイをゆるめた。

  　戦いくさの際に所定の軍服を着るのは同どう士し討うちを避ける目的と、統一性のある整然とした外観で敵を威圧しひるませる目的がある。それに同じ服を来ている者同士に自然な一体感が芽生え、仲間意識が強まる。財政に余裕のある共同体はそれぞれに趣向を凝こらした軍服を採用して、自軍の独自性や芸術性を誇示することに余念がない。調ちよう布ふ新しん町まちにはなかなか趣味のよいデザイナーがいるらしく、軍服は瀟しよう洒しやという言葉がぴたりと当てはまる仕立てだった。

  　役場の敷地内をぶらぶら歩いて門を出ようとしたところで、背後から声をかけられた。

  「やあ、タマじゃないか。いま出発かい？」

  　振りむくと、長めに伸ばしたさらさらヘアーの青年が爽さわやかそうに笑んでいた。その口元からこぼれる白い歯がきらり、日の光を弾く。

  　げんなり。という気持ちがこれ以上ないほどにタマの顔に刻まれた。調布新町の軍服に身を包んだ青年はそのげんなりに気づくことなく快活に微笑ほほえむと、

  「一緒に河か川せん敷しきへ行こうか。僕ときみでは身分が違うけど、遠えん慮りよはいらないよ。今日の僕は町長の一人息子ではなく、一いつ介かいの兵士に過ぎない。恐縮しなくていい、僕は寛大だからね。さあ、勇んで行こう。卑ひ怯きような白しら河かわコロニーの連中に正義の鉄てつ槌ついを下さなければ」

  「あぁ……そッスね」

  「どうしたどうした、覇は気きがないぞ。もしかして戦が不安なのかい？　大丈夫、僕がついているから。怖いときは、僕の背中に隠れていればいい。僕は寛大だからそのくらいで怒りはしないさ。なんといっても寛大さで比べれば、父よりも僕の方が上なのだからね。さあ、早く歩こう。怯おびえるみんなが僕を待っている」

  　青年はきっぱりと言い切り、タマを促して並んで歩きはじめた。タマはあらぬ方向を眺めていやそうに舌を出すと、諦あきらめの吐息をついて青年と肩を並べた。

  　高たか比ひ良ら啓けい一いち郎ろう、二七歳、独身。

  　現調布新町町長、高比良啓けい十じゆうの一人息子であり、啓十のあとに町長を引き継ぐ使命を負った人物。風に波打つさらさらの髪と白い肌、磨きのかかった真っ白な歯、全身から爽やかオーラを立ちのぼらせつつ、今日も過か剰じような自意識に立りつ脚きやくした妄もう念ねん・迷想・偏へん狭きよう極まる固定観念の垂れ流しに余念がない。啓一郎の持つ全ての要素、全ての言葉がタマの神経をこれでもかと逆さか撫なでする。

  　タマの苛いら立だちなど気づくことなく、啓一郎は青空を見上げて爽やかに、

  「いい天気だなあ。今日も暑くなりそうだ。まさに戦いくさ日和びよりというやつだね」

  「そッスね」

  「そういえばタマはなかなかの腕の持ち主だそうだね。優れた特とく進しん種しゆだと聞いているよ。今日はどちらが多くの敵を倒すか、僕と競争しようか」

  「そッスね」

  「よし決まりだ、武む蔵さし野のの暴れ馬と称される僕の活躍に尻込みするなよー？」

  　タマは啓一郎の鼻の穴に人差し指と中指を突っ込み、そのままぐいぐいと上方へ押し上げながら「誰がいつそう呼んだそう呼んだやつをここに連れてこいお前が自分で自分のこと暴れ馬て言ってるだけだろうがあまりいつまでもふざけたことをぬかすな顔面を砕かれたいか頭頂部を抉えぐられたいか金玉を切り落としてお前の鼻の穴に詰め込むぞこの馬ば糞ふん野郎この馬鹿ボンボンこの自意識過か剰じようの鳥とり頭あたま野郎」と怒鳴りつける自分を夢想して苛いら立だたしさを抑えつけ、「そッスね」と返事してほてほて歩いた。

  　調ちよう布ふ新しん町まち町長の地位は高たか比ひ良ら家の世せ襲しゆうである。選挙はなく、役場の人間の人選も町長の独断で行われている。もともとの町の成り立ちが現町長高比良啓けい十じゆうの父、啓けい三ぞうが保有していた耕地を中心としたものであるため、世襲制に対しての不満はそれほど表おもて沙ざ汰たにはなっていない。実際、タマから見た啓十は深しん謀ぼう遠えん慮りよと剛ごう毅き果か断だんな性質を併あわせ持つ優れた町長だ。調布新町が人口一五○○人を越える中規模共同体として内部抗争もなく安定して運営されているのは啓十の手腕に拠よるところが大きい。

  　だがしかし――啓十のあと、啓一郎が町長の座を引き継いだとき、この町は滅亡するのではないか。町役場の職員たちの間ではまことしやかにその不安が囁ささやかれている。

  　間違いなく滅ぶ。

  　タマは確信をもってそう思う。

  　共同体の盛せい衰すいを決めるのはひとえに指導者の器量だ。

  　優秀な指導者に率いられた共同体はどこまでも栄はえるし、愚おろかな指導者を抱いた共同体はどこまでも衰おとろえる。啓一郎が指導者として最悪なのは、愚かなうえに自意識過剰で野心的なところだ。法も政府も秩序もない代わりに男が夢を見やすいこの時代、おのれの器量を勘違いして大きな野望を胸に抱き、共同体の住民たちや近隣諸しよ侯こうへ多大な迷惑をかける目立ちたがりの指導者はあとを立たない。日常会話がそのまま大たい言げん壮そう語ごな啓一郎の腹のなかにはどんな巨大な夢が詰まっているのか、それが気がかりなタマだった。

  　いつ果てるとも知れない妄もう信しん・妄もう説せつ・妄もう評ひようの限りを尽くした啓一郎の言葉を適当に聞き流しながらほたほた歩き、タマは堤防の傾斜を登りつめて河か川せん敷しきを見下ろした。傍かたわらの啓一郎の表情がほころぶ。

  「やあ、これは壮観。高い金を払って兵装を揃そろえた効果があったね」

  　多た摩ま川がわ河川敷には町内から呼集された兵員がおそろいの子鹿色を基調とした軍服に袖そでを通して整列していた。その数、五百有余名。調布新町では五、六人からなる小隊を一戦闘単位として、六個小隊を中隊、三個中隊を大隊と呼ぶ。九十人以上の兵員から成る大隊が全部で六つ組まれ、二個大隊が一兵団――調布新町の用語では「列」となって出立のときを待っている。

  　調布新町内からは肉体的に健康な一八歳以上五○歳未満の男性が全員あまさず招集された。全員が他に本業を持つ兼業兵士である。二週間に一度、兵士職職員の指導のもとに戦闘訓練を積んではいるが、白しら河かわコロニーの保有する常備兵に比べればアマとプロの違いはやはりある。毎日毎日、他人を殺すための訓練を受けている常備兵は日々平穏な日常生活を送っている兼業兵士よりも格段に強い。そもそも常備兵になれる人材というのは暴力しか取り柄のないような人間であり、そんな人間が毎日毎日血ち反へ吐どを吐くような訓練を課せられ集団戦で機能するように仕込まれているのだ。常備兵が幕内力士だとすれば、兼業兵士は相撲すもう部ぶ所属の高校生、くらいの実力差がある。調ちよう布ふ兵が白しら河かわ兵に張り合える点といえば、自分の町や家族を守ろうとする気持ちだけだ。

  　タマは目線を対岸へと持ち上げた。川むこうの堤防上、十数騎の軍馬がこちらにむかって駆けてくるのが見て取れる。近隣共同体からの援軍だろう。啓けい十じゆうの要請を受けて駆けつけてきたものに違いない。

  「あれは桜さくらヶが丘おかの騎兵だ。あの村の財政ではあの数が限界かな。駆けつけてくれたことには感謝するが、それにしてもせこい援軍だね。負けたときの痛手は最低限に抑えて、勝ったときはたっぷり戦利品を獲えようって腹づもりだ。桜ヶ丘村長の考えそうなことだよ、まったく性根の卑しいものたちめ」

  　そこまで言ったところで啓けい一いち郎ろうの言葉が切れた。彼の目線が桜ヶ丘騎兵から引き剥はがされ、なだらかな山が連なる多た摩ま川がわ上流方面へむけられる。

  「あの軍馬はどこだろう。ずいぶん物々しいな」

  　啓一郎は目を細めて、遙はるかな軍影を観察した。おぼろに揺らめく夏の大気のむこう、二キロほど遠方の対岸をかなりな数の軍馬がこちらを目指して行軍してくる。幾百の蹄ひづめのかきたてた砂さ塵じんが兵団の後方に灰白色の霞かすみをかけていた。

  　やがてその兵装が判別出来た。上下共に青灰色と群ぐん青じよう色の斑まだら模様――いわゆる市街地迷彩を施した軍服。先頭をいく歩兵はいずれも腰の紐ちゆう帯たいの左側に長剣を、右側に短剣を吊っている。啓一郎が素すっ頓とん狂きような声をあげた。

  「驚いた、八はち王おう子じコロニーの援軍だ！　過去の遺い恨こんは水に流してくれたのかな。百ひやく武たけ市長の英断だね。これは父も喜ぶに違いない」

  　八王子コロニーの軍勢はタマから見ても立派なものだった。一いつ糸し乱れぬ秩序だった行軍は遠目からでも常備兵のものだとわかる。前文明期であれば銃器で武装していたであろう市街地迷彩の兵装に、長剣、長槍、長弓等を合わせている。数は目算でおよそ二○○。そのうち騎兵が二○騎ほど。調ちよう布ふ新しん町まちでいう二個大隊相当の軍兵を援軍に差し向けたとすると、これは確かに八王子コロニー市長の果か断だんだが。

  　――援軍の危あやうさをここの町長は知ってるかな。

  　タマは醒さめた頭でそう思う。強力な援軍というものは自軍に対して常に害をもたらすと考えた方が良い。戦いくさに負けた場合はそのまま自軍の悲劇だし、勝った場合も強力な援軍に自軍の主導権を握られることがままある。この場合だと、調布新町が白河に勝った場合でも、戦勝の利益を八王子が持っていく可能性が捨てきれない。援軍というものは常に、謀ぼう略りやくを身のうちに孕はらんでいるのだ。無邪気に喜ぶ啓けい一いち郎ろうの傍かたわらで、タマは自分がいつのまにかこれからの調ちよう布ふ新しん町まちを案じていることに気づいていた。

  　陽炎かげろうの彼方かなた、徐々に明らかになってくる八はち王おう子じ軍は、白馬に乗ったひとりの将が先頭に立って後続を率いていた。遠目から見てもずいぶん華きや奢しやな将だ。

  「あ、女か」

  　白馬の将がまだ少女といっていい形なり格かつ好こうであることに気づき、タマはぽつりと呟いた。

  

  　　　†††

  

  　多た摩ま川がわ河か川せん敷しきの端に、四方を白い幔まん幕まくで囲んだ仮本営が設置されていた。

  　調布新町の兵装に身を包んだ高たか比ひ良ら啓けい十じゆうは床しよう几ぎに腰を下ろし、こちらへ歩み寄ってくる八王子コロニー市長代理、百ひやく武たけ沙さ也や加かの立ち振る舞いへ奥まった双そう眸ぼうをむけていた。啓十の背後には調布新町兵士職、真も岡うか牛うし丸まると羽は染ぞめ静しずかが近きん侍じし、町役場の上役も今日は子鹿色の軍服に身を包んで啓十の御前に居並んでいた。一般兵と区別をつけるため、幹部たちはいずれも詰つめ襟えりのついた子鹿色の上着を羽織り、胸元には調布新町の町章を縫ぬい止めている。

  　進路の両側に陣取る上役たちの目線にも沙也加は臆す様子なく、殺さつ伐ばつとした市街地迷彩に包んだ胸を毅き然ぜんと張り、すたすたと啓十の面前まで歩んでくると片膝を地につけて頭こうべを垂れた。まだ一七歳の少女とは思えぬほどしっかりした挙動である。

  　凛りんとした言葉が沙也加の口から放たれた。

  「八王子コロニー市長、百武岩いわ友ともが一人娘、沙也加にございます。こたびの戦、調布新町の高名なるお歴れき々れきと馬ば首しゆを連ねる栄えい誉よに浴し、この若じやく輩はい者ものには望外の喜びに耐えませぬ」

  「高比良啓十にござる。魯ろ鈍どんな年寄りのために遠えん路ろ遙はる々ばるの頼もしい助勢、百武市長にはどれほど感謝の言葉を連ねても足りませぬ。ただこの白髪しらが頭あたまをこう垂れるのみ。名だたる八王子の精鋭たちが調布の味方とあっては、白しら河かわの者どももさぞかし慌あわてておりますでしょう」

  　啓十は床几に腰掛けたまま、孫娘ほどの年齢差のある沙也加へじっと頭こうべを垂れた。

  　礼を尽くす価値はある。八王子コロニーは調布新町の西方約二○キロに位置する人口九○○○人ほどの中規模共同体だ。多摩川水系に属する共同体としては最大規模を誇り、これまで多摩川の水すい利りを巡って調布新町と幾度か小こ競ぜり合あいを演じてきた。八王子からすると、多摩川を下って東京湾へ出る際にどうしても調布新町が邪魔なのである。町長就任以来二○年、啓十は幾度となく八王子コロニーを訪れて双方の利権に関する話し合いを推し進めてきた。それにより信頼関係が構築されたとは言い難いものの、それ以前の険悪な間あいだ柄がらというわけでもない。信用は出来ないが互いに利用することは出来る……くらいの関係ではある。

  　沙也加の薄うす桃もも色の唇がひらく。

  「我が父岩友は常々、多摩川沿岸共同体における共同防衛態勢の確立を模索しております。こたびはその第一歩であると近隣諸しよ侯こうへ開かい顕けんすべく、わたくしを派は遣けんした次第。過去の不幸な争いは水に流し、本日の戦いくさ、どうか我々を生きつ粋すいの調ちよう布ふ兵へいとして襲しゆう用ようくださいまし。調布も八はち王おう子じも武む蔵さし野のの原を揺りかごに生まれ育ったもの同士、隅すみ田だ川がわの泥水をすすって生きる野や蛮ばんな余よ所そ者ものへの思いはひとつ。この百ひやく武たけ沙さ也や加か、白はく面めんではありますが命の限り蛮ばん兵ぺいと戦う決意にございます」

  　うつむいたまま、淀よどみない儀礼文句がすらすらと沙也加の口から流れ出る。あまりに流ちょうなその美び辞じ麗れい句くがかえってうさんくさいものとして啓けい十じゆうの耳の奥をくすぐる。だがそれで顔色を動かすほど軽けい薄はくでもない。調ちよう布ふ新しん町まちの六大隊を統率する幹部連を沙也加に紹介してから、彼らの上かみ座ざに沙也加を配した。啓十の要請を受けて二個大隊を派は遣けんしてきた百武岩いわ友ともへ慇いん懃ぎんに返礼した格好だ。

  　居並んだ年輩幹部たちに臆すことなく、沙也加は啓十の間近に据えられた床しよう几ぎに腰を下ろすと、生来の沈ちん毅きがにじむ顔立ちをまっすぐに対面へ投げかけ、軍議が終わるまでそのまま口を挟むこともなくひたすら婉えん然ぜんとしていた。言葉を発することはなくとも、ただ座しているだけで気け高だかさと聡明さが沙也加の輪りん郭かくから薫かおり立つ――

  

  　軍議が終わって仮本営の幔まん幕まくが撤てつ収しゆうされ、幹部たちがぞろぞろと幕内から外へ流れ出てきた。遅れて出てきた沙也加のもとへ、麗れい々れいしい燕えん尾び服ふくに身を包んだ初老の執事、雨あま宮みやが歩み寄っていく。牛ぎゆう乳にゆう瓶びんの底みたいな眼鏡めがねをかけ、背伸びしてやっと白髪しらが頭あたまのてっぺんが沙也加の肩に届くくらい小柄なこの老人は、レースの縁取りがついたピンク色の日ひ傘がさを沙也加の頭上に差し出すと、白い口ひげをせわしなく動かして甲かん高だかい声をひねりだす。

  「長い時間見知らぬ年寄りに囲まれてお疲れでございましょう。ささ、あちらに冷たいお飲み物など用意してございます。姫の大好きなチーズケーキも、甘い飴あめ菓が子しもありますとも。ささ、日射病にならぬうちにどうぞどうぞ」

  　雨宮が促す先には白いテーブルとデッキチェア、それにビーチパラソルが据えられていた。調布新町の軍兵たちがあからさまな白眼視を河か川せん敷しき上に鎮ちん座ざする場違いなリゾートグッズへむけている。

  　沙也加は一度ふうと息を抜き、長い上下の瞼まぶたを合わせた。それからゆっくりと瞼をひらき、静せい謐ひつな水色の瞳を下へむける。

  「雨宮っ」

  　幕内にいたときとは一転、冷たく尖った沙也加の言葉が放たれた。同時に雨宮は一歩うしろに飛び退き頭こうべを垂れる。

  「ははぁ、姫様っ」

  「子供扱いするなと何度申せばわかるのですっ。飴あめもチーズケーキもいりませぬ、沙也加を真に思うなら早々にあのパラソルをお片づけなさいっ」

  　沙さ也や加かの剣幕に雨あま宮みやはただおろおろとハンカチで額の汗を拭き取る。

  「ですが、長い行軍を終えてすぐに軍議にもお出になり、きっとお身体は疲れております。他人はごまかせてもこの雨宮の目はごまかせませぬぞっ。ささ、遠えん慮りよなどなさらず、冷たいアイスティーなど召し上がりませ」

  「雨宮っ」

  「ははぁ、姫様っ」

  「沙也加を見せ物にするつもりですかっ。調ちよう布ふ軍が整列しておる傍かたわらでのうのうとアイスティーなど言ごん語ご道どう断だん、沙也加はもう立派な大人です、いつまでもお菓子や甘い飲み物に釣られはいたしませぬっ」

  「ですが姫様、この炎天下ではお身体に触ります、どうか一口、どうか一口だけでもよく冷えたお飲み物を……」

  「くどいっ」

  「ははぁっ」

  「馬を、馬を曳ひけいっ」

  　下か命めいを受け、市街地迷彩の軍服を着込んだ兵たちが沙也加の白馬を曳いてくる。沙也加はきびきびと鞍くらにまたがると、颯さつ爽そうと胸を反らし、うなだれた雨宮を見下ろす。

  「こたびの戦いくさ、沙也加は本腰を据えています。父上が二○○もの軍兵を委ゆだねたのも沙也加の真しん率そつを知ればこそ。ならば雨宮、そなたの使命はなんでありましょう」

  　雨宮は地に膝を落とし、日ひ傘がさを放り出すと燕えん尾び服ふくの裾すそが土にまみれるのも構わずその場に平伏した。感かんに堪たえぬ言葉が老いた口元を震わせる。

  「ひ、姫様を、姫様をお守りすることにございますっ。この身を挺ていし、姫様の盾たてとなることが雨宮の本ほん懐かいにございまするぅっ」

  　沙也加は片手の甲を下あごに添え、青空を見上げて高く笑った。

  「それでこそ雨宮。それでこそ沙也加のお守り役。茶も菓子もいりませぬ、沙也加がいま欲しておるのは阿あ久く沢さわ一いち松まつの首級みしるしひとつ。父上への手みやげはあの愚ぐ蒙もうな白しら河かわ市長の首と決めておりまする。今日は修しゆ羅らの道をゆきますよ、雨宮」

  「ははあっ。この雨宮、たとえ血のなか肉のなか、必ず、必ず姫様をお守りいたす所存っ。蛮ばん兵ぺいどもの指一本、姫様には触れさせませぬっ」

  　土下座したまま打ち震えた声を絞しぼりだす雨宮と、それを受けて哄こう笑しようする沙也加。そのあまりに濃密に形成された主従ふたりの空間に、八はち王おう子じ兵へいの誰も割って入ることは出来ない。ただ気味悪そうにふたりのやりとりを眺める調ちよう布ふ兵へいたちの視線が、沙也加と八王子兵たちにいつまでも突き刺さっていた。

  

  　この日、調布新町に駆けつけた援軍は八王子コロニーだけではなかった。桜さくらヶが丘おか、あきる野の、狛こま江え等、人口五○○人以下の小規模共同体――いわゆる村――からも十数人規模の派兵があった。村に軍服がなく、普段着のまま農具を担かついで駆けつけた軍兵らしからぬ人間たちもいて、彼らには調ちよう布ふ新しん町まちから軍服を支給して体てい裁さいを取った。

  　午前八時に軍勢は新しん宿じゆく方面を目指して出立。総数は八○○ほどに膨ふくれあがっていた。内訳は調布新町から約五○○、援軍が約三○○。傭よう兵へい隊たいは一切雇やとっていない。よほど有名でない限り、傭兵隊というものはただの盗とう賊ぞく団だんであって戦いくさでは掃そう討とう戦せんくらいにしか使えない。啓けい十じゆうは傭兵隊に遣う金を兵装の統一へ投資し、軍団としての一体感を優先した。そのため見栄えはとてもよい調布軍である。

  　そして――啓十の切り札は軍団の最後尾に据えられていた。

  　純白の兵装に緋ひ色いろの外がい套とうを翻ひるがえしたふたりの男。

  　馬に騎乗させられたふたりは後ろ手に鉄てつ枷かせをかけられ、両足を鐙あぶみに固定されていた。自らの意志では絶対に鞍くらから降りられない体勢である。

  　ひとりは両目を分厚い布でぐるぐる巻きにしていた。長い銀髪を風になびかせ、屈くつ辱じよく的な体勢であるにもかかわらずその口元にはにやにや笑いが張り付いている。

  　もうひとりは大変な肥満体だった。彼を乗せている馬はいまにも潰つぶれてしまいそうだ。顎あごの下にまでふくよかな肉をまとった顔つきは憮ぶ然ぜんとしていて、豪快に突き出た腹部を鞍あん上じようで安穏と揺らしていた。

  　鳥とり辺べ野のミゲルと岩いわ佐さ木き満みつ男お。

  　数か月前、姫ひめ路じから遠征大隊を率いて調布新町を潰かい滅めつ寸前まで追い込んだふたりの男が、虜りよ囚しゆう身分のまま戦場へ帯たい同どうさせられていた。

  「暑いね、外」

  　久しぶりの外気に、鳥辺野は楽しげな声を部下に投げかけた。

  「戦いくさ日和びよりですな」

  　覇は気きのない岩佐木の声が大隊長へ返った。

  「ここ、どこ？」

  「多た摩ま川がわ河か川せん敷しきであります」

  「ああ。だから水と草の匂いがするんだ」

  　キリヒトとの戦いで両目を抉えぐり取られた鳥辺野は、世界中の全てを小馬鹿にするように口元をひん曲げて鼻をひくひくさせると、

  「で、カヲルは？　カヲルはどこ？」

  　その質問に、岩佐木は苦い顔になる。だが虜りよ囚しゆうとはいえまだ姫路コロニーの軍ぐん規きはふたりの間に存在するから上官の問いかけを無視するわけにもいかない。

  「久く坂さかユーキは軍団の先頭、第一列におりますな。我々の帯たい同どうにも気づいておる様子です」

  「へえ。こっち見たんだ？」

  「さきほど、ちらりと」

  「どんなリアクションだった？」

  「……答えてよいのでしょうか」

  「答えてよいよ」

  「口を大きくあけてから、顔が真っ青になり、我々に背中をむけて逃げていきました」

  　岩いわ佐さ木きの答えを受け、鳥とり辺べ野のはげらげら笑った。手足を拘こう束そくされたままの馬上で苦しげに身もだえすると、ひいひいと息を整え、

  「かっわいい……!!　かっわいいなカヲルちゃんってば……!!」

  　涎よだれを垂らさんばかりな鳥辺野の口元を岩佐木はいっぱいの嫌悪感と共に眺めた。鳥辺野が両目を失ったことで、顔の上に素直な感情をひろげて良いのはいまの岩佐木にとって不幸中の幸いではあった。

  　なぜ自分たちが今日の戦いくさに帯たい同どうさせられるのか。

  　その疑問、岩佐木にもだいたいの見当はつく。いざというときの捨て石――それに外ならない。おそらく退却時のしんがりに置かれて、追おい慕したってくる敵のただなかへ投げ込まれるのであろう。

  　岩佐木にとっては別にそれでも問題ない。剣けん風ぷう矢や嵐あらしのうちに死ぬことは本ほん望もうだ。このまま調ちよう布ふ新しん町まちの町内法で裁かれて刑死するよりはむしろその方が望ましい。問題はそのとき鳥辺野がどう動くか、それだけだ。
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  　捕ほ縛ばくされて以来三か月、鳥とり辺べ野のの態度はどうも合が点てんがいかない。

  　これまでに数回、調ちよう布ふ新しん町まち町長高たか比ひ良ら啓けい十じゆうが鳥辺野と格こう子し越ごしに交こう渉しようしたことは岩いわ佐さ木きも牢ろう番ばんを通じて伝え聞いている。その内容まではわからないが、おそらくスカウトではないか。でなければ三か月あまりも自分のような大食らいをここで飼っている意味がない。

  　両目を失っているとはいえ、鳥辺野の一軍を率いる将としての適性は優れたものがある。

  　詭き道どうに長たけるだけでなく、七○名を越える大隊を率いて姫ひめ路じから東京まで辿たどりついた手腕も並々でない。

  　あの遠征、鳥辺野は姫路を出発してから一か月間、進路上に存在する大中共同体へ慇いん懃ぎんな書状と金品を送って通行の允いん可かを得、一切のもめ事を避けて一兵たりとも失うことなく高たか尾おまで辿りついてみせた。さらには得意の詭道を用いて護ご法ほう要よう塞さいと化した高たか尾お山中で修しゆ験げん者じや組織を潰かい滅めつへ追い込み、高尾を拠点としてからは徹底した情報収集を行って、ときが来たなら一いつ気き呵か成せいの采さい配はいで調布新町を陥かん落らく寸前まで追い込んだ。啓十でなくとも、共同体の指導者であれば誰であれ、鳥辺野は将として欲しい人材であろう。

  　しかしながら、町長との交渉は行われている様子なのに一向になんの動きもない。ずっと牢に押し込められてむずむずしている岩佐木としては、処刑でも解放でも登用でもなんでもいいから、とにかく早くなんらかの裁きを下して欲しい。鳥辺野が啓十の申し出に対してごねているのではないか……と推量するものの、ふたりの牢は分け隔へだてられているから情報を共有することも出来ない。過ぎていく無む為いな時間と共に、ただ苛いら立だちだけが募っていく。

  　――詮せんないことを考えるのはやめよう。

  　岩佐木は自分にそう言い聞かせる。もともと考えるのは自分の仕事ではない。

  　虜りよ囚しゆうとはいえ、いまでも岩佐木は鳥辺野の部下である。だから岩佐木は考える必要はない。ただひたすら愚ぐ直ちよくに鳥辺野の命令にしたがって己の力を振るうのみ。鳥辺野が白しら河かわと戦えといえば阿あ久く沢さわ一いち松まつの首を取るし、調布と戦えといえば高比良啓けい十じゆうの首を取り、なにもせずに黙って死ねと言われれば黙って死ぬ。それが岩佐木の武人としての誇りだ。

  　そして今日の戦いくさのさなか、果たして鳥辺野は岩佐木にどう下知するだろうか。

  　――出来るなら、戦場で死にたい。

  　それが岩佐木の正直な気持ちだった。異端にすぎる上官があまりに非人間的な命令を下すことがないよう、この非道になりきれない大男は胸のうちで祈っていた。



  


  　　　八．

  

  　土の地面を四角く掘り下げただけの囲い炉ろ裏りに、日中拾い集めた粗そ朶だ木ぎを並べて火打ち石で火を点けた。頼りなかった小さな種火が藁わらに燃え移り、まといつくように粗朶木へ乗り移って温かな炎となった。もくもくした煙は洞どう窟くつの天井に穿うがたれた煙り出しの穴から外へ吐き出されていく。

  　つるつるの石肌が露あらわな洞窟の壁に、三人の子供の影が大きく映り込んだ。壁際には青灰色の毛並みの騎き狼ろうが三頭、穏やかな寝息を立てている。

  　鉄製の四脚に鉄てつ鍋なべを据え、氷を溶かした水を張って沸ふつ騰とうするのを待つ。三人の傍かたわらにはしたごしらえの済んだ兎うさぎ肉にくが出番のときを待っていた。

  「天国みたいだ」

  　囲い炉ろ裏り脇に腰を下ろしたカヲルはぽつりと呟いて、両手で抱え込んだ膝の上に顎あごをのっけた。顔も衣服も薄汚れているが、表情は山さん楼ろうにいた頃とは比べものにならないほど柔らかい。

  「こんな殺風景な天国があるもんか」

  　粗そ朶だ木ぎを乱暴に掻かき立てながらタケルが軽口を叩く。文句を言いながらも、タケルもまたこの洞窟が気に入っていることは明らかだ。山に住まう天てん狗ぐが三人のために用意してくれたもののように、ここで生活するためのあれやこれやが整っている。

  「誰かが暮らしていたのは間違いないね。偶然いまは留守なのか、永遠に留守のままなのか。希望としては後者だね」

  　シュンは炎を見つめながら呟いた。山楼にいた頃より少し頬がこけてはいるが、どことなくたくましさを増した彼の佇たたずまいだ。

  　湯が煮立ち、昼間獲った兎肉をぞんざいに鍋へぶちこむ。肉はすぐに赤褐色へ変じて、三人の胃のなかへ次々収まっていった。

  「おいしい」「うまいな」「うん、上出来」

  　調味料などなにもない、ただ煮ただけの肉だが、育ち盛りの空すきっ腹ぱらにはこれで充分だった。三人は無言で肉にがっつき、残った骨は三頭の騎狼にあげた。忠実な騎狼たちは主人が手ずから与えた骨をぺろりとたいらげ、喉のどを鳴らして甘えてくる。この三頭がいなかったら、候補生たちはここまで逃げ切ることはまず不可能だっただろう。

  「今日で何日目だっけ」

  　囲炉裏脇にごろりと寝ころんで、タケルが尋ねた。シュンの答えは早い。

  「脱走してから今日で一○日目。この洞窟で過ごすのはこれで三日目」

  「追っ手、もう振り切ったね」

  　安心したようにカヲルが呟く。シュンの戒いましめもまた早い。

  「油断は禁きん物もつだよ。居心地は良いけど、いつまでもここにいるのは危険だと思う」

  　脱走後、すぐに軽けい騎き兵へい隊たいによる追跡を受けたが、騎狼の助けを受けた三人は一度も追いつかれることなく姫ひめ路じコロニー勢力圏けんから脱することに成功した。

  　神こう戸べの廃はい墟きよを右手に眺めながら中国山地の尾根を走り抜け、三宮さんのみやを越え、尼崎あまがさきを越え、山地を駆け下り大おお阪さかの廃墟をくぐり抜けて淀よど川がわを渡った。その後もとにかく東を目指して駆け抜けて、いまは雪に閉ざされた名も知れぬ山の洞どう窟くつに隠れ住んでいる。ここがどこなのかは知れないが、道中の右手に常に海が見えていることと、姫ひめ路じを発った日数から考えて、恐らくは東海地方ではないかとシュンは睨んでいる。

  　シュンの提案により、三人はとにかく東を目指し、姫路から遠ざかることを優先した。東の方が中小規模の共同体が互いにしのぎを削けずっていて、姫路コロニーの追っ手が自由に動きずらく、身を隠すには都合が良い。二度と姫路に戻る気はなく、いまはとにかく安住の地を求めて逃げ続ける三人だった。

  　食事が終わるとすぐに焚たき火びを消した。凍いてつくような夜気はすぐに洞内に満ちる。

  　あとはもう眠るだけだ。三人はそれぞれの騎き狼ろうに歩み寄り、その毛並みを撫なでる。

  「もう寝るよ、朔さく夜や。今夜もよろしく」

  　カヲルが声をかけると、朔夜も慣れたもので、地に横たわった身体を少しひらいてカヲルの小さな身体を迎え入れた。

  　カヲルは朔夜の毛並みに埋うもれるようにして眠った。

  　朔夜の温もりが凍死から守ってくれる。丸まる朔夜にぎゅっとすがりついた。五歳で山さん楼ろうに連れてこられてからずっとひとりで夜を過ごしてきたカヲルは、大好きな朔夜と一緒に眠れるいまがとても幸せだった。

  

  　未明――

  　不意にカヲルは目を覚ました。なにかおかしな気配があった。朔夜の四し肢しの狭はざ間まから不審そうな顔を突き出して洞窟の入り口を見やる。

  「あ、月……」

  　洞窟の暗がりのむこうの空に、冴さえた満月が玲れい瓏ろうとしていた。蒼ずんだ月光が洞うろの奥深くにまで煌こう々こうと差し込んできている。

  　そしてその蒼い月明かりに、タケルの影が浮かんでいた。入り口近くの内壁に背中を預け、足を前へ投げ出して、ただ月を眺めている。彼の騎狼、十六夜いざよいが律りち儀ぎそうにその傍かたわらでお座りしていた。

  　カヲルはのそのそと朔夜の毛皮から這はいだして、こっそり、息を殺して、慎重な忍び足でタケルに近づいていった。そしてぎりぎりまで近づいてから、タケルの前におどけた顔を突き出して、

  「わっ！」

  「なにしてんだよ、馬鹿」

  　カヲルの戯たわむれなどとっくに察知していたらしく、タケルの反応は冷たかった。カヲルはからかうように、

  「どうした、月なんか眺めて。ホームシックか？」

  「んなわけあるか。あんなとこ、二度と戻りたくねーよ」

  　強がりを返してから、タケルは決まり悪そうに立ち上がった。そして洞どう窟くつの外へ歩み出て空を仰ぐ。山地の夜気は叩けば割れそうなくらい凍いてついて、呼吸するだけでタケルの口から濃い水蒸気が漏れ出てくる。

  「見ろよ。すごい星だ」

  　夜気の冷たさに震えながら、カヲルもタケルの背を追って外へ出てみた。そして胸の前で両手を組んで、言われるままに仰ぎ見ると、遮さえぎるもののない星空がカヲルの頭の上いっぱいに広がっていた。

  「わあ」

  　神さまがバケツいっぱいの金こん平ぺい糖とうをぶちまけたような、幾千幾万の星彩が冬の大気のただなかに冴さえ冴ざえとしていた。

  　夜はずっと洞窟内部に籠こもって眠るだけだったから、こんなに星を見るのは久しぶりだ。それに今夜の月は思わず目を眇すがめるくらいに明るくて、傍かたわらのタケルの表情もうっすら見える。カヲルは目を地表の方へ戻してみた。

  「すごい。下が見える」

  　ふたりの眼下ではなだらかな起伏が青紫色に浮き立っていた。うねうねと絡み合う尾根と尾根、裾すそと裾が繋つながった低い山並み、それらを覆おおう杉やブナの梢こずえの先が、天空から降りそそぐ月と星の光を浴びて銀ぎん箔ぱくを撒まいた色に染まり、峡かい嶺ねの稜りよう角かくを鮮やかにしていた。

  「きれい」

  　カヲルは思わず呟いて、傍らを見た。タケルの顔がそこにあった。タケルはなぜか呆ほうけた顔で、夜空ではなくカヲルを見ていた。

  　空も地上もこの世ならざる光をまとい、その清らかな光はカヲルの輪りん郭かくを夜のなかへ浮き立たせ、タケルの網もう膜まくに清せい冽れつに映じていた。

  「……？」

  　カヲルは小首を傾かしげた。タケルは我に返ると、決まり悪そうに目線を外し、眼下に広がる夢幻の光景へと鑑賞の対象を変えた。

  「きれいだな」

  　ぼつり、と無ぶ骨こつな調子でタケルは吐き捨てた。言葉は真っ白な靄もやになって夜のなかへ消えた。カヲルは思わず笑った。

  「ははっ、きれいだってさ。変なの。タケルってそういうこと言うんだ」

  「なんだよ。別におかしくないだろ。お前だって言ったし」

  「あはは、タケル、怒ってる」

  「うるせえよ。なんだお前、笑いすぎだぞ」

  「そうかな。だって面白いんだもん。あはは、あはは」

  　あけっぴろげにカヲルは笑った。タケルの仏ぶつ頂ちよう面づらがそれに返る。ひとしきり笑ってから、カヲルは星彩を宿した瞳をタケルへむけた。

  「こんなに笑うの久しぶりだ。面白いなあ」

  「全然面白くねえよ。そんな笑うことないだろ」

  　投げやりなタケルの言葉に、カヲルは微笑ほほえみで応えた。

  「なあ、タケル。わたしたち、ずっとここで暮らせないのかな」

  「ここで？」

  「うん。今日みたいに、みんなで兎うさぎを獲って、水を汲くんで、木の枝を拾って暮らすんだ。で、夜は朔さく夜やたちと一緒に寝て。春が来たら野草も採れるし、獣もいっぱい出てきて過ごしやすくなるし。きっと楽しいよ」

  「楽しそうだけど、どうかなあ。まだ追っ手も諦あきらめたわけじゃないだろうし、厳しいかもな」

  「……そうかな」

  「もっと姫ひめ路じから離れないと駄目だろ。もっとずっと遠くへ逃げないと」

  「どのくらい遠く？」

  「どのくらいかなあ。東京くらいまで逃げれば安心出来るかもな」

  「東京……」

  　カヲルは本のなかでしか知らない都市の名を呟いた。

  「青あお砥とさんに聞いた話だと、すごいでっかいビルがまだたくさん建ってるんだって。地面はひび割れたアスファルトだらけだけど住む人もちゃんといて、大きい町も何個かあるって。そういうとこに紛れ込めば、もう見つからないだろ」

  「町に入れてくれるかなあ。流れ者は嫌われるよ」

  「うん。でもおれら、特とく進しん種しゆだからな。おれたちくらい腕が立てば傭よう兵へい仕事だって出来るし、うまくいけば青砥さんみたいな将軍にだってなれるかもしれない。将軍になったら、もう美み歌か子こに追われたってへっちゃらだよ。逆に返り討ちにしてやることだって出来る」

  　話しているうちに興奮してきたのか、タケルの語気が荒くなった。たぎってくる若い血を抑えきれず、放ち出す言葉に力が籠こもってくる。

  「そうだ、うん。おれ、東京に行って将軍になろう。霧きり崎さきキリヒトみたいな、みんなが名前を聞いただけで震え上がるような、誰にも負けない将軍に」

  「…………」

  「それから……うん、そうだ、すごい将軍になって、美歌子を討うつんだ。たくさんの軍勢を率いて、姫路コロニーをおれがこの手で攻め落とす。レギオンも、鎌かま鳥どりも、兜かぶと牛うしも戦せん象ぞうも、みんなみんな、おれの氣き弾だん一発で吹き飛ばしてやる。ははっ、そうだ、そうだよ。どうだカヲル、これ、いいアイディアだろ？」

  「うん。そうだね」

  「シュンは頭がいいから、将軍より軍師向きだな。あいつがもっと大人になったら、美み歌か子こや白しら谷たに三さん座ざを欺あざむくような作戦も考え出せるよ、きっと。そうだそうだ、おれとシュンが組めば美歌子なんて怖くないぞ」

  「わたしは？　わたしがいないぞ？」

  「え？　あぁ、お前はいいよ、なにもしなくて」

  「なんだそれ。わたしだけ仲間外れか」

  「いやそういうんじゃなくて。お前、女だろ。だから将軍になるのは無理だ」

  　至し極ごく当然の顔でタケルはそう言い切った。

  　一瞬呆あつ気けにとられてから、カヲルは短く問いかけた。

  「女？」

  「うん。女は戦わなくていいんだ。そういうのは男に任せとけ」

  　しばしの静寂が垂れ込めた。音のない夜だった。静けさを破ったのは、カヲルのこめかみがぶっつりと切れる音だった。

  　今度はカヲルが語気を荒らげる。

  「そんなの関係ない。わたしだって将軍になれるよ。たくさんの兵隊さんをつれて、美歌子と戦うんだ」

  「駄目だよ。兵隊は誰も女の言うことなんか聞かないよ。無理に決まってる」

  　頭ごなしにそう決めつけるタケルの言葉が、カヲルの心に刺さった。

  「どうしてそういうこと言うんだ。いままでそんなこと一言も言わなかったじゃないか。みんなで一緒に美歌子を討つって約束しただろ？」

  「約束って、何年前のだよ。もう五年も前だろ。おれが九歳で、お前が七歳のときだ。そんな子供の頃の約束なんて、意味ないよ。あのときは男とか女とか関係なかったし」

  　カヲルは口をぽかんとあけて傍かたわらのタケルを見上げた。

  　そう言えば彼の背丈はすっかり伸びて、カヲルの顔の前に彼の肩がある。身体つきも全身に張りのある筋肉がついてたくましい。彼に比べるとカヲルはまだまだ子供の体型だ。

  　男と女。その違いに傷ついたのはカヲルだった。

  「……冗談だろ。なに言ってんだ。そんなの……ひどいよ」

  「ひどくない。それでいいんだ。その方が、おれはうれしいんだ」

  「……え？」

  　言葉の意味を問いかけようとしたそのとき、カヲルの背中にタケルの両腕が回った。

  　ぎゅっ。

  　そのままきつく抱きしめられる。

  「え？」

  　もう一度、同じ言葉がカヲルの唇から洩もれた。

  　背筋が折れそうなくらい強い力で、タケルはカヲルを抱きしめる。離れようとしない。タケルの薄い胸がカヲルの顔に押し当てられる。

  「な……どうした、タケル？　怖いのか？」

  「怖くねえよ」

  「なら……なんで抱きつくんだ」

  「…………」

  「タケル、苦しい……」

  　抱き寄せられたまま、カヲルは首を横へ回した。頬がタケルの胸に当たり、彼の鼓動が軍服越しに伝ってくる。表情を歪ゆがめ、カヲルは自分の両腕をタケルの胸の前にねじこんで、彼を押しのけようとした。

  　背に回された両腕がようやく解かれた。ほっとしたのもつかの間、今度はカヲルの両肩にタケルの両手が置かれる。

  「カヲル」

  　いつになく真剣な声でタケルが呼びかける。カヲルは思わず身体をすくめて、人慣れない子犬みたいな上目遣いを間近のタケルへ送った。

  　カヲルが知らないタケルがそこにいた。

  　友達だと思っていたのとは違う、ひとりのたくましい男の子。

  　彼のまっすぐな目線がカヲルに突き刺さる。

  　どくん、とカヲルの心臓が一度大きく弾んだ。

  　これまで経験したことのない、異質な感情がふたりの間に挟み込まれていた。

  　思わず彼の手を振り払って逃げようとしたそのとき――

  　ずっと座していた十六夜いざよいの耳がぴくんと立った。低い音がその口から洩もれ、後ろ足を立てて周囲の闇へむかい威い嚇かくの体勢をとる。

  「……十六夜？」

  　カヲルが異変に気づいた。

  　つづけて洞どう窟くつの奥の暗がりから、全身の毛並みを逆立てた朔さく夜やと立たち待まちがぬっと現れ出てきた。この二頭もまた低い威嚇の唸うなりを発している。

  　タケルの両手がようやくカヲルの肩から外された。

  　ふたりは険しい目線を足元の傾斜面へ送った。岩や灌かん木ぼくが転がるきつい勾こう配ばいが山やま裾すそへむかって闇に呑のまれている。

  　暗黒のなかに張りつめたものが含まれていた。息をひそめ、目をこらしてこちらを窺うかがう複数の生物の気配――見えないが、確かにいる。

  　カヲルの頬から赤みが消えた。

  　ふたりとも、いまが非常事態であることを悟った。直前にあった感情は瞬時にしてぬぐい去られ、幼い戦士の面おも貌えりがふたつ現れる。

  「タケル、氣きを」

  「あぁ」

  　この三日間を洞どう窟くつで過ごしたのは、身体を休めて練れん氣きを貯ちよ蔵ぞうするためだ。ふたりは下した氣き海かいで涵かん養ようしていた氣を呼び出し、身体の末端の氣き街がいへ集積させた。

  　ふたりの傍かたわら、全身の毛を逆立てた三頭の騎き狼ろうが前足を大きく投げ出し、後ろ足をぴんと突っ立て、鼻に皺しわを寄せて腹から絞しぼった低い唸うなりを投げかける。

  　洞窟が囲まれているのはほぼ間違いない。ただ敵が何者なのかがわからない。

  　バケモノか、野の伏ぶせりか、追っ手か、それ以外か。

  「照らすぞ」

  　タケルが短く言い切り、右手の氣街へ滴るほどの練氣を集約させた。

  「うん」

  　カヲルの首しゆ肯こうと同時に、タケルの伸ばした指先へ発光する微粒子が移動していく。

  　ふっ、と息をひとつ抜いてから、タケルは指先から五つの光球を夜闇へむけて放ちだした。

  　閃せん光こうが奔ほとばしる。鶏けい卵らんほどの大きさの五つの球がそれぞれの方向へ扇おうぎ状に飛び散り、ふたりがいる洞窟の直前、ごつごつした岩が転がる山肌の勾配を照らし出した。

  　目を凝こらす。無数の岩や灌木の影に、なにかがいる。こちらを窺うかがっている。彼らは五つの方向から照らし出され、自身の影を雪の残る傾斜面に曳ひいていた。バケモノではない。隠れているのは人間だった。

  「シュン！」

  　背後を振り返り、洞窟の奥へむかいカヲルが叫ぶ。

  「起きてるよ」

  　すぐ傍らから落ち着いた返事が届いた。既にシュンは立たち待まちに騎乗していた。眼鏡めがねの奥の目は充分に醒さめている。

  「声、かけづらい雰ふん囲い気きだったから」

  　ぽつりと皮肉を放ち、シュンはふたりに顎あごで騎乗を促す。その仕草にはどこか、置いてけぼりにされて拗すねた感情がにじんでいた。

  　傾斜面に潜ひそんでいた敵は隠れるのを諦め、蒼白い月明かりの下に次々とその純白の兵装を晒さらしてきた。

  　見み紛まがうことなき姫ひめ路じコロニーの兵装なのだが、しかしよく見ると一般兵のものではない。

  　それぞれの兵員が掲げ持つ武具に統一性というものが全くない。

  　三み日か月づき型の大おお鎌がま、長い柄の先端に複雑な形状の刃を取り付けた「ハルバード」、水平の柄を持つ両刃の短刀「カタール」……左手に脇差し、右手に日本刀を掲げ持つ二に天てん一いち流りゆうの剣士もいる。

  　おのおの異様な雰ふん囲い気きをまとった、あまりに個性的すぎる兵士、いや、剣士たちがカヲルの眼下に潜ひそんでいた。

  　シュンは傾斜面に展開するこの異形の兵たちの所属する部隊を知っていた。

  　姫路コロニー近この衛え三兵団のひとつ――選えりすぐりの万能型特とく進しん種しゆに「剣けん聖せい」来くる栖す征せい一いち郎ろう自らが兵法を仕込んだ、姫路コロニー随一の剣術家集団――

  「来くる栖す兵へい団だん！」

  　叫ぶと同時に、急勾こう配ばいから火花があがった。練れん氣きを使える万能型特進種が踵かかとから燦さん光こうを吐き出しながら、文字通り滑すべるがごとく傾斜を駆け上がってくる。

  　次の刹せつ那な、カヲルの眼前にハルバードが閃ひらめく。すっ、と首を後ろに反らしてそれをかわし後方へ跳躍、両手で雪の大地を一度叩いてから真上へ跳ね上がり、背後の山肌を蹴けりつけておもむろに前方へ方向転換、宙を翔かけるカヲルの目の先に二に天てん一いち流りゆうの剣士が立ちはだかる。

  　カヲルの翡ひ翠すい色の瞳が爛らんと輝く。細く鋭く吸気する。右手の氣き街がいへ練氣を集め、一直線に剣士の間合いへ入り込む。

  　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、上段から振り下ろされた日本刀を体のさばきでかわす。カヲルのさばく動作が終わったところを見計らい、脇差しの刺し突とつ。しかしカヲルには剣士の全ての動作が見えていた。青砥兵団の練氣使いたちと日々修練に励んだ成果がここで出る。

  　足の運びで上体を旋転させ、脇差しをかわして剣士の脇腹に押し当てたカヲルの手から、練氣の塊かたまりが放ち出される。

  　どうん、と鈍い音とともに剣士の上体は「く」の字に折れた。ごぎっ、と背骨が砕ける音がして、口から鮮血を噴き上げ、いびつな角度に四し肢しを折り曲げ、哀れな剣士は悲鳴もあげずに星空のただなかへブリキ人形のごとく高々と舞い上がった。

  　その手からこぼれおちた日本刀が、カヲルの手に収まった。カヲルはそのまま、真ま一いち文もん字じに横へ振る。

  　キン、と高い金属音。カヲルの横撃を受け止めたのは、かつてアメリカ海軍特殊部隊が使用していた「シール」と呼ばれる二本のコンバットナイフだった。

  　にぃ、と眼前のナイフ使いが一いつ粲さんする。次の瞬間、カヲルの胸元をナイフの切っ先が抉えぐった。

  　もう少し深ければ肋ろつ骨こつの隙間を切り裂かれていた。皮膚一枚切られただけで済んだのは僥ぎよう倖こうといえる。咄とつ嗟さに後方へ飛んだカヲル目がけ、ナイフ使いは間かん髪はつを容れずにシールを投とう擲てき。これはカヲルの意表を突いた。

  「わっ」

  　避けきれない。慌あわてて突き出した日本刀の切っ先をくぐりぬけ、カヲルの喉のど元もと目がけてシールが飛来する。

  「落ち着け」

  　声と共に、一条の閃ひらめき。

  　敵から奪った大おお鎌がまをバット代わりに、タケルはシールを打ち返した。それと同時に、その刃へ己の練れん氣きをかぶせる。

  　打ち返されたシールは、投とう擲てき時以上の勢いでナイフ使いの喉のどへ深々と食い込んだ。

  「ぶえっ」

  　妙な音が傷口から漏れ出る。それだけではない。籠こめられた練氣が刀身からナイフ使いの体内へ伝い、爆裂する。

  　夜のなかに盛大な肉片と血ち潮しおの花が咲いた。粉こな微み塵じんに砕けたナイフ使いの肉体が、傾斜面の兵へい法ほう者しやたちへ降りそそぐ。タケルの練氣のすさまじさに、来くる栖す兵へい団だんの精兵たちが目を剥むいた。

  「いまだ、早くっ！」

  　シュンの声が響く。一瞬の隙をつき、カヲルは日本刀を片手に持ったまま朔さく夜やの鞍くらに飛び乗って、片手に手た綱づなを絡ませた。そして叫ぶ。

  「タケルっ！」

  　タケルは呆ほうけたように、己の練氣を喰らった敵が肉片と化した光景を見つめていた。

  「タケル、早くっ！」

  　見ひらいた目をカヲルへむけて我に返り、タケルもようやく十六夜いざよいの鞍へまたがる。

  「逃げるよ、僕についてきて」

  　言い捨てて、先頭をシュンが切る。カヲルとタケルがその後ろへつづく。

  　騎き狼ろうは足取りに全く迷いなく、一面の暗闇のただなかをひたすらに駆けた。

  　後方から追ってくる気配はある。シュンは立たち待まちを信頼し、己の腕の先も見通せない視し程ていゼロの状況にも拘かかわらず、力の限りに手綱を振った。

  　騎狼は馬と狼を掛け合わせたグリルだ。馬の優れた習性のひとつ、夜よ目めが利く点もしっかりと受け継いでいる。人間には見通せない山道の起伏も林立する樹木の狭はざ間まも、騎狼たちは昼間と遜そん色しよくない速度で夜間騎行が出来る。騎狼が手間暇かけて調教されるのは高い攻撃力とこの夜間騎行能力を併あわせ持つためと言って良い。

  　朔夜の手綱を引き絞しぼり、夜闇のただなかを駆けながら、カヲルは右手で日本刀の柄つかを握っていた。その右手には、まだ先程放った練氣の感触が残っている。

  「死んだかな」

  　呟いた。練氣の塊かたまりを叩き込まれ、中空高く舞い飛んだあの二刀流の剣士――

  　死んだかもしれない。訓練のときとは違い、力の加減が全く出来なかった。相手が自分を殺しに来ている、という事実が、知らず知らず叩きつけた練氣に反映していた。剣士は口から鮮血を吐いた。背骨が折れる音がした。悲鳴もないまま、妙な角度に身体を折り曲げて飛んでいった――

  「うっ」

  　吐き気がした。もちろん鞍に酔ったのではない。人の命を奪った自分の右手のひらが、腐っていくように思えた。カヲルは、前に青あお砥とから聞いた話を思い出した。

  　――想像しないことだ。

  　青砥が教えてくれた戦場での心得。決して相手の人格を想像しないこと。相手に親兄弟がいることを想像しないこと。彼のこれまでの人生を想像しないこと。

  　敵とは、こちらを殺そうとしている物体である。それ以上でも以下でもない。敵に対たい峙じしたときカヲルがやるべきことは仲間が殺される前に相手を破壊すること、それだけだ。その作業が終わったなら、破壊した物体について決して想像しない。速すみやかに次の作業へ移る。ただひたすらに対たい峙じする物体を破壊、破壊、破壊……それが戦場における戦士の役割だ。

  「想像するな」

  　一寸先も見えない夜の尾根を駆け抜けながら、カヲルは声に出して自分にそう言い聞かせた。けれども手た綱づなを握る左手が震える。日本刀を握る右手に力が入らない。

  「想像するなっ」

  　さっきより大きな声で、カヲルは自分を怒鳴りつけた。いまはただ、来くる栖す兵へい団だんから逃げ切ることを考えなければならない。余計な想像を張り巡らせて自分を傷つける暇などない。

  「考えるなっ」

  　いつのまにか涙声になっていた。もう戻れない道に足を踏み入れたことを理屈を越えたところで理解していた。これから先、何人もの「敵」を殺あやめることになる自身の運命を、カヲルはこのとき魂の奥底で感じ取っていた。無意識に自じ己こ憐れん憫びんの涙がこぼれた。格好悪いとは思ったものの、そうしないと胸の奥が痛すぎた。どうせ夜だし、騎行中だから誰にも見えない。そんな言い訳をしてから、カヲルは自分自身を哀れんで泣いた。こんな惨みじめな泣き方はこれで最後にしようと思った。

  

  　早はや、山腹が白しらむ。

  　三騎は止まらない。山肌の勾こう配ばいに群生する針葉樹林のただなか、幹と幹の間かん隙げきを縫ぬい、雪に埋うもれる下生えを踏み越え、峻しゆん険けんな尾根を駸しん駸しんと渡る。

  　背後から来栖兵団の騎兵が掻かき立てる蹄ひづめの音が迫ってくる。敵は追跡の専門家を同行させているらしく、シュンがあの手この手で振り切ろうとしても一向に引っかかってくれない。山道を外れてあえて困難な道をゆき、わざと雪面へ囮おとりの蹄ひづめを刻んでから方向を変え、土の地肌が見える箇か所しよを選んで進んでいっても、惑わされる気配もなく一定の速度で正確に追尾してくる。

  　朔さく夜やを繰りながら、カヲルは背後を振り返った。

  　梢こずえ越しに低く斜めに差し込んでくる淡い陽射しが追跡してくる軽けい騎き兵へい隊たいを朝あさ靄もやのなかに浮き立たせていた。全部で七騎。その背にはいずれも特とく進しん種しゆでなければ引けないであろう大ぶりな弓ゆみ弦づる。厄やつ介かいなことに騎き射しや兵へいだ。

  　カヲルは全速で駆けながらも逐ちく次じ、背後を振り返って騎射が来ないか確認する。先頭を駆ける二騎が背中から弓を外し、腰の矢や筒づつから一矢を抜き取って、両の腿ももで馬の胴を引き絞しぼりながら鞍あん上じように弓立ちした。

  　騎き射しや兵へいの全身の筋肉が膨張する。弓束を握る押おし手て、弦つるを引く引ひき手では共に大人の胴回りほども肥大している。銀光りする鏃やじりは一直線に朔さく夜やへむけられていた。

  「矢が騎き狼ろうを狙ってる、気をつけろっ」

  　駆けながら、カヲルは前をゆくふたりに声をかけ、日本刀の柄つかを握る右手に力を籠こめた。

  　微妙な違和感をそのとき覚えた。いつもより力が指の先へ籠もらないような――

  　それにナイフ使いに斬られた胸の傷から妙な痒かゆみが伝ってくる。その痒みが毛細血管を通じて全身に広がっていくような、ひどい嫌悪感。

  　――毒？

  　思い至った刹せつ那な、音速の矢がカヲルの面前にあった。

  「んっ」

  　反射的に右手一本で日本刀を切り上げる。矢が真っ二つに断ち切られてから、びぃん、とようやく大気が唸うなった。筋きん繊せん維い系特とく進しん種しゆ専用の弓ゆみ弦づるが放つ、空間を鋭く切り裂く弓音だった。さらに遅れて、ひゅん、と飛来音が届く。矢が音速を遙はるかに越えている証拠だった。

  　一矢をかわしても安心出来ない。騎射隊の先頭が入れ替わり、既に二の矢を引き絞しぼった射手が躍り出てくる。カヲルは毒のことを忘れた。いまこの危機に対応が出来なければ、毒より前に敵にやられる。

  　弦を絞る右手が放れたと同時に、カヲルの面前に二の矢の鏃が飛来している。

  「んっ」

  　今度は左斜め上から右斜め下へむかって振り下ろす。断ち切られた二の矢の矢羽根が朝あさ靄もやに散り、びぃん、ひゅん、と音が遅れて聞こえ、胸をなで下ろす間もなく三の矢、四の矢が飛来する。文字面通り、矢継ぎ早の攻撃だった。

  　四の矢をなんとか叩き落として、カヲルは遂ついに前のふたりへ叫んだ。

  「きりがない。このままじゃやられるっ」

  　それを受け、タケルがシュンに献けん策さくする。

  「逃げるのはやめだ。氣き弾だんで騎兵を仕留める」

  「でも、ここで氣きを使い切ってしまったら……」

  「ここで使わないと逃げ切れない。騎狼が一頭でもやられたらおれたちは終わりだっ」

  　騎狼を失った乗り手は、他の乗り手が操る騎狼に同乗することは出来ない。騎狼にはふたり乗りが出来ないのである。例えば朔夜を失ったカヲルがタケルの鞍くらに同乗しようとしたなら、十六夜いざよいはカヲルに襲いかかってしまう。騎狼はあくまで一人の主人に従順なのだ。

  「溜めは出来てる。迎え撃つぞ、シュン！」

  　タケルの決意がシュンのためらいを断ち切り、手た綱づなを握る手を思い切り胸元へ引きつけさせた。雪面を蹴立てて立たち待まちが静止する。その傍かたわら、十六夜いざよいの鞍くらから飛び降りたタケルが、大きく踏みだした右足で降り積もった雪を抉えぐりながら叫ぶ。

  「止まれ、カヲル！」

  　気づいてカヲルが手綱を引き絞しぼる。タケルの傍ら、朔さく夜やが前足を雪面に突き出して行き過ぎてゆく。タケルの意図を見抜いたカヲルは阿あ吽うんの呼吸、すれ違いざまに右手に持っていた日本刀をタケルの手へ渡した。

  　爛らん、とした光をタケルの瞳が帯びる。

  　その眼光の向く先に、雪道を蹴立てて追おい慕したってくる七騎の騎兵。前をゆく二騎は既に弦つるをいっぱいまで引き絞っている。それだけではない。後続の騎兵たちもまた弦を引き絞り、間断のない斉せい射しやのときを待っている。

  　タケルの腰の後ろへ銀光りする剣けん尖せんが回った。

  　青あお砥とに教わった氣き弾だんの構えだ。練習で氣弾の射しや出しゆつに成功したことは数えるほどしかないが、いまここで出来なければやられる。

  　発光する微粒子が刀身に絡みついてゆく。蜂はち蜜みつのごときタケルの練れん氣きが剣尖から滴したたる。ギンと見据えた目の先で、併へい走そうするふたりの騎き射しや兵へいがほぼ同時に弓ゆみ弦づるから手を放した。

  　音速の一斉射。

  　砕けんばかりに奥歯を噛かみしめ、乾けん坤こん一いつ擲てき、タケルは日本刀を斜め上方へ斬りあげた。

  　刹せつ那な――空間が破裂した。

  　静止した世界のただなか、剣尖が辿たどった軌き跡せきから微細な光粒子が膜状に溢あふれ出る。

  　その膜にやや遅れ、光粒子をさらに煮詰めたような、あまりに眩くらすぎる穹きゆう窿りゆう形の物質が裂け目から鎌首をもたげた。

  　光だけで組成が為されたその物質は、大気に擦られて不吉そうにバチバチ瞬き、表面に幾条もの電光を奔ほとばしらせ、そして――雪道を目標へむかい一気に駆け抜けた。

  　音速の斉射は、光速の一撃の前に虚むなしく微み塵じんと化す。

  　光の奔ほん流りゆうが天頂めがけて駆け上がる。すさまじい勢いで真しん鍮ちゆう色の幔まん幕まくが膨張する。この幕の内側にあるのは灼しやく熱ねつだ。身のうちに抱えたあらゆるものを原型留めず融ゆう解かいさせる残ざん酷こくなまでの熱量だ。

  　カヲルもシュンも思わず顔を背けた。タケルの氣弾が孕はらんでいるのは、直視したなら網もう膜まくが焼け爛ただれるであろう光熱だった。

  　氣弾の射線上に居合わせたものは全て、重い鳴動と炸さく裂れつ音おん、天空を震わせる響ど動よめきのただなか、分子レベルに解体されて光のなかへ昇華していく。

  　ただいつまでも天地を圧する光熱だけがあった。

  　それが空間へ完全に消え失せるまで、三人の天子候補生は言葉を失ったままだった。

  　目を眇すがめ、顔の前に腕をかざして、カヲルは起きた事態を理解しようとしていた。タケルがこれをやったと理解するまで、しばらくの時間が必要だった。

  「タケル、すごい……ね」

  　光が収まり、静けさが舞い戻った山中、被害のあとを眺め渡したカヲルは傍かたわらへそんな声を投げかけた。

  　タケルも眼前の変わり果てた光景を眺めて自失のただなかにある。

  　氣き弾だんが通り抜けた跡は、雪が完全に蒸発して赤い地肌を剥むいていた。射線上に林立していた杉やブナは、幹の根本が消滅してしまったため右に左に完全に倒れてしまっている。七騎の騎兵の痕跡もほとんど存在せず、よく目を凝こらしたなら兵装の切れ端や焼けこげた鞍くら、燃え残った鉄の鏃やじりや馬の蹄てい鉄てつが転がっているのが見て取れた。亡なき骸がらは見あたらない。おそらく一瞬のうちに全身が炭化して砕け散り、空間へ熔けたのだろう。

  　タケルは震える自分の手のひらを見下ろした。己に宿った力がどれほどのものか、ここで初めて骨の髄ずいから思い知った。タケルの氣弾の前に、鍛きたえ上げられた七人の特とく進しん種しゆが一瞬のうちに悲鳴もあげずに消滅した――その事実が足元を震えさせていた。いくら度胸が良いとはいっても、まだ一四歳のタケルには重すぎる己の力だった。

  　シュンが最初に現実へ戻った。呆あつ気けにとられてひらいていた口を引き締め、眼鏡めがねのつるを人差し指で押し上げてから、努めて冷静な声を出す。

  「一難去った。けれど終わりじゃない。追っ手はまだいる。さ、早く逃げよう」

  　促して周囲を見回す。追われているときは気が付かなかったが、どこからか水音がするのに気が付いた。耳を澄ませて、川のせせらぎだと知れた。

  　来くる栖す兵へい団だんの正確な追跡は匂いを頼りに行われている可能性が高い。だとしたら川で匂いを消せる。音の出所を探し、シュンの目線は山道の右側を縫ぬい取った杉木立に辿たどりついた。水面は見えないが、下方へつづくなだらかな傾斜のむこうからこの救いの音は聞こえてくる。

  「下に川がある。山道を外れてそっちへ行こう」

  　シュンの提案に、ようやくカヲルとタケルが顔を上げた。言葉を失ったまま、ふたりはただ頷くだけだ。人間相手の殺し合いに慣れないふたりが精神的に消耗しているのがシュンにはわかった。人を殺したという事実がカヲルとタケルの胸を切り刻んでいる。

  　だが状況は呑のん気きに感傷にひたらせてくれない。

  　シュンは目をあげた。密に佇ちよ立りつする樹木のむこうから、かすかな馬ば蹄ていの響きが伝ってくる。ほどなくすれば特殊な武器を使いこなす兵たちも追いすがってくるだろう。

  　手た綱づなに従い、騎き狼ろう三騎は傾斜に足を踏み入れた。駆け下りるほどに水音が近くなってくる。滑すべらないよう慎重に手綱をさばいていると、やがて風景がひらけ、丸石の敷き詰まった河岸が面前に現れた。

  　川幅は五メートルほどもあり、白銀色の川面はそれなりに流れが速く、川底は見えない。渡と河かすることでこちらの匂いを消したかったが、騎乗したまま向こう岸に渡るのは難しそうだ。

  「下流を目指そう。そのうち対岸へ渡れるポイントが見つかるかもしれない。ついてきて」

  　立たち待まちが丸石を蹴立てて下流を目指す。川沿いはどこまでも丸石と砂じや利りの堆たい積せきした川岸が続いている。対岸は針葉樹の茂る山肌がせり出していて、ところどころ切り立った岩肌を剥むいてもいる。

  　渡河地点を探すうち、風景はやがて渓けい谷こくとなった。

  　ごつごつした斑はん岩がんを水面のそこかしこに打ち出して、絶え間なく水みず飛沫しぶきをあげる急流の両側に、喉のど仏ぼとけを晒さらして見上げるほどに峻しゆん険けんな崖がけが屹きつ立りつしている。騎き狼ろうたちは水の際に足を浸ひたして狭い河岸を渡っていく。蹴立てた飛沫は凍り付きそうなほど冷たい。

  　シュンは背後を振り返った。空が青い。既に太陽は南の天頂に差しかかっている。タケルが騎乗する十六夜いざよいに遅れて、カヲルの朔さく夜やが赤い舌をのぞかせながらついてきている――のだが様子がおかしい。慌あわてて手た綱づなを引き寄せて立待を止め、声をかけた。

  「カヲル？　具合が悪い？」

  　カヲルは朔夜の首にほとんど上体を預けるようにして、両手をともに手綱にからませ、俯うつむいたまま騎行していた。その顔は血の気けがなく真っ青で、瞳もどこかどんよりしている。タケルもはじめてカヲルの異常に気づき、慌てて十六夜の鞍くらを飛び降りると彼女に駆け寄る。

  「おい、さっきまで平気だったじゃないか、急にどうした」

  「だい……じょ……ぶ……」

  　消え入りそうなカヲルの強がりだった。シュンとタケルは顔を見合わせる。

  「これは……？」

  「どこかで毒をくらったのかも。カヲル、心当たりは？」

  　シュンの問いかけに、カヲルは首を左右に振るだけでもはや言葉を返すことも出来ない。彼女の軍服の胸元が鮮血に染んでいることにシュンは気づいた。夜明け前、洞窟での戦いでナイフ使いに抉えぐられた箇か所しよだ。切っ先に毒が塗られていたのかもしれない。

  　タケルの表情が険しさを増す。

  「放ほっとくとまずくないか？」

  「おそらく致死性のある毒じゃない。むこうは僕らの生け捕りが目的だろうし。その証拠に、騎き射しや隊たいも騎き狼ろうを狙っていたしね。しばらくの間、身体の自由を利かなくするくらいのものだと思う。ただ、まずいのは間違いない」

  　渓けい谷こくの岩壁に、追っ手の蹄ひづめが反響するのがかすかに聞こえる。こちらは先程の氣き弾だんでタケルの氣きも底を尽き、カヲルは毒で身動きがとれない。

  　シュンは空を仰いで、ぽつりとこぼした。

  「僕らの負けかな」

  　タケルは首を左右に振る。

  「まだ終わりじゃない。最後まであがこうぜ」

  　苦しげに顔を歪ゆがませながら、カヲルはかろうじて首をシュンの方へねじ曲げて、

  「い……ける。まだ……逃げ……れる……から……」

  　上体を起こし、手た綱づなを振ってみせる。朔さく夜やはその手綱に応え、シュンとタケルをその場に置き去りにして軽快に前へ駆けだした。

  　タケルも鞍くらにまたがった。鐙あぶみに両足を通し、毅き然ぜんとシュンを見下ろして、

  「行けるところまで行こう。最悪、カヲルだけでも逃がすんだ」

  「――わかった。僕らは彼女の盾たてだね」

  「あぁ。全員は無理でも、誰か一人なら逃げられる。美み歌か子こに地じ団だん駄だ踏ませてやるんだ」

  　血と泥にまみれた顔を、悪わる巧だくみするガキ大将みたいに屈くつ託たくなくほころばせ、タケルは朔夜を追って鐙を蹴った。

  　シュンはここでようやく下した氣き海かいから練れん氣きを呼び出し、全身にまとった。タケルやカヲルほどではないが、彼もまた鶴つる木き山さん楼ろうで過か酷こくな練氣修行に明け暮れた万能型特とく進しん種しゆだ。いまこの状況でまともな戦闘力を維持しているのはシュンである。

  「せめてカヲルだけでも」

  　短く呟き、立たち待まちの手綱を振った。聡さとい彼はこの旅の終わりがすぐそこまで来ていることを感じ取っていた。

  

  　渓谷がまたひらけてきた。中流域の入り口に差しかかったようだ。川幅も広まり、その流れも前よりゆっくりになってくる。白銀色だった川面は藍緑色へ変じて、浅瀬や中なか州すも現れ、澱よどんでいるところと瀬を為して流れるところがはっきりと分かれる。対岸は雪を抱く針葉樹に覆おおわれた山並みだった。

  　さざれ石の川岸を蹴立て、先頭をいく朔夜の足取りはしかし徐々に頼りなくなっている。騎乗するカヲルはもはや、鐙に両足を通しているというだけで手綱を振る気配すらない。

  　タケルは前方へ目を凝こらした。中流域に入ってから彼は抜かりなく周囲を観察しつづけている。この状況を突破するために必要なものは何一つ見み逃のがさない。見逃してはならない。未明からここまで戦闘が連続し、彼自身もまた疲労困こん憊ぱいの極みにあったが、己の意識を叱しつ咤たし、無理矢理に駆り立て、希望の光を探していた。

  　やがて――それは対岸に現れた。

  　十六夜いざよいの手綱を左に傾かたむけて立待に寄せ、シュンに教えた。

  「船だ、船があるっ！」

  　示された方向へシュンは眼鏡めがねの奥の目を走らせる。タケルの言うとおり、粗末な平ひら底ぞこ船ぶねが対岸に曳ひきあげられていた。刹せつ那な、叫んだ。

  「カヲル、止まれっ！」

  　しかし前をゆくカヲルの身体はシュンの声に反応しない。ただぐったりと朔夜の首に上体をあずけたままでいる。朔さく夜やの足が止まったのは、おそらくは朔夜自身の意志だろう。この騎き狼ろうの賢さにシュンは無言のうちで感謝した。

  「船はおれに任せろ、すぐ取ってくる」

  　十六夜いざよいの鞍くらから飛び降り、タケルは氣きを練りはじめた。既に彼の氣は尽きているが、その天てん眷けんの呼吸器系をもってすればこの場で練った氣でも川面を跳躍するくらいは溜められる。

  　細く短く吸気しながら、タケルの踵かかとが水面を捉えた。飛沫しぶきすらあがらない。七メートルほどの川幅を飛び越えるのに三跳躍でお釣りがきた。繋けい留りゆうしていた縄なわを解ほどき、船首を両手で抱え上げて水へ曳ひき入れる。使われなくなって久しいのか、竿さおや櫂かいの類たぐいが一切なく、ただ流れに身を任せるだけの船だった。タケルは縄を口にくわえると、冷たく凍いてついた真冬の川へ身を躍らせ、そのまま泳いでカヲルのもとを目指した。

  　水のあまりの冷たさに気が遠くなる。水中の軍服はあまりに重い。川の流れも見た目より遙はるかに速く、意識をしっかり保っていなければこのまま流されてしまいそうだ。

  　しかしタケルは負けん気を振り絞しぼった。痺しびれそうな手足を必死に動かし、水をかき、水底を蹴りつけ、縄をくわえた下した顎あごに渾こん身しんの力を籠こめて、遂に川を渡りきる。

  「カヲルを……早くっ」

  　ずぶぬれになり、身体を震わせながら叫んだ。シュンは既に動けないカヲルを朔夜の鞍から下ろし、胸の前に抱いていた。

  「カヲル、この船で逃げてくれ。追っ手は僕らが食い止める」

  　シュンは落ち着いた口調で言った。青ざめたカヲルは彼に抱き上げられたままうっすらと苦しげに目をひらき、

  「なんだ……それ……？」

  「きみだけでも逃げ延びるんだ。きみはもう、あんなところにいてはいけない」

  「お……い。なに……言って……」

  「元気で、カヲル。またいつか、必ず」

  　シュンは平ひら底ぞこ船ぶねの船底へ、カヲルの身体を横たえた。動けないカヲルは懸けん命めいに上体を持ち上げようとするが、船の縁へりを越えることも出来ない。

  　タケルが背後を振り返る。上流の方から馬ば蹄ていの響きが迫ってくる。もう時間がない。縄なわを右手で掴つかむと、カヲルを乗せた船をもう一度川へ曳ひき入れる。

  　そのままざぶざぶと水面を掻かき分け、タケルは船を川の流れの速いところへ持っていく。船中から、カヲルが歯を食いしばってタケルへ手を差し伸べる。

  「駄目……だ……わたし……も、一緒……に……」

  　タケルはお腹まで川の水に浸つかりながら、網もう膜まくに焼きつけるように、まっすぐにカヲルを見つめる。

  　素直になれずに言えなかった言葉も、いまは言える気がした。

  「昨日の夜、お前は女だから将軍になれない、って言ったろ。あれはウソだ。お前には、そんなのになって欲しくなかっただけだ」

  「お……い……なに……言って……」

  　カヲルの言葉を振り払おうとするかのようにタケルは船の縁へりを両手で掴つかみ、水底を蹴って駆けだした。水みず飛沫しぶきが飛び散り、平ひら底ぞこ船ぶねの勢いが増す。

  「誰かを憎んだりとか、殺したりとか、そういうの、お前、似合わないよ。お前、笑ってる方がいいよ。おれ、お前が笑ってるとこ、好きだよ」

  　タケルは俯うつむいて不格好に水面を蹴立てた。カヲルがなにごとか、声を絞しぼり出している。けれどタケルは自分の気持ちをひと思いにぶつけたかった。もしかするとこれが、永遠のお別れなのかもしれないから。

  「お前の分までおれが美み歌か子こを憎むから。だからお前は、誰も憎まないでいてくれよ。復ふく讐しゆうなんか忘れて、遠くに逃げて、幸せになってくれ。お前が幸せなら、おれ、うれしいから」

  「いやだ……おい……一緒に……」

  　カヲルが半泣きになっていることに気づいて、タケルは無理矢理おどけた顔をあげた。水面をかき分けながら、からかうように、

  「聞き分けろよ、いまいいところなんだから。こういうときは、にっこり笑ってお別れするもんだ。絶対また会えるって」

  「いやだ……いやだ……！」

  　川岸のシュンが後方を振り返って叫ぶ。

  「騎兵が来る、早く、早くっ」

  　タケルは残った力を振り絞しぼり、凍いてついた水に痺しびれてしまった手足を懸けん命めいに前へ動かして、平底船に勢いを与えた。そうしながら、カヲルを安心させようと声をかける。

  「そうだ、お前、東京にいてくれよ。迎えに行くから。霧きり崎さきキリヒトみたいな立派な将軍になって、美歌子を討うって、それからお前に会いに行くよ。な、それならいいだろ？」

  「タケル……!!」

  　カヲルが手を差し伸べる。一度それを強く握って、愛いとおしい人の面おも差ざしを心に刻み込み、タケルはその手を放した。

  　平底船は下流を目指して流れ去っていく。船の縁から、泣き濡れたカヲルの顔が突き出している。差し伸べたその手が小さくなっていく。

  　腰まで水に浸つかったまま、タケルは声を張り上げた。

  「東京にいてくれ。絶対捜し出すから。東京のどっかにいてくれ」

  「タケルっ……！」

  「迎えに行くよ。美歌子を討ってから」

  　約束の言葉は山峡に木こ霊だまし、カヲルの耳じ朶だへしっかりと届いた。指先まで毒に浸ひたされながら渾こん身しんの力で打ち振った手は約束が届いた証あかしだ。

  　藍あい緑りよく色しよくの川の流れは滔とう々とうと、船を彼方かなたへ運んでゆく。

  　船影が川の蛇だ行こうのむこうへ消えてから、タケルは唇を引き結び、決然と上流を振り返った。

  　来くる栖す兵へい団だんの軽けい騎き兵へい隊だんが追いすがってきている。鎌かま鳥どりの隊列が河岸の丸石を蹴け立たてて、胸の前で折り畳んだ鎌を冬の陽射しに光らせながら、轟ごう然ぜんと直進してくる。その背後から特とく進しん種しゆの隊列がつづく。いずれも洞窟の前でやりあった剣術家集団だ。

  「この先へは行かせない」

  　もはや氣きは尽きた。武器は日本刀のみ。けれど逃げない。ここで相あい討うちになろうとも、カヲルに手出しはさせない。命がけで格好つけてやる。

  「格好つけたいのはきみだけじゃないよ」

  　傍かたわらからシュンの落ち着いた言葉。タケルはにっと笑い、もう七年以上も連れ添った相棒を見やった。シュンも全身に練れん氣きをまとい、戦闘準備を完了している。

  「それに、彼らも」

  　朔さく夜や、十六夜いざよい、立たち待まち。幼い騎き狼ろうたちもまた、低い唸うなりを発しながら体勢を低く屈め、鎌鳥の隊列を睨にらんでいる。ここで自分たちがやるべきことを知っている様子だ。

  「カヲルは人気者だな」

  「きみは抜け駆けしすぎだよ」

  「ひがみか？」

  「フェアとは言えない」

  「挽ばん回かいしろよ。あいつら相手に」

  　武具も燦さん爛らんと寄せ来る精強の特進種たちへ、タケルは意地悪そうに顎あごをしゃくった。シュンは口をへの字に曲げて肩をすくめる。

  「本来、戦闘は僕の本領じゃない。でも伊だ達てに何年もきみたちと一緒に過ごしてないよ。時間稼ぎなら、きみより僕の方が上う手まい」

  「そりゃ頼もしい」　

  　ふたりは肩を並べ、押し寄せる来栖兵団を正面から待ち受けた。

  　カヲルと別れた寂しさは、正直ある。けれど後悔はない。あとは最後まで責任もって格好つけるために、来栖兵団を追跡不可能なまでに痛めつけることだけだ。

  　片手に持った日本刀にその場で精製した練氣を絡ませ、タケルは自ら敵兵の群へ突っ込んで行った。遅れてシュンも練氣を使った跳躍であとにつづく。幼い騎狼三騎は各個散開すると三方向から鎌鳥の隊列に襲いかかっていった。

  

  　来栖兵団がふたりの天子候補生を捕ほ縛ばくするのにそれから一時間強を要した。最も苛か烈れつな抵抗を示した澁しぶ澤さわタケルが捕まった直後、澁澤シュンが即時に山中へ逃げ込んで時間を稼いだこと、騎き狼ろうの抵抗が予想以上であったこと、市長から厳密な生け捕り命令が出ていたこと……等々が手こずった原因として挙げられた。殺しても良ければ作業は二○分もかからなかったであろうし、澁しぶ澤さわカヲルに逃げられることもなかっただろう……などと弁解めいたことを追跡隊長は姫ひめ路じコロニーに帰還してから口にした。

  　また、十六夜いざよいと立たち待まちは麻ま酔すいによって捕ほ縛ばくされたが、朔さく夜やだけは傷つきながらも行方ゆくえをくらませ、何処いずこへか逃げ延びていったという。おそらくはカヲルを追っていったものと思われるが、その後に主従が出会えたかどうか、一連の天子候補生脱走事件に関する姫路コロニー側の記録は明らかにしていない――



  


  　　　九．

  

  　海鳴りがあった。

  　暁ぎよう闇あんの空に群れなす海鳥が高く澄んだ音で啼ないている。東雲しののめの下腹はこれから焼けようとするところだ。寄せ返す波のそびらへ、まず黒くろ薔ば薇ら色からにじんでゆく。

  　河口の白い砂州に平ひら底ぞこ船ぶねの舳へ先さきが乗り上げていた。

  　その傍かたわら、純白の兵装に身を包んだ少女がぽつねん、砂を噛かんでいる。

  　海からの冷たい風が少女の後ろでひとつにまとめた髪を撫なでていった。長い上下の瞼まぶたがぴくりとして、ゆっくりひらき、現れた翡ひ翠すい色の瞳が淡やかな光を映す。

  「んっ……」

  　短い苦く悶もんと共に顔を上げて、カヲルは白い砂州と、赤黒い空の色を映した川面と、黒くろ薔ば薇ら色の波は濤とうを認めた。

  　眉び宇うが怪け訝げんそうに寄る。四し肢しに力を籠こめると、なんとか両腕が持ち上がり、仰向けに寝返りを打てた。

  　天頂はまだ夜だ。きららかな星彩が夜空を穿うがち、光の水脈みたいに絡まりあって、その流れの行く先を追っていくと、真紅に焼け爛ただれた東の空の裾すそへ辿たどりついた。

  　寝ころんだまま顔を側そばめ、カヲルはその朝焼けを見ていた。

  　誰もいない。

  　渺びよう々びようとした海原と寄せ返す波、さざなみの音だけがある。

  「んっ」

  　掛け声と共に、上体を起こした。

  　呆ほうけた顔で周辺を見回し、空を見上げ、それからまた周辺を見回す。

  　記憶をまさぐり、起きた出来事を思い出した。

  「タケル。シュン」

  　出来ればあれは夢であってほしい。そう思って名前を呼んでみた。返事はない。

  「朔さく夜や」

  　呼びかければ駆け寄ってきて、うれしそうにカヲルの頬を舐なめる、あの幼い騎き狼ろうもいない。

  　もう誰も――そばにいない。

  　あれは本当の出来事だったわけか。

  「タケルっ。シュンっ。朔夜っ」

  　呼ぶ声に涙がにじんだ。返事がないことはわかっていてもそれでも呼んだ。悲しい呼びかけに応えてくれるのは蕭しようとした海風だけだ。

  「十六夜いざよいっ。立たち待まちっ」

  　カヲルを鞍くらには乗せない騎狼の名前も呼んだ。嗚お咽えつが洩もれた。視界が水の皮ひ膜まくに覆おおわれて歪ゆがんでいく。涙をこらえようとして天頂を見上げたが、まなじりはもはや流れ出るものを堰せき止めることも出来なかった。

  　胸の奥底から、制せい御ぎよできない思いが溢あふれてくる。それはカヲルが許容できる量を越えて、涙になって溢れ出てくる。

  「うあああっ。うあああっ」

  　誰にはばかることなく、カヲルは空を見上げ、みっともないほど泣いた。

  　かけがえのないものを失ったことを知った。心の中心にあったものが抜け落ちて、がっぽりとした空洞がひらいていた。その空洞から消失の痛みが押し寄せてくる。

  　無限の奥行きを秘めた星空の下、どこまでもつづく海原を前に、カヲルはいま完全にひとりぼっちだった。

  「いやだああっ。いやだああっ」

  　情けない声を嗚お咽えつと一緒に絞しぼり出した。山さん楼ろうの牢ろう獄ごくではこらえられたものが、いまは止まらなかった。涙と鼻水でぐしゃぐしゃになったカヲルの顔を、水平線から昇る真っ赤な朝日が照らし出した。

  　世界から闇が追い立てられていく。カヲルは泣きやまない。朝焼けはカヲルを慰い撫ぶするどころか、広すぎる空と海を鮮やかにして彼女の寂せき寥りようを駆り立てていた。

  　とても寂しかった。これほど孤独を感じたことはいままでになかった。それに先行きが全く見えなかった。

  「えぐっ。えぐっ……」

  　幼い顔立ちをくしゃくしゃにしてカヲルは嗚お咽えつをつづけた。真っ赤な火球みたいな朝日は水平線から切り離され、東雲しののめのむこうで煮えたっていた。空の裾すそは下から焚たかれるがごとく、清せい澄ちような赤紫色に焼けている。

  　これからひとりでどうすればいいのだろう。こんなにも広い世界に放り出されて、どこをむいて歩いていけば、どうやって生きていけばいいのだろう。

  

  　――東京にいてくれよ。迎えに行くから。

  

  　途方に暮れていたそのとき、別れ際にタケルがくれた言葉が耳元に蘇よみがえった。

  

  　――東京にいてくれ。絶対捜し出すから。東京のどっかにいてくれ。

  

  　カヲルは、泣き濡れた目を北東へ送った。なだらかな海岸線のずっとむこう、富ふ士じ山さんらしき山影がうっすらと朝日に晒さらされていた。

  「東京……」

  　本でしか知らない廃はい棄き都市の名を呟いてみた。

  　行き方もわからない。ただ富士山を目印にしながら海岸沿いに駆けていけば当面は道に迷うこともないだろう。富士を越えてからはそのとき考えればいい。

  「東京」

  　もう一度、その名前を呟いた。

  　いまのカヲルが縋すがりつくことが出来るのはタケルとの約束だけだ。

  　東京に行けば、いつかまたタケルとシュンに会える。そう信じるしかない。

  　その約束以外に、カヲルはなにも持っていない。

  　いや、その約束を持っている。タケルは決してそれを破るようなことはしないだろう。一旦約束を交わしたからには、なにがあろうとも必ず果たす。彼はそういう人だ。

  　――だからわたしは、約束を守ればいいんだ。

  　えぐえぐと嗚咽はいまだに漏れ出てくる。だが次第に、意志の力を寄せ集めて、それを抑え込んではいけた。

  　白い砂州にぺたんと尻しり餅もちを付いたまま、泣き濡れた目元を軍服の袖そででごしごしとぬぐった。鼻水も出ていたし涎よだれも垂らしていた。みっともないものを全部袖でぬぐって、真っ赤に腫はれた目を朝日へとむけた。

  　まろやかな輪りん郭かくを黄金こがね色に縁ふち取どらせた東雲しののめのむこう、太陽は赤みから抜けて真しん鍮ちゆう色の光を雲の隙すき間まから打ち出していた。

  　幾条もの光の束がまっすぐに海原を越え、白州のカヲルを照らし出していた。

  　太陽が自分を励ましている。なにかとてつもなく大きな、人じん智ちを越えた権威あるものが自分に「行け」と言っている。

  　カヲルの心の奥深いところがそう囁ささやいていた。その囁きに呼こ応おうするように、新しい力が肉体の深しん淵えんから、細胞のひとつひとつから湧きだしてくる。

  　行け。

  　心の深淵が、肉体を構成するあらゆる細胞が、鶴つる木き山さん楼ろうで培つちかってきた負けん気に溢あふれる精神が、みんなでカヲルを駆り立てていた。

  　目を閉じた。

  　深く大気を吸い込んだ。潮の香りを濃く孕はらんだ風がカヲルの進化した呼吸器系に送り届けられ、古く沈ちん澱でんしたものを洗い流し、新鮮な力を身体の芯しんに喚かん起きしていた。それが勢いよく、身体の末端まで一気に染みわたってゆく。

  　目をひらいた。

  　さっきまでとは異なる、凛りん乎ことした翡ひ翠すい色の輝きがそこに宿っていた。

  　迷いもなく、けがれもなく、清すが々すがしく透きとおった虹こう彩さいがあった。

  「東京へ行こう」

  　自分へむかって呟き、砂に膝を立てて立ち上がった。河口の浅いところを選んで歩を送り、真っ白な海岸へ足を踏み入れた。

  　海鳥の群がカヲルを先導するかのごとく、海面のすれすれを東へむかって飛んでいく。

  　カヲルはもう一度深呼吸してから、海鳥を追って走りはじめた。

  「んっ、んっ」

  　いまはただ、東京へ。

  「んっ、んっ」

  　タケルと交わした約束の地へ。

  　あたかもそこで待つなにかに引き寄せられるかのごとく、カヲルは一心にまだ丸みの残る手足を動かし白砂を蹴け立たてて駆けてゆく。

  　不意にカヲルの脳のう裡りに再び、約束の言葉がよぎった。

  

  　――迎えに行くよ。美み歌か子こを討うってから。

  

  　その言葉がやがてなにを引き起こすのか、いまのカヲルは知らない。タケルもシュンも、もちろん知らない。誰も結果を知らないまま、その残ざん酷こくな約束は交わされていた。

  「んっ、んっ」

  　脇目もふらずにカヲルは走った。

  　この道の先にタケルとの約束がある。いつか必ず、美歌子を討ったタケルとシュンがわたしを迎えに来てくれる。そしてもう一度、三人で楽しく生活するんだ。朔さく夜やと十六夜いざよいと立たち待まちを連れて、誰にも拘こう束そくも命令もされることなく、自由に野山を駆け巡るんだ。

  「んっ、んっ」

  　懸けん命めいに手足を動かす。東雲しののめを抜けて高く昇りつめた太陽が世界を眩まばゆく染めあげる。

  　燦さん々さんとした光の粒子が降りそそぐ砂浜を、カヲルは凛りん然ぜんと前だけを見て駆けていく。

  

  　東京へ。

  　約束の場所へ。

  　いつか来る再会の日のために、いまはただ、見果てぬ廃はい都とへ――


  


  あとがき

  

  　読んでいただいてありがとうございます、犬いぬ村むら小こ六ろくでございます。

  　というわけでこうして無事に二巻目が出せました。○八年一月には第三巻も出ます。それもこれもみなさまの応援のおかげでございます。このあいだ第一巻の印税をいただいて、わたくしの食卓にも数年ぶりに牛肉が並び、とてもうれしいです。今後はスーパー閉店間ま際ぎわの半額肉でない、正規の値段の肉が食べれるように頑張ろうと思います。現在、半額肉を使った焼きうどんが卒そつ倒とうするほどうまいです。キャベツと、半額肉と、冷蔵庫の残った野菜をいためて、めんつゆをぶっかけてうどんと一緒に焼いて鰹かつお節ぶしで仕上げる感じですが、なんか「こんなうまい食べ物が地球上にあっただなんて」と涙を流しながら食べてます。最高、最高。で、涙を流して食べるわたくしの傍かたわらで、愛犬ハム吉きち（ビーグル・三歳）がひいひい啼なきながら「おれにも食わせろ」と舌したを出します。が、絶対あげません。この犬はひどく愚おろかなので、ペットフード以上にうまいものを知ってしまったら翌日から絶対にペットフードではなく焼きうどんを要求してくる。そうに決まってる。だから絶対にあげない。ざまあみろ！

  　そんなわけで（どんなわけだ）例によってとりとめもないまま、このあたりで謝しや辞じをば。

  　ご迷惑をかけてばかりの担当編集、具ぐ志し堅けんさん。担当でないのに迷惑をかけてしまう湯ゆ浅あささん。いつも素す晴ばらしいイラストの赤あか星ほしさん。尽じん力りよくしてくださる出版、営業、校正の方々。そして誰よりも何よりもこの本を読んでくださるあなたに超ちよう弩ど級きゆうの回転ウルトラ感謝をば。あなたの応援がシリーズを続けていくための唯一の力なのでございます。たくさんある物語の中からあなたに選んでもらえないと、シリーズを続けていくことが出来ないのです。そしてなんと素晴らしいことにガガガ文庫のアンケート葉は書がきには五○円切手が不必要！　すごいぜ小学館！　なので本編を気に入っていただけたなら葉書につらつら適当に思いついたことなど書いて通勤通学お散歩途中にポストへ投げ込んでいただけますと、今作のようなマイナータイトルにとってはとても大きな力になるのです。ガガガ文庫暗黒編集会議において「レヴィアタン売れねえなあ。犬村、口臭くさいし、白目が黄おう土ど色いろだし、夜言ったこと朝には忘れてるし、ここらで切るか。うふふふ。えへへへ」となったとき、悪い編集部を倒すことが出来るのが（倒してどうする）あなたの声なのでございます。あなたが見守ってくださる限り、タマとユーキは走り続けていられます。この物語がゴールへ辿たどり着つけるよう、わたくしも頑張って書きますので、どうか応援よろしくお願いします。

  　そして次巻、一六○ページを越える戦闘シーンをご堪たん能のうください。自分でいうのもなんなんですが、なぜここまで執しつ拗ように血ち飛沫しぶき内ない臓ぞうべろーんを書かなきゃいけないのかさっぱり理解出来ません。なんかわたくしのなかにいる妖よう精せいが書かせるのですが、夢にまで戦闘シーンが出てきて大変でした。疲れた、疲れた。というわけでどうかお楽しみに。

  二○○七年　一○月某日　犬村小六　
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